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⽥
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⼼
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⽃
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⾄
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賀
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21 

五̶

四
&﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

 
 

 

 
22 

五̶

五
&
本
章
の
⼩
括 

 
 

 
 

 
 

 
25 

 六
&
講
談
本
と
の
関
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 
26 

 七
&
お
わ
り
に 

 
 

 
 

 
 

 

 
27 

 

注 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

29 
 

︻
資
料
１
︼
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
諸
作
品
の
条 

 
 

 
 

 
30 

︻
資
料
２
︼﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
条
と
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
の
席
の
対
応 

 
39 

︻
表
１
︼﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
各
条
の
タ
イ
ト
ル
と
他
三
作
品
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
L
ド
の
有
無 

 
42 

︻
表
２
︼﹃
加
陽
太
平
記
﹄
各
条
の
タ
イ
ト
ル
と
他
三
作
品
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
L
ド
の
有
無 

 
44 

︻
表
３
︼﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
各
条
の
タ
イ
ト
ル
と
他
三
作
品
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
L
ド
の
有
無 

 
47 

︻
資
料
３
︼﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
翻
刻 

 
 

 
 

 

 
49 

 
 



 1 

⼀
&
は
じ
め
に 

 
⾼
⽥
善
蔵
が
実
際
に
起
こ
し
た
事
件
︑
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋
〇
︶
⼆
⽉
⼋
⽇
︑
加
賀
藩
⾦
⾕
御
殿
に

お
い
て
⾼
⽥
善
蔵
が
中
村
万
右
衛
⾨
を
殺
害
し
た
⼀
件
は
︑
実
録
の
題
材
と
さ
れ
︑
複
数
の
実
録
作
品

が
現
代
ま
で
伝
わ
∫
て
い
る
︒ 

 
実
録
と
い
う
ジ
Ω
ン
ル
に
関
す
る
研
究
は
︑
現
時
点
で
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
︑
地
⽅
で
作
ら
れ

た
実
録
に
関
す
る
研
究
も
部
分
的
な
も
の
に
留
ま
∫
て
い
る
︒ 

 
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
を
題
材
と
し
た
実
録
︵
以
下
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
︶
は
︑
そ
う
い
∫
た
地
⽅
で
作

ら
れ
た
実
録
作
品
の
⼀
種
で
あ
る
が
︑
現
在
そ
の
書
名
が
判
明
し
て
い
る
も
の
に
限
∫
て
も
︑﹃
両
家

越
路
雁
⾦
﹄﹃
忠
⾂
⼆
⽉
雪
﹄﹃
⽩
⽴
宝
実
記
﹄﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄﹃
⾦
城
忠
義

伝
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾦
⾕
殿
中
刃
傷
記
﹄
と
い
う
よ
う
な
作
品
が
存
在
し
︑
明

治
時
代
に
は
︑
歌
舞
伎
﹃
再
梅
鉢
⾦
沢
評
諚
﹄
１

︵
勝
⽶
輔
作
︑
明
治
⼗
三
年
︵
⼀
⼋
⼋
〇
︶
初
演
︶︑

⼩
説
﹃
⾦
城
美
譚
如
⽉
雪
﹄
２

︵
芳
流
軒
⽯
井
⼀
蛙
編
︑
明
治
⼗
九
年
︵
⼀
⼋
⼋
六
︶︶︑
講
談
本
﹃
⾼

⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄︵
古
名
弁
⼭
⼝
演
・
⽿
津
珂
吉
速
記
︑
明
治
三
⼗
⼀
年
︵
⼀
⼋
九
⼋
︶︶
３

と
い

∫
た
ジ
Ω
ン
ル
に
ま
で
広
が
∫
た
題
材
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
関
す
る
研
究
は
︑
現

時
点
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
︒ 

 
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
関
す
る
記
述
と
し
て
も
︑
加
賀
と
能
登
と
の
⼆
国
の
事
項
に
関
す
る
簡
単
な
解

説
を
並
べ
た
﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄
４

に
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
を
除
い
た
七
つ
の
作
品
名
と
簡
単
な
解
説

が
記
さ
れ
︑
⾦
沢
の
稗
史
を
集
め
た
﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄
５

に
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄

﹃
両
家
越
路
雁
⾦
﹄
の
三
作
品
の
翻
刻
が
載
せ
ら
れ
︑
作
品
に
関
す
る
解
説
が
付
さ
れ
︑
⾦
沢
の
⽂
学

作
品
を
様
々
な
ジ
Ω
ン
ル
に
渡
∫
て
ま
と
め
た
﹃
⾦
沢
の
⽂
学
﹄
６

に
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
梗
概
と

本
⽂
の
⼀
部
︑
解
説
⽂
が
記
さ
れ
る
︑
と
い
∫
た
こ
と
な
ど
に
限
ら
れ
る
︒ 

 
ま
た
︑
菊
池
庸
介
⽒
の
﹃
近
世
実
録
の
研
究̶

̶

成
⻑
と
展
開̶

̶
﹄
７

の
附
録
で
あ
る
﹁
主
要
実

録
書
名
⼀
覧
稿
﹂
の
﹁
加
賀
騒
動
﹂
の
項
⽬
に
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
で
あ
る
﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄﹃
加
陽

太
平
記
﹄
が
書
名
と
し
て
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
諸
本
の
先
後
関
係
や
影
響
関

係
な
ど
の
位
置
付
け
に
関
す
る
整
理
・
研
究
が
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

 
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄﹃
加
陽
太
平

記
﹄
な
ど
︑
成
⽴
年
次
の
記
載
が
あ
る
作
品
が
存
在
す
る
︒
し
か
し
︑
現
時
点
で
は
︑
そ
れ
ら
の
成
⽴

年
次
が
正
し
い
と
信
⽤
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
諸
作
品
の
整
理
・
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で

は
︑
そ
れ
ら
の
情
報
に
関
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
情
報
に
関
し
て
も
︑
位

置
付
け
な
ど
を
考
え
る
中
で
そ
の
正
確
性
を
判
断
し
た
い
︒ 

 
先
述
し
た
︑
明
治
時
代
の
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
に
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
い
う

作
品
を
参
考
に
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
そ
の
講
談
本
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
を
⽐
較
す
る
こ
と

で
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
成
⻑
や
展
開
を
考
え
る
こ
と
に
役
⽴
て
た
い
︒ 

 
本
研
究
で
は
︑
未
だ
研
究
が
及
ん
で
い
な
い
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
諸
作
品
を
調
査
し
︑
各
作
品
の
情

報
を
ま
と
め
︑
現
時
点
で
は
⼀
部
の
作
品
に
し
か
翻
刻
が
及
ん
で
い
な
い
な
が
ら
も
︑
⼀
部
の
作
品
の

影
響
関
係
を
分
析
し
︑
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
︒
そ
れ
を
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
研
究
を
進
め

る
上
で
の
第
⼀
歩
と
し
た
い
︒ 

  

⼆
&
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件 

 
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
に
関
す
る
記
録
と
し
て
︑
加
賀
藩
研
究
の
史
料
を
集
め
た
﹃
加
賀
藩
史
料
 
第
九

編
﹄
８

に
収
録
さ
れ
る
︑
天
⽂
七
年
︵
⼀
五
三
⼋
︶
か
ら
⽂
化
⼗
⼀
年
︵
⼀
⼋
⼀
四
︶
ま
で
を
編
年
体

で
記
載
し
た
﹃
政
隣
記
﹄︑﹃
⾼
⽥
善
蔵
⼀
件
﹄︵
安
永
九
年
︶︑﹃
於
⾦
⾕
御
殿
⾼
⽥
善
蔵
中
村
万
右
衛

⾨
を
及
刃
傷
候
節
之
⼀
巻
﹄︵
年
未
詳
︶
や
︑
前
⽥
⼟
佐
守
家
資
料
館
叢
書
第
三
集
﹃
⾦
⾕
御
殿
表
⼩



 2 

将
⾼
⽥
善
蔵
刃
傷
事
件
取
捌
⼀
件
﹄
９

な
ど
が
存
在
す
る
︒
左
に
︑﹃
政
隣
記
﹄︵﹃
加
賀
藩
史
料
 
第
九

編
﹄︶
の
記
述
を
参
照
し
て
書
い
た
︑
事
件
の
概
要
を
記
す
︒ 

 
・
事
件
の
概
要 

︵﹃
政
隣
記
﹄︵
天
⽂
七
年
ï
⽂
化
⼗
⼀
年
︶︵﹃
加
賀
藩
史
料
 
第
九
編
﹄︵
⼀
九
三
六
年
︶︶
参
照
︶ 

 
安
永
九
年
⼆
⽉
⼋
⽇
︑
⼤
⼩
将
組
御
表
⼩
将
勤
⽅
⾼
⽥
善
蔵
種
褒
︵
⼆
⼗
三
歳
︶
は
︑
昼
九
つ
時
よ

り
⾦
⾕
御
殿
に
出
仕
す
る
予
定
で
あ
り
な
が
ら
︑
昼
四
つ
時
過
に
出
仕
し
て
御
⽤
部
屋
に
向
い
︑
⾦
⾕

御
殿
近
習
御
⽤
中
村
万
右
衛
⾨
斎
︵
四
⼗
九
歳
︶
を
蝶
之
間
廊
下
に
呼
び
出
し
︑
脇
差
を
抜
い
て
万
右

衛
⾨
の
右
脇
を
突
き
︑
万
右
衛
⾨
を
刺
殺
し
た
︒
善
蔵
が
万
右
衛
⾨
を
殺
す
に
は
乱
⼼
以
外
に
遺
恨
も

な
か
∫
た
が
︑
そ
の
理
由
は
不
詳
で
あ
る
︒ 

 
同
⽇
昼
七
つ
時
過
ぎ
に
善
蔵
は
⼈
持
組
⽵
⽥
五
郎
左
衛
⾨
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
︑
暮
六
つ

半
時
に
⽵
⽥
宅
に
到
着
し
た
︒
五
郎
左
衛
⾨
が
善
蔵
に
挨
拶
し
た
際
︑
善
蔵
は
殊
の
外
落
ち
着
い
て
お

り
︑
そ
の
後
も
平
⽣
と
変
わ
ら
な
い
様
⼦
で
あ
∫
た
︒
詮
議
に
お
い
て
︑
善
蔵
の
事
件
は
初
め
乱
⼼
に

決
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
∫
た
が
︑
江
守
平
⾺
と
河
地
才
記
の
強
い
主
張
か
ら
︑
喧
嘩
に
決
ま
∫
た
︒ 

 
同
⽇
︑
善
蔵
の
家
の
居
間
に
は
左
の
歌
が
張
り
置
い
て
あ
∫
た
︒ 

思
ひ
⽴
死
出
の
旅
路
は
安
け
れ
ど
は
ゝ
そ
の
森
の
露
ぞ
か
な
し
き 

か
り
そ
め
に
お
く
⽩
露
も
消
か
ゝ
る
草
葉
の
陰
に
⽉
を
待
ら
ん 

 
善
蔵
は
⽩
⼭
に
左
の
歌
を
捧
げ
て
い
た
︒ 

⽩
⼭
の
雪
の
下
草
下
も
え
の
ふ
か
き
︵
⼼
は
神
や
知
る
ら
ん
︒
／
思
は
知
る
⼈
も
な
し
︒︶ 

 
安
永
九
年
⼆
⽉
⼗
五
⽇
︑
善
蔵
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
︒ 

 
同
⽇
九
つ
半
時
か
ら
⼋
つ
時
ま
で
︑
武
⽥
喜
左
衛
⾨
︑
坂
井
要
⼈
と
善
蔵
は
秘
密
の
対
談
を
し
た
︒

そ
の
対
談
の
後
︑
善
蔵
は
⽩
⾐
・
浅
⻩
上
下
を
着
て
︑
⽔
を
⼆
⼝
飲
み
︑
九
⼨
五
分
の
短
⼑
を
取
り
出

し
︑
検
使
︑
介
錯
⼈
に
挨
拶
を
し
て
︑
切
腹
し
た
︒ 

 
同
⽇
朝
に
詠
ん
だ
善
蔵
の
辞
世
は
左
の
歌
で
あ
る
︒ 

茂
り
⽣
ふ
⼀
村
松
の
春
の
雪
消
え
て
も
千
世
の
か
げ
に
ぞ
あ
り
け
る 

  

三
&
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
︵
⼀
覧
︶ 

三̶

⼀
&
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
⼀
覧 

 
書
名
が
判
明
し
て
い
る
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
作
品
は
︑
九
作
品
存
在
す
る
︒
そ
の
う
ち
現
存
す
る
こ

と
が
わ
か
∫
て
い
る
の
は
⼋
作
品
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
九
作
品
の
︑
現
存
す
る

諸
本
︑
概
算
し
た
⽂
字
数
︵
あ
る
⼀
ペ
L
ジ
の
⽂
字
数*

ペ
L
ジ
数
︶︑
作
品
の
情
報
︑
先
⾏
⽂
献
の
解

説
を
︑
⽂
字
数
︵
概
算
︶
の
少
な
い
作
品
か
ら
並
べ
て
記
載
す
る
︒ 

 

・﹃
両
家
越
路
雁
⾦
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
活
︺﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄ 

・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É3417 

・
先
⾏
⽂
献
の
解
説 

﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄
解
説 

両
家
越
路
雁
⾦
の
著
者
も
不
明
で
あ
る
︒
こ
の
書
も
︑
さ
も
稗
史
ら
し
い
表
題
を
有
し
て
居

る
が
︑
事
件
当
時
の
極
め
て
簡
単
な
聞
書
で
︑
記
述
の
略
肯
綮
に
中
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
︑
加
陽
忠
孝
実
録
夢
に
同
⼀
で
あ
る
︒ 
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・﹃
忠
⾂
⼆
⽉
雪
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺
⾦
沢
市
⽴
⽟
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
⽂
庫
︵
史
料
番
号
É16.92 -008

︶ 
・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É9360 

・
情
報 

︵︹
写
︺
⾦
沢
市
⽴
⽟
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
⽂
庫
︶ 

⼀
冊
︒
⾼
⽥
善
蔵
を
坂
⽥
源
蔵
︑
中
村
万
右
衛
⾨
を
永
村
伴
右
衛
⾨
と
も
じ
∫
て
い
る
︒ 

 

・﹃
⽩
⽴
宝
実
記
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︵
請
求
記
号
ÉK935/24

︶ 

・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É28756  

・
情
報 

︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︶ 

⼀
冊
︒
切
腹
の
図
を
載
せ
る
︒ 

・
先
⾏
⽂
献
の
解
説 

﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄ 

そ
の
前
半
は
⽼
侯
前
⽥
重
教
の
濫
⾏
と
中
村
萬
右
衛
⾨
の
⾮
望
と
を
叙
す
る
こ
と
︑
他
の
同

類
の
書
に
⽐
べ
て
多
い
︒ 

 

・﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺
⾦
沢
市
⽴
⽟
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
⽂
庫
︵
史
料
番
号
É16.34- 159

︶ 

︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︵
書
名
É
忠
烈
⾼
⽥
善
蔵
伝
︶︵
請
求
記
号
ÉK935/7
︶ 

︹
活
︺﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄︵
⼀
九
三
五
年
︶ 

・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É31872 

⽂
字
数
の
概
算
に
は
︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︵
書
名
É
忠
烈
⾼
⽥
善
蔵
伝
︶
を
使
⽤ 

・
情
報 

︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︵
書
名
É
忠
烈
⾼
⽥
善
蔵
伝
︶︶ 

⼀
冊
︒
条
が
存
在
し
な
い
︒
巻
尾
︵
話
の
終
わ
り
︶
に
﹁
安
永
九
庚
⼦
仲
秋
﹂
と
あ
る
︒ 

・
先
⾏
⽂
献
の
解
説 

﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄ 

安
永
九
年
⼆
⽉
⼋
⽇
前
⽥
重
教
の
隠
棲
す
る
⾦
⾕
御
殿
に
於
い
て
⾼
⽥
善
蔵
が
中
村
万
右
衞

⾨
を
刺
殺
し
た
⾸
尾
を
書
い
た
も
の
で
︑
重
教
の
⾏
状
と
万
右
衞
⾨
の
⾮
謀
に
就
い
て
可
な

り
詳
細
に
述
べ
て
あ
る
︒
こ
の
事
件
の
真
相
は
明
ら
か
に
知
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
︑
当

時
巷
間
に
伝
へ
ら
れ
た
所
は
略
本
書
の
如
く
で
あ
ら
う
︒
但
し
誤
記
も
な
い
で
は
な
い
︒ 

 

・﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺
氷
⾒
市
⽴
博
物
館
向
島
⽂
庫
︵
デ
L
タ
ソ
L
ス
情
報
︵
国
書
デ
L
タ
ベ
L
ス
︶É

 
2693, 000082005

︶ 

︹
写
︺
⾦
沢
市
⽴
⽟
川
図
書
館
近
世
史
料
館
︵
巻
之
七
・
⼋
・
九
︶︵
史
料
番
号
É090 -1539

︶ 

︹
写
︺
個
⼈
蔵
︵
書
名
É
⾦
府
失
縄
編
︶ 

︹
活
︺﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄ 
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・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É38728 

⽂
字
数
の
概
算
に
は
︹
写
︺
個
⼈
蔵
︵
書
名
É
⾦
府
失
縄
編
︶
を
使
⽤ 

・
情
報 

︵︹
写
︺
個
⼈
蔵
︵
書
名
É
⾦
府
失
縄
編
︶︶ 

三
冊
︒
⼗
五
巻
︒﹃
⾦
府
失
縄
編
﹄
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
由
来
が
載
る
︒﹁
安
永
九
年
庚
⼦
五

⽉
東
都
堂
泪
⼦
撰
﹂
と
あ
る
︒
序
に
﹁
安
永
九
春
東
武
講
師
某
⾤
亳
於
加
州
⾦
城
下
旅
宿
﹂

と
あ
る
︒ 

・
先
⾏
⽂
献
の
解
説 

﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄ 

安
永
九
年
加
賀
藩
⼠
⾼
⽥
善
蔵
が
︑
⾦
⾕
御
殿
に
於
い
て
中
村
万
右
衛
⾨
を
殺
害
し
た
事
実

を
中
⼼
と
し
︑
種
々
の
虛
構
を
加
へ
て
⼩
説
⾵
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒ 

 

・﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺︵
四
巻
︶
東
京
⼤
学
総
合
図
書
館
︵
書
名
É
加
州
⾦
城
忠
義
伝
︶︵
請
求
記
号
É

 
G

29:437

︶ 

︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︵
請
求
記
号
É︵
上
︶001/2019-120

／
︵
中
︶001/2019- 121

 

／
︵
下
︶001/2019-122

︶ 

・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É47188 

⽂
字
数
の
概
算
に
は
︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
 

を
使
⽤ 

・
情
報 

︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︶ 

三
冊
︒
⼗
五
巻
︒
切
腹
の
図
を
載
せ
る
︒
⾒
返
し
に
﹁
三
冊
之
内
ア
ハ
ヅ
加
⾒
屋
蔵
﹂
と
あ

る
︒
巻
尾
に
﹁
天
保
癸
⺒
⼗
⽉
初
⽇
書
写
記
 

有
佐
秀
寿
﹂﹁
天
保
四
歳
次
癸
⺒
初
秋
貸
得
千

⾥
居
⼠
所
蔵
本
有
佐
秀
寿
⾄
初
冬
呈
書
写
之
功
了
 
那
⼭
澹
斎
戒
光
証
之
﹂
と
あ
る
︒ 

 

・﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺
国
⽂
学
研
究
資
料
館
実
録
コ
レ
ク
シ
ú
ン
︵
国
⽂
研
蔵
請
求
記
号
É40 ―

11―
1~16

︶ 

・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É71442 

⽂
字
数
の
概
算
に
は
︹
写
︺
国
⽂
学
研
究
資
料
館
実
録
コ
レ
ク
シ
ú
ン
 

を
使
⽤ 

・
情
報 

︵︹
写
︺
国
⽂
学
研
究
資
料
館
実
録
コ
レ
ク
シ
ú
ン
︶ 

⼗
六
冊
︒
序
に
﹁
安
永
庚
⼦
⻨
秋
六
正
放
藪
庵
﹂
と
あ
る
︒﹁
延
享
夜
話
﹂﹁
燕
台
奇
⾔
﹂
と

い
う
書
を
参
考
に
す
る
︒ 

 

・﹃
加
陽
太
平
記
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︹
写
︺
⼋
⼾
市
⽴
図
書
館
遠
⼭
家
旧
蔵
本
︵
デ
L
タ
ソ
L
ス
情
報
︵
国
書
デ
L
タ
ベ
L
ス
︶É

 
57

︐020092012

︶ 

︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︵
請
求
記
号
É︵
前
︶K935/12/1

／
︵
後
︶K935/12/2

︶ 

・
⽂
字
数
︵
概
算
︶É102828 

⽂
字
数
の
概
算
に
は
︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
 

を
使
⽤ 

・
情
報 
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︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︶ 

⼆
冊
︒
三
⼗
巻
︒
序
に
﹁
天
明
元
丑
五
⽉
 
浪
華
⽂
清
堂
﹂
と
あ
る
︒
切
腹
の
図
︑﹁
⼤
乗
寺

建
⾼
⽥
善
蔵
⽯
塔
之
図
﹂
を
載
せ
る
︒ 

・
先
⾏
⽂
献
の
解
説 

﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄ 

天
明
元
年
五
⽉
浪
華
⽂
清
堂
と
署
し
て
あ
る
が
︑
藩
⼈
の
著
で
あ
ら
う
︒ 

 

・﹃
⾦
⾕
殿
中
刃
傷
記
﹄ 

・
現
存
す
る
諸
本 

︵
現
存
不
明
︶ 

・
先
⾏
⽂
献
の
解
説 

﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄ 

⼀
冊
︒
前
⽥
重
教
の
隠
棲
後
︑
安
永
九
年
⼆
⽉
⼋
⽇
⾦
⾕
御
殿
に
於
い
て
︑
⾼
⽥
善
蔵
が
中

村
万
右
衛
⾨
を
殺
害
し
︑
次
い
で
⾃
刃
を
命
ぜ
ら
れ
た
次
第
を
叙
し
て
あ
る
︒ 

  

三̶

⼆
&﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
各
条
の
あ
ら
す
じ 

 
︵
⼆
&︶
に
お
い
て
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
の
こ
と
に
⾔
及
し
た
が
︑
物
語
と
な
∫
た
⾼
⽥
善
蔵
の
話

の
概
要
は
︑
次
に
引
⽤
す
る
︑
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄︵
古
名
弁
⼭
⼝
演
・
⽿
津
珂
吉
速

記
︑
明
治
三
⼗
⼀
年
︶
の
冒
頭
の
記
述
が
わ
か
り
や
す
い
︒ 

 

講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄ 

⾼
⽥
善
蔵
と
題
し
ま
し
た
物
語
は
︑
世
に
有
名
な
る
加
賀
⾦
沢
前
⽥
家
の
加
賀
騒
動
︑
⼤
槻
源

蔵
の
⼀
件
が
漸
と
落
着
し
ま
し
て
か
ら
三
⼗
余
年
後
の
出
来
事
に
ご
ざ
い
ま
し
て
︑
叛
⾂
中
村

万
右
衛
⾨
と
申
す
る
者
前
の
加
賀
守
殿
に
し
て
当
時
御
隠
居
た
る
肥
前
守
重
教
卿
の
寵
愛
に
誇

り
容
易
な
ら
ざ
る
隠
謀
を
企
て
︑
時
の
太
守
殿
加
賀
守
治
備
卿
を
弑
し
奉
ら
ん
と
す
る
⽽
已
な

ら
ず
︑
種
々
な
る
悪
逆
を
巧
み
今
に
も
加
賀
︑
能
登
︑
越
中
の
三
国
の
⼤
乱
と
な
り
︑
領
内
の

百
姓
は
途
炭
の
苦
み
に
陥
ら
ん
と
す
る
を
未
然
に
防
御
せ
ん
と
⼤
忠
⾂
⾼
⽥
善
蔵
と
申
す
る
⾏

年
⼗
九
歳
の
若
輩
が
︑
⾃
分
⼀
⼰
の
意
恨
と
称
し
て
刃
傷
に
及
び
︑
遂
に
万
右
衛
⾨
を
死
に
致

ら
せ
︑
善
蔵
︑
後
に
死
を
賜
り
割
腹
し
て
相
果
て
︑
今
も
尚
ほ
衝
漢
院
峰
⽴
節
居
⼠
と
同
地
⼤

乗
寺
に
墓
碑
を
存
し
︑
忌
⽇
陰
暦
の
⼆
⽉
⼗
五
⽇
に
は
参
詣
の
貴
賤
⽼
若
群
を
な
す
と
云
ふ
美

談
に
ご
ざ
い
ま
す
る
︒ 

 

 
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
は
︑
こ
の
よ
う
な
話
を
中
⼼
と
し
て
成
り
⽴
∫
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
各
作
品
に
お

い
て
︑
引
⽤
し
た
記
述
と
同
様
の
話
に
︑
種
々
の
エ
ピ
ソ
L
ド
が
付
加
さ
れ
て
い
る
︒
⾼
⽥
善
蔵
物
実

録
の
構
成
の
⼀
例
と
し
て
︑
本
研
究
を
⾏
う
に
あ
た
∫
て
翻
刻
を
⾏
∫
た
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
作
品
の

⼀
つ
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
各
条
の
あ
ら
す
じ
を
載
せ
る
︒ 

 

・﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
各
条
の
あ
ら
す
じ 

 

第
⼀ 

⼀
 

加
州
御
先
代
動
乱
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
弥
七
郎
閑
居
の
事 

⼤
槻
何
某
︵
内
蔵
允
︶
の
騒
動
の
後
︑
加
賀
藩
七
代
︑
⼋
代
⼤
守
の
早
世
か
ら
︑
前
⽥
重
基
が

加
賀
藩
九
代
⼤
守
と
な
る
︒
重
基
に
は
世
継
が
お
ら
ず
︑
⼤
⾳
喜
六
郎
が
世
継
と
定
め
ら
れ
る
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が
︑
喜
六
郎
も
命
を
落
と
す
︒
重
基
は
⼭
崎
七
郎
太
夫
︑
松
村
四
郎
兵
衛
と
い
う
悪
⾂
に
⼼
を

奪
わ
れ
︑
酒
⾊
に
溺
れ
︑
家
⾂
の
諫
⾔
に
⽿
を
貸
さ
な
い
︒
喜
六
郎
に
忠
誠
深
く
仕
え
た
⼤
⾳

弥
七
郎
は
︑
国
を
逃
れ
閑
居
の
⾝
と
な
り
︑
洛
⻄
に
⾝
を
忍
ば
せ
る
︒ 

 
⼀
 
⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 
 
并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

洛
⻄
に
閑
居
す
る
⼤
⾳
弥
七
郎
⼊
道
は
故
郷
の
こ
と
を
故
郷
か
ら
の
巡
礼
者
三
⼈
に
尋
ね
︑
⼭

崎
松
村
の
企
み
に
よ
る
重
基
の
放
埒
と
︑
そ
れ
に
よ
∫
て
乱
れ
る
国
の
こ
と
を
知
る
︒
⼊
道
は

重
基
が
仁
徳
を
取
り
戻
し
︑
喜
六
郎
の
実
弟
⾼
丸
を
還
俗
さ
せ
て
世
継
と
定
め
︑
加
能
越
三
国

に
太
平
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
︑
北
野
社
に
⼗
余
年
⽇
参
す
る
︒
あ
る
⽇
︑
夢
神
の
仰
せ
を
う

け
た
⾐
冠
の
神
体
が
現
れ
︑
北
加
の
治
乱
の
本
末
を
⼊
道
に
物
語
る
︒ 

  

第
⼆ 

⼀
 

勝
興
寺
⾼
丸
公
御
危
難
の
事 

 
 
并
僧
了
観
御
⾝
替
り
即
死
の
事 

喜
六
郎
の
実
弟
⾼
丸
に
は
︑
中
村
⽵
堂
︑
野
良
要
⼈
︑
僧
の
了
観
が
仕
え
て
い
た
︒
館
船
の
上

で
⾼
丸
が
遊
興
を
催
し
て
い
た
際
︑
⼭
間
か
ら
の
銃
撃
で
︑
⾼
丸
の
背
後
に
い
た
了
観
が
命
を

落
と
す
︒
⼭
林
を
掻
き
分
け
る
も
銃
撃
の
犯
⼈
は
⾒
つ
か
ら
ず
︑
昔
⼤
槻
の
騒
動
を
治
め
た
前

⽥
⼟
佐
守
が
⽮
部
孫
三
郎
を
⾼
丸
の
も
と
に
派
遣
す
る
︒
そ
れ
に
よ
∫
て
⼒
を
得
た
中
村
⽵
堂

は
︑
銃
撃
の
証
拠
と
⾒
ら
れ
る
⾚
松
幸
之
進
か
ら
⿂
名
へ
の
⼀
通
を
発
⾒
し
︑
犯
⼈
を
探
し
に

国
を
出
る
︒ 

 

⼀
 
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
と
⼊
魂
の
事 

 
 
并
伴
⼋
⽮
⼤
守
へ
御
諫
⾔
の
事 

関
東
で
⽇
夜
遊
興
を
⾏
う
重
基
は
︑
家
⽼
の
求
め
で
帰
国
し
て
も
す
ぐ
に
江
⼾
表
に
舞
い
戻

り
︑
遊
興
を
繰
り
返
す
︒
重
基
の
近
⾂
⼭
崎
七
郎
太
夫
は
︑
湯
原
藤
右
衛
⾨
と
親
密
に
な
り
︑

⼭
崎
の
次
男
和
五
郎
を
湯
原
の
養
⼦
と
す
る
︒
そ
の
頃
︑
⽼
中
松
平
周
防
守
が
⼭
崎
を
招
き
︑

密
談
を
す
る
︒
⼭
崎
は
そ
の
次
第
を
湯
原
に
相
談
し
︑
重
基
に
申
し
⼊
れ
る
︒
そ
の
後
︑
重
基

は
将
軍
家
の
連
枝
を
養
⼦
と
し
て
下
さ
れ
る
上
意
を
受
理
し
た
こ
と
を
⼀
家
中
に
告
げ
る
︒
伴

⼋
⽮
は
家
⾂
へ
の
相
談
な
し
に
受
理
し
た
こ
と
︑
前
⽥
利
家
の
⾎
脈
が
途
絶
え
る
こ
と
を
理
由

に
重
基
に
諫
⾔
を
申
し
⼊
れ
る
が
︑
重
基
の
怒
声
に
よ
∫
て
退
け
ら
れ
︑
養
⼦
が
定
ま
∫
た
こ

と
を
喜
ぶ
酒
宴
が
始
ま
る
︒ 

  

第
三 

⼀
 

七
⼿
諸
社
各
対
談
の
事 

 
 
并
前
⽥
⼟
佐
守
関
東
発
向
の
事 

伴
⼋
⽮
か
ら
の
書
簡
に
よ
り
︑
重
基
が
⾏
∫
た
将
軍
家
か
ら
の
養
⼦
の
受
理
に
つ
い
て
知
∫
た

七
⼿
の
衆
中
と
⼆
⼈
の
年
寄
と
前
⽥
⼟
佐
守
ら
は
︑
養
⼦
の
件
に
関
し
て
相
談
し
︑
先
祖
か
ら

の
⾎
脈
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
⾼
丸
を
還
俗
さ
せ
て
次
期
⼤
守
と
す
る
こ
と
に
意
⾒
を
固
め

る
︒
⼟
佐
守
は
関
東
に
向
か
い
︑
伴
⼋
⽮
と
協
⼒
し
て
重
基
に
意
⾒
を
し
︑
⾼
丸
に
還
俗
を
勧

め
る
と
い
う
計
画
を
⽴
て
︑
関
東
へ
と
急
ぐ
︒ 

 

⼀
 
⼟
佐
守
不
破
彦
三
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
⾦
沢
⼀
家
中
評
義
⼀
乱
の
事 
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関
東
に
到
着
し
た
⼟
佐
守
は
︑
重
基
の
屋
敷
に
出
向
い
た
後
︑
ひ
そ
か
に
伴
⼋
⽮
の
宅
に
⾏

き
︑
伴
⼋
⽮
の
話
を
聞
く
︒
そ
れ
か
ら
不
破
彦
三
郎
の
屋
敷
を
訪
れ
た
⼟
佐
守
は
︑
将
軍
家
か

ら
の
養
⼦
に
つ
い
て
語
る
彦
三
郎
に
怒
り
を
現
し
︑
無
⾔
で
彦
三
郎
の
屋
敷
を
出
る
︒
す
ぐ
さ

ま
重
基
の
元
に
⾏
き
︑
養
⼦
に
関
し
て
重
基
を
詰
問
す
る
⼟
佐
守
だ
∫
た
が
︑
突
然
の
病
に
よ

∫
て
退
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
︒
⼟
佐
守
が
病
に
伏
せ
る
⼀
⽅
︑
⾦
沢
で
は
︑
養
⼦
の
件
が
七

⼿
と
年
寄
以
外
の
⼀
家
中
に
も
知
ら
さ
れ
騒
乱
と
な
り
︑
評
議
が
終
わ
る
こ
と
は
な
か
∫
た
︒ 

  

第
四 

⼀
 
前
⽥
⼟
佐
守
病
気
に
依
て
帰
国
の
事 

 
 
并
⼭
崎
湯
原
契
約
の
事 

⼟
佐
守
は
思
い
が
け
な
い
病
気
に
よ
∫
て
本
国
⾦
沢
に
帰
国
す
る
︒
⼟
佐
守
の
息
⼦
の
三
左
衛

⾨
は
看
病
に
時
間
を
取
ら
れ
︑
暫
く
の
間
評
議
か
ら
遠
ざ
か
る
︒
初
め
は
養
⼦
の
件
に
同
意
し

て
い
た
湯
原
藤
右
衛
⾨
だ
∫
た
が
︑
騒
乱
の
元
凶
が
⼭
崎
七
郎
太
夫
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
︑
湯

原
の
養
⼦
和
五
郎
共
々
⼭
崎
を
恨
む
︒
⾦
沢
の
家
中
の
騒
乱
を
聞
き
つ
け
た
⼭
崎
は
︑
帰
国
し

て
家
中
の
説
得
を
試
み
る
も
失
敗
し
︑
関
東
に
帰
ら
ず
に
⾦
沢
に
留
ま
∫
て
い
た
︒
藤
右
衛
⾨

の
数
度
の
諫
⾔
も
聞
き
⼊
れ
な
か
∫
た
⼭
崎
は
︑
相
⼿
を
殺
し
⾃
⾝
も
切
腹
す
る
覚
悟
を
決
め

た
藤
右
衛
⾨
か
ら
の
真
剣
勝
負
の
申
し
⼊
れ
に
同
意
す
る
︒ 

 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼭
崎
を
討
事 

 
 
并
湯
原
和
五
郎
切
腹
の
事 

真
剣
勝
負
を
避
け
︑
関
東
に
逃
げ
て
も
︑
国
中
に
恨
ま
れ
て
い
る
⾃
分
の
運
命
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
を
悟
∫
た
⼭
崎
は
︑
松
村
に
書
通
を
送
∫
た
後
︑
勝
負
の
場
で
あ
る
⼤
広
野
に
赴
き
︑
湯

原
を
待
つ
︒
そ
こ
に
藤
右
衛
⾨
も
到
着
し
︑
真
剣
勝
負
が
始
ま
る
︒
初
め
は
⼭
崎
が
優
勢
で
あ

∫
た
が
︑
そ
の
場
に
偶
然
居
合
わ
せ
た
⾜
軽
久
右
衛
⾨
の
投
げ
た
砂
に
よ
り
⽬
が
眩
ん
だ
と
こ

ろ
を
藤
右
衛
⾨
が
⾒
逃
さ
ず
︑
⼭
崎
に
と
ど
め
を
刺
し
た
︒
⼭
崎
を
打
ち
取
り
︑
す
ぐ
に
切
腹

を
し
よ
う
と
す
る
藤
右
衛
⾨
だ
∫
た
が
︑
⼀
部
始
終
を
⾒
て
い
た
⾜
軽
久
右
衛
⾨
に
⽌
め
ら

れ
︑
相
談
し
て
⼭
崎
を
殺
し
た
こ
と
を
闇
討
ち
の
体
と
し
た
︒
藤
右
衛
⾨
は
こ
の
こ
と
を
津
⽥

⽞
蕃
に
知
ら
せ
︑
何
も
な
か
∫
た
よ
う
に
計
ら
∫
て
も
ら
う
︒
そ
う
し
て
事
が
収
ま
∫
た
頃
︑

湯
原
の
養
⼦
和
五
郎
は
︑
実
⽗
の
仇
を
討
と
う
と
す
る
が
︑
犯
⼈
だ
と
名
乗
り
出
た
久
右
衛
⾨

の
実
直
さ
を
感
じ
︑
⽗
の
悪
を
思
い
出
し
︑
書
置
を
認
め
て
切
腹
す
る
︒ 

  

第
五 

⼀
 

中
村
⽵
堂
曲
者
を
⽣
捕
の
事 

 
 
并
⿂
名
牢
中
に
て
⾃
死
の
事 

⼭
崎
の
横
死
を
知
∫
た
松
村
四
郎
兵
衛
は
︑
重
基
の
側
を
離
れ
ず
悪
趣
を
勧
め
る
た
め
︑
本
国

と
江
⼾
表
の
遺
恨
は
⼤
き
く
な
り
︑
騒
乱
は
続
い
た
︒
⾼
丸
の
家
⾂
中
村
⽵
堂
は
︑
⾚
松
幸
之

進
か
ら
⿂
名
へ
の
⼀
通
を
⼿
が
か
り
に
銃
撃
の
犯
⼈
を
探
し
て
い
た
︒
放
⽣
津
と
い
う
場
所

に
︑
沖
間
颯
⻫
と
い
う
医
師
が
い
て
︑
そ
こ
に
眼
病
を
治
す
者
が
い
る
こ
と
を
知
∫
た
⽵
堂

は
︑
そ
の
⼈
物
を
疑
い
︑
眼
病
を
装
∫
て
近
づ
く
こ
と
で
︑
そ
の
者
の
⼭
⽥
⿂
名
と
い
う
名
を

聞
き
出
し
︑
捕
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
︒
捕
ま
∫
た
⿂
名
は
拷
問
に
か
け
ら
れ
る
も
︑
な
か
な

か
⽩
状
し
な
か
∫
た
が
︑
⾚
松
幸
之
進
か
ら
の
⼀
通
に
よ
∫
て
観
念
し
︑
⾚
松
に
つ
い
て
⽩
状

し
た
︒
そ
う
し
て
⾚
松
は
⽣
け
捕
ら
れ
︑
⾦
沢
に
て
牢
に
⼊
れ
ら
れ
た
︒ 

 

⼀
 
⾚
松
幸
之
進
狂
歌
に
て
⽩
状
の
事 
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并
湯
原
⽅
よ
り
林
之
丞
へ
書
中
の
事 

村
井
⼤
学
ら
は
⾚
松
を
拷
問
に
か
け
︑
⿂
名
へ
の
⼀
通
と
筆
跡
を
照
合
す
る
こ
と
で
証
拠
を
⽰

し
た
︒
そ
の
証
拠
に
よ
り
︑
⾚
松
は
狂
歌
で
⾃
⾝
の
罪
と
⼭
崎
︑
松
村
の
関
わ
り
を
⽩
状
し

た
︒
そ
の
頃
︑
江
⼾
屋
敷
で
は
⼭
崎
の
闇
討
ち
の
話
が
重
基
に
届
き
︑
⼭
崎
の
⼦
林
之
丞
に
敵

討
ち
が
命
じ
ら
れ
る
︒
林
之
丞
は
思
案
し
︑
⽗
の
悪
⾏
を
思
い
起
こ
し
︑
病
気
と
⾔
∫
て
本
国

に
戻
ら
ず
時
を
過
ご
す
︒
松
村
が
⼭
崎
の
書
通
を
受
け
て
重
基
に
悪
事
を
勧
め
︑
⼭
崎
と
同
様

に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
∫
た
頃
︑
林
之
丞
に
︑
⼭
崎
を
殺
し
た
の
は
⾃
分
だ
と
告
⽩
す
る
藤
右

衛
⾨
か
ら
の
書
通
が
届
く
︒ 

  

第
六 

⼀
 
⼭
崎
林
之
丞
御
諫
⾔
の
事 

 
 
并
中
将
⼭
崎
を
御
⼿
討
の
事 

藤
右
衛
⾨
か
ら
の
書
通
を
読
ん
だ
林
之
丞
は
︑
重
基
に
酒
宴
遊
興
を
⽌
め
︑
仁
政
を
⾏
う
よ
う

に
諫
⾔
す
る
が
︑
却
∫
て
そ
れ
が
重
基
の
怒
り
を
買
い
︑
林
之
丞
は
重
基
に
真
∫
⼆
つ
に
切
ら

れ
︑
⼿
討
ち
に
さ
れ
て
し
ま
う
︒ 

 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
返
書
に
依
て
落
涙
の
事 

 
 
并
前
⽥
三
左
衛
⾨
評
義
発
⾔
の
事 

藤
右
衛
⾨
は
林
之
丞
の
返
書
を
読
み
︑
そ
の
忠
義
に
感
涙
す
る
︒
そ
の
返
書
を
⾒
せ
ら
れ
た
村

井
も
涙
を
流
し
︑
江
⼾
の
様
⼦
を
伺
う
こ
と
が
密
談
で
決
ま
る
︒
関
東
か
ら
林
之
丞
が
⼿
討
ち

に
さ
れ
た
こ
と
が
噂
と
し
て
流
れ
︑
藤
右
衛
⾨
は
落
涙
す
る
︒
評
議
が
⽇
々
続
く
中
︑
前
⽥
三

左
衛
⾨
が
︑
⾼
丸
に
還
俗
を
急
が
せ
︑
養
⼦
の
件
を
変
更
し
︑
重
基
が
そ
れ
を
受
け
⼊
れ
な
い

際
は
隠
居
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
︑
村
井
と
と
も
に
⾼
丸
を
説
得
す
る
こ
と
に
な
る
︒
三
左
衛

⾨
と
村
井
は
勝
興
寺
を
訪
れ
︑
⼀
刻
も
早
く
還
俗
す
る
こ
と
を
頼
ん
だ
︒ 

  

第
七 

⼀
 

勝
興
寺
殿
村
井
へ
御
返
答
の
事 

 
 
并
沢
⽊
⼩
藤
太
牢
番
働
の
事 

⾼
丸
は
村
井
の
頼
み
を
仏
⾨
に
⼊
∫
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
断
る
が
︑
村
井
の
再
度
の
説
得
と

野
良
︑
⽮
部
の
⾔
葉
を
聞
き
︑
七
⼿
の
諸
将
の
評
議
次
第
で
如
何
様
に
も
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
︒
評
議
は
⾼
丸
を
養
⼦
と
す
る
こ
と
に
決
議
し
︑
⼀
同
で
関
東
に
向
か
∫
た
︒
⾚
松
を
閉
じ

込
め
る
牢
屋
の
番
を
す
る
沢
⽊
⼩
藤
太
は
︑
⾚
松
を
助
け
よ
う
と
す
る
⼆
⼈
の
曲
者
に
襲
わ
れ

る
も
︑
相
打
ち
に
ま
で
持
∫
て
い
く
︒ 

 

⼀
 

中
村
円
蔵
素
性
の
事 

 
 
并
中
沢
丹
治
式
中
に
討
た
る
事 

松
村
の
取
り
⽴
て
で
⽴
⾝
し
た
者
の
中
に
は
︑
中
村
円
蔵
と
い
う
者
が
い
た
︒
円
蔵
の
⽗
円
太

夫
は
⼤
槻
伝
蔵
に
取
り
⽴
て
ら
れ
た
⼈
物
で
あ
り
︑
円
蔵
は
そ
の
家
を
相
続
し
て
い
る
︒
松
村

の
吉
原
で
の
遊
興
に
よ
る
横
領
を
解
決
す
る
た
め
に
︑
松
村
は
円
蔵
︑
中
沢
丹
治
ら
に
納
⼾
⽅

の
帳
⾯
を
奪
い
取
ら
せ
る
こ
と
を
計
画
す
る
︒
中
沢
の
忍
び
の
術
に
よ
∫
て
帳
⾯
は
松
村
の
⼿

に
渡
∫
た
が
︑
円
蔵
と
中
沢
の
両
者
を
同
⼠
討
ち
さ
せ
る
こ
と
で
同
時
に
始
末
し
よ
う
と
し
た

松
村
の
計
略
に
よ
∫
て
円
蔵
を
殺
す
た
め
に
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
中
沢
は
︑
⼈
違
い
で
切
り
掛

か
∫
た
⼤
⾳
式
部
に
反
撃
さ
れ
︑
討
た
れ
た
︒ 
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第
⼋ 

⼀
 

中
村
円
蔵
松
村
の
積
悪
訴
へ
の
事 

 
 
并
早
打
に
依
て
両
⼠
出
国
の
事 

中
沢
を
討
つ
た
め
に
⾛
∫
て
い
た
円
蔵
は
︑
⽬
的
地
周
辺
の
状
況
に
気
が
つ
き
︑
⾒
咎
め
ら
れ

て
は
都
合
が
悪
い
と
そ
の
場
を
去
∫
た
︒
中
沢
が
死
ん
で
い
た
こ
と
を
知
∫
た
円
蔵
は
︑
松
村

に
よ
る
同
⼠
討
ち
の
計
略
を
⾒
抜
き
︑
事
の
始
終
を
⼤
⽬
附
︑
家
⽼
へ
報
告
し
︑
松
村
の
悪
事

を
訴
え
て
露
⾒
さ
せ
た
︒
そ
れ
か
ら
︑
⻑
九
郎
右
衛
⾨
︑
前
⽥
三
左
衛
⾨
が
︑
七
⼿
の
諸
将
惣

名
代
と
し
て
︑
養
⼦
の
件
を
解
決
す
る
た
め
に
関
東
へ
派
遣
さ
れ
た
︒ 

 

⼀
 
⻑
前
⽥
松
村
対
決
の
事 

 
 
并
松
村
四
郎
兵
衛
切
腹
の
事 

⻑
︑
前
⽥
は
養
⼦
の
件
に
関
し
て
松
村
に
追
求
す
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑
松
村
は
毅
然
と
し
た

態
度
で
反
論
す
る
が
︑
前
⽥
家
の
⾎
脈
と
先
祖
へ
の
忠
義
︑
重
基
を
酒
⾊
に
溺
れ
さ
せ
た
こ

と
︑
納
⼾
⽅
の
帳
⾯
を
奪
い
円
蔵
と
中
沢
を
同
⼠
討
ち
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
へ
の
返
答
は
で

き
な
か
∫
た
︒
そ
う
し
て
帰
宅
し
た
後
︑
松
村
は
覚
悟
を
決
め
て
切
腹
し
た
︒ 

  

第
九 

⼀
 

⾦
沢
の
両
⼠
御
訴
状
の
事 

 
 
并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

⻑
︑
前
⽥
は
重
基
を
諌
め
よ
う
と
す
る
も
︑
重
基
は
酒
⾊
に
溺
れ
て
対
⾯
で
き
な
い
た
め
︑
⽼

中
右
近
の
屋
敷
に
⾏
き
︑
前
⽥
家
相
続
の
件
を
お
願
い
す
る
︒
評
定
の
上
︑
将
軍
家
か
ら
の
養

⼦
の
件
は
取
り
や
め
に
な
り
︑
前
⽥
家
の
男
⼦
を
世
継
ぎ
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
と

な
∫
た
︒
養
⼦
の
変
更
と
⾼
丸
の
還
俗
は
重
基
に
も
許
さ
れ
︑
⾦
沢
に
そ
の
旨
が
通
達
さ
れ

た
︒
⾦
沢
か
ら
⼀
刻
も
早
く
の
還
俗
を
要
請
さ
れ
た
⾼
丸
は
そ
れ
を
受
け
⼊
れ
︑
治
備
︵
治

脩
︶
と
改
名
し
︑
⾦
沢
に
⼊
城
し
た
︒ 

 

⼀
 

治
脩
公
御
家
督
相
続
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
勇
蔵
捧
歌
の
事 

⾦
沢
に
治
備
が
⼊
城
し
た
こ
と
で
︑
重
基
は
隠
居
す
る
こ
と
と
な
り
︑
悪
事
に
与
し
な
が
ら
⼼

を
改
め
た
中
村
円
蔵
は
重
基
の
付
き
⼈
と
な
∫
た
︒
太
守
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
伴
⼋
⽮
も

許
さ
れ
︑
ま
た
⾦
沢
で
は
悪
事
を
働
い
た
⾚
松
︑
沖
間
ら
が
死
罪
に
処
さ
れ
た
︒
隠
居
と
な
∫

た
重
基
は
⾦
沢
に
戻
り
︑
新
た
な
御
殿
に
⼊
場
し
た
︒
安
永
︵
明
和
か
︶
⼋
年
春
︑
関
東
に
出

府
す
る
治
備
の
側
に
仕
え
る
者
の
中
に
︑
⾼
⽥
勇
蔵
と
い
う
も
の
が
い
た
︒
勇
蔵
は
若
年
よ
り

⾼
丸
に
仕
え
︑
そ
の
才
を
発
揮
し
て
い
た
︒
供
を
伴
∫
て
関
東
に
参
着
し
た
治
備
は
︑
家
督
の

相
続
を
祝
福
さ
れ
た
︒ 

  

第
⼗ 

⼀
 
松
村
⼀
類
の
も
の
御
追
放
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
御
隠
居
へ
密
⾔
の
事 

治
備
の
治
国
に
よ
り
騒
乱
は
収
束
し
︑
重
基
も
隠
居
し
て
酒
⾊
か
ら
遠
か
∫
た
︒
安
永
元
年
冬

に
な
り
︑
治
備
の
婚
義
も
⾸
尾
よ
く
⾏
わ
れ
た
︒
松
村
の
⼀
類
の
者
は
江
⼾
屋
敷
を
追
放
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
︑
そ
れ
は
重
基
と
深
い
契
り
を
結
ん
で
い
た
お
う
た
も
例
外
で
は
な
か
∫
た
︒

松
村
を
密
告
し
た
こ
と
に
よ
り
出
世
し
た
中
村
円
蔵
は
︑
未
だ
お
う
た
に
未
練
を
残
す
重
基
の
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恋
煩
い
か
ら
の
病
を
解
決
す
る
た
め
︑
重
基
の
周
囲
か
ら
諸
⼠
を
遠
ざ
け
︑
⽇
本
中
か
ら
お
う

た
の
代
わ
り
と
な
る
美
⼥
を
探
す
こ
と
を
重
基
に
提
案
す
る
︒ 

 
⼀
 
鎌
⽥
か
娘
御
隠
居
へ
召
さ
る
ゝ
事 

 
 
并
中
村
江
府
に
於
て
御
放
逸
を
勧
る
事 

円
蔵
は
重
基
の
た
め
と
し
て
家
々
か
ら
⼥
を
呼
び
寄
せ
︑
重
基
に
好
み
の
⼥
を
選
ば
せ
る
︒
重

基
の
お
眼
鏡
に
叶
∫
た
の
は
鎌
⽥
⽂
碩
と
い
う
野
夫
医
の
娘
お
⺠
で
あ
り
︑
お
⺠
を
寵
愛
す
る

こ
と
で
重
基
の
病
気
は
次
第
に
回
復
し
て
い
∫
た
︒
円
蔵
は
そ
の
働
き
も
あ
∫
て
さ
ら
に
⽴
⾝

し
た
︒
お
⺠
は
重
基
の
⼦
を
妊
娠
し
︑
千
代
丸
︵
教
千
代
︶
と
い
う
若
君
が
誕
⽣
し
た
︒
重
基

が
お
忍
び
で
関
東
に
て
遊
興
を
繰
り
広
げ
て
い
た
時
︑
円
蔵
の
勧
め
で
⾏
∫
た
吉
原
の
三
浦
屋

の
⾼
⽊
に
重
基
は
⼼
奪
わ
れ
︑
⾼
⽊
を
⾝
請
け
し
た
︒
そ
の
後
︑
円
蔵
は
追
放
さ
れ
た
松
村
の

次
男
⽮
四
郎
に
出
会
∫
た
︒ 

  

第
⼗
⼀ 

⼀
 
松
村
⽮
四
郎
円
蔵
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
教
千
代
殿
御
養
⼦
と
成
⽟
ふ
事 

⽮
四
郎
と
出
会
∫
た
円
蔵
は
︑
⽮
四
郎
の
妹
お
と
き
を
養
⼦
に
も
ら
う
こ
と
を
願
い
︑
⽮
四
郎

の
同
意
を
得
た
︒
⾦
沢
に
⾼
⽊
を
連
れ
帰
∫
た
重
基
は
︑
既
に
お
⺠
か
ら
は
⼼
が
離
れ
て
い
た

が
︑
お
⺠
は
変
わ
ら
ず
教
千
代
を
⼤
切
に
育
て
て
い
た
︒
治
脩
に
は
世
継
ぎ
が
お
ら
ず
︑
内
談

の
上
教
千
代
が
治
脩
の
養
⼦
と
な
り
︑
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
決
ま
∫
た
︒
そ
れ
を
喜
び
な
が
ら

も
︑
内
⼼
で
は
鬱
々
と
し
て
い
た
お
⺠
の
気
持
ち
を
察
し
た
円
蔵
は
︑
⾼
⽊
を
重
基
か
ら
遠
ざ

け
る
こ
と
を
お
⺠
に
提
案
し
た
が
︑
お
⺠
⽗
⽂
碩
の
不
同
意
に
よ
∫
て
そ
の
計
略
は
⾏
わ
れ
な

か
∫
た
︒ 

 

⼀
 

⾼
⽊
殿
物
怪
難
病
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
蟇
⽬
を
⾏
ふ
事 

重
基
が
⾦
沢
で
酒
⾊
に
溺
れ
る
中
︑
円
蔵
は
⾃
ら
の
養
⼦
と
し
た
⽮
四
郎
の
妹
を
⽤
い
た
計
略

を
考
え
て
い
た
︒
そ
の
頃
︑
お
⺠
は
病
に
よ
∫
て
命
を
落
と
し
︑
そ
の
死
を
教
千
代
や
そ
の
付

き
⼈
が
悲
し
ん
だ
︒
お
⺠
を
哀
れ
に
思
い
仏
参
し
て
い
た
⾼
⽊
だ
∫
た
が
︑
夢
で
物
怪
に
憑
か

れ
た
か
狂
∫
て
し
ま
う
︒
円
蔵
の
提
案
で
⾏
わ
れ
る
こ
と
と
な
∫
た
蟇
⽬
の
法
に
よ
∫
て
⾼
⽊

は
正
気
を
取
り
戻
し
︑
そ
の
⼿
柄
で
円
蔵
は
さ
ら
に
⽴
⾝
す
る
︒
⾼
⽊
に
関
す
る
⼀
連
の
出
来

事
は
円
蔵
の
謀
で
あ
∫
た
と
さ
れ
る
︒
そ
う
し
て
⽴
⾝
し
た
中
村
円
蔵
は
︑
中
村
万
右
衛
⾨
と

改
名
す
る
︒ 

  

第
⼗
⼆ 

⼀
 

御
隠
居
万
右
衛
⾨
館
へ
御
⼊
来
の
事 

 
 
并
御
伽
を
召
寄
せ
ら
る
ゝ
事 

万
右
衛
⾨
は
重
基
の
望
み
を
叶
え
る
こ
と
で
⽴
⾝
を
続
け
︑
増
⻑
し
て
豪
奢
な
屋
敷
を
建
築
す

る
︒
そ
の
屋
敷
の
花
を
⾒
物
す
る
た
め
に
万
右
衛
⾨
の
屋
敷
に
⾏
∫
た
重
基
は
︑
万
右
衛
⾨
に

も
て
な
さ
れ
る
︒
万
右
衛
⾨
は
重
基
に
⾃
⾝
の
娘
と
し
て
お
と
き
を
紹
介
し
︑
お
う
た
に
⽣
き

写
し
の
お
と
き
は
重
基
に
寵
愛
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒
そ
う
し
て
万
右
衛
⾨
は
さ
ら
に
⼒
を
増

し
て
い
く
︒
あ
る
⽇
︑
万
右
衛
⾨
は
友
⼈
の
⼤
沢
来
次
郎
に
加
能
越
三
国
を
掌
握
す
る
計
画
を

語
る
︒
そ
の
頃
︑
治
備
が
参
勤
の
前
に
⼤
聖
寺
に
来
る
こ
と
が
決
ま
∫
た
︒ 
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⼀
 

中
村
不
動
⼭
御
参
篭
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
忠
信
働
き
の
事 

治
備
が
⼤
聖
寺
に
来
る
こ
と
を
知
∫
た
万
右
衛
⾨
︑
⼤
沢
は
︑
計
画
の
実
⾏
は
そ
の
時
だ
と
考

え
︑
卑
賤
の
⾝
と
な
∫
た
松
村
⽮
四
郎
を
呼
び
寄
せ
る
︒
計
画
を
聞
い
た
⽮
四
郎
は
︑
治
備
を

殺
す
こ
と
を
万
右
衛
⾨
ら
に
約
束
す
る
︒
治
備
の
不
動
⼭
へ
の
参
籠
の
道
中
︑
⽮
四
郎
は
治
備

の
殺
害
を
狙
い
⾝
を
隠
し
て
い
た
が
︑
治
備
の
供
に
加
わ
∫
て
い
た
善
蔵
が
︑
夢
で
⽩
⼭
権
現

の
お
告
げ
を
得
て
︑
治
備
と
乗
り
物
を
⼊
れ
替
わ
∫
て
い
た
こ
と
に
よ
り
︑
⽮
四
郎
に
よ
る
暗

殺
は
失
敗
に
終
わ
∫
た
︒
⽮
四
郎
は
捕
ら
え
ら
れ
て
切
腹
に
処
さ
れ
︑
善
蔵
は
そ
の
働
き
に
褒

美
を
受
け
た
︒ 

 
 

第
⼗
三 

⼀
 
前
⽥
⼟
佐
守
隠
棲
の
事 

 
 
并
中
村
万
右
衛
⾨
奥
⼥
中
と
閑
話
の
事 

善
蔵
の
働
き
に
よ
り
⽮
四
郎
は
刑
に
処
さ
れ
︑
⾦
沢
は
静
謐
と
な
∫
た
が
︑
万
右
衛
⾨
と
⼤
沢

の
計
略
は
明
る
み
に
な
ら
な
か
∫
た
︒
善
蔵
は
治
備
を
引
き
続
き
守
護
し
︑
関
東
ま
で
付
き
添

∫
た
︒
そ
の
頃
お
と
き
が
重
基
の
若
君
を
産
み
︑
万
右
衛
⾨
は
若
君
の
祖
⽗
と
な
∫
た
︒
万
右

衛
⾨
の
⽬
的
は
︑
治
備
と
教
千
代
を
殺
し
︑
お
と
き
の
産
ん
だ
若
君
を
⼤
守
と
す
る
こ
と
で
︑

加
能
越
三
国
を
掌
握
す
る
こ
と
で
あ
∫
た
︒
治
備
の
⼦
が
男
⼦
で
あ
∫
た
場
合
︑
計
画
の
妨
げ

と
な
り
得
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
︑
万
右
衛
⾨
は
奥
⼥
中
三
⼈
と
密
談
す
る
が
︑
治
備
の
⼦
は

姫
君
で
あ
∫
た
︒
ま
た
︑
計
画
の
邪
魔
と
な
る
善
蔵
を
重
基
の
下
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
決
ま

∫
た
︒
⾦
⾕
御
殿
は
奢
侈
を
極
め
︑
そ
の
影
響
で
⾦
沢
は
困
窮
を
強
い
ら
れ
た
︒ 

 

⼀
 
肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
中
村
に
合
体
の
事 

治
備
が
⾦
沢
に
戻
∫
て
き
た
頃
︑
善
蔵
は
重
基
に
仕
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
︒
善
蔵
は
計
略

に
勘
付
い
て
い
た
が
︑
治
備
の
孝
⼼
の
た
め
に
重
基
に
仕
え
る
こ
と
を
選
ん
だ
︒
万
右
衛
⾨
は

善
蔵
を
仲
間
に
引
き
⼊
れ
る
た
め
︑
善
蔵
に
書
簡
を
送
り
︑
⾃
宅
で
⾏
わ
れ
る
紅
葉
の
宴
に
招

待
し
た
︒
そ
こ
に
出
席
し
た
善
蔵
は
︑
万
右
衛
⾨
と
⼤
沢
の
計
略
を
聞
き
︑
そ
れ
に
協
⼒
す
る

こ
と
を
約
束
し
︑
治
備
を
毒
殺
す
る
た
め
の
毒
薬
の
調
合
を
⽯
⽥
周
才
に
依
頼
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
︒ 

  

第
⼗
四 

⼀
 

⽯
⽥
周
才
毒
薬
調
合
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
閉
⾨
の
事 

⽯
⽥
周
才
と
対
⾯
し
た
善
蔵
は
︑
万
右
衛
⾨
ら
の
計
略
を
周
才
に
語
り
激
昂
さ
れ
る
が
︑
協
⼒

が
嘘
で
あ
る
事
情
を
話
し
周
才
と
打
ち
解
け
る
︒
そ
の
後
︑
周
才
は
万
右
衛
⾨
宅
に
呼
び
出
さ

れ
︑
毒
薬
を
調
合
し
︑
万
右
衛
⾨
に
渡
す
︒
そ
の
毒
薬
の
件
が
重
基
に
伝
え
ら
れ
︑
治
備
は
重

基
の
館
で
の
⾷
事
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
︒
毒
薬
を
盛
∫
た
⻨
飯
を
⾷
す
る
治
備
で
あ
∫
た
が
︑

何
も
異
常
な
く
数
⽇
が
経
∫
た
︒
万
右
衛
⾨
は
⾃
信
を
謀
∫
た
周
才
を
探
し
た
が
︑
周
才
は
既

に
姿
を
く
ら
ま
し
て
い
た
︒
善
蔵
は
周
才
に
騙
さ
れ
た
⾮
を
万
右
衛
⾨
ら
に
詫
び
︑
出
仕
を
許

さ
れ
る
︒ 

 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
御
前
に
て
不
調
法
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
渡
辺
⽩
⼭
へ
和
歌
奉
納
の
事 
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⼤
沢
の
友
⼈
で
あ
る
⾼
嶋
⽴
悦
と
い
う
医
師
に
毒
薬
の
調
合
が
依
頼
さ
れ
︑
毒
薬
が
万
右
衛
⾨

の
⼿
に
渡
る
︒
善
蔵
が
挽
回
の
た
め
に
毒
薬
の
給
仕
を
す
る
こ
と
に
決
ま
り
︑
万
右
衛
⾨
ら
は

機
を
窺
う
︒
安
永
亥
の
春
︑
新
年
の
挨
拶
の
た
め
に
治
備
が
重
基
の
館
に
や
∫
て
き
た
際
︑
毒

薬
の
茶
が
善
蔵
に
よ
∫
て
運
ば
れ
た
︒
し
か
し
︑
善
蔵
は
⾃
ら
の
裾
を
踏
み
︑
茶
を
こ
ぼ
し
て

し
ま
う
︒
治
備
は
そ
れ
に
怒
り
を
表
し
︑
す
ぐ
に
帰
∫
て
し
ま
う
︒
善
蔵
は
重
基
に
閉
⾨
を
⾔

い
つ
け
ら
れ
︑
治
備
の
下
へ
返
さ
れ
る
︒
そ
れ
か
ら
万
右
衛
⾨
ら
へ
謝
罪
し
再
び
そ
の
仲
間
に

加
わ
∫
た
善
蔵
は
︑
⽩
⼭
に
参
籠
し
︑
和
歌
を
奉
納
す
る
︒
そ
の
後
︑
ま
た
も
や
毒
⼊
り
の
茶

に
よ
る
治
備
の
暗
殺
が
企
て
ら
れ
る
が
︑
善
蔵
の
⽬
で
の
知
ら
せ
に
よ
∫
て
失
敗
に
終
わ
る
︒ 

  

第
⼗
五 

⼀
 

⾼
⽥
⼤
沢
よ
り
密
計
を
聞
事 

 
 
并
善
蔵
⺟
妹
へ
暇
乞
盃
の
事 

こ
れ
ま
で
の
⾏
い
に
よ
∫
て
善
蔵
を
疑
∫
た
万
右
衛
⾨
ら
は
︑
計
画
の
会
議
か
ら
善
蔵
を
外

す
︒
⼆
⽉
⼋
⽇
の
⾦
⾕
御
殿
で
の
能
の
興
⾏
の
際
に
⼤
守
を
殺
す
こ
と
が
決
ま
∫
た
が
︑
万
右

衛
⾨
の
屋
敷
で
の
会
合
を
聞
き
つ
け
た
善
蔵
も
︑
⼤
沢
に
聞
く
こ
と
で
そ
の
計
画
を
知
る
︒
そ

う
し
て
︑
善
蔵
は
万
右
衛
⾨
を
殺
す
覚
悟
を
決
め
た
︒
帰
宅
し
た
善
蔵
は
︑
⺟
と
妹
と
︑
暗
に

暇
乞
の
意
味
を
込
め
た
盃
を
交
わ
し
︑
掛
け
軸
の
裏
に
⼀
⾸
の
書
置
を
残
し
た
︒ 

 

⼀
 

⾦
⾕
御
殿
騒
動
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
へ
御
預
け
の
事 

⼆
⽉
⼋
⽇
の
早
朝
︑
⽩
無
垢
を
着
て
光
絹
を
重
ね
着
飾
∫
た
善
蔵
は
︑
能
の
準
備
の
最
中
の
⾦

⾕
御
殿
に
出
仕
す
る
︒
善
蔵
は
⽕
急
の
⽤
事
と
し
て
万
右
衛
⾨
を
千
⿃
の
廊
下
に
呼
び
出
し
︑

即
座
に
⼑
を
抜
き
放
ち
︑
万
右
衛
⾨
を
切
り
つ
け
る
︒
不
意
打
ち
に
よ
∫
て
重
傷
を
負
∫
た
万

右
衛
⾨
に
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
す
る
善
蔵
だ
∫
た
が
︑
⼾
⽥
与
市
兵
衛
に
そ
れ
を
⽌
め
ら
れ

る
︒
こ
の
騒
動
に
諸
家
中
が
⾦
⾕
御
殿
に
集
合
し
︑
⼤
騒
ぎ
と
な
∫
た
︒
万
右
衛
⾨
は
深
⼿
の

た
め
死
し
た
が
︑
そ
の
死
は
重
基
に
は
隠
さ
れ
た
︒
善
蔵
は
万
右
衛
⾨
を
殺
し
た
理
由
を
尋
ね

ら
れ
る
も
︑
⾃
ら
の
意
恨
に
よ
る
も
の
だ
と
⾔
う
︒
評
議
の
結
果
︑
善
蔵
は
武
⽥
⽅
に
預
け
ら

れ
た
︒
善
蔵
に
関
す
る
評
議
は
続
き
︑
善
蔵
は
意
恨
に
よ
∫
て
⼈
を
殺
す
よ
う
な
性
根
の
⼈
間

と
は
思
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
皆
が
同
意
し
た
こ
と
で
︑
善
蔵
に
再
度
殺
害
の
理
由
が
尋
ね
ら

れ
た
︒
善
蔵
は
意
恨
の
趣
と
し
て
万
右
衛
⾨
の
旧
悪
の
七
⼗
五
¶
条
を
認
め
た
︒
そ
の
後
︑
治

備
の
内
意
に
よ
∫
て
善
蔵
と
万
右
衛
⾨
の
跡
⽬
は
残
ら
ず
改
易
が
申
し
付
け
ら
れ
た
が
︑
善
蔵

の
跡
式
は
⼀
時
的
に
江
守
平
⾺
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
∫
た
︒ 

  

第
⼗
六 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
辞
世
の
事 

 
 
并
野
送
り
前
代
未
聞
の
事 

⼆
⽉
⼗
三
⽇
︑
善
蔵
に
切
腹
を
申
し
付
け
る
こ
と
が
江
守
平
⾺
に
告
げ
ら
れ
︑
善
蔵
に
も
知
ら

さ
れ
た
︒
切
腹
の
⽇
取
り
は
⼆
⽉
⼗
五
⽇
で
あ
る
︒
善
蔵
は
そ
の
委
細
を
受
け
⼊
れ
︑
武
⽥
の

家
で
は
善
蔵
の
切
腹
の
た
め
の
準
備
が
整
∫
た
︒
⼆
⽉
⼗
五
⽇
︑
介
錯
⼈
ら
か
ら
の
句
を
受
け

取
∫
た
善
蔵
は
︑
辞
世
の
句
を
詠
み
︑
切
腹
し
た
︒
そ
の
こ
と
は
⾦
沢
中
に
広
ま
り
︑
皆
が
善

蔵
の
最
期
を
い
と
お
し
ん
だ
︒ 

 

⼀
 
⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 
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そ
う
し
て
︑
⼤
乗
寺
に
善
蔵
の
⽯
碑
が
造
⽴
さ
れ
た
︒
幾
何
万
の
者
が
⽯
碑
に
詣
で
︑
涙
を
流

し
た
と
い
う
︒
善
蔵
の
妹
は
ふ
さ
わ
し
い
婿
養
⼦
を
も
ら
い
︑
⾼
⽥
勇
蔵
の
名
前
で
家
は
相
続

さ
れ
た
︒
評
議
に
よ
∫
て
計
略
の
協
⼒
者
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
処
分
を
受
け
た
︒
善
蔵
の
誠
忠
は
名

と
と
も
に
国
に
広
が
り
︑
国
⺠
は
そ
れ
を
感
賞
し
た
︒
加
能
越
三
国
の
⼤
事
を
そ
の
胸
に
納

め
︑
命
を
捨
て
て
万
右
衛
⾨
を
殺
害
し
︑
⼝
論
の
体
と
し
て
穏
便
に
済
ま
せ
よ
う
と
し
た
善
蔵

の
誠
忠
は
︑
広
⼤
な
加
能
越
に
お
い
て
も
稀
な
も
の
と
称
さ
れ
る
︒
そ
れ
か
ら
︑
⼤
⾳
⼊
道
は

眠
り
か
ら
⽬
を
覚
ま
し
︑
夢
に
よ
∫
て
こ
れ
ま
で
の
出
来
事
︑
騒
乱
︑
そ
の
終
結
を
知
り
︑
憂

な
く
仏
⾨
に
⼊
り
︑
喜
六
郎
︑
善
蔵
の
た
め
に
修
⾏
を
⾏
∫
た
と
い
う
︒ 

  

四
&
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
エ
ピ
ソ
L
ド
と
本
研
究
の
対
象
作
品 

四̶

⼀
&
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
に
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド 

 
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
に
つ
い
て
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
な
ど
を
参
照
し
て
も
︑
⾼
⽥
善
蔵
が
中

村
万
右
衛
⾨
を
殺
害
す
る
に
⾄
る
ま
で
の
真
相
は
不
明
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
⾼
⽥
善
蔵
が
中
村
万
右

衛
⾨
を
殺
す
ま
で
の
状
況
な
ど
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
諸
作
品
に
お
い
て
脚
⾊
が
加
え
ら
れ
︑
作
品

ご
と
に
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
多
く
⾒
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
︑
中
村
万
右
衛
⾨
が
加
賀
藩
⼗

代
⼤
守
︵
当
⼤
守
︶
で
あ
る
前
⽥
治
脩
を
殺
し
︑
教
千
代
に
そ
の
後
を
継
が
せ
後
⾒
す
る
こ
と
で
︑
加

賀
藩
を
⼿
中
に
収
め
る
と
い
う
計
略
を
知
∫
た
善
蔵
が
︑
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
万
右
衛
⾨
を
殺
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
︒ 

 
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
諸
作
品
に
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
が
中
村
万
右
衛
⾨
を
殺
害
し
た
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋

〇
︶
⼆
⽉
⼋
⽇
よ
り
以
前
の
話
を
描
く
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
に
は
存
在
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド

を
含
む
作
品
が
あ
る
︒
諸
作
品
に
お
い
て
︑
万
右
衛
⾨
の
悪
事
︑
加
賀
藩
の
情
勢
︑
善
蔵
の
忠
義
な

ど
︑
種
々
の
エ
ピ
ソ
L
ド
が
作
品
に
盛
り
込
ま
れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
独
⾃
性
を
⾼
め
て
い
る
︒ 

 
ま
た
︑
他
作
品
と
共
通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
を
持
つ
作
品
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
も
︑
⾼
⽥
善
蔵
物

実
録
の
特
徴
で
あ
る
︒
他
作
品
と
共
通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
と
い
う
こ
と
は
︑
基
本
的
に
は
事
件
に
関

す
る
直
接
の
記
録
と
は
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
中
で
も
作
品
独
⾃
の
エ
ピ
ソ
L
ド
に
当
た
る

も
の
を
そ
う
扱
う
︒ 

 

 
こ
こ
か
ら
は
︑
諸
作
品
の
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
に
は
存
在
し
な
い
︑
ま
た
は
他
作
品
と
共

通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
を
挙
げ
︑
⼤
き
く
ま
と
め
る
︒ 

 
﹃
⽩
⽴
宝
実
記
﹄
で
は
︑
加
賀
藩
の
継
嗣
に
関
す
る
問
題
︵
後
述
︶
の
エ
ピ
ソ
L
ド
が
存
在
す
る
︒

ま
た
︑
条
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
︑
多
く
の
他
作
品
と
共
通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

る
︒
こ
の
作
品
に
関
し
て
︑﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄
に
﹁
そ
の
前
半
は
⽼
侯
前
⽥
重
教
の
濫
⾏
と
中
村
万

右
衛
⾨
の
⾮
望
と
を
叙
す
る
こ
と
︑
他
の
同
類
の
書
に
⽐
べ
て
多
い
﹂
と
書
か
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
︑
継
嗣
問
題
を
除
い
た
多
く
が
︑
他
の
作
品
と
は
共
通
し
な
い
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
に
も

な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
で
は
︑
話
の
舞
台
で
あ
る
加
賀
藩
の
経
済
的
困
窮
と
倹
約
︑
ま
た
加
賀
藩
九

代
太
守
で
あ
る
前
⽥
重
教
の
隠
居
す
る
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
な
ど
が
︑
他
作
品
と

共
通
し
な
い
も
の
と
し
て
存
在
す
る
が
︑
こ
の
作
品
の
翻
刻
を
載
せ
る
﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄
解
説
に
︑

﹁
こ
の
書
の
記
述
は
寧
ろ
事
実
そ
の
儘
﹂
と
書
か
れ
︑﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄
に
お
い
て
﹁
当
時
巷
間
に

伝
へ
ら
れ
た
所
は
略
本
書
の
如
く
﹂
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
を
載
せ
る
資

料
の
別
箇
所
に
記
さ
れ
る
⼈
物
が
登
場
⼈
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
そ
の
内
容
が
あ
る
程

度
︑
記
録
に
準
拠
す
る
可
能
性
は
⾼
い
と
⾒
ら
れ
る
︒ 
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﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄
で
は
︑
全
⼗
条
の
う
ち
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
に
存
在
せ
ず
︑
他
作
品
と

共
通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
を
記
し
た
条
が
⼋
条
存
在
し
︑
そ
の
独
⾃
性
の
⾼
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
そ

れ
ら
の
条
の
多
く
に
は
⾼
⽥
善
蔵
︑
中
村
万
右
衛
⾨
が
登
場
す
る
が
︑
こ
の
作
品
の
善
蔵
は
そ
の
出
⽣

や
家
族
構
成
に
新
た
な
設
定
が
加
え
ら
れ
て
お
り
︑
他
の
作
品
と
は
⼤
き
く
あ
り
⽅
が
異
な
る
作
品
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
作
品
の
万
右
衛
⾨
は
飯
⽥
九
平
次
・
並
川
伴
蔵
と

い
う
⼈
物
ら
と
協
⼒
し
て
陰
謀
を
巡
ら
せ
る
が
︑
こ
の
⼆
⼈
は
善
蔵
が
事
件
を
起
こ
す
前
に
死
亡
す

る
︒ 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
は
︑
前
⽥
重
教
の
世
継
ぎ
と
し
て
︑
将
軍
家
か
ら
養
⼦
を
迎
え
る
か
︑
重
教

の
弟
で
あ
り
出
家
し
て
勝
興
寺
に
い
る
⾼
丸
︵
後
の
前
⽥
治
脩
︶
を
養
⼦
と
す
る
か
︑
と
い
∫
た
加
賀

藩
の
継
嗣
に
関
す
る
問
題
と
︑
将
軍
家
か
ら
養
⼦
を
迎
え
る
こ
と
を
画
策
す
る
⼭
崎
七
郎
太
夫
・
松
村

四
郎
兵
衛
と
い
∫
た
奸
⾂
ら
の
陰
謀
を
取
り
扱
う
エ
ピ
ソ
L
ド
が
作
品
の
前
半
部
分
を
占
め
る
︒
そ
の

エ
ピ
ソ
L
ド
に
つ
い
て
は
﹁
燕
台
奇
⾔
﹂
と
い
う
書
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
だ
が
︑﹁
燕
台
奇

⾔
﹂
に
は
現
状
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
︒
た
だ
︑
将
軍
家
か
ら
養
⼦
を
迎
え
る
こ
と
を
画
策
す
る
奸
⾂

ら
の
陰
謀
を
描
く
箇
所
は
︑
他
作
品
と
共
通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄︑
⾦
城
忠
義
伝
と
い
う
書
を
⾒
て
改
修
し
た
と
序
に
記
さ
れ
る
﹃
加
陽
太
平
記
﹄

に
お
い
て
も
︑
条
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
︑
出
家
し
て
勝
興
寺
に
い
る
⾼
丸
を
重
教
の
養
⼦
と
す
る
エ
ピ
ソ

L
ド
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
直
接
の
記
録
や
他
作
品
に
は
現
れ
な
い
登
場
⼈
物

で
あ
る
絹
江
と
い
う
⼥
中
が
⼤
き
く
取
り
扱
わ
れ
︑
絹
江
と
善
蔵
と
の
関
係
性
が
描
か
れ
る
な
ど
︑

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
⼆
作
品
に
固
有
の
要
素
が
あ
る
︒ 

 

四̶

⼆
&
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
扱
う
エ
ピ
ソ
L
ド
の
特
徴 

 
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
よ
う
な
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
扱
う
エ
ピ
ソ
L
ド
な
ど
を
⾒
る
こ
と
で
は
︑
諸
作

品
の
作
成
さ
れ
た
時
期
の
特
定
に
は
⾄
ら
な
い
︒﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
加
賀
藩
の
経
済
的
困
窮
と

倹
約
︑
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
の
エ
ピ
ソ
L
ド
や
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄

の
加
賀
藩
の
継
嗣
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
よ
り
以
前
に
発
⽣
し
た
出
来
事
に
由

来
し
て
お
り
︑
事
件
と
い
う
本
筋
に
何
が
追
加
さ
れ
た
か
に
よ
∫
て
︑
作
成
時
期
を
判
別
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
諸
作
品
に
お
い
て
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
か
ら
い
か
に
離
れ
て
い
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
⾒
る
と
︑
⼤
き
く
離
れ
た
エ
ピ
ソ
L
ド
を
含
む
作
品
が
多
く
︑
加
え
て
そ
の
エ
ピ
ソ

L
ド
が
他
作
品
と
は
共
通
し
な
い
︑
独
⾃
性
の
⾼
い
も
の
で
あ
る
も
の
が
多
数
あ
る
︒
こ
の
こ
と
か

ら
︑
現
在
わ
か
∫
て
い
る
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
す
べ
て
の
作
品
を
細
か
な
分
析
の
対
象
に
す
る
と
︑
そ

れ
ら
の
影
響
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
︒ 

 
諸
作
品
の
︑
直
接
の
記
録
に
な
い
︑
ま
た
は
他
作
品
と
共
通
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
に
関
す
る
箇
所
で

挙
げ
な
か
∫
た
﹃
両
家
越
路
雁
⾦
﹄﹃
忠
⾂
⼆
⽉
雪
﹄
に
関
し
て
も
︑
⽂
章
量
が
少
な
い
作
品
で
は
︑

記
録
か
ら
離
れ
た
エ
ピ
ソ
L
ド
を
含
む
余
地
が
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
︑
他
の
作
品
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
が
︑
そ
の
短
さ
故
に
影
響
関
係
な
ど
の
⽐
較
が
難
し
い
︒ 

 

 
こ
こ
ま
で
六
作
品
を
具
体
的
に
挙
げ
︑
そ
れ
ら
の
影
響
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
述
べ

て
き
た
が
︑
そ
も
そ
も
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
諸
作
品
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
が
中
村
万
右
衛
⾨
を
殺
害
し
た
︑

と
い
う
結
末
は
共
通
し
つ
つ
も
︑
そ
の
事
件
に
⾄
る
ま
で
の
流
れ
や
作
品
内
の
登
場
⼈
物
が
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
よ
∫
て
⼤
き
く
異
な
る
︒ 

 
そ
の
⼀
例
と
し
て
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
お
い
て
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
の
前
段
と
し
て
扱
わ
れ
る
エ

ピ
ソ
L
ド
︑
実
録
の
始
ま
り
が
︑
事
件
の
あ
∫
た
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋
〇
︶
か
ら
ど
れ
ほ
ど
遡
る
か
を

記
す
︒ 
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﹃
両
家
越
路
雁
⾦
﹄
に
は
︑
事
件
の
前
段
と
な
る
エ
ピ
ソ
L
ド
が
存
在
せ
ず
︑
事
件
の
直
前
か
ら
話

が
始
ま
る
︒ 

 
﹃
忠
⾂
⼆
⽉
雪
﹄
で
は
︑
永
村
伴
右
衛
⾨
︵
中
村
万
右
衛
⾨
︶
の
悪
事
が
前
段
と
な
り
︑
そ
の
エ
ピ

ソ
L
ド
は
事
件
か
ら
は
⼤
き
く
遡
ら
な
い
︒ 

 
﹃
⽩
⽴
宝
実
記
﹄
に
は
︑
前
⽥
家
が
将
軍
家
か
ら
の
養
⼦
を
辞
退
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
が
序
盤
に
存
在

す
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
始
ま
り
は
九
代
太
守
前
⽥
重
教
の
時
代
に
遡
る
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
は
︑
事
件
か
ら
⼀
年
ほ
ど
遡
り
︑
加
賀
藩
が
困
窮
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
︒ 

 
﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄
は
︑
ま
ず
明
和
⼋
年
︵
⼀
七
七
⼀
︶
か
ら
安
永
元
年
︵
⼀
七
七
⼆
︶
の
治
脩
の
前

⽥
家
の
相
続
に
つ
い
て
記
し
︑
そ
れ
か
ら
︑
創
作
と
考
え
ら
れ
る
︑
明
和
⼆
年
︵
⼀
七
六
五
︶
の
善
蔵

の
出
⽣
の
話
を
す
る
︒ 

 
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
で
は
︑
重
教
が
⼤
守
で
あ
る
時
代
か
ら
話
が
始
ま
り
︑
い
く
つ
か
の
条
を
経
て
治

脩
が
前
⽥
家
を
相
続
す
る
た
め
︑
治
脩
が
前
⽥
家
を
相
続
し
た
明
和
⼋
年
︵
⼀
七
七
⼀
︶
よ
り
以
前
に

遡
る
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
︑
重
教
が
前
⽥
家
を
相
続
し
た
話
か
ら
始
ま
る
た
め
︑
宝
暦
四
年
︵
⼀
七
五

四
︶
に
遡
る
︒ 

 
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
は
︑
織
⽥
信
⻑
の
時
代
に
ま
で
遡
り
︑
そ
こ
か
ら
前
⽥
家
︑
加
賀
藩
の
由
緒
を
語

る
︒ 

 
こ
の
よ
う
に
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
の
前
段
と
し
て
扱
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
L
ド
︑
す
な
わ
ち
実
録
の
始
ま

り
が
︑
事
件
の
あ
∫
た
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋
〇
︶
か
ら
い
か
に
遡
る
か
を
⾒
る
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

が
異
な
∫
た
時
期
の
話
に
遡
∫
て
始
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

 
こ
れ
は
⼀
例
で
あ
り
︑
現
状
全
て
の
作
品
を
読
み
込
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
︑
こ
の
こ
と
か

ら
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
は
︑
あ
る
⼀
つ
の
作
品
か
ら
派
⽣
︑
成
⻑
す
る
こ
と
で
多
様
な
作
品
が
発
⽣
し

た
わ
け
で
は
な
く
︑
複
数
の
実
録
が
事
件
を
経
て
発
⽣
し
た
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
す
べ
て
が
直
接
的
な

影
響
関
係
の
下
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
︑
同
じ
枠
組
み
の
実
録
と
し
て
⼀
ま
と
め
に
扱
う
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
と
⾔
え
る
︒
そ
の
た
め
︑
こ
こ
で
具
体
的
に
挙
げ
た
作
品
を
詳
し
く
⾒
て
も
︑
部
分
的
な
作

品
に
お
け
る
影
響
関
係
を
捉
え
る
こ
と
に
留
ま
る
だ
ろ
う
︒ 

 
そ
う
し
た
影
響
関
係
が
薄
い
︑
同
じ
枠
組
み
の
実
録
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
作
品
が
多
い
中

で
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
は
︑
共
通
す
る
要
素
を
持
ち
︑
関
わ
り
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
あ

る
︒
そ
れ
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
四
作
品

で
あ
る
︒
本
研
究
で
は
︑
そ
れ
ら
の
四
作
品
を
︑
影
響
関
係
を
考
え
る
上
で
の
対
象
作
品
と
し
︑
詳
細

な
分
析
を
⾏
う
︒ 

 

四̶

三
&
四
作
品
の
位
置
付
け 

 
こ
れ
ら
四
作
品
︵﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄︶
の

う
ち
︑ 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
は
﹁
安
永
九
庚
⼦
仲
秋
﹂ 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
は
﹁
天
明
元
丑
五
⽉
﹂ 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
は
﹁
安
永
庚
⼦
⻨
秋
﹂ 

と
い
う
成
⽴
年
次
が
︑
序
⽂
や
巻
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
︒ 

 
事
件
が
起
き
た
時
期
︵
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋
〇
︶
⼆
⽉
⼋
⽇
︶
と
成
⽴
年
次
が
近
い
こ
と
と
︑
先
述

の
よ
う
に
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
か
ら
離
れ
た
エ
ピ
ソ
L
ド
が
多
数
あ
り
︑
内
容
が
増
補
さ
れ

て
い
る
部
分
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
﹁
天
明
元
丑
五
⽉
﹂︵
天
明
元
丑
Ÿ
天
明

元
年
︵
⼀
七
⼋
⼀
︶︶
や
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
﹁
安
永
庚
⼦
⻨
秋
﹂︵
安
永
庚
⼦
Ÿ
安
永
九
年
︵
⼀
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七
⼋
〇
︶︶
と
い
∫
た
成
⽴
年
次
は
信
⽤
で
き
な
い
︒
ま
た
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
﹁
安
永
九
庚
⼦

仲
秋
﹂
と
い
う
成
⽴
年
次
も
正
し
い
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
︒
四
作
品
の
影
響
関
係
を
考
え
る

こ
と
で
︑
成
⽴
年
次
な
ど
の
不
確
か
な
情
報
の
扱
い
⽅
を
決
定
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
る
︒ 

 
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
四
作
品
は
⼆
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
︒
⼆
つ
の
系
統
と
は
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄

と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
系
統
と
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
系
統
の
こ
と
で
あ

る
︒
こ
れ
ら
に
関
す
る
詳
し
い
影
響
関
係
に
関
し
て
は
後
述
す
る
が
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太

平
記
﹄
に
関
し
て
は
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
は
序
に
⾦
城
忠
義
伝
と
い
う
書
を
⾒
て
改
修
し
た
作
品
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
各
条
の
タ
イ
ト
ル
を
⽐
較
す
る
こ
と
に
よ
∫
て
も
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
が
﹃
⾦

城
忠
義
伝
﹄
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
︒
ま
た
﹃
加
陽
忠
孝
実
録

夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
関
し
て
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
⾮
常
に
独
⾃
性
の
⾼
い
作
品
で
あ

る
が
︑
内
容
が
⼀
致
す
る
部
分
の
類
似
性
の
⾼
さ
か
ら
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
を
参
考
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
︒ 

 
こ
れ
ら
の
⼆
つ
の
系
統
の
作
品
に
関
す
る
細
か
な
影
響
関
係
の
分
析
は
︑
次
の
章
で
⾏
う
︒ 

  

五
&
四
作
品
の
影
響
関
係 

五̶

⼀
&﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄ 

 
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
序
に
は
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
が
⾦
城
忠
義
伝
と
い
う
本
を
⾒
て
︑
改
修
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒ 

 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
序 

安
永
九
⻨
の
頃
か
と
に
⾦
城
忠
義
伝
と
か
や
云
へ
る
写
本
を
携
へ
来
る
も
の
あ
り
予
是
を
⾒
る

に
御
歴
家
に
佞
⼈
あ
り
て
御
国
を
乱
さ
ん
と
せ
し
か
ど
御
⼤
家
な
れ
は
忠
儀
の
餘
多
有
中
に
も

⾼
⽥
⽒
⽗
⼦
の
忠
節
に
以
⽽
事
ゆ
へ
な
く
治
り
万
歳
を
諷
ふ
の
書
な
り
此
書
を
⾒
て
其
国
の
し

る
へ
に
便
り
︑
委
敷
尋
ね
も
と
む
る
に
︑
右
の
書
は
い
ま
た
事
の
詳
か
な
ら
さ
る
の
内
︑
そ
の

⼤
略
を
記
せ
る
も
の
と
⾒
え
て
も
る
ゝ
事
の
み
多
し
︒
予
是
に
も
と
つ
き
彼
国
あ
ま
た
の
⼤
家

よ
り
し
て
聞
書
⽇
記
抔
の
数
〳
〵
を
も
と
め
集
て
︑
賢
君
の
御
政
道
忠
⾂
の
し
わ
ざ
を
普
く
洩

さ
る
や
う
に
綴
り
あ
ら
は
し
︑
今
外
題
を
改
め
加
陽
太
平
記
と
號
く
︒ 

 

 
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
序
の
記
述
か
ら
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
が
書
か
れ
る
際
に
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
が
⽤
い

ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
の
条
の
タ
イ
ト
ル
の
内
容
を
﹃
加
陽
太
平

記
﹄
と
⽐
較
︵
表
１
︶
す
る
と
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
の
条
の
タ
イ
ト
ル
と
な
∫
て
い
る
エ
ピ
ソ
L
ド
の

七
割
が
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
も
存
在
し
︑
こ
の
こ
と
か
ら
も
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
が
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄

を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
︒ 

 
た
だ
し
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
が
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑﹃
加
陽
太
平

記
﹄
の
内
容
が
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
︒﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
条

の
タ
イ
ト
ル
の
内
容
を
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
⽐
較
︵
表
２
︶
す
る
と
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
条
の
タ
イ

ト
ル
と
な
∫
て
い
る
エ
ピ
ソ
L
ド
の
六
割
が
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
に
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
り
︑﹃
加

陽
太
平
記
﹄
が
作
成
さ
れ
る
に
あ
た
∫
て
︑
内
容
が
追
加
︑
増
幅
さ
れ
て
い
る
と
⾒
ら
れ
る
︒ 

 

 
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
お
け
る
内
容
の
追
加
︑
増
幅
の
⽅
法
に
も
種
類
が
あ
る
︒
新
た
な
エ
ピ
ソ
L
ド

を
追
加
す
る
も
の
と
︑
元
か
ら
あ
る
エ
ピ
ソ
L
ド
を
増
幅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
︒ 
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﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
お
い
て
︑
新
た
な
エ
ピ
ソ
L
ド
が
追
加
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
︑
次
に
挙
げ
る

よ
う
な
条
の
も
の
が
あ
る
︒
織
⽥
信
⻑
の
時
代
の
エ
ピ
ソ
L
ド
と
︑
絹
江
と
い
う
⼥
性
に
恋
慕
す
る
柳

川
弁
治
の
エ
ピ
ソ
L
ド
で
あ
る
︒ 

 ︵
織
⽥
信
⻑
の
時
代
の
エ
ピ
ソ
L
ド
︶ 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
条 

御
々
内
蔵
助
謀
叛
の
事 

并
成
政
敗
北
家
断
絶
の
事 

⽯
⼭
本
願
寺
合
戦
の
事 

并
信
⻑
公
敗
軍
の
事 

前
⽥
慶
次
郎
⼤
旗
を
取
返
す
事 

并
信
⻑
公
天
満
の
陣
へ
退
去
の
事 

織
⽥
⼤
炊
来
由
の
事 

并
信
雄
公
滅
亡
の
事 

前
⽥
利
家
卿
所
労
の
事 

并
嫡
家
利
⻑
公
へ
御
遺
⾔
の
事 

前
⽥
利
家
卿
利
政
へ
遺
⾔
の
事 

并
逝
去
花
箸
⼤
内
筒
の
事 

⽯
⽥
三
成
謀
叛
の
事 

并
利
政
公
遺
⾔
守
る
事 

︵
中
略
︶ 

太
⽥
但
⾺
守
鷹
狩
の
事 

并
但
⾺
守
狐
を
殺
す
事 

太
⽥
但
⾺
守
横
死
の
事 

并
⼤
守
利
⻑
公
後
悔
の
事 

 

︵
柳
川
弁
治
の
エ
ピ
ソ
L
ド
︶ 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
条 

柳
川
弁
治
絹
江
に
恋
慕
の
事 

并
艶
書
の
返
事
来
る
事 

柳
川
弁
治
絹
江
と
盃
す
る
事 

并
万
右
衛
⾨
夫
婦
を
恨
む
る
事 

柳
川
弁
治
変
死
の
事 

 

 
こ
れ
ら
は
︑
表
２
を
⾒
る
と
わ
か
る
よ
う
に
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
に
は
存
在
し
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
で
あ

る
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
に
関
し
て
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
に
そ
の
元
と
な
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
L
ド
が
な
い
こ

と
が
確
認
で
き
る
︒ 

 
織
⽥
信
⻑
の
時
代
の
エ
ピ
ソ
L
ド
は
︑
前
⽥
利
家
と
そ
の
時
代
の
前
⽥
家
を
中
⼼
と
し
て
い
る
︒

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
は
︑
加
賀
藩
の
由
緒
を
語
る
た
め
に
そ
の
時
代
に
遡
∫
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
︑

そ
の
時
代
の
エ
ピ
ソ
L
ド
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
が
あ
∫
た
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋
〇
︶
か
ら
お
よ
そ
⼆

百
年
前
の
出
来
事
で
あ
り
︑
⾮
常
に
⻑
い
期
間
を
遡
∫
て
い
る
︒﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
で
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
話
を
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
が
新
た
な
エ
ピ
ソ
L
ド
と
し
て
追
加
し
た
と
⾔
え
る
︒ 

 
ま
た
︑
絹
江
と
い
う
⼥
性
は
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
系
統
の
作
品
に
固
有
の
⼈
物
で

あ
り
︑
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
に
も
現
れ
な
い
︒
絹
江
は
善
蔵
に
恋
す
る
⼥
中
で
︑
万
右
衛
⾨
が
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善
蔵
を
仲
間
に
引
き
⼊
れ
る
た
め
の
企
み
に
利
⽤
さ
れ
る
が
︑
善
蔵
も
そ
の
状
況
を
逆
⼿
に
と
∫
て
万

右
衛
⾨
の
下
に
⼊
り
込
む
と
い
∫
た
展
開
の
鍵
と
な
る
⼈
物
で
あ
る
︒
善
蔵
が
切
腹
し
た
後
︑
絹
江
も

そ
の
命
を
絶
つ
場
⾯
が
描
か
れ
る
な
ど
︑
物
語
の
最
後
ま
で
取
り
扱
わ
れ
る
が
︑
そ
の
絹
江
に
恋
慕
す

る
と
い
う
︑
柳
川
弁
治
と
い
う
⼈
物
に
関
し
て
の
エ
ピ
ソ
L
ド
は
︑
現
状
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
で
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
⾔
え
る
だ
ろ
う
︒ 

 

 
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
お
い
て
︑
元
か
ら
あ
る
エ
ピ
ソ
L
ド
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
︑
次
に
挙

げ
る
よ
う
な
条
の
も
の
が
あ
る
︒
前
⽥
⼟
佐
守
に
万
右
衛
⾨
が
呼
び
出
さ
れ
た
際
の
エ
ピ
ソ
L
ド
と
︑

絹
江
と
善
蔵
と
の
関
わ
り
が
始
ま
る
時
の
エ
ピ
ソ
L
ド
で
あ
る
︒
傍
線
部
は
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
の
条
の

タ
イ
ト
ル
に
な
い
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
条
の
タ
イ
ト
ル
と
な
∫
て
い
る
︒ 

 

︵
前
⽥
⼟
佐
守
と
中
村
万
右
衛
⾨
の
エ
ピ
ソ
L
ド
︶ 

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
条 

并
⼟
佐
守
屋
敷
へ
中
村
召
寄
ら
る
ゝ
事 

万
右
衛
⾨
虚
病
を
構
へ
る
事 

 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
条 

前
⽥
⼟
佐
守
万
右
衛
⾨
へ
異
⾒
の
事 

并
⼟
佐
守
利
解
を
説
事 

中
村
万
右
衛
⾨
虚
病
の
事 

并
万
右
衛
⾨
⼟
佐
守
を
讒
⾔
の
事 

 

︵
絹
江
と
善
蔵
の
エ
ピ
ソ
L
ド
︶ 

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
条 

善
蔵
万
右
衛
⾨
が
⼼
底
を
探
ら
ん
と
⼀
夫
の
事 

并
様
原
娘
絹
江
善
蔵
を
⼝
説
事 

善
蔵
絹
江
を
な
だ
む
る
事 

并
万
右
衛
⾨
善
蔵
に
恩
を
⾒
す
る
事 

 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
条 

万
右
衛
⾨
善
蔵
が
誠
忠
を
砕
ん
と
計
事 

并
絹
江
か
恋
を
取
持
事 

絹
江
万
右
衛
⾨
か
⼿
引
に
て
善
蔵
に
逢
事 

并
絹
江
善
蔵
を
⼝
説
事 

善
蔵
絹
江
を
な
た
む
る
事 

并
万
右
衛
⾨
絹
江
に
恩
義
を
か
く
る
事 

 

 
こ
れ
ら
は
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
に
元
か
ら
あ
る
条
の
内
容
が
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
お
い
て
複
数
の
条

に
増
幅
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
条
の
タ
イ
ト
ル
も
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
か
ら
﹃
加
陽
太
平

記
﹄
で
細
か
く
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
内
容
が
⼤
き
く
変
化
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
程

の
変
更
で
は
な
く
︑
そ
の
た
め
に
︑
増
幅
さ
れ
て
い
る
部
分
が
よ
り
注
⽬
さ
れ
る
︒ 

 

 
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
は
︑
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
な
作
品
で
あ
り
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
中
の
⼀
つ
の
系
統
で
あ
る
と
⾔
え
る
︒
ま
た
︑﹃
加
陽
太
平
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記
﹄
が
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
に
は
な
い
要
素
を
付
加

す
る
こ
と
で
︑
成
⻑
し
て
⼀
つ
の
作
品
と
な
∫
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

 
五̶
⼆
&﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
︑
表
３
を
⾒
る
と
わ
か
る
よ
う
に
︑
そ
の
内
容
の

⼤
部
分
が
⼀
致
す
る
︑
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒
し
か
し
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
特
定
の
箇
所
が

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
内
容
と
⼀
致
す
る
こ
と
か
ら
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光

絹
﹄
の
間
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒ 

 
そ
の
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
特
定
の
箇
所
と
い
う
の
は
︑
万
右
衛
⾨
の
誘
い
に
対
す
る
善
蔵
の
返

答
と
︑
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
の
こ
と
で
あ
る
︒ 

 

 
万
右
衛
⾨
の
誘
い
に
対
す
る
善
蔵
の
返
答
︑
と
い
う
の
は
︑
善
蔵
が
太
守
を
殺
す
陰
謀
を
果
た
す
た

め
に
︑
そ
の
妨
げ
と
な
り
得
る
善
蔵
を
仲
間
に
引
き
⼊
れ
よ
う
と
す
る
場
⾯
で
︑
万
右
衛
⾨
が
善
蔵
に

頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
と
告
げ
た
際
の
も
の
で
あ
る
︒
次
に
各
作
品
の
本
⽂
を
引
⽤
し
︑
特
に
⼀
致
す

る
部
分
に
傍
線
を
引
い
て
い
る
︒ 

 

︵
万
右
衛
⾨
の
誘
い
に
対
す
る
善
蔵
の
返
答
︶ 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄ 

扨
万
右
衛
⾨
申
す
は
︑
近
頃
御
難
題
な
る
儀
御
頼
申
度
︑
御
承
引
可
レ
被
レ
下
哉
与
云
ふ
︒
善
蔵
︑

是
は
改
り
た
る
御
⾔
葉
な
り
︒
¶
様
に
貴
公
様
と
打
解
け
て
御
⼼
易
仕
る
上
は
︑
何
事
に
て
も

あ
れ
承
知
可
レ
仕
︒ 

 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

時
に
万
右
衛
⾨
⼤
沢
に
⽬
く
は
せ
し
て
⾼
⽥
に
向
ひ
申
け
る
は
︑
今
⽇
貴
殿
を
御
迎
申
せ
し
事
︑

全
く
紅
葉
の
宴
の
み
に
あ
ら
す
︑
肥
前
守
様
よ
り
御
頼
み
遊
は
さ
れ
た
き
⼀
義
有
︑
承
知
い
た

さ
る
へ
き
也
︒
⼜
異
変
せ
ら
る
ゝ
や
ら
ん
︑
先
有
無
返
答
を
聞
さ
る
へ
し
と
居
た
け
⾼
に
な
り
︑

い
や
と
い
わ
ゝ
打
は
た
さ
ん
す
其
勢
ひ
︑
⾼
⽥
少
し
も
億
す
る
⾊
な
く
︑
こ
は
改
り
た
る
御
こ

と
は
を
聞
も
の
か
な
︒
⼀
旦
君
に
属
せ
し
上
は
︑
た
と
へ
い
か
体
の
義
を
仰
ら
る
ゝ
と
て
も
異

変
仕
ら
ざ
る
が
⾂
⾂
下
の
役
︑
今
さ
ら
あ
ら
た
め
ら
る
ゝ
に
及
は
さ
る
事
と
も
︑
そ
れ
と
も
う

た
か
わ
し
く
思
さ
る
ゝ
な
ら
は
︑
伊
勢
両
宮
熊
野
三
社
の
御
罪
を
請
て
即
死
仕
る
法
も
あ
る
べ

し 
 

 
こ
こ
で
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
﹁
是
は
改
り
た
る
御
⾔
葉
な
り
﹂
と
い
う
傍
線
部
の
表
現
と
︑

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
﹁
こ
は
改
り
た
る
御
こ
と
は
を
聞
も
の
か
な
﹂
と
い
う
傍
線
部
の
表
現
と
が
類

似
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
よ
り

も
⽂
章
量
が
多
く
な
∫
て
い
る
︒
作
品
ご
と
の
設
定
の
違
い
や
付
加
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
L
ド
な
ど
に
よ
る

と
こ
ろ
が
⼤
き
い
と
⾒
ら
れ
︑
細
か
い
部
分
と
し
て
増
幅
さ
れ
て
い
る
と
⾔
え
る
︒ 

 
万
右
衛
⾨
が
善
蔵
を
仲
間
に
引
き
⼊
れ
よ
う
と
す
る
展
開
に
つ
い
て
は
︑
表
３
の
﹃
⾄
忠
加
賀
光

絹
﹄
の
条
の
タ
イ
ト
ル
﹁
并
⾼
⽥
善
蔵
中
村
に
合
体
の
事
﹂
の
部
分
で
⽰
す
よ
う
に
︑﹃
⾦
城
忠
義

伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
も
同
様
の
場
⾯
を
描
い
た
内
容
が
存
在
す
る
が
︑
例
と
し
て
挙
げ
た
よ
う
な

本
⽂
の
⼀
致
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒ 

 

 
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
と
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
お
い
て
︑
加
賀
藩
が
財

政
的
に
困
窮
す
る
中
で
︑
御
隠
居
前
⽥
重
教
の
い
る
⾦
⾕
御
殿
は
︑
能
役
者
を
集
め
︑
新
た
な
能
舞
台
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を
作
る
な
ど
︑
⽇
々
を
奢
侈
に
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
と
同
様
の
話
が
︑﹃
⾄
忠

加
賀
光
絹
﹄
に
お
い
て
も
扱
わ
れ
る
︒
次
に
各
作
品
の
本
⽂
を
引
⽤
し
︑
⼀
致
す
る
部
分
に
同
⼀
の
傍

線
を
引
い
て
い
る
︒
⼆
重
傍
線
部
に
関
し
て
は
後
述
す
る
︒ 

 

︵
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
︶ 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄ 

︵
加
賀
藩
の
倹
約
︶ 

⼟
佐
守
被
レ
申
け
る
は
︑
是
以
後
御
倹
約
の
評
議
有
レ
之
共
︑
⼩
⾝
者
の
御
扶
持
⽶
に
⽬
が
け
被
レ

申
間
敷
候
︒
軽
き
者
共
は
被
レ
下
⽅
以
之
外
軽
少
に
候
所
︑
⼤
役
を
烈
敷
相
勤
め
御
奉
公
致
し
候

得
共
︑
御
扶
持
⽶
之
外
に
は
御
⼼
付
も
無
レ
之
︑
殊
に
は
此
の
節
の
御
難
渋
に
⽽
尚
更
其
の
儀
無

レ
之
候
︒ 

 ︵
⾦
⾕
御
殿
に
能
役
者
が
集
め
ら
れ
る
︶ 

去
る
程
に
⼟
佐
守
明
智
を
以
て
︑
⾊
々
御
勝
⼿
次
第
に
相
直
す
計
を
な
す
と
い
へ
ど
も
︑
先
達

⽽
⾦
⾕
御
殿
に
隠
居
ま
し
ま
す
肥
前
守
中
将
重
教
卿
︑
⽇
毎
に
奢
に
過
し
︑
諸
国
の
役
者
を
集

め
︑
朝
⼣
能
を
し
給
ひ
︑
或
は
御
広
式
中
に
は
容
顔
美
麗
の
⼥
を
多
く
寄
せ
︑
国
の
⾵
俗
よ
か

ら
ず
と
て
江
⼾
へ
⾶
脚
を
⽴
て
︑
彼
の
地
よ
り
数
多
⼥
中
を
呼
寄
せ
︑
御
広
式
に
は
芝
居
狂
⾔

を
好
み
給
ひ
て
︑
夜
毎
々
々
に
楽
し
み
給
ふ
︒ 

 ︵
⾦
⾕
御
殿
の
能
舞
台
普
請
︶ 

夜
を
⽇
に
つ
い
で
御
普
請
有
る
に
依
つ
て
︑
安
永
七
年
戌
六
⽉
⾦
⾕
御
殿
に
御
能
御
舞
台
成

就
︑
結
構
⾄
極
に
被
レ
為
レ
建
け
り
︒ 

 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

⾦
⾕
へ
御
殿
に
能
舞
台
結
構
再
修
し
⽟
ひ
︑
⽇
毎
の
御
能
催
し
に
て
近
郷
近
在
よ
り
⾒
物
を
ゆ

る
さ
れ
︑
御
曲
輪
の
内
農
⺠
の
往
来
と
な
し
給
ひ
︑
夜
陰
は
御
部
屋
へ
⼊
ら
せ
ら
れ
︑
酒
宴
遊

興
の
た
の
し
み
︑
中
村
⼤
沢
を
は
し
め
御
附
々
の
諸
⼠
是
を
い
さ
め
奉
る
の
も
の
は
壱
⼈
も
な

く
︑
共
々
に
お
と
り
狂
ふ
て
⾮
道
の
ふ
る
ま
ひ
を
す
ゝ
め
奉
り
し
に
︑
納
⼾
⽅
の
物
⼊
⽉
々
に

相
増
︑
諸
勘
定
の
不
算
⽤
御
内
証
の
御
不
勝
⼿
と
な
り
︑
御
領
内
百
性
等
へ
御
能
⼊
⽤
割
銀
な

と
ゝ
て
⽉
々
に
か
け
ら
れ
︑
⾔
語
同
断
の
⽀
義
こ
れ
み
な
中
村
壱
⼈
か
胸
中
よ
り
出
て
⼀
国
の

こ
ん
き
う
な
さ
し
め
け
る
こ
そ
︑
誠
に
壱
⼈
愚
も
う
に
し
て
⼀
国
愚
も
う
と
は
此
事
な
り 

此
間
︑
御
隠
居
の
御
坊
埒
中
村
か
差
図
に
よ
つ
て
︑
諸
家
中
の
こ
ん
き
う
農
家
の
難
渋

さ
ま
〳
〵
と
こ
れ
有
と
い
へ
と
も
︑
事
し
け
き
か
ゆ
へ
爰
に
略
す 

 

 
例
の
よ
う
に
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
L
ド
は
︑
万
右
衛
⾨
の

誘
い
に
対
す
る
善
蔵
の
返
答
の
部
分
が
増
幅
さ
れ
て
い
た
の
と
は
打
∫
て
変
わ
∫
て
︑﹃
加
陽
忠
孝
実

録
夢
﹄
よ
り
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
こ
の
箇
所
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
内
容
と
多
く
⼀
致
す
る
点
が
あ

る
︒
た
だ
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
で
は
否
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
⾏
動
が
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
お

い
て
︑﹁
百
性
等
﹂
を
対
象
と
し
て
実
⾏
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
⽬
し
た
い
︒
否
定
さ
れ
て
い
た
よ

う
な
⾏
動
と
い
う
の
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
加
賀
藩
の
倹
約
に
関
す
る
箇
所
に
あ
る
︒
こ
こ
で

は
︑
加
賀
藩
の
困
窮
を
解
決
す
る
た
め
に
︑﹁
⼩
⾝
者
﹂
か
ら
⽶
を
取
る
案
が
出
た
が
︑
前
⽥
⼟
佐
守

に
﹁
⼩
⾝
者
の
御
扶
持
⽶
に
⽬
が
け
被
レ
申
間
敷
候
﹂
と
⾔
わ
れ
︑
実
⾏
さ
れ
な
か
∫
た
と
い
う
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
は
﹁
納
⼾
⽅
の
物
⼊
⽉
々
に
相
増
︑
諸
勘
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定
の
不
算
⽤
御
内
証
の
御
不
勝
⼿
と
な
り
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
⾦
⾕
御
殿
の
奢
侈
に
よ
∫
て
財
政
状
況

が
芳
し
く
な
く
な
∫
た
た
め
に
︑﹁
御
領
内
百
性
等
へ
御
能
⼊
⽤
割
銀
な
と
ゝ
て
⽉
々
に
か
け
ら
れ
﹂

と
︑﹁
百
性
等
﹂
に
⾦
を
求
め
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
は
異
な
∫
た
選
択
が

な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
ま
た
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
は
︑
⼆
重
傍
線
部
が
⽰
す
よ
う
に
︑
加
賀
藩
の
倹
約
︑
⾦
⾕
御
殿
に

能
役
者
が
集
め
ら
れ
る
︑
⾦
⾕
御
殿
の
能
舞
台
普
請
な
ど
の
出
来
事
が
︑
全
て
万
右
衛
⾨
の
⾏
い
か
ら

⽣
じ
た
こ
と
に
な
∫
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
が
万
右
衛
⾨
を
よ
り
悪
と
し
て
描
こ
う

と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

 
こ
れ
ら
の
能
役
者
︑
能
舞
台
の
話
に
関
し
て
は
︑
こ
れ
ら
を
扱
う
作
品
が
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
限
ら
れ
る
た
め
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
が
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
影
響
を
受

け
た
と
す
る
と
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
特
徴
的
な
内
容
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

 
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
か
ら
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
影
響
を
受

け
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
う
す
る
と
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
は
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平

記
﹄
の
系
統
と
は
異
な
る
系
統
と
し
て
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
系
統
が
存

在
す
る
と
⾔
え
る
︒ 

 

五̶

三
&﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
違
い 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
は
︑
こ
の
作
品
の
翻
刻
を
載
せ
る
﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄
解
説
に
︑﹁
こ
の
書

の
記
述
は
寧
ろ
事
実
そ
の
儘
﹂
と
書
か
れ
︑﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄
に
お
い
て
﹁
当
時
巷
間
に
伝
へ
ら
れ

た
所
は
略
本
書
の
如
く
﹂
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
︑
当
時
広
ま
∫
て
い
た
話
に
準
拠
す
る
と
こ
ろ
が
⼤

き
い
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
は
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄

﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
は
違
い
︑
重
視
さ
れ
て
い
な
い
エ
ピ
ソ
L
ド
が
存
在
す
る
︒

そ
の
エ
ピ
ソ
L
ド
と
は
︑
加
賀
藩
の
太
守
の
相
続
に
関
す
る
記
述
の
有
無
と
︑
善
蔵
が
⾦
⾕
御
殿
で
働

く
経
緯
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
︒ 

 

 
加
賀
藩
の
太
守
の
相
続
に
関
す
る
記
述
と
は
︑
先
述
し
た
︑
前
⽥
重
教
の
世
継
ぎ
と
し
て
︑
将
軍
家

か
ら
養
⼦
を
迎
え
る
か
︑
重
教
の
弟
で
あ
り
出
家
し
て
勝
興
寺
に
い
る
⾼
丸
︵
後
の
前
⽥
治
脩
︶
を
養

⼦
と
す
る
か
︑
と
い
∫
た
加
賀
藩
の
継
嗣
に
関
す
る
問
題
に
関
す
る
記
述
の
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う

な
内
容
の
記
述
が
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
は
存
在
し
な
い
︒ 

 
加
賀
藩
の
太
守
と
前
太
守
に
関
し
て
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
は
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
が
︑
相
続

に
つ
い
て
は
⼀
切
触
れ
て
い
な
い
︒ 

 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄ 

当
代
御
太
守
は
正
四
位
加
賀
中
将
治
脩
卿
と
奉
レ
仰
︑
御
簾
中
は
御
家
続
き
松
平
備
後
守
利
道
殿

の
御
息
⼥
に
て
お
は
し
ま
せ
共
︑
御
幼
年
故
未
だ
御
婚
儀
御
取
結
び
な
し
︒ 

︵
中
略
︶ 

先
達
⽽
⾦
⾕
御
殿
に
隠
居
ま
し
ま
す
肥
前
守
中
将
重
教
卿
︵
後
略
︶ 

 

 
そ
の
⼀
⽅
で
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
加
賀
藩
の
太
守
の
相
続
に

関
す
る
記
述
は
︑ 

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
で
は
︑ 

并
治
脩
卿
加
州
相
続
之
事 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
で
は
︑ 

并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 
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﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
は
︑ 

并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

治
脩
公
御
家
督
相
続
の
事 

と
︑
条
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
挙
げ
ら
れ
︑
重
視
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
L
ド
と
な
∫
て
い
る
︒ 

 
ま
た
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
︑
全
⼗
六
巻
の
う
ち
︑
第
⼀
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
が
︑
加
賀
藩
の
太

守
の
相
続
を
巡
る
エ
ピ
ソ
L
ド
を
記
し
て
お
り
︑
善
蔵
の
話
よ
り
も
多
く
の
エ
ピ
ソ
L
ド
が
こ
の
出
来

事
を
描
写
し
て
い
る
︒ 

 

 
善
蔵
が
⾦
⾕
御
殿
︵
前
太
守
重
教
が
隠
居
す
る
場
所
︶
で
働
く
経
緯
に
関
し
て
も
︑﹃
加
陽
忠
孝
実

録
夢
﹄
と
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
の
間
で
違
い
が
あ
る
︒ 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
で
は
︑
本
⽂
に
お
い
て
︑ 

其
後
御
⾦
⾕
様
⽬
に
留
り
︑
御
側
⼩
将
加
⼈
被
⼆
仰
付
⼀
︑
御
配
膳
役
を
相
勤
め
け
り
︒ 

と
い
う
記
述
に
留
ま
∫
て
い
た
箇
所
が
︑ 

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
で
は
︑ 

⾼
⽥
善
蔵
⾦
⾕
御
殿
に
て
⼿
柄
の
事 

并
御
隠
居
よ
り
善
蔵
へ
御
太
⼑
給
わ
る
事 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
で
は
︑ 

⾦
⾕
御
殿
に
て
善
蔵
⼿
柄
の
事 

并
に
⾼
⽥
へ
太
⼑
を
給
る
事 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
は
︑ 

肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
の
事 

と
︑
条
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
扱
わ
れ
︑
善
蔵
の
描
写
を
よ
り
多
く
⾏
∫
て
い
る
こ
と
が
⾒
て
取
れ
る
︒

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
お
い
て
︑
善
蔵
が
⾦
⾕
御
殿
で
働
く
前
か
ら

物
語
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
も
︑
こ
の
違
い
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒ 

 

 
加
賀
藩
の
太
守
の
相
続
に
関
す
る
記
述
の
有
無
︑
善
蔵
が
⾦
⾕
御
殿
で
働
く
経
緯
の
違
い
を
⾒
る

と
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
に
関
し
て
は
︑
直
接
的
な
影
響
関

係
が
あ
る
か
は
明
ら
か
に
な
∫
て
い
な
い
が
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
は
︑
四
作
品
の
う
ち
の
他
の
三

作
品
よ
り
も
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
は
︑
巻
尾
に
﹁
安
永
九
庚
⼦
仲
秋
﹂
と
あ
る
も
の
︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書

館
︵
書
名
É
忠
烈
⾼
⽥
善
蔵
伝
︶︶
が
あ
り
︑﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄
解
説
や
﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄
と
い
∫

た
先
⾏
⽂
献
が
︑
当
時
広
ま
∫
て
い
た
話
に
準
拠
す
る
と
⾒
な
し
︑
安
永
⼋
年
頃
の
⾦
沢
の
困
窮
か
ら

始
ま
る
た
め
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
他
作
品
と
始
ま
り
⽅
も
異
な
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
︑﹃
加

陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
が
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
よ
り
以
前
の
作
品
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
を
他
の
三
作
品
よ
り
以
前
の
作
品
と
考
え
る
場
合
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄

以
降
の
作
品
に
お
い
て
︑
加
賀
藩
の
太
守
の
相
続
と
⾼
⽥
善
蔵
の
起
こ
し
た
事
件
が
関
連
づ
け
ら
れ
︑

善
蔵
が
⾦
⾕
御
殿
で
働
く
経
緯
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
∫
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
︒
こ
の
こ

と
は
︑
現
状
で
は
及
ん
で
い
な
い
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
中
で
の
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
位
置
付
け

を
考
え
る
こ
と
に
も
⽤
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 

 

五̶

四
&﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

 
五̶

⼀
&
と
五̶

⼆
&
で
は
︑
影
響
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
⼆
つ
の
系
統
の
作
品
に
つ
い
て
述

べ
た
が
︑
直
接
的
な
影
響
関
係
が
⾒
ら
れ
な
い
︑
系
統
を
異
に
す
る
⼆
つ
の
作
品
で
あ
る
﹃
加
陽
太
平
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記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
も
︑
あ
る
共
通
点
が
あ
る
︒
そ
の
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光

絹
﹄
の
共
通
点
と
は
︑
善
蔵
の
辞
世
と
善
蔵
へ
の
発
句
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
︒ 

 
 

⾼
⽥
善
蔵
の
辞
世
は
︑
加
賀
藩
研
究
の
史
料
を
集
め
た
﹃
加
賀
藩
史
料
 
第
九
編
﹄
に
収
録
さ
れ

る
︑
天
⽂
七
年
︵
⼀
五
三
⼋
︶
か
ら
⽂
化
⼗
⼀
年
︵
⼀
⼋
⼀
四
︶
ま
で
を
編
年
体
で
記
載
し
た
﹁
政
隣

記
﹂
に
載
せ
ら
れ
る
次
の
歌
が
︑
複
数
の
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
作
品
に
⽤
い
ら
れ
て
い
る
︒
引
⽤
部
分

の
傍
線
部
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
︑
作
品
の
記
す
⾼
⽥
善
蔵
の
辞
世
で
あ
る
︒ 

 

﹁
政
隣
記
﹂︵
天
⽂
七
年
ï
⽂
化
⼗
⼀
年
︶︵﹃
加
賀
藩
史
料
 
第
九
編
﹄︵
⼀
九
三
六
年
︶︶ 

⼀
︑
善
蔵
辞
世
之
歌
但
⼗
五
⽇
朝
詠
︒ 

茂
り
⽣
ふ
⼀
村
松
の
春
の
雪
消
え
て
も
千
世
の
か
げ
に
ぞ
あ
り
け
る 

  
︵
五
&︶
で
影
響
関
係
を
論
じ
る
四
作
品
の
う
ち
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
の
⼆
作

品
に
お
い
て
も
︑﹁
政
隣
記
﹂
と
同
様
の
歌
が
善
蔵
の
辞
世
と
し
て
記
さ
れ
る
︒ 

 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄ 

善
蔵
︑
此
期
に
⾄
る
迄
御
深
切
の
御
挨
拶
︑
忝
く
存
候
と
て
︑
⽩
⽊
の
硯
箱
引
寄
せ
短
冊
書
染

る
︒ 繁

り
あ
ふ
⼀
村
松
の
春
の
雪
消
え
て
も
千
世
の
陰
に
ぞ
有
け
る 

と
⽵
⽥
家
に
書
残
す
︒ 

 

﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄ 

⾼
⽥
が
居
し
居
間
に
短
冊
に
残
り
有
辞
世 

し
け
り
あ
ふ
⼀
む
ら
松
の
春
の
雪 

消
て
も
千
代
の
か
け
に
ぞ
有
け
る

善
蔵

な
の

 
 

り
  

  
そ
の
⼀
⽅
で
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
お
い
て
は
︑
事
件
の
記
録
を
記
載
す
る

﹃
政
隣
記
﹄
や
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
い
∫
た
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
影
響
を
与
え
た
と

考
え
ら
れ
る
作
品
と
は
異
な
る
辞
世
が
︑
善
蔵
の
辞
世
と
し
て
記
さ
れ
る
︒ 

 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄ 

扨
も
⾼
⽥
は
⽵
⽥
か
座
敷
に
て 

辞
世 

思
ひ
ぬ
る
⼼
の
⽉
の
雲
は
れ
て
今
宵
や
終
に
⻄
に
⾏
ら
ん 

斯
辞
世
を
の
こ
し 

 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

今
そ
今
⽣
の
名
残
な
れ
は
︑
⼀
⾸
を
残
し
た
し
と
⾼
ら
か
に 

思
ひ
⼊
る
⼼
の
⽉
の
そ
ら
晴
れ
て 

今
宵
そ
⻄
の
⽅
へ
⾏
ら
む 

と
詠
し
捨 

 

 
こ
れ
ら
の
辞
世
︑ 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
﹁
思
ひ
ぬ
る
⼼
の
⽉
の
雲
は
れ
て
今
宵
や
終
に
⻄
に
⾏
ら
ん
﹂
と
︑ 
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﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
﹁
思
ひ
⼊
る
⼼
の
⽉
の
そ
ら
晴
れ
て
今
宵
そ
⻄
の
⽅
へ
⾏
ら
む
﹂
と
は
︑ 

そ
の
⽂
⾔
が
完
全
に
⼀
致
し
て
は
い
な
い
が
︑
⾮
常
に
類
似
し
て
い
る
と
⾔
え
る
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
と

同
様
の
辞
世
を
記
す
直
接
の
記
録
︑
実
録
作
品
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒ 

 

 
善
蔵
が
切
腹
す
る
際
の
介
錯
⼈
の
善
蔵
へ
の
発
句
も
︑﹃
政
隣
記
﹄
に
載
せ
ら
れ
︑
そ
れ
が
複
数
の

⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
作
品
に
⽤
い
ら
れ
る
︒﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
も
︑﹃
政
隣
記
﹄
と
同
様
の
発
句
を

記
す
︒
た
だ
し
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
は
善
蔵
へ
の
発
句
に
関
す
る
記
述
が
存
在
し
な
い
作
品
と
な
∫
て

い
る
︒﹃
政
隣
記
﹄︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
善
蔵
へ
の
発
句
が
次
の
も
の
で
あ
る
︒
引
⽤
部
分
の
傍

線
部
が
︑
後
述
の
﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
も
の
と
⽐
べ
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
︒ 

 

﹃
政
隣
記
﹄︵
天
⽂
七
年
ï
⽂
化
⼗
⼀
年
︶︵﹃
加
賀
藩
史
料
 
第
九
編
﹄︵
⼀
九
三
六
年
︶︶ 

⼀
︑
⽵
⽥
五
郎
左
衛
⾨
家
来
︑
役
付
左
之
通
り
︒
介
錯
給
⼈
組
吉
村
安
右
衛
⾨
︑
介
添
給
⼈
組

⻑
⽥
直
右
衛
⾨
︑
誘
⼈
⽤
⼈
⻑
⽥
次
郎
左
衛
⾨
︒ 

︵
中
略
︶
介
錯
⼈
等
も
左
之
発
句
送
候
処
︑
是
⼜
左
之
袂
に
納
︑
尤
夫
々
挨
拶
有
之
︒ 

介
錯
⼈
吉
村
 
 
彼
岸
に
咲
か
る
ゝ
梅
の
名
残
か
な
 
蕉
 
也 

介
添
⼈
⻑
⽥
 
 
花
は
根
に
帰
る
ぞ
ゆ
か
し
春
の
⾵
 
乱
 
⽷ 

誘
引
⼈
⻑
⽥
 
 

雁
⾦
の
⾒
ぬ
世
に
か
へ
る
名
残
哉
 
景
 
雄 

 

﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄︵﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄︶ 

︵
前
略
︶
吉
村
安
右
衛
⾨
︒ 

彼
岸
に
 
咲
か
る
ゝ
梅
の
 

名
残
哉 

︵
中
略
︶ 

⼜
永
⽥
直
右
衛
⾨
︒ 

雁
が
ね
の
 
⾒
ぬ
世
に
帰
る
 

名
残
哉 

永
⽥
次
郎
右
衛
⾨
も
︑ 

花
は
根
に
 
帰
る
ぞ
ゆ
か
し
 
春
の
⾵ 

と
⼝
ず
さ
み
て
善
蔵
へ
送
る
︒ 

  
そ
の
よ
う
な
中
で
︑﹃
政
隣
記
﹄
や
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
も
の
と
少
し
異
な
る
善
蔵
へ
の
発
句

を
記
し
つ
つ
︑
そ
の
発
句
が
⼆
作
品
の
間
で
共
通
す
る
の
が
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄

で
あ
る
︒
引
⽤
部
分
の
傍
線
部
が
︑﹃
政
隣
記
﹄﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
も
の
と
⽐
べ
ら
れ
る
部
分
で

あ
る
︒ 

 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄ 

  
 

⽵
⽥
家
⼠ 

  
 

 

⻑
⽥
喜
右
衛
⾨ 

雁
⾦
の
⾒
ぬ
世
へ
渡
る
余
浪
哉 

  
 

⽵
⽥
五
郎
左
衛
⾨
家
⼠ 

  

介
錯
⼈ 

 

⻑
⽥
直
右
衛
⾨ 

花
は
根
に
帰
る
そ
ゆ
か
し
春
の
雪 

  
 

同
⼈
家
⼠ 

  

介
錯
⼈ 

 

吉
村
安
右
衛
⾨ 

彼
岸
に
咲
よ
る
梅
の
名
残
か
な 

右
三
句
の
短
冊
⾼
⽥
い
た
ゝ
き
右
の
袂
へ
⼊ 
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﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄ 

 
彼
岸
へ
咲
か
ゝ
る
梅
の
名
残
哉 

  
 

吉
村
安
右
衛
⾨ 

 
花
は
根
に
帰
る
ぞ
床
し
春
の
雪 

  
 

⻑
⽥
次
郎
右
衛
⾨
よ
り 

雁
⾦
の
⾒
ぬ
世
へ
か
へ
る
余
浪
か
な 

  
 

⻑
⽥
次
郎
兵
衛
よ
り 

 

 
特
に
注
⽬
す
べ
き
点
と
し
て
︑ 

﹁
政
隣
記
﹂
な
ど
で
は
︑﹁
花
は
根
に
帰
る
ぞ
ゆ
か
し
春
の
⾵
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
句
が
︑ 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
で
は
︑﹁
花
は
根
に
帰
る
そ
ゆ
か
し
春
の
雪
﹂
と
記
さ
れ
︑ 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
で
も
︑﹁
花
は
根
に
帰
る
ぞ
床
し
春
の
雪
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
︒ 

 
ま
た
︑﹁
雁
⾦
の
⾒
ぬ
世
へ
渡
る
余
浪
哉
﹂︵﹃
加
陽
太
平
記
﹄︶︑﹁
雁
⾦
の
⾒
ぬ
世
へ
か
へ
る
余
浪
か

な
﹂︵﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄︶
の
︑﹁
余
浪
﹂
と
い
う
表
記
も
⼀
致
し
て
い
る
︒ 

 

 
こ
の
よ
う
な
辞
世
と
発
句
の
類
似
は
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
の
間
に
︑
影
響

関
係
が
あ
る
可
能
性
を
⽰
す
︒
当
然
な
が
ら
︑
⼆
つ
の
作
品
が
同
⼀
の
資
料
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ

り
︑
そ
の
こ
と
か
ら
︑
実
際
に
成
⽴
し
た
時
期
が
近
い
の
で
は
な
い
か
︑
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
し
か

し
︑
現
時
点
で
は
︑
そ
う
い
∫
た
こ
と
は
は
∫
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
︒ 

 
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
の
影
響
を
強
く
受
け
た
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
い
う
⼆
つ
の
作
品
が
︑
同
じ
枠
組
み
の
実
録
と
し
て
扱

う
こ
と
が
で
き
な
い
作
品
が
多
い
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
中
で
︑
系
統
を
異
に
し
な
が
ら
も
︑
何
ら
か
の

影
響
関
係
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
は
︑
本
研
究
で
⼤
き
く
取
り
扱
∫
た
四
作
品
以
外
も
含
め

た
︑
全
体
と
し
て
の
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
を
考
え
て
い
く
上
で
︑
⾮
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒ 

 

五̶

五
&
本
章
の
⼩
括 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
四
作
品
に
お
い

て
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
が
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
先
⾏
し
︑
影
響
を
与
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
と
︑﹃
加
陽

忠
孝
実
録
夢
﹄
が
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
先
⾏
し
︑
影
響
を
与
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
︑
お
お
よ
そ

確
実
で
あ
る
︒ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
は
︑
話
の
始
ま
り
が
事
件
の
発
⽣
し
た
時
期
に
ほ
ど
近
く
︑
他
の
作
品
が
付

加
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
L
ド
を
持
た
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠

加
賀
光
絹
﹄
よ
り
も
成
⽴
が
早
い
可
能
性
が
あ
る
︒ 

 
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
︑
他
作
品
と
は
異
な
る
善
蔵
の
辞
世
と
善
蔵
へ
の
発
句

の
⼀
致
か
ら
︑
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒ 

 
こ
の
よ
う
に
し
て
四
作
品
の
影
響
関
係
を
⾒
て
き
た
こ
と
で
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄

の
序
に
記
載
さ
れ
る
次
の
成
⽴
年
次
に
つ
い
て
も
︑
考
え
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

 

﹃
加
陽
太
平
記
﹄
序 

天
明
元
丑
五
⽉ 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
序 

安
永
庚
⼦
⻨
秋 
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こ
れ
ら
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
序
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
序
の
成
⽴
年
次
は
︑
⼆
つ
の
作
品
に
お
い
て
︑

内
容
の
追
加
・
増
幅
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
先
⾏
す
る
作
品
か
ら
多
く
な
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
︑
作
品

の
正
確
な
成
⽴
年
を
記
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

  

六
&
講
談
本
と
の
関
わ
り 

 
こ
こ
ま
で
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
と
︑
そ
の
中
の
四
作
品
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
︒
そ
う

い
∫
た
実
録
が
存
在
す
る
中
で
︑
実
録
を
受
け
て
成
⽴
し
た
明
治
時
代
の
講
談
本
に
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光

絹
﹄﹂
に
影
響
を
受
け
︑
参
考
に
し
た
と
い
う
作
品
が
存
在
す
る
︒
明
治
時
代
の
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善

蔵
É
加
賀
騒
動
﹄︵
古
名
弁
⼭
⼝
演
・
⽿
津
珂
吉
速
記
︑
明
治
三
⼗
⼀
年
︵
⼀
⼋
九
⼋
︶︶
で
あ
る
︒
こ

の
講
談
本
に
は
︑
次
に
引
⽤
す
る
よ
う
に
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
を
参
考
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
︒ 

 

﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄︵
明
治
三
⼗
⼀
年
︵
⼀
⼋
九
⼋
︶︶ 

元
来
此
講
談
は
弁
⼭
が
無
⼆
の
信
友
︒
否
︑
毎
々
⾼
話
を
承
r
て
⾮
常
の
徳
を
得
て
居
り
ま
す

先
⽣
︑
即
ち
奥
村
柾
兮
⽒
が
⼝
授
⽴
案
に
ご
ざ
い
ま
す
︑
が
︑
先
⽣
の
⼀
も
作
意
に
出
た
の
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
︑
夫
の
忠
⾂
⾼
⽥
善
蔵
が
切
腹
し
ま
し
た
る
所
の
安
永
九
年
⼆
⽉
⼗
五
⽇
よ

り
僅
に
三
¶
⽉
後
︑
即
ち
同
年
四
⽉
付
な
る
同
藩
浪
⼠
⼤
⾳
弥
七
郎
⼊
道
が
⼿
記
に
係
る
秘
書
︑

⾄
忠
加
賀
光
絹
と
題
し
ま
す
る
古
写
本
に
︑
同
藩
⼠
⼤
□
某
の
⼿
記
な
る
延
享
夜
話
︑
同
じ
く

無
名
⽒
の
著
述
明
安
奇
述
抔
と
題
し
ま
し
た
る
も
の
を
も
参
考
し
て
述
べ
ら
れ
た
る
も
の
へ
︑

弁
⼭
が
聊
か
潤
⾊
し
て
講
談
に
致
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
実
に
正
史
と
申
し
て
真
個
に
正

し
い
お
談
に
ご
ざ
い
ま
す
︵
□
は
難
読
⽂
字
︶ 

 

 
引
⽤
し
た
箇
所
に
あ
る
︑﹁
安
永
九
年
⼆
⽉
⼗
五
⽇
よ
り
僅
に
三
¶
⽉
後
︑
即
ち
同
年
四
⽉
付
﹂
と

い
う
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
関
す
る
記
述
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
序
の
﹁
安
永
庚
⼦
⻨
秋
﹂
と
い
う

記
述
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
︑
先
述
の
通
り
︑
こ
の
年
次
に
関
し
て
は
正
確
な
成
⽴
年
と
考
え
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
︑
こ
の
講
談
本
の
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
関
す
る
記
述
も
信
⽤
で
き
な
い
も
の
と
な

る
︒
ま
た
︑
講
談
本
が
書
名
を
挙
げ
る
﹁
延
享
夜
話
﹂﹁
明
安
奇
述
﹂
に
関
し
て
は
︑
現
状
で
は
そ
れ

ら
の
所
在
も
内
容
も
判
明
し
て
い
な
い
︒ 

 

 
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
は
︑
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
を
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
か
ら
と
∫

て
い
る
︒﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
条
と
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
の
席
と
を
対
応
さ
せ
る

︵
資
料
２
︶
と
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
が
こ
の
講
談
本
に
⼤
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
︒ 

 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
条
と
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
の
席
と
を
対
応
さ
せ
た
こ
と
で
︑

両
者
の
違
い
も
判
明
し
た
︒
ま
ず
︑
講
談
本
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
内
容
の
⼀
部
を
︑
話
の
順
序

を
⼊
れ
替
え
て
再
構
成
し
て
い
る
︒﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
第
五
︑
第
六
の
内
容
が
︑
講
談
本
の
第
⼗

五
席
か
ら
第
⼗
⼋
席
に
対
応
す
る
が
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
第
五
︑
第
六
の
内
容
の
話
の
順
序
通
り

に
講
談
本
の
話
が
進
む
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒ 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
の
⼤
き
な
違
い
と
し
て
︑
こ
の
講
談
本

に
は
︑
⼤
⾳
弥
七
郎
と
い
う
⼈
物
に
関
す
る
話
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
⼤
⾳
弥
七
郎
は
︑
三̶

⼆
&﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
各
条
の
あ
ら
す
じ
 

に
も
そ
の
名
前
が
挙
が
る
⼈
物
で
あ
り
︑
⼤
⾳
喜
六
郎

と
い
う
重
基
の
後
を
継
ぐ
は
ず
だ
∫
た
⼈
物
の
家
⾂
で
あ
る
︒
喜
六
郎
が
命
を
落
と
し
た
後
に
︑
閑
居
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の
⾝
と
な
∫
た
弥
七
郎
に
︑
夢
で
神
が
加
賀
藩
の
出
来
事
を
物
語
る
︑
す
な
わ
ち
︑
物
語
の
全
体
が
⼤

⾳
弥
七
郎
の
⾒
た
夢
で
あ
る
︑
と
い
う
の
が
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
構
造
と
な
∫
て
い
る
︒
そ
の
⼤

⾳
弥
七
郎
に
関
す
る
話
を
記
す
次
の
条
に
対
応
す
る
内
容
が
︑
こ
の
講
談
本
に
は
存
在
し
な
い
︒ 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
第
⼀ 

⼀
 
⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 
 
并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
第
⼗
六 

⼀
 
⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 

︵﹁
⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事
﹂
に
あ
た
る
話
は
講
談
本
に
存
在
す
る
︶ 

 

 
⼤
⾳
弥
七
郎
に
関
す
る
話
が
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
に
⽤
い
ら
れ
て
い
な
い
⼀
⽅
で
︑

こ
の
講
談
本
に
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
を
﹁
⼤
⾳
弥
七
郎
⼊
道
が
⼿
記
に
係
る
秘
書
﹂
と
す
る
記
述

が
あ
る
︒ 

 
こ
れ
は
︑
次
に
引
⽤
す
る
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
序
の
記
述
と
は
異
な
る
が
︑
実
際
に
ど
う
で
あ
∫
た

か
は
わ
か
ら
な
い
︒﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
序
の
記
述
で
は
︑
⼤
⾳
弥
七
郎
の
夢
の
話
を
伝
え
聞
い
て
書

い
た
︑
と
い
う
こ
と
に
な
∫
て
い
る
︒ 

 

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
序 

君
仁
政
を
⾏
ふ
時
々
︑
信
忠
誠
を
以
て
是
に
報
ゆ
︒
宣
な
る
か
な
︑
爰
に
北
加
の
近
⼠
︑
⼤
⾳

の
次
男
︑
幼
朋
の
君
に
お
く
れ
︑
深
恩
を
忘
れ
が
た
く
︑
若
旧
知
を
離
れ
︑
洛
⻄
に
閑
居
し

て
︑
⽇
毎
に
北
野
の
社
頭
に
歩
み
を
は
こ
び
︑
正
に
天
神
の
告
夢
に
よ
つ
て
︑
本
国
動
乱
の
⾸

尾
を
窺
か
ひ
︑
何
某
か
⾄
忠
を
⽬
前
に
⾒
て
︑
隣
舎
の
友
に
語
ら
れ
し
と
︑
密
に
伝
へ
聞
て
︑

感
賞
の
あ
ま
り
机
に
む
か
ふ
て
︑
其
国
の
名
産
に
題
し
︑
世
の
⼈
の
進
忠
の
種
に
そ
な
れ
か

し
︑
と
及
は
さ
る
筆
を
取
り
て
︑
意
味
の
深
⻑
な
る
事
を
爰
に
顕
は
し
ぬ
︒ 

 

安
永
庚
⼦
⻨
秋
 

六
正
放
藪
庵 

 

 
講
談
本
が
⼤
⾳
弥
七
郎
に
関
す
る
話
を
⽤
い
な
か
∫
た
の
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
同
様
に
︑
弥

七
郎
が
⾒
た
夢
を
話
の
全
体
と
し
て
︑
そ
れ
を
講
談
師
が
語
る
︑
と
い
う
構
造
に
す
る
と
︑
話
が
複
雑

に
な
∫
て
し
ま
う
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
講
談
本
が
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
を
﹁
⼤
⾳
弥
七

郎
⼊
道
が
⼿
記
に
係
る
秘
書
﹂
と
改
変
し
た
こ
と
に
も
︑
話
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
意
図
の
よ
う
な
も

の
が
感
じ
ら
れ
る
︒ 

 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
い
う
作
品
が
︑
明
治
時
代
の
講
談
本
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
⼀
作
品
の
内
容
が
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
の
あ
∫
た
安
永
九
年
︵
⼀
七
⼋
〇
︶

か
ら
︑
百
年
以
上
経
∫
た
後
に
ま
で
伝
わ
∫
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
⾼
⽥
善
蔵

物
実
録
の
成
⻑
や
展
開
を
考
え
る
上
で
︑
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
︒ 

  

七
&
お
わ
り
に 

 
本
研
究
で
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
関
し
て
調
査
し
た
︒
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
の
記
録
を
参
照
し
て
事

件
の
概
要
を
ま
と
め
︑
ま
た
︑
書
名
が
判
明
し
て
い
る
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
情
報
を
⼀
覧
す
る
こ
と
が
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で
き
る
よ
う
に
し
た
︒
そ
う
し
て
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
概
観
を
ま
と
め
た
上
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

エ
ピ
ソ
L
ド
の
特
徴
を
分
析
し
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
全
て
の
作
品
を
︑
同
じ
枠
組
み
の
実
録
と
し
て

⼀
ま
と
め
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
⽰
し
な
が
ら
も
︑
影
響
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
﹃
加

陽
忠
孝
実
録
夢
﹄﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
い
う
四
作
品
と
︑
⼆
つ
の

系
統
を
⾒
出
し
た
︒ 

 
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
四
作
品
の
影
響
関
係
を
分
析
す
る
と
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄

の
影
響
関
係
と
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
影
響
関
係
が
わ
か
∫
た
︒ 

 
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
系
統
で
は
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
が
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
先

⾏
し
︑
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
︑
序
の
記
述
と
条
の
タ
イ
ト
ル
の
⼀
致
な
ど
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
︒
そ
の
上
で
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
に
は
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
か
ら
の
内
容
の
追
加
︑
増
幅
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
∫
た
︒ 

 
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
系
統
で
は
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
が
﹃
⾄
忠
加

賀
光
絹
﹄
に
先
⾏
し
︑
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
の
エ
ピ
ソ
L
ド
を
⽤
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒ 

 
ま
た
︑
こ
れ
ら
⼆
つ
の
系
統
以
外
に
お
い
て
も
︑
四
作
品
の
う
ち
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
が
他
の

三
作
品
よ
り
以
前
に
成
⽴
し
た
可
能
性
が
⾼
い
と
考
え
た
︒
加
え
て
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加

賀
光
絹
﹄
と
い
う
⼆
作
品
の
善
蔵
の
辞
世
と
善
蔵
へ
の
発
句
の
⼀
致
か
ら
︑
関
わ
り
が
あ
る
可
能
性
を

考
察
し
た
︒ 

 
そ
れ
か
ら
︑
こ
れ
ら
の
四
作
品
の
影
響
関
係
に
関
す
る
分
析
か
ら
︑﹃
加
陽
太
平
記
﹄
序
︑﹃
⾄
忠
加

賀
光
絹
﹄
序
の
成
⽴
年
次
が
正
確
で
は
な
い
と
考
え
た
︒ 

 
ま
た
︑
明
治
時
代
の
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
と
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
関
わ
り
に
つ

い
て
も
分
析
し
︑
各
条
と
各
席
を
⽐
較
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
︒ 

 
こ
の
よ
う
に
し
て
影
響
関
係
を
分
析
し
た
四
作
品
の
中
で
も
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
と
い
う
作
品

は
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
多
く
の
作
品
の
簡
単
な
解
説
が
載
る
﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄
に
も
⽴
項
さ
れ

ず
︑
翻
刻
も
さ
れ
て
い
な
い
作
品
だ
∫
た
︒
本
研
究
で
は
︑﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
翻
刻
︑
各
条
の
あ

ら
す
じ
を
作
成
し
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
の
影
響
関
係
を
考
察
し
︑
ま
た
︑
明
治
時
代
の
講
談
本

と
の
影
響
関
係
を
⾒
出
し
た
︒
今
回
作
成
し
た
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
翻
刻
は
︑
末
尾
に
記
載
す
る
︒ 

 
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
の
事
件
に
関
す
る
直
接
の
記
録
か
ら
離
れ
た
エ
ピ
ソ
L
ド
を
多

く
含
む
作
品
で
あ
る
が
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
関
係
が
あ
る
こ
と
︑
明
治
時
代
の
講
談
本
に
そ
の

内
容
を
⽤
い
ら
れ
︑
後
世
に
伝
わ
∫
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
中
で
も
あ
る
程
度

重
要
な
位
置
に
あ
る
作
品
と
⾔
え
る
だ
ろ
う
︒ 

 
加
え
て
︑
四
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
︑
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
︒﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
が
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
﹄
の
も
と
と
な
∫
て
い
る
こ
と
は

︵
六
&︶
で
⽰
し
た
が
︑
そ
れ
以
外
の
作
品
も
︑
四
作
品
の
う
ち
い
ず
れ
か
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
⾒

ら
れ
る
︒
歌
舞
伎
﹃
再
梅
鉢
⾦
沢
評
諚
﹄
は
︑
そ
の
筋
書
き
に
︑
諸
橋
陸
之
丞
︑
お
安
︑
⼤
津
宗
悦
と

い
∫
た
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
に
登
場
す
る
⼈
物
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄

と
関
わ
り
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
︒
⼩
説
﹃
⾦
城
美
譚
如
⽉
雪
﹄
は
︑
作
中
に
絹
江
と
い
う
﹃
⾦
城
忠

義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
の
系
統
に
固
有
の
⼈
物
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
︑﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄﹃
加
陽

太
平
記
﹄
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
四
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
︑
後
世
の
作
品
に
影
響

⼒
を
持
つ
︑
広
が
り
の
あ
る
作
品
で
あ
る
と
⾔
え
る
︒ 

 
こ
れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
が
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
関
し
て
︑
本
研
究
で
明
ら
か
に
な
∫
た
こ
と
︑
考

察
し
た
こ
と
と
⾔
え
る
︒
し
か
し
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
に
は
︑
そ
れ
ら
の
影
響
関
係
な
ど
を
含
め
て
︑

判
明
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
︒ 
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影
響
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
と
﹃
加
陽
太
平
記
﹄
も
︑
そ
の
本
⽂
を
全
て
翻
刻

す
る
こ
と
は
で
き
て
お
ら
ず
︑
こ
れ
ら
の
詳
細
な
考
察
に
は
⼿
が
及
ん
で
い
な
い
︒
今
回
⼤
き
く
取
り

扱
∫
た
四
作
品
以
外
の
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
作
品
に
も
︑﹃
忠
⾂
⼆
⽉
雪
﹄﹃
⽩
⽴
宝
実
記
﹄
な
ど
の
翻

刻
が
存
在
し
な
い
作
品
が
あ
り
︑
そ
れ
ら
の
作
品
が
他
の
作
品
と
の
関
わ
り
を
持
∫
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
も
調
査
す
る
余
地
が
あ
る
︒﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
翻
刻
も
不
完
全
な
部
分
が
あ
り
︑
よ
り
正
確

な
翻
刻
を
⾏
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
先
述
し
た
︑
歌
舞
伎
﹃
再
梅
鉢
⾦
沢
評
諚
﹄
や
︑
⼩
説

﹃
⾦
城
美
譚
如
⽉
雪
﹄
は
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
特
定
の
作
品
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
︑
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
し
か
わ
か
∫
て
お
ら
ず
︑
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
︒ 

 
こ
の
よ
う
に
︑
未
だ
わ
か
∫
て
い
な
い
事
柄
が
⾮
常
に
多
い
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
で
あ
る
が
︑
本
研
究

に
よ
∫
て
判
明
し
た
﹃
加
陽
忠
孝
実
録
夢
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
影
響
関
係
や
︑﹃
加
陽
太
平

記
﹄
と
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
関
わ
り
と
い
∫
た
事
柄
と
︑
本
研
究
を
⾏
う
に
あ
た
∫
て
作
成
し
た

﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
翻
刻
と
︑
翻
刻
の
作
成
に
伴
∫
て
わ
か
∫
た
﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
内
容
な
ど

の
成
果
を
︑
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
の
さ
ら
な
る
研
究
の
礎
と
し
︑
よ
り
詳
細
な
調
査
・
分
析
を
⾏
い
た

い
︒ 

  
 

１ 

︵
筋
書
き
︶
勝
⽶
輔
作
・
勝
歌
⼥
輔
︑
清
⽔
栄
次
校
・
佐
橋
富
三
郎
編
﹃
再
梅
鉢
⾦
沢
評
諚
﹄︑
⽟

置
清
⼋
︑
明
治
⼗
三
年1880

︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ú
ン  

https://dl.ndl.go.jp/pid/858420  

２ 

芳
流
軒
⼀
蛙
編
﹃
⾦
城
美
譚
如
⽉
雪
﹄︑
⽯
井
俊
郎
︑
明
治
⼗
九
年1886
︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ú
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/880853 

３ 

古
名
弁
⼭
⼝
演
・
⽿
津
珂
吉
速
記
﹃
⾼
⽥
善
蔵
É
加
賀
騒
動
︵
新
百
千
⿃
É
第
三
巻
第
九
集
︶﹄︑

駸
々
堂
︑
明
治
三
⼗
⼀
年1898

︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ú
ン 

https://dl.ndl.go.jp/pid/890477 

４ 

⽇
置
謙
編
﹃
加
能
郷
⼟
辞
彙
﹄︑
⾦
沢
⽂
化
協
会
︑
昭
和
⼗
七
年1942

︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ú
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/1123720 

５ 

⽯
川
県
図
書
館
協
会
編
・
⽇
置
謙
校
訂
﹃
稗
史
集
 

下
編
﹄︑
⽯
川
県
図
書
館
協
会
︑
昭
和
⼗
年

1935

︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ú
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/1222551 

６ 

﹃
⾦
沢
の
⽂
学
﹄︑
北
国
出
版
社
︑
昭
和
四
⼗
六
年1971

︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ú
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/12502199 

７ 

菊
池
庸
介
著
﹃
近
世
実
録
の
研
究̶

̶

成
⻑
と
展
開̶

̶

﹄︑
汲
古
書
院
︑
平
成
⼆
⼗
年2008 

８ 

﹃
加
賀
藩
史
料
﹄
第
９
編
︑
⽯
⿊
⽂
吉
︑
昭
和
⼗
⼀
年1936

︑
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ú
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/1123872 

９ 

前
⽥
⼟
佐
守
家
資
料
館
叢
書
第
三
集
﹃
⾦
⾕
御
殿
表
⼩
将
⾼
⽥
善
蔵
刃
傷
事
件
取
捌
⼀
件
﹄︑
前
⽥

⼟
佐
守
家
資
料
館
︑
平
成
⼆
⼗
⼀
年2009 
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︻
資
料
１
︼
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
諸
作
品
の
条 

︵
⾼
⽥
善
蔵
物
実
録
︵
⼀
覧
︶
と
同
じ
順
序
︶ 

・﹃
忠
⾂
⼆
⽉
雪
﹄︵︹
写
︺
⾦
沢
市
⽴
⽟
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
⽂
庫
︶ 

忠
⾂
⼆
⽉
雪
条 

⼀
 

永
村
伴
右
衛
⾨
謀
悪
之
事 

 
 

附
 

坂
⽥
源
蔵
夢
想
蒙
る
事 

⼀
 

源
蔵
伴
右
衛
⾨
を
殺
す
事 

 
 

附
 

殿
中
騒
動
之
事 

⼀
 

源
蔵
⽵
⽥
六
郎
⽅
江
御
預
之
事 

 
 

附
 

切
腹
之
事 

⼀
 

源
蔵
形
⾒
を
送
る
事 

 
 

附
 

職
⼈
娘
貞
⼼
之
事 

⼀
 

お
の
ふ
寺
参
詣
之
事 

 
 

附
 

和
尚
戒
之
事 

 

・﹃
⽩
⽴
宝
実
記
﹄︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︶ 

猿
楽
之
弁 

盛
岡
屋
敷
猿
楽
之
事 

御
⽼
中
評
定
附
り
前
⽥
家
養
君
之
事 

養
君
辞
退
之
事 

国
府
勝
興
寺
殿
御
還
俗
之
事 

 
附
り
前
⽥
家
御
家
督
之
事 

江
⼾
御
屋
敷
新
御
殿
普
請
之
事 

 
附
り
和
⽥
宋
⼥
落
⾺
之
事 

蹴
鞠
⽯
鍛
錬
し
く
事 

 
附
り
能
州
⼦
浦
蓮
花
峰
寺
の
事 

重
教
卿
酒
宴
之
事 

 
附
吉
原
よ
り
芸
者
来
る
事 

栗
⽥
源
左
衛
⾨
盗
賊
之
事 

縄
屋
理
右
衛
⾨
⾶
野
之
事 

 
附
栗
⽥
盗
賊
顕
る
事 

栗
⽥
源
左
衛
⾨
⾃
害
之
事 

芸
者
花
路
を
⾝
請
之
事 

 
附
江
⼾
⽬
⿊
⾏
⼜
坂
出
⼤
之
事 

重
教
卿
遊
興
之
事 

中
村
万
右
衛
⾨
謀
計
之
事 

 
附
り
重
教
卿
加
州
御
隠
居
之
事 

吉
⽥
九
兵
衛
諫
⾔
之
事 

⽯
川
郡
⼤
野
浦
地
蔵
之
事 

 
附
り
お
り
つ
病
死
之
事 

猿
楽
役
者
諸
国
よ
り
加
州
に
集
る
事 

教
千
代
君
誕
⽣
之
事 

中
村
万
右
衛
⾨
叛
逆
を
催
す
事 

箕
輪
徳
右
衛
⾨
刑
罪
之
事 
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法
性
寺
妙
蓮
⽊
揚
川
に
⼊
る
事 

 
附
り
三
輪
縫
殿
是
を
追
ふ
事 

三
輪
縫
殿
等
五
⼈
武
⼠
閉
⾨
之
事 

⼭
科
逸
庵
加
州
に
下
る
事 

 
附
中
村
思
を
与
ふ
る
事 

笹
原
勘
右
衛
⾨
先
納
銀
を
⼯
む
事 

 
附
り
⽊
屋
三
兵
衛
過
⽶
買
出
す
事 

⾈
商
⼈
花
路
に
迎
ふ
事 

 
銀
⼦
役
⼈
閉
⾨
之
事 

宮
⽵
屋
伊
右
衛
⾨
兎
⾎
丸
調
合
之
事 

 
中
村
薬
味
を
⼿
に
⼊
る
事 

螺
⾙
時
⾦
遁
世
之
事 

加
州
湯
涌
村
温
泉
の
事 

 
附
奥
村
中
務
奉
公
⼈
抱
る
事 

奥
村
中
務
⼩
松
御
城
代
を
蒙
る
事 

中
村
万
右
衛
⾨
奉
公
⼈
を
抱
る
事 

奥
村
中
務
⼩
松
の
城
を
出
奔
之
事 

⼭
脇
酒
造
⼥
を
害
す
并
中
務
流
罪
之
事 

⾼
⽥
善
蔵
系
図
并
簾
直
之
事 

加
州
旱
魃
并
⾼
⽥
善
蔵
明
智
之
事 

信
州
浅
間
焼
近
国
鳴
動
之
事 

 
附
り
加
州
洪
⽔
之
事 

儒
者
鶴
⽥
喜
内
鶏
の
詩
を
作
る
事 

 
附
り
⾼
⽥
善
蔵
道
⾂
を
し
る
事 

中
村
万
右
衛
⾨
前
許
之
事 

⾼
⽥
善
蔵
配
膳
之
事 

 
附
⼤
嶋
⾨
⼗
郎
召
死
之
事 

中
村
万
右
衛
⾨
茶
会
之
事 

 
附
り
⾼
⽥
善
蔵
中
村
を
欺
く
事 

⾼
⽥
善
蔵
⽩
⼭
の
神
社
に
和
歌
を
奉
納
之
事 

⾼
⽥
善
蔵
⼼
底
を
極
る
事 

善
蔵
中
村
万
右
衛
⾨
を
刺
殺
す
事 

諸
⼠
早
⾺
に
て
登
城
之
事 

 
附
遠
⽥
三
郎
兵
衛
下
⾺
を
請
る
事 

⾼
⽥
善
蔵
⽵
⽥
五
郎
左
衛
⾨
江
御
預
け
之
事 

殿
中
評
定
之
事 

善
蔵
⽵
⽥
か
屋
敷
へ
引
給
事 

⾼
⽥
善
蔵
名
残
并
辞
世
之
事 

切
腹
の
図 

善
蔵
死
骸
⼤
乗
寺
へ
送
る
事 

 

・﹃
⾦
城
失
縄
編
﹄︵︹
活
︺﹃
稗
史
集
 
下
編
﹄︶ 

前
⽥
家
先
祖
由
緒
之
事 

并
︑
⾼
⽥
善
太
郎
出
⽣
不
思
議
之
事 
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附
︑
尾
張
国
熱
⼭
の
乞
⾷
惣
助
之
事 

 

⾼
⽥
善
太
郎
幼
稚
発
明
の
事 

并
︑
前
⽥
⼟
佐
守
善
太
郎
称
美
の
事 

附
︑
唐
⼟
⻑
州
の
⽼
翁
理
を
⾮
に
ま
げ
し
事 

 

桃
雲
寺
盂
蘭
盆
会 

并
︑
中
村
萬
右
衛
⾨
途
中
⼝
論
之
事 

附
︑
中
村
萬
右
衛
⾨
閉
⾨
の
事 

 

中
村
萬
右
衛
⾨
飯
⽥
九
平
治
を
招
く
事 

并
︑
篠
原
隠
斎
和
歌
講
釈
之
事 

附
︑
飯
⽥
・
中
村
⼤
望
を
企
る
事 

 

阿
州
浪
⼈
並
川
伴
蔵
が
事 

并
︑
伴
蔵
雲
気
を
教
ふ
る
事 

附
︑
中
村
・
飯
⽥
・
並
川
合
体
の
事 

 

太
守
治
修
卿
御
病
気
の
事 

并
︑
⼘
者
仙
快
易
術
妙
の
事 

附
︑
菊
酒
屋
九
兵
衛
忠
義
の
事 

 

中
村
が
徒
重
て
謀
計
密
談
之
事 

并
︑
三
宝
段
右
衛
⾨
が
娘
⾃
害
之
事 

附
︑
⾼
⽥
善
之
丞
⼈
違
に
て
横
死
之
事 

 

飯
⽥
・
並
川
漁
に
出
る
事 

并
︑
伴
蔵
海
中
に
落
⼊
る
事 

附
︑
蓮
の
浦
よ
り
上
り
し
鱣
の
図 

 

⾦
⾕
御
殿
に
於
て
御
能
の
事 

并
︑
⾼
⽥
善
蔵
中
村
萬
右
衛
⾨
を
殺
害
の
事 

附
︑
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
五
郎
左
衛
⾨
へ
御
預
の
事 

 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
の
事 

并
︑
⾦
⾕
御
殿
⼥
中
ば
ら
ひ
の
事 

附
︑
⾦
府
静
謐
の
事 

 

・﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︶ 

第
⼀ 

⼀
 

加
州
家
濫
觴
之
事 

 
 
并
中
村
万
右
衛
⾨
出
所
之
事 

第
⼆ 

⼀
 

重
教
卿
武
芸
御
上
覧
之
事 



 33 

 
 
并
万
次
郎
軍
次
に
打
勝
事 

⼀
 
早
⽔
軍
次
追
放
せ
ら
る
ゝ
事 

 
 
并
万
次
郎
召
抱
ら
る
ゝ
事 

第
三 

⼀
 
間
渕
宅
に
て
中
村
早
⽔
出
合
之
事 

 
 
并
軍
次
遁
世
の
事 

⼀
 

お
菊
の
⽅
若
君
御
平
産
の
事 

 
 
并
⼟
佐
守
屋
敷
へ
中
村
召
寄
ら
る
ゝ
事 

第
四 

⼀
 

万
右
衛
⾨
虚
病
を
構
へ
る
事 

 
 
并
御
城
下
の
美
⼥
を
召
出
さ
る
ゝ
事 

⼀
 

御
家
⽼
中
蜜
談
の
事 

 
 
并
治
脩
卿
加
州
相
続
之
事 

第
五 

⼀
 

中
村
万
右
衛
⾨
京
都
へ
登
る
事 

 
 
并
万
右
衛
⾨
岩
意
に
⼼
底
を
明
す
事 

⼀
 
岩
意
悪
事
に
組
す
る
事 

 
 
并
泉
如
和
尚
岩
意
に
教
訓
之
事 

第
六 

⼀
 
泉
如
譲
状
認
め
ら
る
ゝ
事 

 
 
奥
の
院
に
て
岩
意
師
を
殺
す
事 

⼀
 
岩
意
譲
り
書
を
以
て
訴
ゆ
る
事 

 
 
并
岩
意
悪
事
露
顕
之
事 

第
七 

⼀
 

中
村
万
右
エ
⾨
加
州
へ
逃
帰
る
事 

 
 
并
栗
⽥
⼝
ニ
テ
岩
意
刑
罪
之
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
左
エ
⾨
忠
儀
之
事 

 
 
并
万
右
衛
⾨
⾼
⽥
ニ
論
す
事 

第
⼋ 

⼀
 

⾼
⽥
善
左
衛
⾨
病
死
之
事 

 
 
并
善
蔵
へ
遺
⾔
の
事 

⼀
 
治
脩
卿
善
蔵
に
御
居
役
加
へ
給
ふ
事 

 
 
并
⾦
⾕
御
殿
に
て
御
茶
会
之
事 

第
九 

⼀
 

善
蔵
万
右
衛
⾨
が
⼼
底
を
探
ら
ん
と
⼀
夫
の
事 

 
 
并
様
原
娘
絹
江
善
蔵
を
⼝
説
事 

⼀
 

善
蔵
絹
江
を
な
だ
む
る
事 

 
 
并
万
右
衛
⾨
善
蔵
に
恩
を
⾒
す
る
事 

第
⼗ 

⼀
 

善
蔵
万
右
衛
⾨
を
欺
く
事 

 
 
并
治
脩
卿
御
帰
城
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
⾦
⾕
御
殿
に
て
⼿
柄
の
事 

 
 
并
御
隠
居
よ
り
善
蔵
へ
御
太
⼑
給
わ
る
事 

第
⼗
⼀ 
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⼀
 
絹
江
善
蔵
に
し
の
ひ
遭
ふ
事 

 
 
并
万
右
衛
⾨
⾼
⽥
饗
応
の
事 

⼀
 

万
右
衛
⾨
善
蔵
に
⼼
底
を
明
す
事 

 
 
并
善
蔵
絹
江
か
こ
と
万
右
衛
⾨
に
新
事 

第
⼗
⼆ 

⼀
 

⽩
⼭
権
現
御
奇
瑞
之
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
⽩
⼭
へ
参
詣
す
る
事 

⼀
 

善
蔵
書
置
を
認
む
る
事 

 
 
并
⺟
に
暇
乞
の
盃
を
致
す
事 

第
⼗
三 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
⾦
⾕
御
殿
於
て
万
右
衛
⾨
を
殺
す
事 

 
 
并
伴
⼋
⽮
諸
⼠
を
治
む
る
事 

⼀
 
治
脩
卿
を
始
メ
諸
⼠
御
殿
へ
駆
付
ら
る
ゝ
事 

 
 
并
善
蔵
武
⽥
家
へ
御
預
け
候
な
る
事 

第
⼗
四 

⼀
 

善
蔵
⺟
勇
気
を
顕
さ
る
ゝ
事 

 
 
并
絹
江
名
残
の
⽂
を
⾒
る
事 

⼀
 

善
蔵
切
腹
を
願
ふ
事 

 
 
并
⽵
⽥
五
郎
左
衛
⾨
⾼
⽥
を
賞
す
る
事 

第
⼗
五 

⼀
 
治
脩
卿
⾼
⽥
⼀
書
御
上
覧
之
事 

 
 
并
御
家
⽼
⼋
⼈
衆
蜜
談
之
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
之
事 

 
 
并
⾼
⽥
の
家
相
続
之
事 

 

・﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄︵︹
写
︺
国
⽂
学
研
究
資
料
館
実
録
コ
レ
ク
シ
\
ン
︶ 

  

第
⼀ 

⼀
 

加
州
御
先
代
動
乱
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
弥
七
郎
閑
居
の
事 

⼀
 

⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 
 
并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

  

第
⼆ 

⼀
 

勝
興
寺
⾼
丸
公
御
危
難
の
事 

 
 
并
僧
了
観
御
⾝
替
り
即
死
の
事 

⼀
 
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
と
⼊
魂
の
事 

 
 
并
伴
⼋
⽮
⼤
守
へ
御
諫
⾔
の
事 

  

第
三 

⼀
 
七
⼿
諸
社
各
対
談
の
事 

 
 
并
前
⽥
⼟
佐
守
関
東
発
向
の
事 

⼀
 
⼟
佐
守
不
破
彦
三
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
⾦
沢
⼀
家
中
評
義
⼀
乱
の
事 

  

第
四 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
病
気
に
依
て
帰
国
の
事 

 
 
并
⼭
崎
湯
原
契
約
の
事 
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⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼭
崎
を
討
事 

 
 
并
湯
原
和
五
郎
切
腹
の
事 

  

第
五 

⼀
 

中
村
⽵
堂
曲
者
を
⽣
捕
の
事 

 
 
并
⿂
名
牢
中
に
て
⾃
死
の
事 

⼀
 
⾚
松
幸
之
進
狂
歌
に
て
⽩
状
の
事 

 
 
并
湯
原
⽅
よ
り
林
之
丞
へ
書
中
の
事 

  
第
六 

⼀
 
⼭
崎
林
之
丞
御
諫
⾔
の
事 

 
 
并
中
将
⼭
崎
を
御
⼿
討
の
事 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
返
書
に
依
て
落
涙
の
事 

 
 
并
前
⽥
三
左
衛
⾨
評
義
発
⾔
の
事 

  

第
七 

⼀
 

勝
興
寺
殿
村
井
へ
御
返
答
の
事 

 
 
并
沢
⽊
⼩
藤
太
牢
番
働
の
事 

⼀
 

中
村
円
蔵
素
性
の
事 

 
 
并
中
沢
丹
治
式
中
に
討
た
る
事 

  

第
⼋ 

⼀
 

中
村
円
蔵
松
村
の
積
悪
訴
へ
の
事 

 
 
并
早
打
に
依
て
両
⼠
出
国
の
事 

⼀
 
⻑
前
⽥
松
村
対
決
の
事 

 
 
并
松
村
四
郎
兵
衛
切
腹
の
事 

  

第
九 

⼀
 

⾦
沢
の
両
⼠
御
訴
状
の
事 

 
 
并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

⼀
 
治
脩
公
御
家
督
相
続
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
勇
蔵
捧
歌
の
事 

  

第
⼗ 

⼀
 
松
村
⼀
類
の
も
の
御
追
放
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
御
隠
居
へ
密
⾔
の
事 

⼀
 
鎌
⽥
か
娘
御
隠
居
へ
召
さ
る
ゝ
事 

 
 
并
中
村
江
府
に
於
て
御
放
逸
を
勧
る
事 

  

第
⼗
⼀ 

⼀
 
松
村
⽮
四
郎
円
蔵
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
教
千
代
殿
御
養
⼦
と
成
⽟
ふ
事 

⼀
 

⾼
⽊
殿
物
怪
難
病
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
蟇
⽬
を
⾏
ふ
事 

  

第
⼗
⼆ 

⼀
 

御
隠
居
万
右
衛
⾨
館
へ
御
⼊
来
の
事 

 
 
并
御
伽
を
召
寄
せ
ら
る
ゝ
事 

⼀
 

中
村
不
動
⼭
御
参
篭
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
忠
信
働
き
の
事 

  

第
⼗
三 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
隠
棲
の
事 
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并
中
村
万
右
衛
⾨
奥
⼥
中
と
閑
話
の
事 

⼀
 
肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
中
村
に
合
体
の
事 

  

第
⼗
四 

⼀
 

⽯
⽥
周
才
毒
薬
調
合
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
閉
⾨
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
御
前
に
て
不
調
法
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
渡
辺
⽩
⼭
へ
和
歌
奉
納
の
事 

  

第
⼗
五 

⼀
 

⾼
⽥
⼤
沢
よ
り
密
計
を
聞
事 

 
 
并
善
蔵
⺟
妹
へ
暇
乞
盃
の
事 

⼀
 

⾦
⾕
御
殿
騒
動
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
へ
御
預
け
の
事 

  

第
⼗
六 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
辞
世
の
事 

 
 
并
野
送
り
前
代
未
聞
の
事 

⼀
 

⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 

 

・﹃
加
陽
太
平
記
﹄︵︹
写
︺
⽯
川
県
⽴
図
書
館
︶ 

加
陽
太
平
記
惣
⽬
録
之
次
第 

⼀
 

加
州
家
濫
觴
の
事 

 
 

⼆
之
巻 

⼀
 

御
々
内
蔵
助
謀
叛
の
事 

 
 

三
之
巻 

 
 
并
成
政
敗
北
家
断
絶
の
事 

⼀
 

⽯
⼭
本
願
寺
合
戦
の
事 

 
 

四
之
巻 

 
 
并
信
⻑
公
敗
軍
の
事 

⼀
 

前
⽥
慶
次
郎
⼤
旗
を
取
返
す
事 

 

五
之
巻 

 
 
并
信
⻑
公
天
満
の
陣
へ
退
去
の
事 

⼀
 
織
⽥
⼤
炊
来
由
の
事 

 
 

六
之
巻 

 
 
并
信
雄
公
滅
亡
の
事 

⼀
 

前
⽥
利
家
卿
所
労
の
事 

 
 

七
之
巻 

 
 
并
嫡
家
利
⻑
公
へ
御
遺
⾔
の
事 

⼀
 

前
⽥
利
家
卿
利
政
へ
遺
⾔
の
事 

 

⼋
之
巻 

 
 
并
逝
去
花
箸
⼤
内
筒
の
事 

⼀
 

⽯
⽥
三
成
謀
叛
の
事 

 
 

九
之
巻 

 
 
并
利
政
公
遺
⾔
守
る
事 

⼀
 

前
⽥
三
左
衛
⾨
京
都
へ
御
召
の
事 

 

同 

 
 
并
⼟
佐
守
と
改
名
の
事 

⼀
 
太
⽥
但
⾺
守
鷹
狩
の
事 

 
 

⼗
之
巻 

 
 
并
但
⾺
守
狐
を
殺
す
事 

⼀
 
太
⽥
但
⾺
守
横
死
の
事 

 
 

同 

 
 
并
⼤
守
利
⻑
公
後
悔
の
事 

⼀
 

中
村
万
次
郎
出
所
の
事 

 
 

拾
壱
之
巻 

 
 
并
⼤
守
重
教
公
武
芸
上
覧
の
事 
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附
万
次
郎
早
⽔
軍
治
に
打
勝
事 

⼀
 

⼤
守
重
教
公
御
⽴
腹
の
事  

 

同 

 
 
并
軍
治
御
城
下
を
追
放
せ
ら
る
ゝ
事 

⼀
 

⾺
渕
遊
哲
宅
へ
早
⽔
を
招
く
事 

 

拾
弍
之
巻 

 
 
并
⾺
渕
⽅
に
て
軍
治
を
饗
応
事 

⼀
 
軍
治
発
⼼
し
て
上
⽅
へ
登
る
事 

 

同 

 
 
并
万
次
郎
万
右
衛
⾨
と
改
名
の
事 

⼀
 
若
殿
御
誕
⽣
の
事 

 
 

拾
三
之
巻 

 
 
并
万
右
衛
⾨
へ
お
菊
の
⽅
を
賜
事 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
万
右
衛
⾨
へ
異
⾒
の
事  

同 

 
 
并
⼟
佐
守
利
解
を
説
事 

⼀
 

中
村
万
右
衛
⾨
虚
病
の
事  

 

拾
四
之
巻 

 
 
并
万
右
衛
⾨
⼟
佐
守
を
讒
⾔
の
事 

⼀
 

御
家
⽼
中
評
定
の
事 

 
 

同 

 
 
并
⼤
守
重
教
卿
御
隠
居
御
聞
済
の
事 

⼀
 

勝
興
寺
⼟
佐
守
問
答
の
事  

 

拾
五
之
巻 

 
 
并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

⼀
 

⼤
守
重
教
卿
御
後
悔
の
事  

 
同 

 
 
并
中
村
万
右
衛
⾨
隠
謀
発
端
の
事 

⼀
 

中
村
万
右
衛
⾨
岩
意
に
⾯
談
の
事 

 
拾
六
之
巻
に
・
下 

 
 
并
岩
意
悪
事
に
組
す
る
事 

⼀
 
岩
意
師
の
坊
を
偽
る
事 

 
 

同 

 
 
并
泉
如
和
尚
岩
意
に
教
訓
の
事 

⼀
 
泉
如
岩
意
へ
印
証
を
残
す
事 

 

拾
七
之
巻 

 
 
并
岩
意
師
の
坊
を
殺
す
事 

⼀
 
岩
意
師
の
譲
状
を
訴
へ
出
る
事 

 

同 

 
 
并
悪
事
露
顕
の
事 

⼀
 

中
村
万
右
衛
⾨
本
国
へ
逃
帰
る
事 

 

拾
⼋
之
巻 

 
 
并
岩
意
刑
罪
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
左
衛
⾨
病
死
の
事  
 

同 

 
 
并
⼀
⼦
善
蔵
へ
遺
⾔
の
事 

⼀
 

善
蔵
親
善
左
衛
⾨
か
跡
役
被
仰
付
事  

拾
九
之
巻 

 
 
并
当
⼤
守
⾦
⾕
御
殿
へ
御
招
請
の
事 

⼀
 

万
右
衛
⾨
善
蔵
が
誠
忠
を
砕
ん
と
計
事 

同 

 
 
并
絹
江
か
恋
を
取
持
事 

⼀
 
絹
江
万
右
衛
⾨
か
⼿
引
に
て
善
蔵
に
逢
事 

弍
拾
之
巻 

 
 
并
絹
江
善
蔵
を
⼝
説
事 

⼀
 

善
蔵
絹
江
を
な
た
む
る
事  

 

同 

 
 
并
万
右
衛
⾨
絹
江
に
恩
義
を
か
く
る
事 

⼀
 

善
蔵
万
右
衛
⾨
を
欺
く
事  

 

弍
拾
壱
之
巻
ほ
・
下 

 
 
并
⼤
守
御
帰
城
の
事 

⼀
 

⾦
⾕
御
殿
に
て
善
蔵
⼿
柄
の
事 

 

同 

 
 
并
に
⾼
⽥
へ
太
⼑
を
給
る
事 

⼀
 

中
村
万
右
衛
⾨
⾼
⽥
を
饗
応
の
事 

 

弍
拾
弍
之
巻 
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并
絹
江
か
縁
の
根
を
お
す
事 

⼀
 

善
蔵
絹
江
に
契
る
事 

 
 

同 

 
 
并
⾼
⽥
か
⺟
教
訓
の
事 

⼀
 

善
蔵
⽩
⼭
権
現
へ
参
詣
の
事 

 

弍
拾
三
之
巻 

 
 
并
秘
薬
伝
来
の
事 

⼀
 
柳
川
弁
治
絹
江
に
恋
慕
の
事 

 

同 

 
 
并
艶
書
の
返
事
来
る
事 

⼀
 
柳
川
弁
治
絹
江
と
盃
す
る
事 

 

弍
拾
四
之
巻 

 
 
并
万
右
衛
⾨
夫
婦
を
恨
む
る
事 

⼀
 
柳
川
弁
治
変
死
の
事 

 
 

同 

 
 
并
万
右
衛
⾨
始
末
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
中
村
閑
談
の
事 

 
 

弍
拾
五
之
巻 

 
 
并
⾼
⽥
偏
屈
を
論
る
事 

⼀
 

善
蔵
⾦
打
し
て
⼤
事
を
探
る
事 

 

同 

 
 
并
万
右
衛
⾨
疑
を
晴
す
事 

⼀
 

中
村
隠
謀
の
⼤
略
を
明
す
事 

 

弍
拾
六
之
巻 

 
 
并
毒
薬
を
い
つ
わ
る
事 

⼀
 

⾼
⽥
偽
て
⼑
を
添
る
事 

 
 

同 

 
 
并
⽩
⼭
へ
参
籠
の
事 

⼀
 

中
村
隠
謀
の
極
意
を
明
す
事 

 
弍
拾
七
之
巻 

 
 
并
⾼
⽥
中
村
誓
詞
を
取
替
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
書
置
の
事 

 
 

同 

 
 
并
暇
乞
の
盃
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
念
願
成
就
の
事 

 
 

弍
拾
⼋
之
巻 

 
 
并
中
村
断
絶
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
⽵
⽥
五
郎
左
衛
⾨
預
る
事  

同 

 
 
并
善
蔵
⺟
お
来
の
事 

⼀
 

吉
⽥
久
兵
衛
射
芸
の
事 

 
 

弍
拾
九
之
巻 

 
 
并
平
⾺
本
紙
神
⽂
を
指
上
る
事 

⼀
 

⽵
⽥
喜
右
衛
⾨
⾼
⽥
か
⼀
書
投
露
の
事 

同 

 
 
并
両
君
御
仁
愛
の
御
事 

⼀
 
絹
江
名
残
の
⽂
を
⾒
る
事  

 

三
拾
之
巻 

 
 
并
き
ぬ
江
⾃
害
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
の
事 

 
 

同 

 
 
并
⾼
⽥
勇
蔵
が
評
註
の
事 
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︻
資
料
２
︼﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
の
条
と
講
談
本
﹃
⾼
⽥
善
蔵
*
加
賀
騒
動
﹄
の
席
の
対
応 

︵﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄︶ 

 
 

︵
講
談
本
︶ 

第
⼀ 

⼀
 

加
州
御
先
代
動
乱
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
弥
七
郎
閑
居
の
事 

 

第
⼀
席 

 
 

⼀
 

⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 
 
并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

 
 

︵
な
し
︶ 

 

第
⼆ 

⼀
 

勝
興
寺
⾼
丸
公
御
危
難
の
事 

 
 
并
僧
了
観
御
⾝
替
り
即
死
の
事 

 

第
⼆
席
・
第
三
席 

 

⼀
 
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
と
⼊
魂
の
事 

 
 
并
伴
⼋
⽮
⼤
守
へ
御
諫
⾔
の
事 

 
第
四
席
・
第
五
席 

 

第
三 

⼀
 
七
⼿
諸
社
各
対
談
の
事 

 
 
并
前
⽥
⼟
佐
守
関
東
発
向
の
事 

 

第
六
席 

 

⼀
 
⼟
佐
守
不
破
彦
三
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
⾦
沢
⼀
家
中
評
義
⼀
乱
の
事 

 

第
七
席
・
第
⼋
席 

 

第
四 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
病
気
に
依
て
帰
国
の
事 

 
 
并
⼭
崎
湯
原
契
約
の
事 

 
 

第
九
席
・
第
⼗
席 

 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼭
崎
を
討
事 

 
 
并
湯
原
和
五
郎
切
腹
の
事 

 

第
⼗
⼀
席
・
第
⼗
⼆
席
・
第
⼗
三
席
・
第
⼗
四
席 

 

第
五 

⼀
 

中
村
⽵
堂
曲
者
を
⽣
捕
の
事 

 
 
并
⿂
名
牢
中
に
て
⾃
死
の
事 
 

第
⼗
五
席
・
第
⼗
七
席 

 

⼀
 
⾚
松
幸
之
進
狂
歌
に
て
⽩
状
の
事 

 
 
并
湯
原
⽅
よ
り
林
之
丞
へ
書
中
の
事 

第
⼗
⼋
席
・
第
⼗
六
席 

 

第
六 

⼀
 
⼭
崎
林
之
丞
御
諫
⾔
の
事 

 
 
并
中
将
⼭
崎
を
御
⼿
討
の
事 

 

第
⼗
六
席 

 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
返
書
に
依
て
落
涙
の
事 

 
 
并
前
⽥
三
左
衛
⾨
評
義
発
⾔
の
事 

 

第
⼗
⼋
席 
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︵﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄︶ 

 
 

︵
講
談
本
︶ 

第
七 

⼀
 

勝
興
寺
殿
村
井
へ
御
返
答
の
事 

 
 
并
沢
⽊
⼩
藤
太
牢
番
働
の
事 

 

第
⼗
⼋
席 

 

⼀
 

中
村
円
蔵
素
性
の
事 

 
 
并
中
沢
丹
治
式
中
に
討
た
る
事 

 

第
⼗
九
席
・
第
⼆
⼗
席 

 

第
⼋ 

⼀
 

中
村
円
蔵
松
村
の
積
悪
訴
へ
の
事 

 
 
并
早
打
に
依
て
両
⼠
出
国
の
事 

 

第
⼆
⼗
⼀
席 

 

⼀
 
⻑
前
⽥
松
村
対
決
の
事 

 
 
并
松
村
四
郎
兵
衛
切
腹
の
事 

 

第
⼆
⼗
⼆
席
・
第
⼆
⼗
三
席 

 

第
九 

⼀
 

⾦
沢
の
両
⼠
御
訴
状
の
事 

 
 
并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

 

第
⼆
⼗
四
席 

 

⼀
 
治
脩
公
御
家
督
相
続
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
勇
蔵
捧
歌
の
事 

 
 

第
⼆
⼗
五
席 

第
⼗ 

⼀
 
松
村
⼀
類
の
も
の
御
追
放
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
御
隠
居
へ
密
⾔
の
事 

 

第
⼆
⼗
五
席 

 

⼀
 
鎌
⽥
か
娘
御
隠
居
へ
召
さ
る
ゝ
事 

 
 
并
中
村
江
府
に
於
て
御
放
逸
を
勧
る
事 

第
⼆
⼗
六
席 

 

第
⼗
⼀ 

⼀
 
松
村
⽮
四
郎
円
蔵
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
教
千
代
殿
御
養
⼦
と
成
⽟
ふ
事 

 

第
⼆
⼗
⼋
席
・
第
⼆
⼗
七
席 

 

⼀
 

⾼
⽊
殿
物
怪
難
病
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
蟇
⽬
を
⾏
ふ
事 

 

第
⼆
⼗
⼋
席
・
第
⼆
⼗
九
席
・
第
三
⼗
席 

 

第
⼗
⼆ 

⼀
 

御
隠
居
万
右
衛
⾨
館
へ
御
⼊
来
の
事 

 
 
并
御
伽
を
召
寄
せ
ら
る
ゝ
事 

 

第
三
⼗
⼀
席
・
第
三
⼗
⼆
席 

 

⼀
 

中
村
不
動
⼭
御
参
篭
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
忠
信
働
き
の
事 

 

第
三
⼗
三
席
・
第
三
⼗
四
席
・
第
三
⼗
五
席 
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︵﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄︶ 

 
 

︵
講
談
本
︶ 

第
⼗
三 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
隠
棲
の
事 

 
 
并
中
村
万
右
衛
⾨
奥
⼥
中
と
閑
話
の
事 

第
三
⼗
六
席 

 

⼀
 
肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
中
村
に
合
体
の
事 

 

第
三
⼗
七
席 

 

第
⼗
四 

⼀
 

⽯
⽥
周
才
毒
薬
調
合
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
閉
⾨
の
事 

 
 

第
三
⼗
⼋
席
・
第
三
⼗
九
席
・ 

 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
御
前
に
て
不
調
法
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
渡
辺
⽩
⼭
へ
和
歌
奉
納
の
事 

第
四
⼗
席 

 

第
⼗
五 

⼀
 

⾼
⽥
⼤
沢
よ
り
密
計
を
聞
事 

 
 
并
善
蔵
⺟
妹
へ
暇
乞
盃
の
事 

 

第
四
⼗
⼀
席
・
第
四
⼗
⼆
席 

 

⼀
 

⾦
⾕
御
殿
騒
動
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
へ
御
預
け
の
事 

 

第
四
⼗
三
席
・
第
四
⼗
四
席
・
第
四
⼗
五
席 

 

第
⼗
六 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
辞
世
の
事 

 
 
并
野
送
り
前
代
未
聞
の
事 

 

第
四
⼗
五
席
・
第
四
⼗
六
席 

 

⼀
 

⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 

 

第
四
⼗
七
席 
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︻
表
１
︼﹃
⾦
城
忠
義
伝
﹄
各
条
の
タ
イ
ト
ル
と
他
三
作
品
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
4
ド
の
有
無 

  
 

⾦城忠義伝 条(第六-第⼗三) 加陽太平記 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

⾼⽥善左ヱ⾨忠儀之事
并万右衛⾨⾼⽥ニ論す事
⾼⽥善左衛⾨病死之事 ○
并善蔵へ遺⾔の事 ○
治脩卿善蔵に御居役加へ給ふ事 △
并⾦⾕御殿にて御茶会之事
善蔵万右衛⾨が⼼底を探らんと⼀夫の事 △
并様原娘絹江善蔵を⼝説事 ○
善蔵絹江をなだむる事 ○
并万右衛⾨善蔵に恩を⾒する事 △
善蔵万右衛⾨を欺く事 ○
并治脩卿御帰城の事 ○
⾼⽥善蔵⾦⾕御殿にて⼿柄の事 ○
并御隠居より善蔵へ御太⼑給わる事 ○
絹江善蔵にしのひ遭ふ事
并万右衛⾨⾼⽥饗応の事 ○ △
万右衛⾨善蔵に⼼底を明す事
并善蔵絹江かこと万右衛⾨に新事
⽩⼭権現御奇瑞之事 ○
并⾼⽥善蔵⽩⼭へ参詣する事 ○ ○ ○
善蔵書置を認むる事 ○ △
并⺟に暇乞の盃を致す事 ○ ○ ○
⾼⽥善蔵⾦⾕御殿於て万右衛⾨を殺す事 ○ ○ ○
并伴⼋⽮諸⼠を治むる事 △

⾦城忠義伝 条(第⼀-第六) 加陽太平記 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

加州家濫觴之事 ○ ○
并中村万右衛⾨出所之事 ○
重教卿武芸御上覧之事 ○
并万次郎軍次に打勝事 ○
早⽔軍次追放せらるゝ事 ○
并万次郎召抱らるゝ事 ○
間渕宅にて中村早⽔出合之事 ○
并軍次遁世の事 ○
お菊の⽅若君御平産の事 ○
并⼟佐守屋敷へ中村召寄らるゝ事 ○
万右衛⾨虚病を構へる事 ○
并御城下の美⼥を召出さるゝ事
御家⽼中蜜談の事 △
并治脩卿加州相続之事 ○ ○
中村万右衛⾨京都へ登る事 △
并万右衛⾨岩意に⼼底を明す事 ○
岩意悪事に組する事 ○
并泉如和尚岩意に教訓之事 ○
泉如譲状認めらるゝ事 ○
奥の院にて岩意師を殺す事 △
岩意譲り書を以て訴ゆる事 ○
并岩意悪事露顕之事 ○
中村万右ヱ⾨加州へ逃帰る事 ○
并栗⽥⼝ニテ岩意刑罪之事 ○

○
9
同
じ
エ
ピ
ソ
4
ド
が
存
在
／
△
9
部
分
的
に
同
じ
エ
ピ
ソ
4
ド
が
存
在 
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⾦城忠義伝 条(第⼗三-第⼗五) 加陽太平記 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

治脩卿を始メ諸⼠御殿へ駆付らるゝ事 △
並善蔵武⽥家へ御預け候なる事 ○ ○ ○
善蔵⺟勇気を顕さるゝ事 △
並絹江名残の⽂を⾒る事 ○
善蔵切腹を願ふ事 ○
並⽵⽥五郎左衛⾨⾼⽥を賞する事 △
治脩卿⾼⽥⼀書御上覧之事 △ △
並御家⽼⼋⼈衆蜜談之事
⾼⽥善蔵切腹之事 ○ ○ ○
並⾼⽥の家相続之事
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︻
表
２
︼﹃
加
陽
太
平
記
﹄
各
条
の
タ
イ
ト
ル
と
他
三
作
品
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
4
ド
の
有
無  

  
 

加陽太平記 条(第⼗⼀-第⼗七) ⾦城忠義伝 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

⼤守重教公御⽴腹の事
并軍治御城下を追放せらるゝ事
⾺渕遊哲宅へ早⽔を招く事 ○
并⾺渕⽅にて軍治を饗応事 ○
軍治発⼼して上⽅へ登る事 ○
并万次郎万右衛⾨と改名の事
若殿御誕⽣の事 ○
并万右衛⾨へお菊の⽅を賜事
前⽥⼟佐守万右衛⾨へ異⾒の事 ○
并⼟佐守利解を説事
中村万右衛⾨虚病の事 ○
并万右衛⾨⼟佐守を讒⾔の事
御家⽼中評定の事 △
并⼤守重教卿御隠居御聞済の事
勝興寺⼟佐守問答の事 △
并勝興寺殿御還俗の事 ○ ○
⼤守重教卿御後悔の事
并中村万右衛⾨隠謀発端の事
中村万右衛⾨岩意に⾯談の事 △
并岩意悪事に組する事 ○
岩意師の坊を偽る事
并泉如和尚岩意に教訓の事 ○
泉如岩意へ印証を残す事
并岩意師の坊を殺す事

加陽太平記 条(第⼆-第⼗⼀) ⾦城忠義伝 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

加州家濫觴の事 ○ ○
御々内蔵助謀叛の事
并成政敗北家断絶の事
⽯⼭本願寺合戦の事
并信⻑公敗軍の事
前⽥慶次郎⼤旗を取返す事
并信⻑公天満の陣へ退去の事
織⽥⼤炊来由の事
并信雄公滅亡の事
前⽥利家卿所労の事
并嫡家利⻑公へ御遺⾔の事
前⽥利家卿利政へ遺⾔の事
并逝去花箸⼤内筒の事
⽯⽥三成謀叛の事
并利政公遺⾔守る事
前⽥三左衛⾨京都へ御召の事
并⼟佐守と改名の事
太⽥但⾺守鷹狩の事
并但⾺守狐を殺す事
太⽥但⾺守横死の事
并⼤守利⻑公後悔の事
中村万次郎出所の事 ○
并⼤守重教公武芸上覧の事 ○
附万次郎早⽔軍治に打勝事 ○

○
9
同
じ
エ
ピ
ソ
4
ド
が
存
在
／
△
9
部
分
的
に
同
じ
エ
ピ
ソ
4
ド
が
存
在 
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加陽太平記 条(第⼆⼗三-第⼆⼗九)⾦城忠義伝 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

柳川弁治絹江に恋慕の事
并艶書の返事来る事
柳川弁治絹江と盃する事
并万右衛⾨夫婦を恨むる事
柳川弁治変死の事
并万右衛⾨始末の事
⾼⽥中村閑談の事
并⾼⽥偏屈を論る事
善蔵⾦打して⼤事を探る事
并万右衛⾨疑を晴す事
中村隠謀の⼤略を明す事 △ △
并毒薬をいつわる事
⾼⽥偽て⼑を添る事 △ △
并⽩⼭へ参籠の事 △ △
中村隠謀の極意を明す事 △ △
并⾼⽥中村誓詞を取替事
⾼⽥善蔵書置の事 ○
并暇乞の盃の事 ○ ○ △
⾼⽥念願成就の事 ○ ○ ○
并中村断絶の事 ○
⾼⽥善蔵⽵⽥五郎左衛⾨預る事 ○ ○ ○
并善蔵⺟お来の事 △
吉⽥久兵衛射芸の事
并平⾺本紙神⽂を指上る事

加陽太平記 条(第⼗七-第⼆⼗三) ⾦城忠義伝 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

岩意師の譲状を訴へ出る事 ○
并悪事露顕の事 ○
中村万右衛⾨本国へ逃帰る事 ○
并岩意刑罪の事 ○
⾼⽥善左衛⾨病死の事 ○
并⼀⼦善蔵へ遺⾔の事 ○
善蔵親善左衛⾨か跡役被仰付事 △
并当⼤守⾦⾕御殿へ御招請の事 △ ○
万右衛⾨善蔵が誠忠を砕んと計事
并絹江か恋を取持事
絹江万右衛⾨か⼿引にて善蔵に逢事
并絹江善蔵を⼝説事 ○
善蔵絹江をなたむる事 ○
并万右衛⾨絹江に恩義をかくる事
善蔵万右衛⾨を欺く事 ○
并⼤守御帰城の事 ○
⾦⾕御殿にて善蔵⼿柄の事 ○
并に⾼⽥へ太⼑を給る事 ○
中村万右衛⾨⾼⽥を饗応の事 ○ ○ ○
并絹江か縁の根をおす事
善蔵絹江に契る事
并⾼⽥か⺟教訓の事
善蔵⽩⼭権現へ参詣の事 ○ ○ ○
并秘薬伝来の事
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加陽太平記 条(第⼆⼗九-第三⼗) ⾦城忠義伝 ⾄忠加賀光絹 加陽忠孝実録夢

⽵⽥喜右衛⾨⾼⽥か⼀書投露の事 △ △
并両君御仁愛の御事 △
絹江名残の⽂を⾒る事 ○
并きぬ江⾃害の事
⾼⽥善蔵切腹の事 ○ ○ ○
并⾼⽥勇蔵が評註の事
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︻
表
３
︼﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
各
条
の
タ
イ
ト
ル
と
他
三
作
品
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
4
ド
の
有
無 

  
 

⾄忠加賀光絹 条(第六-第⼗⼆) 加陽忠孝実録夢 ⾦城忠義伝 加陽太平記

勝興寺殿村井へ御返答の事
并沢⽊⼩藤太牢番働の事
中村円蔵素性の事
并中沢丹治式中に討たる事
中村円蔵松村の積悪訴への事
并早打に依て両⼠出国の事
⻑前⽥松村対決の事
并松村四郎兵衛切腹の事
⾦沢の両⼠御訴状の事
并勝興寺殿御還俗の事 ○ △
治脩公御家督相続の事 △ ○
并⾼⽥勇蔵捧歌の事
松村⼀類のもの御追放の事
并中村円蔵御隠居へ密⾔の事
鎌⽥か娘御隠居へ召さるゝ事
并中村江府に於て御放逸を勧る事
松村⽮四郎円蔵に対⾯の事
并教千代殿御養⼦と成⽟ふ事 ○ ○ ○
⾼⽊殿物怪難病の事
并中村円蔵蟇⽬を⾏ふ事
御隠居万右衛⾨館へ御⼊来の事
并御伽を召寄せらるゝ事
中村不動⼭御参篭の事
并⾼⽥善蔵忠信働きの事

⾄直加賀光絹 条(第⼀-第六) 加陽忠孝実録夢 ⾦城忠義伝 加陽太平記

加州御先代動乱の事 ○ ○
并⼤⾳弥七郎閑居の事
⼤⾳⼊道北野社へ⽇参の事
并天満宮御霊夢の事
勝興寺⾼丸公御危難の事
并僧了観御⾝替り即死の事
⼭崎七郎太夫湯原と⼊魂の事
并伴⼋⽮⼤守へ御諫⾔の事
七⼿諸社各対談の事
并前⽥⼟佐守関東発向の事
⼟佐守不破彦三に対⾯の事
并⾦沢⼀家中評義⼀乱の事
前⽥⼟佐守病気に依て帰国の事
并⼭崎湯原契約の事
湯原藤右衛⾨⼭崎を討事
并湯原和五郎切腹の事
中村⽵堂曲者を⽣捕の事
并⿂名牢中にて⾃死の事
⾚松幸之進狂歌にて⽩状の事
并湯原⽅より林之丞へ書中の事
⼭崎林之丞御諫⾔の事
并中将⼭崎を御⼿討の事
湯原藤右衛⾨返書に依て落涙の事
并前⽥三左衛⾨評義発⾔の事

○
9
同
じ
エ
ピ
ソ
4
ド
が
存
在
／
△
9
部
分
的
に
同
じ
エ
ピ
ソ
4
ド
が
存
在 
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⾄忠加賀光絹 条(第⼗⼆-第⼗六) 加陽忠孝実録夢 ⾦城忠義伝 加陽太平記

前⽥⼟佐守隠棲の事
并中村万右衛⾨奥⼥中と閑話の事 ○
肥前守殿⾼⽥を懇望の事 ○ ○
并⾼⽥善蔵中村に合体の事 ○ ○ ○
⽯⽥周才毒薬調合の事 △
并⾼⽥善蔵閉⾨の事 △
⾼⽥善蔵御前にて不調法の事 ○
并⾼⽥渡辺⽩⼭へ和歌奉納の事 ○ ○ ○
⾼⽥⼤沢より密計を聞事
并善蔵⺟妹へ暇乞盃の事 ○ ○ ○
⾦⾕御殿騒動の事 ○ ○ ○
并⾼⽥善蔵武⽥へ御預けの事 ○ ○ ○
⾼⽥善蔵切腹辞世の事 ○ ○ ○
并野送り前代未聞の事
⼤乗寺⽯碑造⽴の事
并⼤⾳⼊道安⼼修⾏の事
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︻
資
料
３
︼﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄
翻
刻 

底
本
*﹃
⾄
忠
加
賀
光
絹
﹄︵︹
写
︺
国
⽂
学
研
究
資
料
館
実
録
コ
レ
ク
シ
\
ン
︶ 

︵
凡
例
︶ 

・
基
本
的
に
原
⽂
通
り 

・
現
在
通
⾏
の
⽂
字
を
⽤
い
た 

・
句
読
点
な
し 

・
ル
ビ
は
全
て
省
略
し
た 

・
□
は
難
読
⽂
字 

  

︵
第
⼀
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
序 

 

君
仁
政
を
⾏
ふ
時
々
信
忠
誠
を
以
て
是
に
報
ゆ
宣
な
る
か
な
爰
に
北
加
の
近
⼠
⼤
⾳
の
次
男
幼
朋
の
君

に
お
く
れ
深
恩
を
忘
れ
が
た
く
若
旧
知
を
離
れ
洛
⻄
に
閑
居
し
て
⽇
毎
に
北
野
の
社
頭
に
歩
み
を
は
こ

び
正
に
天
神
の
告
夢
に
よ
つ
て
本
国
動
乱
の
⾸
尾
を
窺
か
ひ
何
某
か
⾄
忠
を
⽬
前
に
⾒
て
隣
舎
の
友
に

語
ら
れ
し
と
密
に
伝
へ
聞
て
感
賞
の
あ
ま
り
机
に
む
か
ふ
て
其
国
の
名
産
に
題
し
世
の
⼈
の
進
忠
の
種

に
そ
な
れ
か
し
と
及
は
さ
る
筆
を
取
り
て
意
味
の
深
⻑
な
る
事
を
爰
に
顕
は
し
ぬ 

 

安
永
庚
⼦
⻨
秋
 

六
正
放
藪
庵 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
惣
⽬
録 

第
⼀ 

⼀
 

加
州
御
先
代
動
乱
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
弥
七
郎
閑
居
の
事 

⼀
 

⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 
 
并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

 

第
⼆ 

⼀
 

勝
興
寺
⾼
丸
公
御
危
難
の
事 

 
 
并
僧
了
観
御
⾝
替
り
即
死
の
事 

⼀
 
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
と
⼊
魂
の
事 

 
 
并
伴
⼋
⽮
⼤
守
へ
御
諫
⾔
の
事 

 

第
三 

⼀
 
七
⼿
諸
社
各
対
談
の
事 

 
 
并
前
⽥
⼟
佐
守
関
東
発
向
の
事 

⼀
 
⼟
佐
守
不
破
彦
三
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
⾦
沢
⼀
家
中
評
義
⼀
乱
の
事 

第
四 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
病
気
に
依
て
帰
国
の
事 

 
 
并
⼭
崎
湯
原
契
約
の
事 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼭
崎
を
討
事 

 
 
并
湯
原
和
五
郎
切
腹
の
事 

 

第
五 

⼀
 

中
村
⽵
堂
曲
者
を
⽣
捕
の
事 

 
 
并
⿂
名
牢
中
に
て
⾃
死
の
事 
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⼀
 
⾚
松
幸
之
進
狂
歌
に
て
⽩
状
の
事 

 
 
并
湯
原
⽅
よ
り
林
之
丞
へ
書
中
の
事 

 

第
六 

⼀
 
⼭
崎
林
之
丞
御
諫
⾔
の
事 

 
 
并
中
将
⼭
崎
を
御
⼿
討
の
事 

⼀
 
湯
原
藤
右
衛
⾨
返
書
に
依
て
落
涙
の
事 

 
 
并
前
⽥
三
左
衛
⾨
評
義
発
⾔
の
事 

 

第
七 

⼀
 

勝
興
寺
殿
村
井
へ
御
返
答
の
事 

 
 
并
沢
⽊
⼩
藤
太
牢
番
働
の
事 

⼀
 

中
村
円
蔵
素
性
の
事 

 
 
并
中
沢
丹
治
式
中
に
討
た
る
事 

 

第
⼋ 

⼀
 

中
村
円
蔵
松
村
の
積
悪
訴
へ
の
事 

 
 
并
早
打
に
依
て
両
⼠
出
国
の
事 

⼀
 
⻑
前
⽥
松
村
対
決
の
事 

 
 
并
松
村
四
郎
兵
衛
切
腹
の
事 

 

第
九 

⼀
 

⾦
沢
の
両
⼠
御
訴
状
の
事 

 
 
并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

⼀
 
治
脩
公
御
家
督
相
続
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
勇
蔵
捧
歌
の
事 

 

第
⼗ 

⼀
 
松
村
⼀
類
の
も
の
御
追
放
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
御
隠
居
へ
密
⾔
の
事 

⼀
 
鎌
⽥
か
娘
御
隠
居
へ
召
さ
る
ゝ
事 

 
 
并
中
村
江
府
に
於
て
御
放
逸
を
勧
る
事 

 

第
⼗
⼀ 

⼀
 
松
村
⽮
四
郎
円
蔵
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
教
千
代
殿
御
養
⼦
と
成
⽟
ふ
事 

⼀
 

⾼
⽊
殿
物
怪
難
病
の
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
蟇
⽬
を
⾏
ふ
事 

 

第
⼗
⼆ 

⼀
 

御
隠
居
万
右
衛
⾨
館
へ
御
⼊
来
の
事 

 
 
并
御
伽
を
召
寄
せ
ら
る
ゝ
事 

⼀
 

中
村
不
動
⼭
御
参
篭
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
忠
信
働
き
の
事 

 

第
⼗
三 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
隠
棲
の
事 

 
 
并
中
村
万
右
衛
⾨
奥
⼥
中
と
閑
話
の
事 

⼀
 
肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
中
村
に
合
体
の
事 

 

第
⼗
四 

⼀
 

⽯
⽥
周
才
毒
薬
調
合
の
事 
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并
⾼
⽥
善
蔵
閉
⾨
の
事 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
御
前
に
て
不
調
法
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
渡
辺
⽩
⼭
へ
和
歌
奉
納
の
事 

 

⼀
 

⾼
⽥
⼤
沢
よ
り
密
計
を
聞
事 

 
 
并
善
蔵
⺟
妹
へ
暇
乞
盃
の
事 

⼀
 

⾦
⾕
御
殿
騒
動
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
へ
御
預
け
の
事 

 

第
⼗
六 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
辞
世
の
事 

 
 
并
野
送
り
前
代
未
聞
の
事 

⼀
 

⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
惣
⽬
録
終 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼀ 

 

⽬
録 

⼀
 

加
州
御
先
代
動
乱
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
弥
七
郎
閑
居
の
事 

⼀
 

⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 
 
并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼀ 

 

加
州
御
先
代
動
乱
の
事 

 

并
⼤
⾳
弥
七
郎
閑
居
の
事 

松
は
忠
信
藤
は
侫
⾂
に
た
と
へ
て
曲
り
た
る
邪
⼼
を
と
つ
て
誠
忠
を
覆
ひ
ま
と
ふ
⾂
な
つ
て
⼀
国
を
動

乱
す
る
事
折
に
好
き
時
に
あ
つ
く
⺠
屋
の
愁
ひ
を
発
し
商
⼯
の
歎
き
を
⽣
す
る
い
た
ま
し
い
哉
北
国
の

治
乱
そ
の
濫
觴
を
尋
ぬ
る
に
加
能
越
三
国
の
太
守
前
⽥
利
家
公
は
戦
功
他
に
越
て
抜
群
の
⾼
知
と
成
ら

せ
給
ひ
利
⻑
利
常
光
⾼
綱
紀
と
次
第
に
其
家
を
治
め
給
ひ
既
に
六
代
の
⼤
守
吉
徳
公
の
御
世
に
あ
た
り

て
⼤
槻
何
某
い
さ
ゝ
か
の
事
よ
り
⾼
禄
を
戴
き
そ
の
君
恩
を
忘
れ
て
却
つ
て
君
を
弑
し
た
て
ま
つ
る
侫

奸
邪
智
を
も
つ
て
吉
徳
公
の
⼼
に
か
な
ひ
御
愛
妾
お
貞
の
⽅
と
道
な
ら
さ
る
不
義
を
か
ま
へ
お
貞
殿
の

腹
に
出
⽣
あ
り
し
勢
之
助
殿
を
⼤
守
と
成
さ
し
め
る
に
は
加
能
越
の
三
国
を
⼰
が
ふ
と
こ
ろ
に
せ
ん
と

⼤
望
を
企
た
て
延
享
⼆
年
六
⽉
⼗
⼆
⽇
吉
徳
公
御
落
命
の
後
御
嫡
宗
⾠
公
へ
御
代
わ
た
り
し
を
ね
た
ま

し
く
思
ひ
此
君
を
謀
計
を
も
つ
て
同
四
年
⼋
⽉
に
毒
殺
し
奉
り
勢
之
助
殿
へ
御
代
を
継
せ
ん
と
お
も
ひ

の
外
お
き
く
の
⽅
の
腹
に
出
⽣
ま
し
〳
〵
た
る
⻲
次
郎
殿
へ
わ
た
り
重
澄
公
と
改
た
め
ら
れ
御
世
を
し

ら
せ
給
ふ
也
猶
害
し
奉
ら
ん
と
お
も
ひ
の
外
そ
の
⾝
の
積
悪
露
顕
に
為
候
終
に
⼀
命
を
刃
の
下
に
失
な

ふ
然
る
に
此
君
も
宝
暦
の
年
に
空
し
く
世
を
去
給
候
御
世
継
と
て
も
是
な
き
ゆ
へ
御
舎
弟
殿
を
猶
⼦
と

成
し
奉
り
重
請
公
と
改
た
め
奉
り
⼀
国
治
乱
す
と
い
へ
と
も
宝
暦
三
の
九
⽉
⿇
疹
の
為
に
御
落
命
に
て

こ
れ
も
御
公
達
も
御
座
な
き
ゆ
へ
御
末
弟
健
⼋
郎
殿
を
御
世
継
と
定
め
重
基
公
と
改
た
め
さ
せ
給
ひ
三

国
を
治
め
給
ひ
し
ゆ
へ
し
ば
ら
く
事
納
ま
り
し
に
此
重
基
公
に
定
む
へ
き
御
世
継
と
て
も
渡
ら
せ
給
は

さ
れ
は
御
末
弟
喜
六
郎
を
御
世
継
と
定
め
置
給
ひ
ぬ
此
喜
六
郎
と
の
と
申
す
は
智
仙
院
と
の
ゝ
御
腹
に

て
吉
徳
公
御
他
界
の
後
御
同
腹
の
御
舎
弟
⾼
丸
殿
諸
共
⼤
⾳
七
左
衛
⾨
殿
か
た
へ
下
り
居
給
ひ
⼤
⾳
喜

六
郎
と
号
し
給
ひ
弟
君
⾼
丸
と
の
は
越
中
の
国
勝
興
寺
へ
御
⼊
院
ま
し
〳
〵
御
髪
を
お
ろ
さ
せ
た
ま
ひ
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御
住
職
と
成
り
給
ひ
ぬ
然
る
に
此
喜
六
郎
と
の
を
御
養
⼦
と
成
り
給
ひ
御
⺟
智
仙
院
殿
も
ろ
と
も
別
殿

を
結
構
に
し
つ
ら
は
せ
移
し
置
給
ひ
し
と
こ
ろ
去
ぬ
る
明
和
四
年
の
五
⽉
は
か
ら
す
も
喜
六
郎
と
の
世

を
去
り
給
ひ
し
ゆ
へ
⼀
家
中
の
な
け
き
誠
に
盲
⼈
の
杖
を
う
し
な
ひ
し
ご
と
く
如
何
や
な
さ
ん
と
七
⼿

の
諸
将
胸
を
い
た
め
居
た
り
け
る
時
に
⼤
守
重
基
公
は
御
愛
⾂
⼭
崎
七
郎
太
夫
松
村
四
郎
兵
衛
か
悪
⾔

に
こ
ゝ
ろ
を
奪
は
れ
⽟
ひ
朝
⼣
の
政
事
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
酒
宴
遊
興
に
お
ほ
れ
⾊
欲
に
魂
し
ゐ
を
奪

は
れ
給
候
し
か
は
七
⼿
の
諸
将
弍
⼈
の
年
寄
お
の
〳
〵
御
諫
⾔
を
申
せ
と
も
却
て
御
い
か
り
強
く
酒
⾊

に
の
み
⼼
を
と
ろ
か
し
⽟
ひ
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
爰
に
⼤
⾳
弥
七
郎
と
⾔
へ
る
は
⼤
⾳
七
郎
左
衛
⾨

か
次
男
に
し
て
忠
⾂
第
⼀
の
若
⼠
な
り
け
る
か
先
達
て
卒
し
給
ひ
し
喜
六
郎
と
の
御
⺟
堂
智
仙
院
と
の

諸
と
も
⽗
七
郎
左
衛
⾨
か
た
へ
移
り
⽟
ひ
し
み
き
り
よ
り
君
⾂
の
親
し
み
ふ
か
く
厚
く
誠
忠
を
は
げ
み

喜
六
郎
と
の
へ
仕
へ
奉
り
し
に
天
運
に
叶
は
せ
給
ひ
重
基
公
の
御
猶
⼦
と
成
ら
せ
た
ま
ひ
し
か
は
い
よ

〳
〵
忠
誠
を
励
み
仕
へ
た
て
ま
つ
り
悦
ひ
に
悦
ひ
と
重
ね
し
と
こ
ろ
に
程
な
く
御
落
命
遊
ば
は
さ
れ
⼤

に
ち
か
ら
を
失
な
ひ
忙
然
と
し
て
喜
六
郎
殿
の
御
卒
去
の
其
も
と
を
望
ん
た
為
に
奇
な
る
も
の
に
頼
れ

し
や
ら
ん
政
尾
と
い
へ
る
も
の
ゝ
毒
殺
の
よ
し
⾵
聞
か
く
れ
あ
ら
さ
れ
は
⼤
に
世
を
う
ら
み
⽗
七
郎
左

衛
⾨
に
⾝
の
上
の
暇
を
乞
古
郷
を
振
り
す
て
は
る
〴
〵
と
上
⽅
に
登
り
洛
⻄
に
⾝
を
し
の
ひ
浮
世
を
も

か
へ
り
み
ず
嵯
峨
野
の
秋
を
た
の
し
み
⿓
安
寺
の
冬
の
景
⾊
を
な
か
み
て
只
世
を
あ
ち
き
な
く
思
ひ
閑

居
の
⾝
と
な
り
て
暫
ら
く
⼠
道
を
の
か
れ
て
花
に
は
た
よ
ら
ね
古
雪
⽉
に
こ
ゝ
ろ
を
う
つ
し
て
洛
⻄
の

辺
に
仮
に
住
け
る
と
な
り 

志
顕
は
す
と
こ
ろ
の
⾸
段
の
⼀
件
は
⼤
鵬
撰
延
享
夜
話
恢
の
⼩
史
燕
台
奇
⾔
等
に
詳
か
な
れ

は
爰
に
略
す 

  

⼤
⾳
⼊
道
北
野
社
へ
⽇
参
の
事 

 

并
天
満
宮
御
霊
夢
の
事 

か
く
て
⼤
⾳
弥
七
郎
は
本
国
を
退
そ
き
て
洛
⻄
に
⾝
を
忍
ひ
亡
君
の
御
菩
提
の
た
め
に
形
ち
を
か
へ
⾝

に
は
墨
の
⾐
を
ま
と
ひ
浮
世
の
ち
り
と
暮
ら
し
け
る
只
忙
然
た
る
時
し
も
よ
り
過
こ
し
か
た
の
事
を
お

も
ひ
つ
ゞ
け
て
幼
稚
の
時
よ
り
も
御
側
を
は
な
れ
奉
ら
さ
り
し
喜
六
郎
と
の
ゝ
御
事
を
お
も
ひ
出
し
て

御
落
命
の
し
き
を
能
々
思
慮
を
廻
ら
し
考
か
ふ
る
に
正
し
く
侫
奸
の
や
か
ら
が 

計
ら
ひ
に
て
弑
し
奉
り
し
も
の
な
ら
ん
と
⼼
付
し
か
は
古
郷
の
志
ぎ
を
如
何
成
り
⾏
し
や
ら
ん
聞
か
ま

ほ
し
く
便
宜
を
伺
ふ
と
こ
ろ
に
⽐
し
も
春
の
末
つ
か
た
古
郷
よ
り
の
順
礼
の
修
⾏
者
三
⼈
連
れ
に
て
嵯

峨
野
の
辺
を
さ
ま
よ
ひ
し
を
彼
弥
七
郎
⼊
道
な
つ
か
し
く
思
ひ
呼
ひ
か
け
て
⼼
さ
し
の
忌
⽇
に
当
り
し

ゆ
へ
⾒
苦
し
き
庵
な
れ
と
も
⼀
宿
を
い
た
さ
れ
よ
と
彼
三
⼈
を
伴
ひ
て
住
家
へ
帰
り
て
様
々
と
も
て
な

し
⼀
夜
を
明
さ
せ
古
郷
の
様
⼦
を
た
つ
ね
け
れ
は
彼
三
⼈
の
⾔
ふ
や
う
は
住
国
加
賀
の
⼤
守
は
御
近
⾂

⼭
崎
松
村
と
い
ふ
出
頭
の
両
⼠
⽇
夜
⼤
主
の
御
側
を
は
な
れ
す
乱
謀
を
す
ゝ
め
奉
れ
は
さ
し
も
御
仁
徳

に
ま
し
ま
せ
し
⼤
守
も
彼
両
⼈
か
詞
を
⽤
ひ
た
ま
ひ
政
法
を
猥
り
に
⾏
な
ひ
給
ひ
昼
夜
酒
⾊
に
こ
ゝ
ろ

を
写
さ
せ
給
ひ
歴
⼠
御
家
⽼
の
御
諫
⾔
も
⽤
ひ
ら
れ
す
不
義
の
放
埒
成
り
し
か
は
⼀
国
の
歎
き
⺠
家
の

か
な
し
み
哀
れ
⼀
国
の
み
た
れ
遠
か
る
ま
し
と
涙
を
流
し
語
り
け
れ
は
忠
誠
に
⼀
⼼
を
か
た
め
た
る
⼤

⾳
⼊
道
さ
て
こ
そ
と
思
ひ
こ
ゝ
ろ
の
中
に
は
お
の
れ
⼭
崎
松
村
の
両
⼠
を
切
刻
ん
て
呉
ん
す
と
⼤
に
怒

り
を
ふ
く
め
と
も
⾯
体
へ
は
其
い
ろ
を
少
し
も
顕
は
さ
す
⾊
〳
〵
と
も
て
な
し
て
飽
ま
で
も
古
郷
の
し

た
ら
を
尋
ね
け
る
に
重
基
公
の
御
放
埒
と
⾔
ひ
ま
た
定
ま
り
た
る
御
世
継
と
て
も
是
な
き
事
ゆ
へ
前
⽥

家
安
否
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く
眼
中
に
涙
を
催
ふ
し
古
郷
の
か
た
を
恨
め
し
け
に
打
守
り
彼
三
⼈
に
こ
ゝ
ろ

さ
し
の
布
施
物
と
い
ひ
て
⾊
々
と
お
く
り
け
れ
は
彼
三
⼈
は
⼤
に
よ
ろ
こ
ひ
誠
に
千
夜
よ
り
さ
ま
〳
〵

御
饗
応
の
う
へ
に
⼜
も
や
種
種
の
下
さ
れ
も
の
こ
と
わ
さ
に
寺
か
ら
⾥
な
り
と
押
い
た
ゝ
き
〳
〵
厚
く

⼀
礼
を
述
べ
て
彼
庵
を
ぞ
⽴
出
け
る
⼤
⾳
⼊
道
跡
を
⾒
送
り
て
袖
を
な
み
た
に
浸
し
ま
こ
と
や
⼀
⼈
た

ん
れ
い
な
れ
は
⼀
国
乱
を
お
こ
す
と
い
へ
る
本
⽂
今
此
時
に
当
れ
り
正
し
く
当
⼤
守
重
基
公
は
御
先
祖

利
家
公
よ
り
⼗
代
の
君
に
て
さ
し
も
御
仁
徳
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
を
⼭
崎
ご
と
き
の
侫
悪
の
⾂
に
こ
ゝ
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ろ
を
惑
は
さ
れ
⽟
ひ
猶
に
は
⼀
国
を
失
な
ひ
給
は
ん
事
覚
束
な
し
何
と
そ
御
本
⼼
に
⽴
か
へ
り
給
ひ
御

舎
弟
⾼
丸
公
を
御
還
俗
成
さ
し
め
奉
り
て
御
世
継
と
定
め
ら
れ
御
仁
徳
を
⾏
ひ
た
ま
ひ
加
能
越
の
三
国

太
平
を
う
た
ふ
べ
き
様
に
な
し
た
き
も
の
と
⾻
髄
に
忠
節
を
お
も
ひ
け
れ
と
も
⾏
程
は
る
か
に
へ
た
つ

と
い
ひ
⼜
今
は
釈
⾨
に
⼊
り
し
⾝
な
れ
は
如
何
と
も
す
へ
き
様
な
く
種
々
こ
ゝ
ろ
を
痛
め
け
る
に
急
度

こ
ゝ
ろ
付
け
る
は
誠
に
当
国
北
野
天
満
宮
は
前
⽥
家
の
御
先
祖
に
し
て
実
に
奇
瑞
あ
ら
た
な
る
御
神
に

て
ま
し
ま
せ
は
何
と
そ
御
社
前
に
歩
み
を
は
こ
ひ
前
⽥
家
の
⻑
久
国
⺠
の
治
平
を
ね
が
ふ
は
此
御
神
よ

り
外
な
し
と
お
も
ひ
け
る
よ
り
し
て
⽇
毎
に
北
野
の
社
頭
に
歩
み
を
な
し
国
家
の
太
平
前
⽥
家
の
武
運

⻑
久
の
祈
念
怠
り
な
く
丹
誠
を
こ
ら
し
雪
の
朝
⾬
の
⼣
部
も
い
と
ひ
な
く
此
御
神
に
詣
て
お
な
し
け
る

か
星
霜
か
さ
な
り
て
⼗
余
年
の
春
秋
を
お
く
り
⼀
⽇
の
懈
怠
も
な
く
参
籠
し
け
る
に
⽐
⽇
こ
ゝ
ろ
能
か

ら
さ
る
古
郷
の
取
沙
汰
如
何
な
り
⾏
し
事
や
ら
ん
そ
の
安
否
も
聞
ま
ほ
し
く
彼
社
前
へ
⾜
を
お
も
む
け

丹
誠
お
こ
た
り
も
な
く
⼀
七
⽇
通
夜
を
そ
い
た
し
け
る
に
既
に
満
す
る
七
⽇
の
夜
の
明
か
た
が
た
夢
と

も
な
く
現
と
も
な
く
⾐
冠
た
ゞ
し
き
御
神
あ
ら
は
れ
給
ひ
⼤
⾳
か
向
ふ
に
忽
然
と
⽴
せ
ら
れ
善
哉
⼤
⾳

な
ん
ぢ
が
忠
誠
か
ん
ず
る
に
余
り
あ
り
そ
も
〳
〵
本
国
を
⽴
退
し
そ
の
⽇
よ
り
⼀
⽇
安
堵
の
お
も
ひ
も

な
く
古
郷
の
太
平
を
い
の
る
の
節
義
我
は
則
ち
夢
神
の
仰
せ
を
う
け
て
仮
り
に
あ
ら
は
れ
出
し
な
り
そ

も
汝
か
本
国
を
退
そ
き
し
刻
よ
り
⼀
国
の
動
乱
⽌
こ
と
な
く
市
中
⺠
屋
の
と
も
か
ら
歎
き
に
な
け
き
を

重
ね
し
な
れ
と
も
今
⼀
⼈
の
忠
節
の
⾂
あ
つ
て
悪
情
を
し
り
そ
け
国
家
⻑
久
の
基
ひ
と
成
り
し
事
な
ん

ち
か
忠
節
に
め
て
ゝ
其
本
末
を
語
つ
て
聞
せ
ん
と
宣
ひ
し
か
は
⼤
⾳
⼊
道
は
夢
の
う
ち
に
有
難
さ
⾻
髄

に
て
つ
し
誠
に
夢
神
は
我
君
の
御
先
苗
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
か
ゝ
る
奇
瑞
の
御
霊
⾔
を
き
く
事
神
徳
の

い
ち
し
る
き
事
い
か
て
か
算
へ
申
へ
き
と
⼼
中
に
は
天
地
を
拝
し
よ
ろ
こ
ふ
事
か
き
り
な
し
斯
く
て
⾐

冠
の
神
体
は
席
を
あ
ら
た
め
ら
れ
て
北
加
の
治
乱
を
つ
ら
に
物
語
ら
せ
給
ふ
と
⾒
し
は
夢
か
現
か
幻
し

か
と
⼤
⾳
⼊
道
殿
⽿
を
そ
ば
だ
て
ら
れ
し
は
現
在
に
て
夢
に
て
は
無
か
り
し
と
思
ふ
も
や
は
り
夢
の
う

ち
に
て
あ
り
け
る
そ
と 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼀
終 

 

︵
第
⼆
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼆ 

 

⽬
録 

⼀
 

勝
興
寺
⾼
丸
公
御
危
難
の
事 

 
 
并
僧
了
観
御
⾝
に
替
り
即
死
の
事 

⼀
 
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼊
魂
の
事 

 
 
并
伴
⼋
⽮
⼤
守
へ
御
諫
⾔
の
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼆ 

 

勝
興
寺
⾼
丸
公
御
危
難
の
事 

 

并
僧
了
観
御
⾝
に
替
り
即
死
の
事 

功
成
り
名
と
け
て
⾝
退
そ
く
と
⾔
へ
る
本
⽂
は
そ
の
⾝
の
邪
ま
を
捨
る
の
□
に
し
て
⼤
⾳
か
次
男
弥
七

郎
本
国
を
退
散
致
せ
し
已
後
は
⼤
守
中
将
重
基
侫
⾂
の
奸
計
に
惑
は
さ
れ
た
ま
ひ
既
に
⼀
家
の
動
乱
を

儲
く
然
る
に
御
家
⽼
前
⽥
⼟
佐
守
は
往
昔
⼤
槻
の
⼀
乱
を
治
め
て
功
名
⼀
家
中
に
は
な
は
た
し
く
殊
に

喜
六
郎
と
の
不
慮
の
御
落
殺
の
已
後
家
中
の
諸
⼠
へ
も
こ
ゝ
ろ
を
置
兎
⾓
と
肝
⼼
を
い
た
め
け
る
に
程

な
く
御
⺟
堂
智
仙
院
殿
も
御
死
去
ま
し
ま
せ
し
事
な
れ
は
い
よ
〳
〵
⼼
半
を
な
や
ま
し
け
る
と
そ
聞
へ

し
時
に
越
中
の
国
射
⽔
郡
陸
奥
守
と
申
す
は
御
先
祖
⼩
松
の
利
常
卿
の
御
□
地
に
し
て
先
守
よ
り
寺
領

四
百
⽯
進
ぜ
ら
れ
三
百
五
⼗
有
余
の
末
寺
あ
り
て
⼤
派
の
霊
地
な
り
此
と
こ
ろ
の
御
住
職
と
な
ら
せ
居

た
ま
ふ
⾼
丸
と
の
と
申
す
は
智
仙
院
と
の
ゝ
御
腹
に
て
喜
六
郎
と
の
ゝ
御
実
弟
な
り
然
れ
と
も
い
ま
た

御
幼
稚
の
み
き
り
よ
り
辺
鄙
⾄
窮
の
御
住
居
な
れ
ば
御
⼼
を
慰
め
た
て
ま
つ
る
事
な
く
花
⽉
に
こ
ゝ
ろ
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を
賦
せ
ら
る
る
よ
り
他
義
と
て
も
な
く
平
⽇
御
側
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
る
侍
に
は
中
村
⽵
堂
野
良
要
⼈

僧
了
観
等
よ
り
外
は
な
し
此
⽵
堂
と
い
へ
る
は
元
加
州
に
て
御
⾺
廻
り
組
に
し
て
中
村
太
郎
兵
衛
と
い

ひ
し
が
隠
居
已
後
⽵
堂
と
変
名
し
殊
に
和
漢
奇
⾔
う
と
か
ら
す
秀
才
に
し
て
⼒
量
す
く
れ
軍
学
に
は
上

達
し
名
誉
の
⼈
物
な
り
い
ま
だ
太
郎
兵
衛
に
て
あ
り
し
と
き
盗
賊
⼋
九
⼈
も
抜
⾝
に
て
彼
が
宅
へ
込
み

⼊
り
し
を
只
⼀
⼈
に
て
四
⼈
を
く
み
伏
せ
⼜
壱
⼈
に
は
⼿
を
負
せ
し
か
は
こ
と
〳
〵
く
乱
散
せ
し
事
あ

り
か
ゝ
る
剛
勇
の
⼠
に
し
て
篤
実
の
も
の
な
れ
は
七
⼿
の
年
寄
中
の
御
⽬
か
ね
を
も
つ
て
⾼
丸
公
守
護

の
た
め
附
か
れ
し
か
は
い
よ
〳
〵
忠
勤
お
こ
た
り
な
く
万
端
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
て
御
側
を
離
れ
す
伺
公
い

た
し
け
る
或
⽇
⾼
丸
公
中
村
野
良
了
観
三
⼈
の
も
の
を
召
倶
さ
れ
是
余
は
あ
ま
た
の
附
々
に
館
船
に
召

さ
れ
遊
興
を
催
ふ
さ
れ
盃
を
ひ
ら
き
海
底
を
詠
て
殊
更
酒
興
に
⼊
ら
せ
給
ひ
詩
歌
を
吟
し
ら
れ
ざ
ゝ
め

き
給
ふ
に
ぞ
時
う
つ
り
既
に
⻄
⼭
に
⽇
も
傾
ふ
く
の
⽐
し
も
向
ふ
の
⼭
合
よ
り
鉄
炮
⼀
声
は
た
と
響
き

し
に
⼤
国
を
知
ろ
し
召
し
給
ふ
の
御
せ
い
う
ん
や
強
か
り
け
ん
打
こ
せ
し
鉄
炮
御
背
中
を
す
き
て
御
う

し
ろ
に
居
た
り
け
る
了
観
僧
が
胸
板
を
そ
打
抜
き
け
る
は
か
ら
ざ
る
に
了
観
は
君
の
た
め
に
⼀
命
を
果

し
て
忠
死
を
成
し
け
る
そ
む
ざ
ん
の
次
第
な
り
い
つ
れ
も
何
事
や
ら
ん
と
周
章
て
騒
き
け
る
に
⽵
堂
は

こ
ゝ
ろ
利
た
る
勇
⼠
な
れ
ば
船
の
敷
板
を
引
お
こ
し
⾼
丸
公
を
⼊
れ
奉
ら
せ
灯
⽕
を
⼀
度
に
吹
消
し
四

⽅
に
幕
を
打
せ
て
御
寺
を
さ
し
て
急
が
せ
其
⾝
は
⼩
船
に
⾶
の
り
鉄
炮
を
う
ち
越
せ
し
⼭
陰
を
⽬
が
け

提
灯
数
万
を
灯
さ
せ
草
⽊
を
踏
み
分
け
尋
ね
も
と
こ
と
い
へ
ど
も
眼
に
さ
へ
ぎ
る
も
の
と
て
も
な
く
詮

か
た
尽
帰
館
を
成
し
て
寺
中
の
侍
あ
ま
た
下
男
に
提
灯
松
明
を
と
も
さ
せ
⼭
林
に
分
け
⼊
り
国
府
は
申

す
に
及
ば
す
猟
家
姓
家
に
⼊
て
さ
か
し
求
む
と
い
へ
ど
も
⼿
掛
り
と
て
も
な
く
む
な
し
く
其
夜
を
明
わ

た
り
け
れ
は
急
き
野
良
要
⼈
を
と
つ
て
此
お
も
む
き
を
⾦
沢
表
へ
注
進
に
お
よ
ふ
是
に
よ
つ
て
前
⽥
⼟

佐
守
⼤
に
お
と
ろ
き
い
そ
き
⽮
部
孫
三
郎
を
召
よ
せ
近
く
ま
ね
き
て
申
さ
れ
け
る
は
貴
殿
事
か
ね
て
⾒

受
候
と
こ
ろ
勤
仕
に
わ
た
く
し
な
く
殊
に
武
術
に
も
達
し
ら
れ
候
へ
は
此
た
び
新
た
に
申
付
る
役
義
是

な
る
な
り
其
⼦
細
は
今
か
国
府
よ
り
真
斯
〳
〵
の
使
者
当
来
い
た
せ
し
な
り
先
達
⽽
御
養
君
喜
六
郎
と

の
は
か
ら
す
も
御
卒
去
な
さ
れ
候
て
⼀
家
中
ち
か
ら
を
落
し
罷
あ
る
所
に
⼜
今
哉
⾼
丸
公
の
御
⾝
の
う

へ
に
凶
事
等
も
こ
れ
有
と
き
は
前
⽥
家
の
⾎
脈
の
切
れ
給
は
ん
こ
と
痛
は
し
き
次
第
な
り
夫
に
つ
き
貴

殿
は
只
今
よ
り
国
府
へ
在
越
へ
中
む
ら
⽵
堂
と
こ
ゝ
ろ
を
合
せ
て
か
た
く
⾼
丸
公
の
守
護
せ
ら
る
へ
し

と
申
渡
さ
れ
け
れ
は
孫
三
郎
は
兼
て
の
忠
節
此
時
に
あ
ら
は
れ
⼤
や
く
仰
付
ら
る
ゝ
事
⾯
⽬
こ
れ
に
過

ず
と
有
が
た
く
御
請
と
申
せ
し
か
ば
則
わ
ち
野
良
要
⼈
此
お
も
む
き
を
申
聞
か
せ
同
道
に
て
国
府
へ
ぞ

お
も
む
き
け
る
是
に
よ
つ
て
中
村
⽵
堂
⼤
に
ち
か
ら
を
得
て
夫
よ
り
互
ひ
に
⼼
を
合
は
せ
⼭
林
幽
⾕
か

け
め
ぐ
り
彼
鉄
炮
の
出
所
く
せ
も
の
ゝ
有
所
を
た
づ
ね
も
と
め
け
る
に
⼭
⾕
の
⽔
辺
に
怪
し
き
⼀
通
落

ち
り
あ
り
し
を
拾
ひ
⽵
堂
⼤
に
よ
ろ
こ
ひ
彼
⼀
書
を
ひ
ら
き
⾒
る
に 

急
書
を
も
つ
て
申
⼊
候
先
達
⽽
は
御
契
約
の
通
り
⾸
尾
よ
く
御
調
の
へ
成
さ
れ
候
へ
ば
貴
公

御
忠
勤
の
ほ
ど
を
申
あ
け
知
⾏
は
望
み
の
通
り
さ
し
遣
は
ざ
る
は
さ
る
べ
き
あ
い
だ
随
ぶ
ん

油
断
な
く
急
々
⼤
望
御
成
就
成
さ
る
べ
く
候
頓
⾸ 

 

三
⽉
四
⽇ 

⾚
松
幸
之
進 

 
 

⿂
名
殿
へ 

と
あ
れ
は
⽵
堂
は
押
い
た
ゝ
き
是
屈
竟
の
⼿
か
ゝ
り
な
り
と
堅
く
懐
中
し
て
夫
よ
り
⽮
部
野
良
に
向
ひ

そ
れ
か
し
今
⽇
真
斯
々
の
⼿
か
ゝ
り
も
得
た
れ
は
時
⽇
を
う
つ
さ
す
曲
も
の
を
詮
義
仕
り
た
く
候
故
し

は
ら
く
暇
を
下
さ
る
へ
し
⼜
⾼
丸
公
の
御
⾝
の
う
へ
は
御
両
所
へ
御
た
の
み
申
す
間
随
ふ
ん
と
油
断
な

く
⼤
切
に
御
守
護
成
れ
下
さ
る
べ
し
と
申
せ
し
か
は
⽮
部
野
良
の
両
⼈
も
⽵
堂
が
忠
節
を
感
⼼
し
⾼
丸

公
の
御
⾝
の
う
へ
は
我
々
両
⼈
か
た
く
守
護
を
つ
か
ま
つ
り
申
す
べ
き
あ
い
だ
少
し
も
御
⼼
無
る
べ
か

ら
ず
⼀
刻
も
は
や
く
そ
の
曲
者
を
詮
義
い
た
さ
れ
侫
奸
の
や
か
ら
の
根
を
と
り
て
⼀
国
の
治
平
を
御
肝

要
に
作
と
申
せ
は
⽵
堂
は
⼤
に
勇
み
か
ゝ
る
証
跡
有
ゆ
へ
に
彼
曲
も
の
を
詮
義
仕
出
し
⾼
丸
公
の
御

こ
ゝ
ろ
を
安
か
ら
し
む
べ
し
と
両
⼈
に
主
君
の
⾝
の
う
へ
を
た
の
み
置
き
国
府
を
⽴
い
て
ゝ
何
国
と
も

な
く
成
り
⾏
け
る
と
な
り 
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⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼊
魂
の
事 

 

并
伴
⼋
⽮
⼤
守
へ
御
諫
⾔
の
事 

然
る
に
中
将
重
基
公
は
関
東
に
御
座
あ
つ
て
近
⾂
⼭
崎
が
す
ゝ
め
に
よ
つ
て
数
多
の
⼥
中
を
あ
つ
め
平

⽇
酒
宴
遊
興
に
⻑
じ
給
へ
は
七
⼿
の
歴
々
横
⼭
⼤
和
守
さ
ま
〳
〵
に
御
意
⾒
申
と
い
へ
ど
も
少
し
も
御

⽤
ひ
な
く
其
う
へ
御
帰
国
と
て
も
な
く
我
ま
ゝ
第
⼀
の
御
振
舞
ひ
家
⽼
の
衆
中
御
帰
国
是
あ
る
べ
き
の

む
ね
御
異
⾒
申
せ
ば
た
ま
〳
〵
に
御
帰
国
成
さ
れ
ど
も
纔
に
⼆
⼗
⽇
あ
ま
り
の
御
在
国
に
て
⼜
々
江
⼾

お
も
て
へ
⽴
越
ら
れ
⽇
夜
の
遊
興
⼀
家
中
も
⼿
に
汗
を
に
ぎ
る
は
が
り
な
り
爰
に
近
⾂
⼭
崎
七
郎
兵
衛

と
い
へ
る
は
幼
稚
の
み
ぎ
り
よ
り
秀
才
に
し
て
万
端
弁
⾆
を
と
つ
て
⼈
を
な
つ
け
⽴
⾝
⽇
に
ま
し
て
既

に
明
和
四
の
年
四
百
⽯
の
御
加
恩
を
蒙
む
り
千
⼆
百
⽯
の
⾝
分
と
な
り
そ
の
勢
ひ
家
⽼
職
を
こ
へ
侫
悪

の
輩
は
是
に
こ
ひ
へ
つ
ら
ひ
て
其
名
を
前
⽥
家
に
発
し
け
る
然
る
に
其
こ
ろ
同
家
中
湯
原
藤
右
衛
⾨
と

云
へ
る
も
博
学
秀
才
に
し
て
折
ふ
し
⼭
崎
に
会
合
せ
し
が
何
⾓
咄
合
に
互
ひ
に
秀
達
の
し
れ
も
の
成
れ

は
万
端
咄
の
む
ま
合
ひ
て
折
に
ふ
れ
時
に
応
し
て
度
々
の
会
合
な
し
け
る
に
彼
⼭
崎
に
は
三
⼈
の
⼦
供

あ
り
て
惣
領
次
男
三
番
⽬
は
む
ず
め
に
て
い
す
れ
も
器
量
す
く
れ
た
る
若
者
成
し
が
⼜
湯
原
藤
右
衛
⾨

は
⼀
⼈
の
む
す
め
を
持
し
か
是
も
⼈
並
み
に
こ
へ
て
艶
顔
成
り
け
れ
共
い
ま
た
定
ま
る
婿
と
て
も
是
な

く
幸
は
ひ
⼭
崎
の
次
男
和
五
郎
こ
そ
く
つ
竟
の
若
も
の
な
れ
は
何
と
そ
貰
ひ
う
け
家
督
相
続
い
た
さ
せ

度
と
お
も
ひ
し
か
は
或
夜
⼭
崎
か
た
へ
⾏
て
此
こ
と
を
物
か
た
り
申
請
度
た
ん
を
⾔
ひ
⼊
れ
し
は
七
郎

太
夫
も
兼
て
⼊
魂
の
湯
原
が
こ
と
殊
に
次
男
の
こ
と
と
な
れ
は
遣
は
す
へ
き
む
ね
を
返
答
な
し
早
速
領

承
し
け
れ
は
湯
原
藤
右
衛
⾨
⼤
に
よ
ろ
こ
ひ
夫
よ
り
吉
⽇
良
⾠
を
え
ら
み
て
ま
ひ
り
婚
姻
を
取
む
す
ひ

和
五
郎
を
湯
原
の
養
⼦
と
成
し
い
よ
〳
〵
⼊
魂
の
ち
な
み
を
そ
成
し
に
け
る
時
に
其
こ
ろ
の
御
⽼
中
松

平
周
防
守
殿
加
州
家
に
於
て
当
時
出
頭
の
⼭
崎
を
ま
ね
き
何
⾓
内
々
密
談
数
刻
に
お
よ
ひ
け
る
⼭
崎
は

委
細
に
承
知
し
い
そ
き
⽴
か
へ
り
て
⼊
魂
の
湯
原
に
次
第
を
私
語
き
け
れ
は
湯
原
も
同
意
し
て
暫
く
と

き
を
移
し
け
る
か
く
て
⼭
さ
き
は
重
基
公
御
前
へ
ま
か
り
出
辺
り
の
く
ら
を
遠
さ
け
て
何
⾓
内
談
数
刻

に
及
ひ
け
る
と
な
り 

此
⼀
件
燕
台
奇
⾔
に
く
わ
し
け
れ
は
此
と
こ
ろ
に
略
す
な
り
⼭
崎
⽒
計
ら
ひ
万
端
に
侫
悪
の

次
第
多
け
れ
ば
事
繁
き
ゆ
へ
此
所
に
り
や
く
す 

 

然
る
に
⼤
守
重
基
公
そ
の
砌
り
御
登
城
な
さ
れ
て
御
下
城
御
延
⾨
い
た
せ
し
ゆ
へ
加
州
⼀
家
中
い
か
ゝ

致
せ
し
こ
と
な
ら
ん
と
安
堵
な
ら
さ
る
と
こ
ろ
に
程
な
く
御
下
城
あ
そ
ば
さ
れ
⼀
家
中
の
諸
⼠
残
ら
す

間
に
召
出
さ
れ
⼤
守
仰
出
さ
る
ゝ
は
此
た
び
尾
州
公
の
御
媒
介
に
て
御
当
家
の
御
連
枝
を
養
⼦
下
さ
れ

ん
と
の
上
意
成
り
し
ゆ
へ
な
り
か
た
く
御
請
申
上
し
な
り
何
れ
も
此
む
ね
⼼
得
へ
し
と
申
渡
さ
れ
け
れ

は
⼀
家
中
の
諸
⼠
先
⽐
御
世
継
喜
六
郎
と
の
計
ら
さ
る
御
卒
去
に
よ
つ
て
皆
々
愁
傷
を
か
さ
ね
し
所
に

御
養
君
定
ま
り
し
こ
と
恐
悦
⾄
極
な
り
と
万
歳
を
と
な
へ
け
る
に
近
⼠
伴
⼋
⽮
進
出
て
申
け
る
は
存
し

な
ら
さ
る
⼀
件
を
う
け
⽟
は
り
し
も
の
な
り
正
し
く
当
家
後
正
統
の
御
世
継
ま
し
ま
す
に
御
養
君
の
上

意
御
請
成
さ
れ
し
事
何
と
も
其
意
得
不
分
さ
る
也
此
⼀
義
は
ま
づ
御
国
七
⼿
の
衆
中
そ
の
御
当
所
御
家

⽼
中
と
も
御
談
合
の
う
へ
御
返
答
あ
る
へ
き
筈
の
と
こ
ろ
な
り
察
す
る
所
に
こ
れ
は
御
側
に
出
頭
す
る

侫
⾂
等
か
ね
て
内
談
を
か
ま
へ
御
先
祖
利
家
公
よ
り
数
代
⾎
脈
の
た
へ
さ
る
御
家
を
は
か
ら
す
も
御
当

家
へ
奪
は
れ
た
ま
は
ん
事
⼝
惜
し
き
次
第
な
り
と
遠
慮
も
な
く
そ
⾔
上
い
た
し
け
る
傍
ら
に
伺
公
せ
し

⼭
崎
七
郎
太
夫
⼀
々
⾝
に
お
ぼ
へ
あ
る
次
第
な
れ
と
も
其
こ
と
を
あ
ら
が
へ
は
か
へ
つ
て
⾝
の
罪
を
顕

は
す
の
道
理
と
⾯
⾊
を
変
ぜ
す
い
き
を
つ
め
て
居
た
り
け
り
⼤
守
重
基
公
は
⼤
に
御
顔
⾊
を
転
じ
給
ひ

⼋
⽮
が
⼀
⾔
過
⾔
の
は
な
は
だ
し
き
事
重
ね
て
詞
を
出
す
に
お
い
て
は
⼒
を
握
す
へ
し
と
⼤
に
ご
⽴
腹

ま
し
〳
〵
け
れ
ど
も
⼋
⽮
は
猶
も
こ
と
は
を
正
し
利
を
つ
く
し
事
を
わ
け
て
さ
ま
〳
〵
御
諫
⾔
申
⼊
る

れ
と
却
つ
て
御
怒
り
つ
よ
く
御
⽬
通
り
か
な
は
ざ
る
む
ね
仰
付
ら
れ
御
前
を
は
追
ひ
退
ぞ
け
ら
れ
け
る

誠
に
忠
⾂
⾝
中
に
は
い
し
た
る
伴
⼋
⽮
も
御
主
君
の
御
怒
声
ち
か
ら
及
は
す
す
ご
〳
〵
御
前
を
退
散
い
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た
し
け
る
斯
て
の
こ
り
の
諸
家
中
⼭
崎
七
郎
太
夫
を
始
め
⼀
同
に
詞
を
そ
ろ
へ
既
に
御
養
君
定
ま
り
し

事
前
⽥
家
の
繁
昌
⼀
家
中
の
悦
び
此
う
へ
や
有
へ
き
と
御
前
に
酒
を
す
ゝ
め
奉
り
皆
々
打
こ
ん
じ
て

ざ
ゝ
め
き
の
声
を
た
て
ゝ
万
歳
颯
々
と
謡
ひ
数
刻
の
酒
宴
に
及
ひ
け
る
と
な
り 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼆
終 

 

︵
第
三
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
三 

  

⽬
録 

⼀
 
七
⼿
諸
社
各
対
談
之
事 

 
 
并
前
⽥
⼟
佐
守
関
東
発
向
の
事 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
不
破
彦
三
郎
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
⾦
沢
⼀
家
中
評
義
⼀
乱
之
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
三 

 

七
⼿
の
諸
社
各
対
談
の
事 

 

并
前
⽥
⼟
佐
守
関
東
発
向
之
事 

伴
⼋
⽮
太
守
重
基
へ
忠
誠
を
も
つ
て
御
諫
⾔
申
と
い
へ
と
も
却
つ
て
侫
悪
の
と
も
が
ら
か
⽀
へ
を
も
つ

て
御
前
を
遠
ざ
け
ら
れ
す
ご
〳
〵
住
家
へ
た
ち
か
へ
り
つ
く
〴
〵
と
思
ひ
廻
す
に
重
基
公
御
思
考
を
も

め
ぐ
ら
せ
ら
れ
ず
御
養
君
の
⼀
義
御
受
成
さ
れ
し
事
御
当
家
の
御
理
運
に
し
て
前
⽥
家
の
⼀
⼤
事
と
そ

成
ぬ
此
侭
に
は
捨
置
が
た
し
と
密
に
⾶
脚
を
仕
⽴
此
趣
を
具
さ
に
認
め
本
国
前
⽥
⼟
佐
守
⽅
へ
そ
告
知

ら
せ
け
る
然
る
に
本
国
□
前
⽥
⼟
佐
守
此
⾶
脚
不
⽇
に
参
着
し
て
早
速
⼋
⽮
⽅
よ
り
の
書
簡
を
ひ
ら
き

⼀
々
読
終
り
⼤
ひ
に
仰
天
し
い
そ
き
七
⼿
の
衆
中
⼆
⼈
の
年
よ
り
衆
へ
使
ひ
を
⽴
て
唯
今
東
武
伴
⼋
⽮

⽅
よ
り
過
急
の
密
書
到
来
致
せ
し
也
夫
に
付
各
〳
〵
に
対
談
致
度
事
有
べ
し
と
申
遣
わ
さ
れ
け
る
に
よ

つ
て
召
集
る
⼈
々
に
は
本
⽥
安
房
横
⼭
図
書
前
⽥
主
膳
同
修
理
村
井
⼤
学
奥
村
内
記
⽟
井
市
正
⻑
九
郎

右
衛
⾨
奥
村
左
源
太
本
⽥
外
記
前
⽥
⼤
部
等
な
り
を
の
〳
〵
席
を
つ
ら
ね
て
出
城
あ
る
時
に
前
⽥
⼟
佐

守
⼈
々
に
向
ひ
申
さ
れ
け
る
只
今
関
東
よ
り
⽕
急
の
⾶
脚
到
来
い
た
せ
し
事
甚
だ
の
⼤
事
な
り
此
義
に

付
皆
々
に
御
相
談
仕
つ
ら
ん
と
そ
ん
し
召
あ
つ
め
候
な
り
其
⼦
細
は
つ
ふ
さ
に
伴
⽒
よ
り
申
来
れ
る
也

先
達
⽽
喜
六
郎
殿
御
卒
去
の
後
早
速
⾼
丸
公
に
御
還
俗
を
勤
め
奉
り
御
正
統
を
も
つ
て
御
家
を
御
世
継

と
定
め
ら
る
べ
き
の
と
こ
ろ
其
事
遅
滞
に
つ
き
此
度
将
軍
家
よ
り
の
御
差
図
に
は
前
⽥
家
に
は
未
定
ま

る
世
継
と
て
も
是
な
く
ゆ
へ
御
連
枝
の
内
を
御
養
⼦
に
下
さ
る
へ
き
の
旨
仰
出
さ
給
し
事
も
つ
と
も
前

⽥
家
を
御
⼤
切
に
思
召
る
ゝ
に
似
た
り
と
い
へ
と
も
是
則
ち
前
⽥
家
の
か
き
ん
な
り
然
る
に
当
太
守
重

基
公
我
〳
〵
に
も
⼀
往
の
御
内
談
も
無
之
御
請
あ
そ
ば
さ
れ
し
事
は
察
す
る
に
御
側
に
出
頭
を
致
す
輩

侫
悪
を
か
ま
へ
太
守
へ
御
う
け
遊
は
さ
る
る
の
旨
を
す
ゝ
め
奉
る
と
覚
へ
た
り
此
義
成
就
い
た
す
に
於

て
は
是
ま
て
正
統
を
た
や
さ
ず
相
続
い
た
し
奉
り
し
前
⽥
家
将
軍
家
に
も
せ
よ
他
家
よ
り
御
養
⼦
を
な

し
た
て
ま
つ
る
事
御
先
祖
へ
対
し
申
訳
も
是
な
き
⽀
義
な
り
皆
〳
〵
い
か
ゝ
思
さ
る
ゝ
哉
と
⾼
ら
か
に

申
さ
れ
け
れ
は
皆
々
額
を
集
め
同
⾳
に
⼟
佐
守
殿
の
御
評
義
⼀
々
御
も
ろ
と
も
な
る
御
事
な
り
数
代
御

⾎
脈
を
も
つ
て
御
家
督
な
し
給
ひ
し
に
此
度
他
家
よ
り
御
養
⼦
を
な
し
た
て
ま
つ
る
事
甚
た
以
て
か
き

ん
の
次
第
な
り
如
何
い
た
す
へ
き
な
と
返
答
に
お
よ
ふ
時
に
⼟
佐
守
申
さ
る
る
は
⼀
件
重
基
公
御
う
け

給
は
さ
れ
し
事
な
れ
は
今
更
変
易
つ
か
ま
つ
る
も
如
何
し
け
れ
共
御
先
祖
へ
対
し
申
訳
も
是
な
き
次
第

な
れ
は
そ
れ
か
し
不
⽇
に
関
東
へ
⽴
越
へ
当
時
忠
⾂
第
⼀
の
伴
⽒
と
こ
ゝ
ろ
を
合
せ
太
守
重
基
公
へ
御

異
⾒
を
加
へ
た
て
ま
つ
り
御
舎
弟
⾼
丸
公
へ
御
還
俗
を
す
ゝ
め
た
て
ま
つ
り
御
養
君
に
定
め
御
家
⼤
守

に
お
さ
め
奉
ら
ん
若
ま
た
此
事
成
就
仕
ら
は
そ
れ
か
し
⼀
命
に
お
よ
ぶ
へ
し
と
談
し
ら
れ
け
る
に
皆
々
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此
義
尤
と
同
意
い
た
し
何
れ
も
同
⾳
に
て
貴
殿
⽼
体
の
御
⼼
労
と
は
申
な
か
ら
何
と
そ
関
東
へ
⽴
越
宜

し
く
御
計
ら
ひ
下
さ
れ
か
し
と
申
さ
る
れ
は
⼟
佐
守
委
細
承
知
し
只
今
も
申
す
こ
と
く
⼀
命
に
か
へ
て

⾼
丸
公
の
御
還
俗
御
家
督
を
願
ふ
御
義
な
れ
は
若
⼀
命
に
お
よ
ふ
時
は
⼜
々
皆
の
う
ち
何
れ
な
り
共
関

東
へ
下
向
し
継
か
ん
ま
て
も
⾼
丸
公
へ
御
相
続
の
事
を
願
は
る
へ
し
と
有
け
れ
は
村
井
⼤
学
す
ゝ
み
出

て
申
さ
れ
け
る
は
若
亦
貴
殿
そ
の
事
を
空
し
く
し
て
御
切
腹
に
も
及
ひ
な
ば
⼜
そ
れ
か
し
も
⼀
命
に
か

へ
勝
興
寺
ど
の
を
御
世
継
に
い
た
す
へ
し
と
詞
す
る
ど
に
申
さ
れ
け
れ
は
列
座
の
⼈
々
皆
〳
〵
⼀
同
に

荷
担
し
て
お
も
ひ
〳
〵
に
誓
⾔
を
⽴
て
申
さ
る
れ
は
⼟
佐
守
は
い
さ
み
を
な
し
て
斯
る
時
節
の
事
に
な

れ
は
不
意
を
伺
か
ひ
怒
事
を
い
た
さ
ん
事
も
計
り
か
た
け
れ
は
何
れ
も
勝
興
寺
殿
に
こ
ゝ
ろ
を
付
て
御

守
護
い
た
さ
る
へ
し
兼
て
剛
勇
誠
忠
の
⽮
部
⽒
を
つ
け
置
た
れ
ば
⼀
勇
円
才
の
中
村
⽵
堂
い
つ
そ
や
の

騒
動
よ
り
く
せ
も
の
詮
義
の
為
に
御
前
を
退
散
し
て
市
忠
に
徘
徊
と
を
い
た
す
よ
し
に
す
れ
は
猶
も
つ

て
御
⼤
事
な
れ
は
お
の
〳
〵
ぬ
か
り
⽟
ふ
べ
か
ら
す
と
⼼
を
つ
け
て
万
端
製
し
頼
み
置
取
も
の
も
と
り

あ
へ
す
関
東
さ
し
て
い
そ
き
け
る 

此
⼀
件
御
当
家
の
御
怠
命
に
て
御
養
⼦
に
下
さ
れ
ん
と
あ
る
は
宰
相
宗
尹
公
の
御
次
男
に
し

て
加
州
家
御
異
変
の
後
⿊
⽥
家
へ
御
怠
命
く
た
り
則
ち
⿊
⽥
筑
前
守
継
⾼
殿
の
御
養
⼦
と
な

ら
せ
⽟
ひ
治
之
公
と
改
め
ら
れ
修
理
太
夫
重
政
の
娘
を
室
と
し
て
福
岡
の
⼤
城
を
お
さ
め
給

ふ
と
な
り
此
君
隼
之
助
殿
と
申
せ
し
砌
は
り
の
事
談
⿊
⽥
家
の
始
末
等
は
追
て
集
達
す
る
明

安
奇
述
等
に
く
わ
し
く
あ
ら
は
し
て
此
と
こ
ろ
に
是
を
略
す 

 

然
る
に
関
東
お
も
て
に
は
本
国
へ
先
達
⽽
相
知
れ
し
事
と
は
露
ほ
ど
も
御
存
し
な
く
既
に
事
⼤
半
と
ゝ

の
ひ
て
後
其
事
を
具
に
し
た
ゝ
め
本
国
⾦
沢
の
七
⼿
衆
中
へ
と
送
ら
れ
け
る
⼜
伴
⼋
⽮
内
々
急
状
を
つ

け
て
此
書
簡
到
着
な
さ
ば
早
速
い
づ
れ
ぞ
御
下
向
あ
る
べ
し
其
み
き
り
は
⼼
を
合
せ
て
御
側
に
出
頭
の

⾯
々
⼀
々
詮
義
を
と
げ
て
た
や
す
く
治
平
の
⿃
の
⾳
を
う
た
は
せ
ん
と
⻭
か
み
を
な
し
て
そ
待
更
け
る

且
⼭
ざ
き
は
は
し
め
よ
り
伴
の
⼋
⽮
等
近
側
に
あ
つ
て
は
⼤
望
の
さ
ま
た
け
と
そ
ん
し
つ
き
し
か
ば
此

度
の
御
諫
⾔
を
幸
は
ひ
に
内
々
太
守
に
讒
奏
を
致
し
け
る
と
か
や 

 

前
⽥
⼟
佐
守
不
破
彦
三
郎
に
対
⾯
之
事 

 

并
⾦
沢
⼀
家
中
評
義
⼀
乱
之
事 

か
く
て
前
⽥
⼟
佐
守
は
⽼
体
の
⼼
労
を
い
と
わ
ず
不
⽇
に
関
東
御
屋
敷
に
急
着
し
何
こ
ゝ
ろ
な
く
⼤
守

重
も
と
公
の
御
機
嫌
を
う
か
ゝ
ひ
退
出
し
て
後
ひ
そ
か
に
伴
⼋
⽮
か
宅
に
い
た
り
互
ひ
に
無
事
を
告
て

夫
よ
り
⼋
⽮
は
さ
つ
そ
く
に
⼟
佐
守
が
参
着
を
よ
ろ
こ
ひ
⼀
前
し
じ
う
の
様
⼦
こ
と
〴
〵
く
具
さ
に
語

り
し
か
ば
⼟
佐
守
委
細
聞
と
ゞ
け
し
は
ら
く
熟
然
と
し
て
居
ら
れ
し
か
思
案
を
な
し
夫
よ
り
不
破
彦
三

郎
の
屋
敷
へ
⽴
⼊
り
け
れ
は
不
破
も
お
も
ひ
が
け
な
き
⼟
佐
守
の
参
着
い
ぶ
か
し
く
お
も
ひ
な
か
ら
左

あ
ら
ぬ
体
に
て
道
中
無
事
の
下
向
を
し
ゆ
く
し
そ
れ
よ
り
此
た
ひ
将
軍
家
よ
り
御
養
君
御
怠
命
の
趣
む

き
是
あ
り
太
守
に
も
御
満
悦
と
遊
は
さ
れ
則
ち
御
請
の
御
始
儀
等
も
相
と
ゝ
の
ひ
御
⽼
中
が
た
御
礼
の

順
⾏
も
相
済
み
本
国
へ
も
御
披
露
の
為
⼀
昨
⽇
は
真
⽥
治
三
郎
を
早
打
と
し
て
差
つ
か
は
せ
し
由
述
れ

は
⼟
佐
守
⽼
⾯
に
い
か
り
の
⾊
を
あ
ら
は
し
⼀
⾔
の
返
答
も
な
く
不
破
が
宅
を
退
ぞ
き
直
に
太
守
重
基

公
の
御
前
へ
ま
か
り
出
彦
三
郎
が
申
せ
し
⼀
儀
を
こ
と
〴
〵
く
太
守
に
御
尋
申
あ
け
候
に
重
基
公
⼀
々

其
⽅
か
申
す
こ
と
く
に
相
違
な
し
共
々
に
満
悦
に
お
も
わ
る
へ
し
と
仰
せ
に
⼟
佐
守
居
た
け
⾼
に
な
り

然
ら
は
万
端
御
怠
命
の
お
も
む
き
御
請
遊
は
さ
れ
し
義
は
い
か
な
る
も
の
と
御
内
談
を
遊
は
さ
れ
し
也

と
尋
ね
け
れ
は
重
基
公
仰
せ
に
は
た
れ
に
内
談
い
た
せ
し
と
い
ふ
事
も
な
く
御
三
家
の
御
媒
を
も
つ
て

の
御
怠
命
な
れ
は
辞
す
る
に
黙
し
難
く
早
速
に
御
う
け
取
申
を
し
な
り
と
仰
せ
に
⼟
佐
守
御
側
ち
か
く

摺
よ
り
て
こ
は
君
の
仰
せ
と
も
覚
へ
ざ
る
事
か
な
た
と
へ
御
怠
命
に
も
せ
よ
⼀
先
国
え
へ
も
⼀
往
の
御

内
談
も
是
な
く
君
⼀
⼈
の
御
了
簡
に
て
御
う
け
遊
は
さ
れ
し
義
何
と
も
こ
ゝ
ろ
へ
さ
る
次
第
且
殊
に
御

家
の
⼀
⼤
事
な
れ
ば
猶
も
つ
て
御
尋
ね
も
有
へ
き
筈
な
り
是
に
は
ま
へ
か
た
よ
り
御
請
の
事
を
勧
め
奉

り
し
も
の
有
へ
し
⼀
々
御
申
聞
せ
⽟
は
る
へ
し
と
お
そ
れ
気
も
な
く
申
せ
し
か
ば
さ
し
も
我
侭
な
る
⼤
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守
も
⽼
⾂
の
功
節
に
御
返
答
を
な
さ
れ
兼
さ
せ
給
ふ
に
に
わ
か
に
御
不
快
の
よ
し
に
て
其
座
を
⽴
て
帳

台
へ
こ
そ
⼊
ら
せ
ら
れ
け
る
是
に
よ
つ
て
⼟
佐
守
是
⾮
な
く
退
出
し
て
明
⽇
事
を
計
ら
わ
ん
と
旅
館
に

⽴
戻
り
て
猶
も
⼼
安
か
ら
ず
枕
に
よ
つ
て
つ
く
〳
〵
と
思
案
を
め
く
ら
し
居
ら
れ
し
が
⽼
体
の
時
な
る

か
俄
に
⼼
痛
さ
し
お
こ
り
快
か
ら
さ
れ
は
近
⼠
を
ま
ね
き
て
腹
薬
を
な
す
と
い
へ
と
も
更
に
こ
ゝ
ろ
よ

か
ら
す
夫
よ
り
枕
に
つ
ゐ
て
病
疾
す
と
な
り
時
に
太
守
重
基
公
は
⼟
佐
守
退
出
の
後
別
葉
に
移
り
給
ひ

⼭
ざ
き
等
を
招
き
よ
せ
酒
ゑ
ん
を
催
し
数
多
の
⼥
中
を
あ
つ
め
ら
や
し
の
傍
若
何
に
た
と
へ
ん
か
た
も

な
し
殊
に
⼟
佐
守
俄
の
不
快
の
由
告
来
り
け
れ
は
中
将
重
基
公
と
私
語
き
て
⼭
崎
に
⼀
件
を
述
た
ま
へ

は
七
郎
太
夫
承
知
し
て
夫
よ
り
⼟
佐
守
を
毒
殺
せ
ん
と
内
々
に
謀
あ
れ
ば
⼟
佐
守
の
⾂
僕
か
ゝ
る
乱
猥

の
時
刻
な
れ
は
昼
夜
⼟
佐
守
の
側
を
離
れ
す
介
抱
怠
慢
な
く
打
添
ひ
け
る
故
⼭
崎
侫
悪
奸
計
の
も
の
と

⾔
へ
共
是
を
は
か
る
事
あ
た
は
す
し
は
ら
く
時
⽇
を
う
つ
し
け
る
中
将
重
基
公
は
此
た
び
⼟
佐
守
の
参

着
そ
の
由
縁
を
考
ふ
る
に
伴
⼋
⽮
の
計
ら
ひ
に
し
て
内
々
急
便
を
も
つ
て
告
知
ら
す
な
ら
ん
と
御
⼼
付

し
か
は
い
よ
〳
〵
⼋
⽮
を
御
に
く
し
み
深
し
曲
事
を
申
付
ら
れ
し
か
は
忠
誠
厚
勇
の
伴
⽒
と
い
へ
と
も

主
命
も
だ
し
か
た
く
き
び
し
く
⾨
⼾
を
閉
閑
密
し
て
居
た
り
け
る
時
に
本
国
⾦
沢
に
て
江
城
よ
り
早
打

到
来
し
て
七
⼿
の
⽼
中
臨
時
の
登
城
あ
つ
て
早
便
の
⼀
通
を
ひ
ら
き
⾒
れ
は
御
養
君
の
⼀
件
具
に
認
た

め
不
破
彦
三
郎
う
け
⽟
は
る
と
書
し
る
し
有
は
い
づ
れ
も
顔
⾒
あ
わ
せ
⼀
⾔
の
こ
と
ば
な
か
り
し
か
は

横
⼭
図
書
引
取
て
旁
々
に
む
か
ひ
申
さ
れ
け
る
は
先
達
⽽
⼟
佐
守
関
東
へ
下
向
致
さ
ず
と
い
へ
共
最
早

御
公
儀
御
⽼
中
が
た
ま
で
も
御
養
君
の
御
祝
義
相
済
し
由
申
越
た
れ
は
今
更
こ
れ
を
強
く
い
さ
め
奉
ら

は
却
つ
て
御
家
の
⼀
⼤
事
と
な
る
べ
し
い
づ
れ
に
も
御
請
あ
つ
て
然
ら
ん
と
申
さ
れ
し
か
は
村
井
⼤
学

⼟
佐
守
が
⼀
⼦
三
左
衛
⾨
未
若
輩
と
い
へ
共
両
⼈
こ
と
ば
を
そ
ろ
へ
こ
は
横
⼭
ど
の
ゝ
詞
と
も
覚
へ
ぬ

も
の
か
な
先
達
て
⼟
佐
守
出
⾜
の
み
き
り
⼀
同
に
不
承
知
の
こ
と
ば
を
つ
か
ひ
た
と
ひ
此
⼤
事
に
お
よ

ふ
べ
き
と
て
斯
る
未
練
な
る
御
⼀
⾔
近
⽐
粗
忽
あ
り
と
ほ
の
め
た
ち
て
申
さ
れ
け
れ
は
横
⼭
猶
も
こ
と

は
を
⼯
み
に
し
て
承
引
の
体
に
⾒
ゆ
れ
ば
村
井
は
⼤
ひ
に
い
か
り
を
ふ
く
み
⼑
の
つ
か
に
⼿
を
か
く
れ

は
前
⽥
⼤
部
双
⽅
を
せ
い
し
申
け
る
は
此
度
の
早
打
は
御
家
⼀
⼤
事
の
事
な
れ
は
七
⼿
年
寄
の
も
の
と

も
残
ら
ず
不
承
知
と
申
す
と
も
⼜
外
々
の
諸
⼠
も
如
何
思
慮
も
あ
る
へ
き
も
計
ら
れ
ね
ば
幸
は
ひ
そ
れ

か
し
⽉
番
の
こ
と
な
れ
は
明
朝
⼀
家
中
へ
御
養
君
の
⼀
儀
を
触
れ
流
し
お
の
〳
〵
承
知
不
承
知
の
差
別

に
よ
つ
て
互
に
事
を
は
か
ら
ふ
べ
し
と
あ
れ
ば
何
も
此
義
に
⼀
決
し
て
各
〳
〵
と
退
出
に
お
よ
び
け
る

か
く
て
翌
朝
⼀
家
中
中
に
右
の
趣
き
触
れ
ら
れ
し
か
は
承
知
し
て
万
歳
を
祝
す
る
輩
あ
り
と
い
へ
と
も

此
義
不
承
知
の
由
を
申
離
□
し
⾯
々
に
は
村
井
⼤
学
前
⽥
三
左
衛
⾨
織
⽥
⼤
炊
守
津
⽥
⽞
蕃
菊
池
⼗
六

郎
奥
村
典
膳
奥
平
平
右
衛
⾨
久
瀬
平
助
篠
原
勘
右
衛
⾨
⽊
村
伝
左
衛
⾨
⼩
成
半
右
衛
⾨
津
⽥
平
須
右
衛

⾨
村
上
采
⼥
神
尾
勇
蔵
⾦
岩
加
太
夫
⼩
倉
東
⼋
郎
⽯
丸
弥
⼀
郎
⾼
沢
東
須
右
衛
⾨
千
秋
三
郎
太
夫
湯
原

源
⼋
中
村
市
郎
右
衛
⾨
太
⽥
専
五
郎
佐
川
和
平
太
菅
沼
帯
⼑
⼩
塚
左
源
太
⽚
⼭
⾓
五
郎
松
平
⽟
三
郎
⼭

崎
幸
⼗
郎
⼋
崎
兵
太
夫
加
須
⾕
縫
殿
斎
藤
左
京
栗
坂
勘
三
衛
⾨
脇
⽥
治
平
太
薮
膳
五
郎
笹
嶋
庄
兵
衛
其

外
誰
々
と
性
名
を
略
す
以
上
六
百
⼈
是
計
本
と
し
て
不
承
知
の
お
も
む
き
を
訴
た
へ
に
け
る
是
に
よ
つ

て
七
⼿
の
衆
中
不
時
の
登
城
有
各
の
訴
状
⼀
々
披
⾒
の
上
猶
も
左
右
の
差
別
わ
か
り
か
た
し
此
時
に
当

り
て
⾦
沢
の
家
中
に
わ
か
の
騒
乱
を
お
こ
し
⽇
〳
〵
の
評
義
や
む
こ
と
な
く
し
て
有
無
を
い
か
ん
と
も

す
る
事
あ
た
は
す
と
か
や 

此
⼀
件
前
段
に
記
す
る
明
安
弍
燕
台
等
に
委
け
れ
は
爰
に
略
す 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
三
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︵
第
四
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⾄
忠
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光
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⽬
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前
⽥
⼟
佐
守
病
気
に
依
⽽
帰
国
之
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佐
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帰
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の
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并
湯
原
⼭
崎
契
約
の
事 

江
⼾
表
に
は
前
⽥
⼟
佐
守
計
ら
ず
病
気
差
発
⼀
件
本
国
に
て
詞
を
つ
が
ひ
た
る
す
じ
な
れ
は
⼀
命
を
な

げ
打
て
御
養
君
の
変
易
を
な
さ
ん
と
⼼
は
や
た
け
に
は
や
れ
共
⽼
病
に
⼀
⾝
を
く
つ
し
せ
ん
⽅
な
く
数

⽇
病
に
枕
に
伏
け
る
に
⼟
佐
守
家
来
⼭
添
何
某
此
趣
き
具
に
相
し
た
ゝ
め
⼦
息
三
左
衛
⾨
⽅
へ
申
遣
わ

し
け
れ
は
三
左
衛
⾨
⼤
き
に
お
と
ろ
き
迎
の
⼈
を
つ
か
わ
し
帰
国
致
さ
る
へ
き
由
申
遣
わ
せ
し
か
は
⼟

佐
守
も
⽼
病
に
⼀
⼼
を
の
た
ね
前
後
ほ
う
せ
ん
た
る
や
ま
ひ
な
れ
は
諸
⼠
の
す
ゝ
め
に
せ
ひ
も
の
へ
す

迎
ひ
の
者
に
介
抱
せ
ら
れ
本
国
へ
帰
ら
れ
け
る
是
に
よ
つ
て
三
左
衛
⾨
は
そ
う
ら
ん
の
砌
り
と
い
へ
共

⽼
親
の
⼤
病
打
捨
置
か
た
く
⽇
夜
か
い
ほ
う
に
⼼
を
尽
し
し
は
ら
く
⼀
儀
に
遠
ざ
か
り
け
る
爰
に
湯
原

藤
右
衛
⾨
先
た
つ
て
よ
り
⾦
沢
兵
番
仰
付
ら
れ
此
せ
つ
親
⼦
共
加
州
表
に
百
し
か
は
し
め
御
養
君
の
⼀

事
⼭
崎
に
同
意
せ
し
な
れ
と
も
此
こ
ろ
加
州
に
お
い
て
騒
乱
の
始
末
を
考
ふ
る
に
喜
六
殿
の
御
卒
去
⾼

丸
公
の
御
危
難
み
な
⼭
崎
が
謀
計
よ
り
事
お
こ
る
よ
し
粗
其
様
⼦
を
聞
て
⼭
崎
を
侫
⾂
と
悟
り
殊
に
前

⽥
⽗
⼦
か
忠
⾔
村
井
が
実
性
み
な
御
家
の
御
為
に
て
⾎
脈
の
若
殿
ま
し
ま
す
事
な
れ
は
俄
に
御
養
君
不

承
知
の
輩
に
荷
担
し
て
養
⼦
和
五
郎
諸
共
七
郎
太
夫
を
恨
怒
と
思
ひ
け
る
と
也
時
に
⾦
沢
の
家
中
御
養

君
の
御
こ
と
に
付
何
と
や
ら
ん
物
騒
が
し
き
由
東
武
へ
聞
へ
け
れ
ば
重
基
公
殊
外
御
気
⾊
そ
ん
し
三
国

は
い
つ
れ
も
我
⺠
也
夫
に
何
そ
や
我
下
知
に
そ
む
き
国
家
を
⼤
事
を
引
出
す
事
は
な
は
た
き
つ
く
わ
い

な
り
い
そ
き
⼭
崎
罷
帰
り
い
さ
ゐ
を
申
聞
其
上
に
も
不
せ
う
ち
の
よ
し
申
者
あ
ら
は
閉
⾨
罪
過
は
其
⽅

に
⼼
ま
か
せ
に
取
⾏
ふ
へ
し
早
に
帰
国
い
た
す
へ
し
と
す
る
と
き
上
意
成
し
か
ば
七
郎
太
夫
い
さ
ゐ
か

し
こ
ま
り
御
⼼
安
く
思
し
召
さ
る
へ
し
罷
帰
り
計
ら
ふ
へ
し
と
座
席
よ
り
す
く
に
早
⾺
に
て
い
き
を
は

か
り
に
⾦
沢
に
到
り
七
⼿
の
衆
中
に
た
い
め
ん
の
上
各
登
城
を
す
ゝ
め
お
の
〳
〵
烈
座
の
上
に
て
弁
⾆

を
も
つ
て
其
理
を
説
し
か
は
い
つ
れ
も
し
は
ら
く
是
に
⼼
を
同
う
し
け
る
と
い
へ
と
も
猶
其
下
知
に
従

わ
す
直
に
争
論
に
お
よ
ひ
し
を
横
⼭
図
書
⼭
崎
を
な
た
め
て
事
を
お
さ
め
し
か
と
も
折
そ
う
ら
ん
や
す

む
事
を
得
ず
さ
れ
は
七
郎
太
夫
は
関
東
へ
迎
も
帰
ら
れ
す
し
は
し
⾦
沢
に
⾜
を
と
め
け
る
時
に
湯
原
藤

右
衛
⾨
は
⼭
崎
が
帰
国
已
後
さ
ま
〳
〵
と
思
案
を
め
く
ら
し
⾝
体
⼀
決
し
て
あ
る
夜
⼭
崎
宅
へ
い
た
り

何
か
咄
し
の
上
七
郎
太
夫
に
む
か
い
申
け
る
は
貴
所
某
と
は
別
し
て
他
に
こ
え
内
縁
の
か
れ
さ
る
所
に

始
め
貴
公
よ
り
す
ゝ
め
ら
れ
し
御
養
君
の
⼀
義
我
も
尤
に
為
し
⼀
旦
同
意
い
た
せ
し
な
れ
共
能
々
⾒
る

に
是
ま
て
数
代
け
だ
い
な
き
御
⾎
筋
を
切
奉
る
事
御
先
祖
へ
対
し
申
訳
も
是
な
き
義
と
⼼
付
先
⽐
よ
り

⼼
底
を
改
め
御
養
君
の
違
変
に
荷
担
い
た
せ
し
也
夫
に
つ
き
貴
公
も
向
後
⼼
を
あ
ら
た
め
わ
れ
〳
〵
に

同
意
せ
ら
れ
よ
と
憚
⾊
な
く
諫
⾔
を
加
へ
申
け
る
に
⼭
崎
承
引
の
詞
な
く
却
つ
て
弁
⾆
を
以
て
湯
原
を

我
か
た
ん
に
な
さ
ん
と
す
る
か
ゝ
る
事
故
数
度
に
及
ひ
け
る
湯
原
も
今
は
⼭
崎
を
⽣
置
て
は
猶
も
つ
て

国
の
妨
げ
も
な
ら
ん
他
⼈
の
⼿
に
か
け
さ
れ
て
は
朋
友
縁
家
の
道
⽴
ず
た
と
へ
此
度
⼈
⼿
を
の
か
る
ゝ

共
終
に
は
其
罪
ろ
け
ん
し
て
刑
罪
に
あ
わ
ん
こ
と
疑
ひ
な
し
し
よ
せ
ん
彼
を
殺
害
し
我
も
切
腹
を
遂
け

果
さ
は
朋
友
の
道
も
た
ち
主
君
へ
の
忠
節
も
あ
ら
わ
れ
ん
と
分
別
⼀
決
⾄
極
し
て
⼜
々
⼭
崎
に
対
⾯
し

て
先
⽐
よ
り
御
養
君
御
取
持
の
事
段
々
御
異
⾒
申
と
い
へ
共
聞
⼊
な
く
却
て
我
を
さ
み
せ
ら
る
ゝ
様
⼦

し
よ
せ
ん
本
⼼
に
⽴
帰
ら
ん
所
存
も
有
ま
し
此
上
は
貴
所
と
某
と
真
剣
の
勝
負
を
い
た
し
某
打
か
つ
時

は
⾼
丸
公
御
還
俗
の
吉
例
共
な
り
ぬ
若
⼜
貴
公
勝
利
を
得
は
御
養
君
御
⼊
来
の
吉
瑞
に
な
り
ぬ
殊
に
今

⾦
沢
中
の
諸
⼠
は
勿
論
町
家
百
性
に
⾄
る
迄
も
⽣
な
が
ら
に
貴
公
の
⾁
を
喰
尽
す
共
飽
た
ら
ぬ
と
聞
ゆ

れ
ば
貴
公
の
命
は
両
三
⽇
は
過
す
ま
し
左
あ
る
時
は
某
⼀
分
う
ち
か
へ
し
依
⽽
御
⼀
命
を
我
に
給
ら
は

親
類
と
い
ひ
⼊
魂
と
申
か
や
う
に
申
べ
き
は
づ
も
是
な
く
と
思
し
召
れ
ん
か
な
れ
と
も
国
家
の
⼤
事
に
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は
か
へ
か
た
く
せ
き
な
き
⽀
義
也
と
詞
を
す
る
ど
く
申
け
れ
は
⼭
崎
も
さ
る
者
な
れ
は
此
⽐
よ
り
国
中

の
噂
⼀
々
⽿
に
残
り
し
よ
せ
ん
我
⼀
命
は
刃
の
下
に
ふ
す
も
の
な
れ
ば
斯
て
勝
負
を
な
さ
ん
事
吉
の
厄

有
に
も
成
ぬ
へ
し
と
⼼
に
お
さ
め
て
湯
原
と
向
ひ
い
つ
そ
や
よ
り
御
親
切
の
諫
⾔
さ
ら
〳
〵
あ
し
く
承

り
申
さ
ね
共
⼀
度
か
や
う
〳
〵
と
と
ひ
込
た
る
我
⼀
⼼
今
更
変
ず
る
事
や
有
べ
き
か
仰
の
こ
と
く
互
に

真
剣
を
以
て
勝
負
を
決
す
へ
し
某
も
今
少
し
⼼
に
の
こ
る
こ
と
あ
れ
は
と
く
と
此
よ
の
暇
を
こ
ひ
て
明

後
晩
⼤
広
野
に
お
い
て
互
に
勝
負
を
決
す
へ
し
と
い
へ
は
藤
右
衛
⾨
ま
ち
が
い
な
く
⼤
広
野
へ
御
出
⾏

な
さ
る
へ
し
我
も
と
く
と
覚
悟
を
仕
り
其
み
き
り
御
出
会
仕
る
へ
し
と
⼭
崎
に
か
た
く
詞
を
つ
か
ふ
て

私
宅
へ
こ
そ
は
か
へ
り
け
る 

 

湯
原
藤
右
衛
⾨
⼭
崎
を
討
事 

 

并
和
五
郎
切
腹
の
事 

扨
も
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
藤
右
衛
⾨
が
か
ん
け
ん
を
⽤
ひ
す
あ
ま
つ
さ
へ
我
侫
悪
の
せ
う
ふ
を
し
て
互

に
利
運
を
さ
た
め
ん
と
堅
く
や
く
そ
く
を
な
し
て
つ
く
〳
〵
と
思
案
を
め
く
ら
し
け
る
は
我
か
ん
侫
の

程
既
に
湯
原
に
奥
義
を
⾒
ぬ
か
れ
し
故
か
ゝ
る
⼀
事
と
は
成
な
ん
し
よ
せ
ん
遠
か
ら
さ
る
我
運
命
当
所

を
忍
び
関
東
へ
逃
登
る
共
国
中
貴
賤
に
い
た
る
迄
我
に
恨
み
を
か
さ
ね
ら
る
れ
は
中
〳
〵
た
や
す
く
東

国
へ
⽴
越
る
事
あ
た
ふ
ま
し
も
し
⼜
不
慮
に
⺠
家
の
者
の
⼿
に
か
ゝ
り
空
し
く
成
な
ら
は
末
代
ま
で
の

武
名
の
穢
れ
⾒
苦
し
き
最
期
を
と
げ
ん
よ
り
湯
原
と
互
に
勝
負
を
決
し
て
其
う
へ
に
て
と
も
か
く
の
計

ら
わ
ん
と
永
々
し
く
と
書
状
を
し
た
た
め
密
に
江
⼾
表
松
村
四
郎
兵
衛
⽅
へ
遣
し
け
る
斯
て
約
束
の
⽇

限
も
来
り
し
か
は
⾐
服
を
あ
ら
た
め
名
⼑
を
帯
し
す
で
に
夜
に
⼊
を
ま
ち
受
て
⼤
広
野
へ
と
趣
き
け
る

湯
原
も
同
し
く
⽤
意
し
て
⼀
事
に
勝
負
を
決
せ
ん
と
暮
ら
し
其
侭
広
野
へ
と
い
そ
き
し
に
⼭
崎
は
と
く

よ
り
⽴
こ
へ
て
湯
原
を
待
も
ふ
け
し
事
な
れ
は
そ
れ
と
⾒
る
よ
り
詞
を
か
け
し
か
は
藤
右
衛
⾨
も
詞
を

正
し
い
か
に
⼭
崎
殿
け
い
や
く
を
ち
が
へ
ず
よ
く
も
出
⾏
い
た
さ
れ
た
り
い
て
〳
〵
勝
負
を
決
す
へ
し

と
⼼
を
せ
い
て
申
け
れ
は
⼤
丈
夫
の
⼭
崎
少
し
お
く
す
る
け
し
き
も
な
く
⼀
昨
夜
貴
殿
に
詞
を
つ
が
ひ

し
故
異
変
を
仕
る
し
よ
せ
ん
は
⽑
頭
是
な
し
先
刻
よ
り
待
更
申
せ
し
也
い
さ
勝
負
を
仕
ら
ん
と
⽤
意
の

⼀
⼑
ぬ
き
放
せ
ば
湯
原
も
同
じ
く
抜
合
せ
互
に
お
と
ら
ぬ
⼿
練
の
達
者
受
つ
な
が
し
つ
切
捨
ひ
し
は
ら

く
時
刻
を
う
つ
し
け
る
に
初
め
の
程
は
⼭
崎
の
打
太
⼑
す
る
と
く
し
て
勇
剛
の
藤
右
衛
⾨
あ
し
ら
ゐ
か

ね
て
少
し
よ
わ
て
に
⾒
へ
け
る
か
⾜
軽
久
右
衛
⾨
と
い
ふ
も
の
此
所
へ
来
り
⼑
の
刃
⾳
に
お
と
ろ
き
い

ふ
か
し
く
し
は
ら
く
⼩
か
け
に
た
ゝ
ず
み
て
両
⽅
の
様
⼦
を
う
か
ゝ
ひ
け
る
に
い
つ
れ
も
⿓
⻁
の
勢
ひ

に
て
勝
負
は
つ
べ
き
や
う
な
ら
ず
さ
れ
ど
も
久
右
衛
⾨
も
か
ゝ
る
場
所
な
れ
ば
う
か
つ
に
⾏
ぬ
け
か
た

く
し
は
ら
く
思
案
を
な
し
て
あ
た
り
の
砂
を
⼿
に
つ
か
み
両
⼈
の
秘
術
を
尽
し
戦
ふ
場
所
へ
め
つ
た
む

し
や
う
に
打
け
れ
は
か
の
砂
⾵
に
吹
ち
り
⾃
然
と
眼
く
ら
み
よ
ろ
め
く
所
を
藤
右
衛
⾨
得
た
り
と
付
⼊

〳
〵
ね
ん
な
く
切
ふ
せ
乗
か
ゝ
り
留
め
の
⼑
さ
し
通
し
⼀
時
に
侫
悪
奸
者
と
呼
れ
し
⼭
崎
を
打
取
り
主

君
へ
の
忠
誠
を
尽
し
持
た
る
⼑
を
取
な
を
し
す
て
に
腹
を
き
ら
ん
と
せ
し
処
に
⾜
軽
の
久
右
衛
⾨
は
最

前
よ
り
し
ゞ
う
を
伺
ひ
し
か
い
か
成
訳
と
も
知
れ
す
し
て
な
ん
な
く
⼀
⼈
を
切
ふ
せ
其
⼑
に
て
す
く
に

切
腹
を
せ
ん
と
す
る
体
を
み
て
必
定
是
は
⼝
論
の
上
の
義
か
⼜
は
意
趣
有
を
待
伏
せ
し
て
の
刃
傷
の
品

に
よ
ら
は
助
る
へ
き
命
に
も
あ
ら
ん
か
事
に
よ
つ
て
せ
ん
き
の
す
し
合
も
有
へ
き
も
の
と
思
慮
し
て
あ

ら
は
れ
出
て
貴
殿
は
何
国
の
⼈
な
れ
は
さ
い
せ
ん
よ
り
の
や
う
す
と
申
斯
る
最
期
を
致
さ
れ
ん
事
い
ぶ

か
し
く
い
か
ゞ
致
せ
し
訳
な
ら
ん
つ
ゝ
ま
ず
語
る
へ
し
と
⾼
ら
か
に
呼
わ
り
し
か
は
湯
原
も
動
ず
る
け

し
き
な
く
左
い
ふ
其
⽅
は
先
何
者
成
や
と
た
ず
ね
に
そ
れ
か
し
は
当
御
家
中
の
⾜
軽
久
右
衛
⾨
と
い
ふ

も
の
也
貴
殿
は
⼜
い
か
な
る
⼈
や
ら
ん
と
た
つ
ね
か
へ
せ
は
湯
原
⾼
ら
か
に
申
け
る
は
我
は
当
城
の
勤

番
湯
原
藤
右
衛
⾨
也
よ
く
も
其
⽅
某
か
最
期
を
は
と
ゝ
め
た
る
也
今
こ
そ
事
の
意
趣
を
の
ぶ
へ
し
と
久

右
衛
⾨
を
近
く
呼
よ
せ
⼀
々
始
終
語
り
聞
さ
れ
し
か
ば
久
右
衛
⾨
⼤
に
驚
き
し
か
兼
て
家
中
に
お
ゐ
て

噂
あ
し
き
⼭
崎
な
れ
は
悦
ひ
の
い
ろ
を
あ
ら
わ
し
さ
へ
き
り
て
湯
原
か
さ
い
こ
を
と
ゝ
め
け
る
に
藤
右

衛
⾨
も
久
右
衛
⾨
か
実
誠
の
詞
に
め
ん
し
さ
い
こ
を
と
ゝ
め
て
久
右
衛
⾨
を
同
道
し
て
や
し
き
へ
帰
り

て
つ
く
〳
〵
と
思
ひ
け
る
は
さ
い
前
よ
り
理
か
い
を
の
へ
し
久
右
衛
⾨
か
詞
⾜
軽
⾵
情
に
は
似
合
さ
る
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思
慮
あ
つ
き
も
の
な
れ
は
⼤
切
に
も
て
な
し
夫
よ
り
⼀
間
に
⼊
て
今
晩
の
⼀
義
元
始
終
を
⾒
届
ら
れ
し

訳
也
い
か
ゝ
計
ら
ふ
へ
き
や
と
相
談
し
け
る
に
久
右
衛
⾨
は
詞
を
正
し
我
々
⾵
情
の
愚
案
に
は
及
は
さ

る
事
な
れ
共
貴
公
様
の
御
命
を
捨
け
る
に
及
は
さ
る
事
な
り
只
今
御
果
被
成
候
御
命
を
も
つ
て
ま
さ
か

御
⼤
事
の
み
き
り
御
⽤
に
⽴
給
ふ
こ
そ
か
ん
よ
う
な
る
へ
き
也
⼭
崎
殿
事
は
御
家
中
を
は
し
め
町
⺠
に

⾄
ま
て
に
く
し
み
を
か
さ
ね
し
者
な
れ
は
只
何
と
な
く
闇
討
の
体
に
い
た
し
置
な
ば
⽇
⽐
に
く
し
み
を

か
け
し
七
郎
太
夫
な
れ
は
誰
あ
つ
て
せ
ん
ぎ
仕
る
者
も
な
く
却
つ
て
御
国
の
悦
ひ
共
成
へ
し
ま
づ
此
此

趣
き
を
内
分
に
て
御
⽉
番
の
御
家
⽼
へ
つ
ふ
さ
に
申
上
ら
れ
然
る
へ
か
ら
ん
や
と
返
答
す
れ
は
藤
右
衛

⾨
は
此
⼀
談
尤
に
思
ひ
夫
よ
り
⾐
服
を
あ
ら
た
め
⽉
番
の
家
⽼
津
⽥
⽞
蕃
⽅
へ
⽴
越
⼀
々
始
終
を
つ
ゝ

ま
す
語
り
て
い
か
ゝ
計
ら
ひ
申
さ
ん
や
と
申
⼊
し
か
は
⽞
蕃
湯
原
に
向
い
奸
侫
邪
知
の
⼭
崎
を
討
取
ら

れ
し
は
忠
⾂
也
さ
れ
共
七
郎
太
夫
此
度
の
帰
国
は
主
君
の
御
命
な
れ
は
此
変
を
あ
ら
わ
に
せ
は
貴
殿
の

家
名
覚
束
な
し
只
何
も
の
ゝ
仕
わ
さ
と
も
し
れ
さ
る
や
う
に
計
ら
ふ
へ
し
と
仰
有
し
所
其
詞
に
従
ひ
左

あ
ら
ぬ
体
に
事
を
過
し
ぬ
然
る
に
翌
朝
⼭
崎
の
横
死
の
さ
た
あ
つ
て
既
に
⾔
上
に
及
ひ
し
か
は
御
家
七

⼿
中
内
談
の
う
へ
に
て
御
検
使
を
遣
わ
さ
れ
其
ま
ゝ
に
て
事
納
り
け
る
時
に
藤
右
衛
⾨
養
⼦
和
五
郎
実

⽗
の
横
死
の
有
様
を
⾒
と
ゝ
け
此
こ
ろ
侫
悪
の
評
判
⾼
く
成
し
⼭
崎
な
れ
は
現
在
の
親
な
れ
は
此
討
⼈

⼿
を
詮
議
仕
出
し
⼀
太
⼑
恨
度
由
を
物
語
り
⽗
藤
右
衛
⾨
に
暫
の
暇
を
乞
け
る
と
や
扨
⾜
軽
久
右
衛
⾨

は
此
趣
き
を
聞
付
あ
る
に
湯
原
⽅
へ
い
た
り
て
和
五
郎
を
か
た
へ
に
ま
ね
き
申
け
る
は
⽐
⽇
御
⾝
の
実

⽗
⼭
崎
殿
を
う
ち
し
は
そ
れ
か
し
也
其
⼦
細
は
貴
公
の
御
実
⽗
と
申
な
か
ら
⼭
崎
殿
に
は
奸
計
を
も
つ

て
既
に
先
君
喜
六
郎
殿
の
卒
去
は
み
な
⼭
崎
が
胸
中
よ
り
出
た
る
事
と
の
取
さ
た
所
詮
の
か
れ
か
た
き

御
運
と
い
ひ
⼀
国
こ
そ
つ
て
う
ら
み
申
ゆ
へ
そ
れ
か
し
万
⼈
に
か
わ
つ
て
闇
う
ち
に
い
た
せ
し
也
実
⽗

の
敵
な
れ
は
す
み
や
か
に
我
を
討
て
亡
⽗
へ
供
養
い
た
さ
る
へ
し
と
誠
し
や
か
に
の
へ
け
れ
は
和
五
郎

は
久
右
衛
⾨
か
実
性
を
か
ん
し
⽗
の
侫
悪
を
思
ひ
ま
わ
せ
は
現
在
の
敵
と
は
い
ひ
な
か
ら
刃
む
か
ふ
へ

き
刃
も
な
く
暫
く
思
案
を
な
し
け
る
か
久
右
衛
⾨
に
向
ひ
貴
殿
神
妙
に
名
乗
成
さ
れ
た
り
い
か
に
も
実

⽗
の
敵
な
れ
は
只
今
勝
負
を
決
す
へ
し
そ
れ
共
や
し
き
内
に
て
事
を
取
お
こ
な
ひ
な
は
却
つ
て
騒
動
に

及
ふ
へ
し
夫
故
亡
⽗
の
追
善
た
め
明
⼣
⼤
広
野
へ
⽴
出
て
尋
常
の
勝
負
を
な
す
へ
し
と
い
へ
は
久
右
衛

⾨
も
此
義
尤
と
お
も
ひ
け
い
や
く
を
な
し
て
帰
り
け
る
和
五
郎
は
そ
れ
よ
り
⼀
間
に
⼀
通
の
書
置
を
し

た
ゝ
め
い
さ
き
よ
く
腹
か
つ
さ
ば
き
相
果
て
け
る
こ
そ
不
便
也
⽗
藤
右
衛
⾨
も
和
五
郎
か
節
死
を
か
ん

し
久
右
衛
⾨
の
忠
り
や
く
を
重
ん
し
和
五
郎
の
⼀
義
も
⾔
上
に
及
ひ
し
也
事
落
着
の
上
念
⽐
に
吊
ひ
を

な
し
夫
よ
り
久
右
衛
⾨
の
⼦
細
を
つ
ふ
さ
に
津
⽥
⽞
蕃
へ
⾔
上
し
け
れ
は
津
⽥
⽒
も
か
ん
し
ん
あ
つ
て

御
家
⽼
中
相
談
の
上
に
て
久
右
衛
⾨
を
引
上
て
侍
に
取
⽴
れ
ら
け
る
と
也 

 

此
⼀
件
も
燕
台
奇
⾔
あ
ら
は
せ
は
く
わ
し
く
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す
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に
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し
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わ
ん
ぬ 

 

⾄
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中
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牢
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て
⾃
死
の
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国
中
こ
そ
つ
て
意
恨
を
ふ
く
み
し
⼭
崎
七
郎
太
夫
湯
原
藤
右
衛
⾨
か
⼿
に
む
な
し
く
成
し
の
ち
粗
此
事

露
顕
す
と
い
へ
と
も
湯
原
か
所
為
な
り
と
さ
た
す
る
者
⼀
⼈
も
な
か
り
け
る
さ
れ
共
⼀
国
お
た
や
か
な

ら
す
既
に
⼭
崎
の
横
死
の
事
江
⼾
お
も
て
へ
注
進
に
及
ひ
し
か
は
太
守
重
基
公
御
⽴
腹
甚
し
く
其
上
近

⾂
松
村
四
郎
兵
衛
⽅
へ
⼭
崎
よ
り
密
書
到
来
の
後
は
い
よ
〳
〵
⼤
守
の
御
側
は
な
れ
す
奸
計
を
め
く
ら

し
君
に
悪
趣
を
す
ゝ
め
け
る
故
本
国
と
東
武
と
意
恨
は
な
は
だ
し
く
成
な
を
さ
ら
さ
う
ら
ん
や
む
る
な

し
此
後
は
⼀
乱
あ
ま
た
有
と
い
へ
共
事
し
け
き
故
爰
に
り
や
く
す
然
る
に
越
中
勝
興
寺
殿
の
忠
⾂
中
村

⽵
堂
は
⽮
部
野
良
の
両
⼈
に
事
を
預
け
先
た
つ
て
彼
処
を
⽴
逃
剃
髪
の
⾝
と
成
姿
を
い
や
し
く
し
て
爰

か
し
こ
に
⾝
を
忍
ひ
去
⽐
の
⼀
通
を
⼿
か
ら
と
し
て
⽅
々
と
曲
も
の
の
在
家
を
せ
ん
ぎ
い
た
し
け
る
に

先
⽐
国
府
よ
り
六
⾥
引
わ
き
家
数
三
千
余
も
有
て
放
⽣
津
と
い
ふ
処
に
沖
間
颯
⻫
と
い
ふ
医
師
有
彼
⽅

へ
関
東
者
と
み
へ
て
異
⼈
壱
⼈
逗
留
し
て
眼
病
の
り
や
う
し
を
な
し
け
る
諸
⼈
こ
そ
つ
て
く
ん
じ
ゆ
す

る
事
お
び
た
ゝ
し
⽵
堂
此
よ
し
を
き
ゝ
付
何
と
も
い
ぶ
か
し
き
も
の
な
り
と
か
の
放
⽣
津
へ
⽴
⼊
り
い

ろ
〳
〵
と
う
か
ゝ
ひ
た
つ
ぬ
る
に
い
よ
〳
〵
あ
や
し
き
体
な
れ
ば
か
の
沖
間
が
隣
家
へ
⽴
⼊
て
⽼
⼥
と

何
か
は
な
し
を
な
し
其
う
へ
に
て
此
隣
家
に
関
東
よ
り
⽴
こ
へ
眼
病
の
り
や
う
し
を
す
る
⼈
あ
る
よ
し

そ
れ
か
し
は
御
覧
の
こ
と
く
眼
病
す
る
ど
く
⾯
つ
き
少
し
も
ち
か
ふ
事
は
な
け
れ
と
も
⼀
向
に
⼆
三
⼗

間
脇
は
あ
い
ろ
も
⾒
へ
す
甚
だ
難
義
仕
候
也
何
と
そ
其
元
の
御
や
う
じ
や
う
に
て
彼
⼈
に
れ
う
し
を
い

た
し
貰
ひ
た
し
と
い
ん
ぎ
ん
に
頼
み
け
れ
は
⽼
⼥
は
い
と
ゝ
こ
ゝ
ろ
や
す
き
次
第
な
れ
と
颯
⻫
か
た
へ

在
越
か
く
と
つ
け
し
か
は
旅
⼈
も
こ
ゝ
ろ
よ
く
請
合
ひ
し
か
は
⽴
も
と
つ
て
此
よ
し
を
⽵
堂
に
語
れ
は

⼤
に
悦
ひ
⽼
⼥
と
同
道
し
て
沖
間
か
宅
へ
⾏
⼆
三
⼈
も
つ
か
へ
し
病
⼈
の
療
治
を
ま
ち
居
た
る
み
な
〳

〵
り
や
う
し
終
り
て
⽴
か
へ
れ
は
彼
旅
⼈
⽵
堂
を
近
く
ま
ね
き
眼
病
て
い
た
ら
く
を
く
は
し
く
尋
ね
け

る
に
⽵
堂
能
弁
を
以
て
病
難
の
よ
し
を
か
た
る
是
に
よ
つ
て
旅
⼈
は
気
の
毒
な
る
事
な
り
以
て
眼
中
を

改
め
⼀
療
治
い
た
し
⾒
ん
と
い
ふ
に
⽵
堂
⼤
ひ
に
悦
ひ
旅
⼈
か
そ
は
ち
か
く
寄
り
と
く
と
う
か
ゝ
ひ
み

る
に
中
々
只
も
の
な
ら
ぬ
つ
ら
た
ま
し
ゐ
⼀
通
り
の
や
か
ら
と
思
は
ね
は
猶
も
摺
よ
り
て
憚
り
な
か
ら

貴
公
孫
の
御
名
は
如
何
申
し
候
と
尋
ね
に
旅
⼈
何
こ
ゝ
ろ
な
く
そ
れ
か
し
儀
は
⼭
⽥
⿂
名
と
こ
た
へ
し

か
は
扨
こ
そ
曲
も
の
ご
さ
ん
な
れ
ど
す
か
し
よ
り
て
ど
ふ
ど
く
み
ふ
せ
お
の
れ
曲
も
の
の
か
れ
ぬ
処
也

⾼
ら
か
に
よ
は
わ
る
に
そ
家
内
の
男
⼥
⼤
ひ
に
お
と
ろ
き
逃
ま
と
ふ
⿂
名
は
お
も
ひ
か
け
な
き
事
な
れ

は
ち
か
ら
及
ば
す
組
ふ
せ
ら
れ
起
直
ら
ん
に
も
⼤
剛
⼿
練
の
中
村
に
お
さ
へ
ら
れ
し
事
な
れ
は
⼀
⾔
の

こ
と
は
も
な
く
や
す
〳
〵
と
か
ら
め
ら
れ
け
る
斯
て
⽵
堂
と
こ
ろ
の
も
の
を
呼
ひ
つ
け
颯
⻫
を
か
た
く

あ
つ
け
曲
も
の
を
引
⽴
て
越
中
勝
興
寺
へ
こ
そ
か
へ
り
け
る
⽮
部
野
良
も
此
や
う
す
を
⾒
て
⼤
ひ
に
よ

ろ
こ
ひ
さ
ç
そ
く
⼩
松
奉
⾏
⼩
倉
源
九
郎
か
た
へ
早
便
を
も
つ
て
告
し
ら
せ
て
夫
よ
り
不
⽇
に
⾦
沢
へ

注
進
あ
り
け
る
に
役
⼈
篠
原
弥
助
此
よ
し
を
村
井
⼤
学
に
沙
汰
に
及
ふ
⼤
学
始
終
を
と
く
と
聞
て
⽵
堂

が
忠
⾂
剛
勇
の
は
た
ら
き
を
か
ん
し
夫
よ
り
⼈
を
も
つ
て
曲
者
⿂
名
を
⾦
沢
へ
引
と
り
先
々
⼊
牢
い
た

さ
せ
置
て
そ
れ
よ
り
家
⽼
中
へ
相
談
の
上
⽵
堂
か
た
へ
御
ほ
う
ひ
を
つ
か
は
さ
れ
剛
勇
の
程
を
感
称
に

お
よ
ふ
け
る
⽵
堂
そ
れ
よ
り
退
歩
と
改
名
し
て
⽮
部
野
良
両
⼈
に
⾼
丸
公
の
御
⾝
を
た
の
み
お
き
⼭
林

に
引
籠
り
閑
居
を
な
し
て
星
霜
を
送
り
け
る
と
な
り
斯
て
篠
原
弥
助
村
井
⼤
学
と
の
⽴
合
に
て
此
度
の

詮
義
を
仕
つ
る
へ
き
よ
し
七
⼿
の
衆
中
相
談
の
う
へ
申
ふ
く
め
ら
れ
し
か
は
⽇
毎
に
⿂
名
を
牢
よ
り
引

出
し
拷
問
に
お
よ
ふ
と
い
へ
と
も
剛
勇
⼤
丈
夫
の
⿂
名
な
れ
は
⼀
⾔
の
⽩
状
も
な
く
さ
し
て
て
ん
〴
〵

し
た
る
こ
と
ば
も
な
く
⼀
向
に
⾝
に
と
つ
て
覚
へ
な
き
よ
し
申
け
る
是
に
よ
つ
て
放
⽣
津
沖
間
さ
つ
さ

さ
い
を
め
し
出
た
し
⿂
名
が
出
処
い
か
な
る
由
縁
に
て
留
置
き
た
る
よ
し
委
し
く
た
つ
ね
ら
る
る
に
付

沖
間
申
上
け
る
は
そ
れ
か
し
に
お
い
て
す
こ
し
の
由
縁
も
是
な
き
⼈
な
れ
と
も
元
来
そ
れ
が
し
が
⺟
眼

病
に
よ
つ
て
多
年
難
渋
に
お
よ
ひ
暮
た
し
申
候
と
こ
ろ
去
ぬ
る
こ
ろ
か
の
⿂
名
そ
れ
か
し
⽅
へ
⾨
前
に

休
み
ひ
て
そ
れ
か
し
か
⺟
の
眼
中
を
伺
ひ
甚
だ
し
き
⼤
病
な
れ
ど
も
我
に
家
伝
の
秘
薬
を
も
つ
て
療
治

を
せ
ん
と
有
に
⺟
は
よ
ろ
こ
ひ
て
か
れ
も
と
め
お
き
て
両
三
⽇
療
治
を
受
し
と
こ
ろ
次
第
に
こ
ゝ
ろ
よ

く
す
で
に
此
⽐
は
本
腹
に
お
よ
ひ
し
ゆ
へ
に
其
報
恩
の
為
暫
く
と
め
て
こ
ゝ
ろ
付
の
も
て
な
し
を
仕
つ

り
罷
り
あ
る
と
こ
ろ
に
何
所
よ
り
と
も
な
く
此
よ
し
を
聞
つ
け
わ
れ
も
〳
〵
と
り
や
う
し
を
乞
る
ゝ
に
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⼀
⼈
と
し
て
本
腹
せ
さ
る
は
な
し
是
に
よ
つ
て
村
中
然
ら
は
信
仰
つ
か
ま
つ
る
に
付
そ
れ
か
し
奇
異
の

秘
薬
と
為
せ
し
故
な
を
も
滞
留
を
す
ゝ
め
て
後
々
相
伝
を
う
け
ん
と
存
し
留
置
候
な
り
と
始
終
を
語
り

け
る
篠
原
な
を
も
其
意
得
か
た
く
夫
よ
り
颯
⻫
を
も
⼊
牢
申
つ
け
且
⿂
名
は
毎
⽇
〳
〵
⼿
を
か
へ
品
を

か
へ
責
ら
る
ゝ
と
い
へ
と
も
猶
も
つ
て
前
段
に
た
か
ふ
事
な
く
⽩
状
の
程
も
⾒
へ
さ
り
し
に
村
井
⼤
学

あ
る
⽇
⿂
名
を
ち
か
く
ま
ね
き
寄
せ
先
た
つ
て
中
む
ら
⽵
堂
が
拾
ひ
得
し
⼀
通
を
も
つ
て
詮
義
せ
ら
れ

し
か
は
さ
し
も
の
⿂
名
か
の
⼀
通
に
け
で
ん
し
て
お
ど
ろ
き
し
顔
⾊
な
れ
は
村
井
⼤
学
は
こ
れ
に
少
し

ち
か
ら
を
得
て
夫
よ
り
段
々
詮
義
に
及
ひ
し
か
は
⿂
名
も
す
こ
し
⼝
ほ
こ
ろ
べ
て
⽩
状
い
た
し
け
る
は

い
か
に
も
其
⼀
通
は
某
し
か
落
せ
し
な
り
其
⾚
松
幸
之
進
と
申
は
先
達
⽽
御
成
敗
に
成
し
政
尾
か
実
の

兄
に
て
そ
れ
か
し
⽵
⾺
の
友
に
て
政
尾
⼥
に
無
成
ば
い
を
な
さ
れ
し
よ
り
御
家
を
う
ら
み
申
て
そ
れ
が

し
に
真
斯
〳
〵
の
た
の
み
に
て
候
と
⾔
ふ
村
井
は
猶
も
⾚
松
の
住
家
く
わ
し
く
尋
ら
る
ゝ
に
江
⼾
お
も

て
芝
壱
丁
⽬
に
住
居
を
か
ま
へ
剣
術
兵
法
の
し
な
ん
を
し
て
世
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
暮
ら
せ
し
よ
し
⾔
上

に
及
ふ
是
に
よ
つ
て
む
ら
井
篠
原
七
⼿
の
諸
将
に
此
⼦
細
を
談
し
夫
よ
り
⾜
軽
組
か
し
ら
松
⽥
宇
右
衛

⾨
に
⼈
数
を
さ
し
添
へ
江
⼾
表
芝
⼀
壱
丁
⽬
⾚
ま
つ
幸
之
進
を
⽣
捕
り
帰
国
い
た
す
へ
き
よ
し
差
図
に

ま
か
せ
松
⽥
を
は
し
め
命
を
受
し
諸
⼠
こ
と
〳
〵
く
関
東
へ
し
の
ひ
下
り
終
に
⾚
ま
つ
幸
之
進
を
⽣
と

り
本
国
⾦
沢
へ
下
着
い
た
し
ぬ
村
井
篠
原
⼤
ひ
に
よ
ろ
こ
ひ
⾚
松
を
か
た
く
禁
し
め
禁
牢
申
付
き
ひ
し

く
守
護
い
た
さ
せ
け
る
と
な
り
し
か
る
に
⿂
名
は
か
う
も
ん
責
苦
の
せ
つ
な
さ
に
少
し
こ
ゝ
ろ
も
よ
は

り
て
⾚
ま
つ
か
⾝
の
う
へ
⽩
状
せ
し
と
こ
ろ
早
速
に
⽣
と
ら
れ
⼊
牢
と
の
事
な
れ
は
彼
と
若
も
対
決
に

お
よ
ふ
と
き
は
⾚
ま
つ
に
対
し
⼀
た
ん
つ
か
ひ
し
⾔
葉
も
な
く
⾯
⽬
を
う
し
な
ふ
は
か
り
な
り
し
よ
せ

ん
助
か
ら
さ
る
我
か
⼀
命
な
り
と
思
案
を
き
は
め
其
⽇
牢
中
に
て
相
ゐ
て
⾆
を
く
い
き
り
む
な
し
く
⻩

泉
に
お
も
む
き
け
る
こ
と
天
の
せ
め
⾝
に
む
く
ひ
て
浅
ま
し
か
り
け
る
最
期
な
り 

 

⾚
松
幸
之
進
狂
歌
に
⽽
⽩
状
之
事 

 

并
湯
原
⽅
よ
り
⼭
崎
林
之
丞
へ
書
通
の
事 

い
ま
た
過
半
の
詮
義
も
の
こ
り
た
る
⿂
名
な
れ
と
も
し
さ
つ
の
事
に
詮
か
た
な
く
さ
れ
と
も
同
類
⾚
ま

つ
幸
之
進
を
⽣
捕
り
し
事
こ
そ
前
⽥
家
⻑
久
の
吉
瑞
也
と
て
夫
よ
り
⽇
毎
に
⾚
ま
つ
幸
之
進
並
ひ
に
沖

間
颯
⻫
を
き
び
し
く
が
う
も
ん
に
お
よ
ひ
け
る
に
颯
⻫
せ
め
く
に
こ
ゝ
ろ
を
い
た
め
終
に
牢
中
に
於
て

む
な
し
く
な
り
ぬ
是
に
よ
つ
て
そ
村
井
篠
わ
ら
し
ゐ
て
拷
も
ん
に
か
け
て
⾚
松
を
む
な
し
く
な
し
る
ば

⼀
向
に
せ
ん
き
の
⼿
か
ゝ
り
も
尽
ぬ
へ
し
と
す
こ
し
責
苦
を
や
は
ら
け
利
解
を
も
つ
て
⽇
こ
と
に
⽩
状

に
か
け
け
る
に
⾚
ま
つ
も
⼤
剛
⼒
⼠
の
も
の
な
れ
は
た
や
す
く
無
状
に
も
お
よ
は
さ
り
し
爰
に
村
井
⼤

学
は
⾚
ま
つ
よ
り
⿂
名
⽅
へ
お
く
り
し
書
通
を
と
り
出
し
⼜
あ
か
ま
つ
を
搦
ら
め
と
り
し
松
⽥
宇
右
衞

⾨
証
拠
の
た
め
と
て
持
か
へ
り
し
⾚
松
か
⼿
跡
と
を
引
合
せ
⾒
る
に
⼨
分
相
違
も
こ
れ
な
き
ゆ
へ
右
⼆

い
ろ
の
⽂
通
を
も
つ
て
幸
之
進
を
さ
ま
〳
〵
責
と
は
る
ゝ
に
さ
し
も
の
⾚
ま
つ
も
ち
ん
ず
べ
き
⽅
便
も

尽
は
て
い
か
に
も
某
が
⼿
跡
に
相
違
是
な
き
よ
し
⽩
状
に
お
よ
ふ
⼤
学
申
さ
れ
け
る
は
然
る
は
其
⽅
⿂

名
⽅
へ
送
り
し
⽂
⾔
の
う
ち
に
此
事
を
し
の
び
よ
く
い
た
す
に
お
い
て
は
忠
勤
の
程
を
申
あ
け
⾼
知
を

与
へ
ん
と
あ
る
は
何
れ
へ
申
上
け
い
つ
れ
よ
り
⾼
知
を
あ
て
お
こ
な
わ
れ
ん
や
其
旨
⽩
状
つ
か
ま
つ
る

へ
し
と
利
を
せ
め
事
を
や
わ
ら
げ
な
た
め
問
る
ゝ
に
よ
つ
て
強
悪
無
道
の
⾚
ま
つ
も
村
井
が
弁
⾆
に
は

む
か
ふ
事
あ
た
わ
す
た
ゝ
そ
こ
そ
あ
り
て
い
に
⽩
状
仕
り
申
す
へ
し
と
何
と
そ
硯
を
御
借
し
下
さ
れ
と

あ
る
に
村
井
篠
原
さ
つ
そ
く
す
ゞ
り
筆
を
与
へ
て
縄
を
ゆ
る
め
彼
か
⽩
状
を
ま
つ
と
こ
ろ
に
⾚
ま
つ
墨

を
ひ
た
し
⽩
状
に
さ
ら
〳
〵
と
書
し
た
ゝ
め
両
⼈
か
前
に
さ
し
出
し
け
る
村
井
し
の
原
い
か
ゝ
い
た
せ

し
義
哉
ら
ん
と
す
な
は
ち
披
き
⾒
る
に 

 

⾚
松
の
枝
葉
を
せ
め
て
縁
に
て 

 

お
も
ふ
か
ゆ
へ
に
か
ゝ
る
罪
科 

⼜
次
に 

 

た
の
み
に
し
富
⼠
の
⼭
崎
埋
れ
て 

 

名
の
み
そ
の
こ
る
三
保
の
松
村 
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と
書
し
る
し
あ
り
し
か
は
⼤
学
し
は
ら
く
思
案
を
い
た
し
も
は
や
⾚
ま
つ
を
か
う
も
ん
に
掛
に
お
よ
は

す
此
ま
ゝ
に
⼊
牢
致
さ
せ
お
く
へ
し
下
役
⼈
に
申
渡
し
け
れ
は
そ
れ
よ
り
已
前
の
こ
と
く
禁
牢
申
付
⾚

松
を
⼤
切
に
守
護
い
た
し
け
る
と
な
り
か
く
て
村
井
は
篠
原
と
内
談
の
上
彼
か
書
上
け
し
⼆
⾸
の
歌
を

懐
中
し
て
⼤
広
間
へ
参
向
し
七
⼿
の
衆
中
を
呼
ひ
あ
つ
め
彼
歌
を
さ
し
出
し
お
の
〳
〵
た
か
ひ
に
評
定

に
お
よ
ひ
け
る
然
る
に
其
こ
ろ
江
⼾
御
や
し
き
に
は
本
国
騒
乱
の
や
う
す
ほ
の
か
に
相
き
こ
え
家
中
の

⼤
⼩
安
否
如
何
と
伺
か
ふ
と
こ
ろ
に
⼭
崎
七
郎
太
夫
計
ら
す
も
闇
討
に
逢
ひ
た
る
よ
し
注
し
ん
有
し
か

は
太
守
重
も
と
公
⼤
ひ
に
御
⽴
腹
ま
し
〳
〵
い
そ
き
⼭
崎
か
⼀
⼦
林
之
丞
を
召
し
い
た
し
此
お
も
む
き

を
仰
せ
聞
か
さ
れ
汝
⽗
た
る
も
の
闇
〳
〵
と
う
ち
捨
ら
れ
其
ま
ゝ
に
差
お
き
な
は
武
⼠
道
の
本
意
無
る

へ
し
い
そ
き
た
ち
こ
へ
敵
を
た
つ
ね
出
し
本
望
を
た
つ
し
帰
宿
す
べ
し
と
仰
せ
渡
さ
れ
け
る
林
之
丞
委

細
か
し
こ
ま
り
私
宅
へ
⽴
か
へ
り
何
⾓
⽤
意
を
い
た
し
既
に
本
国
へ
う
ち
⽴
ん
と
致
し
け
る
が
つ
く
〳

〵
思
案
を
め
く
ら
し
⾒
る
に
亡
⽗
の
積
悪
な
か
〳
〵
筆
紙
に
尽
し
が
た
く
終
に
は
天
命
に
て
其
つ
み
を

露
顕
し
い
か
成
罪
科
に
も
逢
ふ
へ
き
⾝
な
る
を
や
み
う
ち
に
い
た
せ
し
事
そ
思
慮
あ
る
も
の
ゝ
計
ら
ひ

な
ら
ん
所
詮
本
国
へ
た
ち
こ
へ
七
⼿
衆
中
に
そ
の
こ
と
を
儀
し
な
は
却
つ
て
此
⾝
を
さ
み
せ
ら
れ
其
う

へ
⽗
の
悪
名
を
た
か
く
す
る
の
利
な
り
と
い
ろ
〳
〵
⼯
夫
を
こ
ら
し
け
る
か
夫
よ
り
病
気
の
よ
し
を
申

あ
け
⼀
間
へ
と
ち
こ
も
り
て
暫
く
星
霜
を
過
し
け
る
然
る
に
⼭
崎
横
死
の
い
せ
ん
松
村
か
た
へ
送
り
し

書
通
い
か
な
る
侫
悪
の
謀
計
を
し
た
ゝ
め
お
く
り
し
や
か
の
書
状
到
来
の
後
い
よ
〳
〵
松
村
は
太
守
の

か
た
は
ら
に
伺
公
し
種
々
の
悪
事
を
す
ゝ
め
奉
り
け
る
に
重
も
と
公
も
⽇
こ
ろ
御
⼼
に
叶
ひ
し
⼭
崎
不

意
の
横
死
と
聞
し
召
し
頼
み
す
く
な
く
お
ほ
し
め
す
と
こ
ろ
に
近
⾂
松
村
四
郎
兵
衛
⼭
さ
き
の
奸
計
を

う
け
継
い
で
さ
ま
〳
〵
の
悪
趣
を
す
ゝ
め
た
て
ま
つ
る
に
い
よ
〳
〵
御
こ
ゝ
ろ
に
叶
ひ
す
て
に
松
む
ら

へ
弍
百
⽯
の
御
加
増
を
下
さ
れ
⼭
さ
き
同
前
に
御
愛
⾂
な
さ
れ
け
る
時
に
太
守
重
基
公
に
は
御
ひ
い
き

あ
つ
く
お
ほ
し
召
す
⼭
さ
き
林
之
丞
俄
の
ひ
や
う
き
此
よ
し
⾔
上
い
た
せ
し
か
は
甚
た
こ
ゝ
ろ
を
つ
け

ら
れ
⽇
々
の
御
⾒
舞
を
送
ら
る
ゝ
と
い
へ
と
も
⼀
向
御
使
者
に
対
⾯
を
も
と
け
ず
こ
も
り
居
た
り
け
る

処
に
本
国
湯
原
藤
右
衛
⾨
⽅
よ
り
奴
僕
⼀
⼈
参
着
し
て
事
状
を
指
出
し
て
け
る
⼭
さ
き
か
家
⼈
此
よ
し

を
つ
げ
け
れ
は
林
之
允
は
本
国
湯
原
⽅
よ
り
⼀
僕
の
参
着
何
と
も
そ
の
意
得
ず
其
う
へ
是
ま
て
に
⽗
七

郎
太
夫
か
横
死
の
み
き
り
し
ら
せ
の
書
状
も
遣
は
さ
す
只
今
に
い
た
つ
て
奴
僕
を
さ
し
下
し
し
事
近
⽐

い
ふ
か
し
く
は
お
も
へ
と
も
先
彼
書
状
を
ひ
ら
き
て
其
事
談
を
伺
か
は
ん
と
封
し
を
き
り
其
⽂
辞
を
よ

み
下
す
に 

⼀
筆
啓
上
仕
候
此
度
貴
殿
の
親
⽗
七
郎
太
夫
と
の
当
所
の
騒
乱
を
相
し
つ
め
ん
か
為
御
怠
命

を
う
け
御
下
向
致
さ
れ
し
と
こ
ろ
某
い
さ
ゝ
か
の
意
趣
を
差
は
さ
み
⼤
広
野
に
お
ゐ
て
闇
討

に
い
た
し
申
候
な
り
そ
れ
に
つ
き
忰
和
五
郎
実
⽗
の
仇
を
む
く
わ
ん
と
道
し
⽅
々
と
敵
を
詮

義
つ
か
ま
つ
り
候
処
思
ひ
の
外
そ
れ
か
し
が
討
し
と
申
事
明
⽩
た
る
に
よ
つ
て
養
⽗
の
恩
義

を
そ
ん
し
是
も
切
腹
仕
り
候
也
左
候
へ
は
御
親
⽗
の
か
た
き
実
⽗
の
仇
其
侭
に
打
す
て
お
か

る
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
さ
れ
は
い
そ
ぎ
此
奴
僕
と
御
同
伴
に
て
御
帰
国
な
さ
れ
尋
常
の
勝
負

を
と
げ
ら
れ
へ
き
事
こ
そ
肝
要
に
候
ま
づ
は
右
勝
負
の
義
を
た
つ
し
度
御
迎
ひ
の
為
書
簡
を

も
つ
て
早
々
斯
の
如
く
に
御
座
候
恐
々
謹
⾔ 

 

七
⽉
⼗
⼋
⽇ 

湯
原
藤
右
衛
⾨ 

 

⼭
崎
林
之
丞
殿 

と
し
た
ゝ
め
あ
れ
は
林
之
丞
⼤
ひ
に
驚
き
揉
過
し
〳
〵
事
状
を
な
か
め
⽗
七
郎
太
夫
に
い
さ
ゝ
か
の
意

趣
と
申
越
さ
れ
し
事
は
国
家
の
御
た
め
⼆
つ
に
は
⼀
国
の
そ
う
ら
ん
を
治
め
ん
か
た
め
の
忠
節
と
お
ぼ

へ
た
り
返
す
〳
〵
⽗
の
旧
悪
そ
さ
う
申
出
し
て
な
み
た
の
種
と
は
な
り
ぬ
と
袂
を
し
ほ
り
家
⼈
を
よ
ひ

つ
け
湯
原
よ
り
の
使
を
あ
つ
く
饗
応
い
た
さ
せ
し
は
ら
く
休
息
せ
ら
る
へ
し
只
今
返
簡
を
認
め
指
遣
わ

す
へ
し
と
彼
⼀
通
を
⼿
に
た
づ
さ
へ
⼀
間
の
内
へ
⼊
れ
れ
け
る 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
五
終 
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︵
第
六
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
六 

 

⽬
録 

⼀
 
⼭
崎
林
之
丞
御
諫
⾔
之
事 

 
 
并
中
将
⼭
崎
を
御
⼿
討
之
事 

⼀
 
湯
原
藤
右
衞
⾨
返
答
に
よ
つ
て
落
涙
之
事 

 
 
并
前
⽥
三
左
衛
⾨
評
義
発
⾔
之
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
六 

 

⼭
崎
林
之
允
御
諫
⾔
之
事 

 

并
中
将
⼭
崎
を
御
⼿
討
之
事 

九
⿃
に
三
枝
⾦
烏
に
反
哺
と
⾔
親
に
孝
⼼
な
る
も
の
は
他
⼈
に
も
厚
誠
な
り
と
か
や
⼭
崎
か
⼀
⼦
林
之

丞
は
⽗
七
郎
太
夫
に
引
替
て
五
常
を
も
つ
は
ら
と
し
て
⼰
を
⾼
ぶ
ら
ず
⼈
を
そ
こ
な
ふ
事
な
く
⼀
家
中

に
希
成
⼈
柄
な
り
け
る
に
頃
⽇
⽗
が
横
死
の
凶
使
を
聞
た
る
上
に
只
今
湯
原
⽅
よ
り
の
書
簡
到
来
し
て

弥
⼼
を
い
た
め
今
弟
和
五
郎
か
忠
死
を
感
し
⼼
の
内
に
称
名
の
⼿
向
を
な
し
涙
と
共
に
返
簡
を
認
め
⼀

間
よ
り
⽴
出
彼
奴
僕
に
渡
し
追
て
我
君
の
暇
を
乞
受
帰
国
仕
事
御
対
顔
の
上
申
上
へ
し
と
念
⽐
に
申
お

く
り
け
る
を
奴
僕
は
委
細
承
知
し
て
急
き
本
国
へ
そ
か
へ
り
け
る
林
之
允
夫
よ
り
⾐
服
⼤
⼩
を
⽴
派
に

改
改
め
俄
に
⼤
守
重
基
公
の
御
前
へ
罷
出
御
機
嫌
の
体
を
う
か
ゝ
ひ
け
る
は
某
義
先
達
⽽
⽗
七
郎
太
夫

死
去
の
後
御
君
命
を
承
り
本
国
へ
⽴
申
筈
の
所
俄
に
所
労
に
お
か
さ
れ
延
引
に
及
ひ
候
処
次
第
に
快
全

に
趣
き
候
故
今
⽇
伺
公
仕
候
な
り
夫
に
付
殿
様
へ
申
上
致
義
は
国
元
に
て
⽗
七
郎
太
夫
を
闇
討
に
い
た

し
候
敵
明
⽩
に
相
分
り
候
ゆ
へ
此
⼀
義
御
評
義
預
り
度
そ
へ
し
則
証
拠
成
へ
き
⼀
通
不
思
儀
に
⼿
に
⼊

候
故
持
参
仕
候
と
湯
原
⽅
よ
り
差
越
た
る
⼀
通
を
⼤
守
の
御
前
へ
差
出
し
け
る
重
基
公
委
細
御
聞
届
上

彼
⼀
通
を
御
取
あ
け
な
さ
れ
御
被
⾒
の
上
⼤
に
⾯
⾊
を
損
し
給
ひ
扨
は
汝
が
為
に
何
者
た
る
湯
原
藤
右

衛
⾨
が
打
取
し
事
い
か
さ
ま
⼦
細
の
有
べ
き
事
な
ら
ん
其
上
⼀
⼦
和
五
郎
切
腹
い
た
せ
し
と
の
⽂
通
不

便
成
義
な
り
御
泪
を
催
し
給
へ
ば
林
之
允
は
両
⼿
を
つ
か
へ
我
々
⾵
情
の
親
弟
忽
の
最
期
を
御
不
便
に

思
召
下
さ
る
ゝ
段
有
難
き
申
上
へ
き
詞
も
無
之
候
夫
に
付
御
願
ひ
申
上
候
は
⼤
守
に
も
只
今
ま
で
の
御

⼼
改
ら
れ
酒
宴
遊
興
を
御
⽌
り
遊
さ
れ
御
政
事
に
御
⼼
を
付
ら
れ
御
側
に
出
頭
仕
候
奸
侫
の
松
村
等
を

追
退
け
ら
れ
御
忠
⾂
の
聞
へ
あ
る
伴
の
⼋
⽮
を
免
き
出
勤
を
御
緩
し
な
さ
れ
仁
義
礼
智
信
の
政
道
を
も

つ
て
本
国
の
動
乱
を
鎮
め
さ
せ
給
は
る
へ
し
某
の
⼝
よ
り
申
も
如
何
し
け
れ
と
も
⽗
七
郎
太
夫
は
御
上

の
御
寵
愛
に
ほ
こ
り
是
ま
て
不
道
を
取
⾏
ひ
我
君
に
ま
て
悪
趣
を
す
ゝ
め
し
罪
終
に
は
露
顕
に
及
ひ
其

災
ひ
遠
か
る
ま
し
き
を
計
り
湯
原
藤
右
衛
⾨
私
の
意
趣
に
取
な
し
打
捨
ら
れ
し
事
忠
⾂
な
り
か
ゝ
る
⼈

柄
い
そ
ぎ
取
上
給
ひ
て
然
る
へ
し
⼜
某
事
も
⽗
の
災
ひ
は
⾝
に
か
ゝ
る
災
ひ
な
れ
は
所
詮
御
成
敗
は
受

申
さ
ず
と
も
相
果
る
こ
そ
順
道
な
れ
斯
く
御
厚
情
た
る
湯
原
抔
へ
刃
向
ふ
事
思
ひ
よ
ら
す
我
等
を
御
不

便
と
思
召
下
さ
る
ゝ
な
ら
は
何
事
御
⼼
を
改
ら
れ
仁
政
を
⾏
ひ
給
わ
れ
か
し
と
少
し
も
恐
る
ゝ
⾊
な
く

⾔
上
い
た
し
け
れ
は
重
基
公
⼤
に
⽴
腹
ま
し
〳
〵
林
之
丞
を
は
つ
た
と
に
ら
み
給
ひ
⽣
若
輩
の
⾝
分
と

し
て
弥
⾔
⽴
聞
に
く
し
我
を
た
れ
と
か
思
ふ
や
加
能
越
の
三
国
の
領
主
な
り
さ
す
れ
は
三
国
と
も
に
皆

某
の
⼼
の
侭
な
り
某
の
命
を
皆
〳
〵
の
や
つ
ば
ら
は
た
と
へ
譜
代
お
ん
こ
の
者
に
も
せ
よ
曲
事
を
申
付

る
こ
そ
⼤
守
の
威
光
な
り
汝
ご
と
き
か
異
⾒
⽴
聞
⼊
る
べ
き
筈
や
あ
る
其
上
汝
か
⽗
は
某
し
命
に
よ
つ

て
本
国
へ
⽴
越
し
其
道
を
弁
へ
す
七
郎
太
夫
を
打
捨
し
湯
原
こ
そ
我
に
刃
向
ふ
も
同
前
な
り
⼜
其
⽅
は

某
の
詞
を
も
ち
ゐ
す
虚
病
を
構
へ
て
我
を
あ
さ
む
く
の
罪
此
以
後
⼼
の
⼊
替
我
か
命
を
そ
む
か
ず
は
是

迄
の
通
⽬
通
り
に
て
召
仕
ふ
へ
し
⼊
ら
さ
る
諫
⾔
だ
て
を
致
す
お
ゐ
て
は
向
後
⽬
通
り
に
て
叶
わ
す
と

声
を
あ
ら
ら
け
の
給
ふ
に
林
之
丞
も
し
は
ら
く
も
く
ね
ん
た
り
し
か
あ
ゝ
乞
も
謀
る
も
⾂
の
道
と
⼼
に

納
め
て
⾯
を
や
わ
ら
け
以
前
の
ご
と
く
繰
返
し
て
利
害
を
解
弁
⾆
瀧
の
流
る
ゝ
こ
と
く
御
忠
⾔
の
申
と

い
へ
と
も
却
つ
て
御
い
き
と
を
り
つ
よ
く
近
習
の
諸
⼠
を
召
れ
林
之
丞
を
遠
さ
く
へ
き
御
上
意
な
れ
は



 66 

諸
⼠
も
君
命
も
た
し
か
た
く
⽴
か
ゝ
つ
て
⼭
崎
を
引
の
け
れ
と
も
林
之
丞
⼼
魂
鉄
⽯
の
こ
と
く
忠
誠
に

こ
つ
た
る
事
な
れ
は
す
こ
し
も
其
場
を
動
も
せ
す
引
越
つ
く
し
或
は
な
け
き
あ
あ
る
ひ
は
い
か
り
さ
ま

〳
〵
い
さ
め
申
せ
と
も
⼤
守
は
い
よ
〳
〵
逆
⽴
給
ひ
悪
く
き
や
つ
哉
我
詞
を
背
く
の
上
同
し
繰
事
計
申

出
し
等
き
つ
く
わ
い
⾄
極
な
り
此
上
は
打
捨
申
へ
し
と
す
る
と
き
御
上
意
に
せ
ん
か
た
な
く
近
習
の
諸

⼠
を
⼭
崎
を
退
ん
と
す
る
に
林
之
丞
は
少
し
も
お
う
す
る
け
し
き
な
く
最
前
よ
り
の
御
諫
⾔
御
⽤
ひ
無

之
上
却
つ
て
我
を
打
捨
給
は
ん
と
の
事
始
よ
り
君
に
さ
し
上
置
し
命
な
れ
は
殺
さ
る
ゝ
つ
ゝ
き
と
て
御

坊
埒
を
其
侭
に
捨
置
べ
き
か
此
侭
に
置
る
へ
し
と
近
習
の
詞
を
も
⽤
ひ
す
猶
々
⼤
守
の
御
前
へ
摺
よ
り

わ
つ
ゝ
⼝
説
つ
御
諫
め
申
に
⼤
守
い
か
り
に
怒
を
重
ね
給
ひ
腰
⼑
猶
予
も
な
く
抜
は
な
し
給
ひ
林
之
允

が
ま
つ
か
う
め
が
け
切
付
給
へ
は
少
し
も
其
場
を
動
き
も
や
ら
ず
い
ざ
切
給
へ
と
⾝
を
な
け
出
し
諫
の

⾔
の
隙
も
す
ら
〳
〵
⾔
上
に
⼤
守
も
今
は
す
へ
か
ね
真
⼆
つ
に
と
切
付
有
に
名
剣
の
き
つ
さ
き
す
る
ど

く
し
て
⼤
誠
忠
の
林
之
允
⼆
つ
に
こ
そ
な
り
に
け
る
斯
て
⼀
乱
の
様
⼦
家
中
に
沙
汰
み
ち
〳
〵
て
松
村

四
郎
兵
衛
名
川
新
右
衛
⾨
各
々
か
け
付
重
基
公
を
な
た
め
林
之
丞
を
⾒
る
に
は
や
事
き
れ
て
あ
へ
な
き

有
様
さ
し
も
奸
侫
の
松
村
な
れ
と
も
⽇
⽐
⼊
魂
の
上
て
⽴
⾝
せ
し
も
皆
林
之
允
の
⽗
七
郎
太
夫
か
影
な

れ
は
よ
し
み
を
思
ひ
落
涙
い
た
し
さ
ま
〳
〵
と
⼤
守
を
い
さ
め
申
名
川
諸
友
別
殿
へ
す
ゝ
め
奉
り
⼥
中

を
あ
つ
め
⼜
御
酒
宴
に
て
さ
ゝ
め
き
け
る
と
な
り
斯
て
⼼
あ
る
近
⼠
は
林
之
允
か
最
期
を
不
便
に
思
ひ

死
か
い
を
申
う
け
念
⽐
に
葬
り
供
養
を
な
し
け
る
と
か
や
か
ゝ
る
忠
誠
の
林
之
允
な
れ
と
も
弟
と
い
ひ

其
⾝
と
⽗
の
積
悪
の
罪
を
⾝
に
う
け
て
は
か
な
き
最
期
を
と
げ
た
り
し
事
あ
わ
れ
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な

り 
 

湯
原
藤
右
衛
⾨
返
書
に
よ
つ
て
落
涙
之
事 

 

并
前
⽥
三
左
衛
⾨
評
義
発
⾔
之
事 

然
る
に
⾦
沢
湯
原
藤
右
衛
⾨
は
⼭
崎
林
之
丞
⽅
へ
⼀
通
を
送
り
彼
か
胸
中
を
さ
く
り
⾒
る
所
々
⽇
追
つ

て
奴
僕
⽴
帰
り
⼭
崎
⽅
よ
り
返
書
を
差
出
し
け
る
を
湯
原
⼭
崎
か
⼼
底
い
ふ
か
し
く
着
き
開
封
し
て
其

⽂
体
を
⾒
る
に 

貴
札
忝
今
拝
⾒
候
誠
に
其
後
は
久
敷
御
対
⾯
の
と
げ
す
候
処
弥
御
平
安
御
勤
仕
被
成
候
条
⼤
悦
奉
得
候

然
は
愚
⽗
七
郎
太
夫
⼀
御
意
恨
之
筋
在
之
候
由
に
て
⽐
⽇
闇
打
に
被
成
段
仰
候
聞
奉
驚
候
其
上
和
五
郎

義
も
実
⽗
の
仇
は
厚
恩
の
貴
所
故
詮
⽅
な
く
切
腹
仕
る
由
具
に
被
仰
聞
是
も
つ
て
愁
傷
に
余
り
万
端
貴

所
に
意
恨
⽌
事
を
得
す
早
速
罷
越
亡
⽗
の
仇
実
弟
の
敵
貴
殿
を
打
果
し
⻩
泉
へ
先
⽴
給
ふ
傍
に
⼿
向
た

く
既
に
其
御
地
発
向
仕
ら
ん
と
存
候
処
つ
ら
〳
〵
思
案
を
め
く
ら
し
候
処
貴
殿
私
の
意
恨
を
仰
被
越
候

へ
と
も
実
は
御
家
の
公
事
に
し
て
御
先
代
よ
り
の
御
⾎
脈
御
相
談
な
さ
し
め
奉
ら
ん
道
に
推
察
仕
候
へ

は
今
更
に
刃
向
申
も
御
先
代
へ
対
し
申
訳
も
無
之
愚
⽗
の
旧
悪
今
更
先
⾮
を
悔
む
る
計
り
に
御
座
候
⼜

拙
者
義
も
御
先
祖
へ
の
忠
勤
初
め
乍
不
及
御
主
君
を
諫
奉
り
若
⼜
御
⽤
ひ
も
御
座
な
く
時
は
切
腹
と
覚

悟
極
め
罷
有
候
拙
者
死
命
へ
様
⼦
御
達
し
被
成
候
は
ゝ
乍
陰
⼀
扁
之
御
称
名
之
程
奉
願
上
候
返
す
〳
〵

も
不
便
成
は
和
五
郎
か
事
に
て
御
座
候
何
⾓
御
⾯
談
の
上
申
上
度
亡
⽗
の
積
悪
を
そ
ん
し
貴
殿
へ
今
更

対
顔
も
⾯
不
わ
に
御
座
候
我
々
な
き
跡
に
て
御
厚
情
と
思
召
せ
め
て
⼭
崎
の
家
名
御
家
に
残
る
程
偏
御

取
成
奉
願
上
候
万
筆
成
に
尽
し
難
候
早
々 

御
返
書
如
此
に
御
座
候
恐
惶
謹
⾔ 

 

⽉
⽇ 

 

⼭
崎
林
之
丞 

 

湯
原
藤
右
衛
⾨
殿
江 

御
報
と
⽂
体
し
と
ろ
に
書
乱
し
其
奥
に 

 

草
の
葉
に
程
し
る
露
の
名
残
哉
と
あ
れ
は
藤
右
衛
⾨
は
涙
を
流
し
あ
つ
は
れ
の
忠
⼠
な
り
彼

と
い
ひ
和
五
郎
と
い
ひ
か
程
忠
⾂
厚
実
の
男
⼦
を
持
な
か
ら
侫
悪
に
其
⾝
を
果
せ
し
七
郎
太
夫
申
中
〳

〵
不
便
な
り
と
落
涙
畳
に
満
て
前
後
を
亡
し
居
た
り
し
が
暫
く
思
案
を
い
た
し
彼
⼀
通
を
懐
中
い
た
し

評
定
所
へ
罷
出
村
井
⼤
学
に
対
⾯
の
上
林
之
丞
か
書
通
を
差
出
し
⾒
せ
け
れ
は
村
井
か
の
⽂
体
を
繰
り

か
へ
し
忠
義
⼼
を
感
し
終
に
落
涙
を
催
し
け
る
か
暫
く
あ
つ
て
関
東
表
に
侫
⾂
の
や
か
ら
多
し
と
い
へ
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と
も
伴
⼋
⽮
と
⾔
林
之
丞
と
い
ひ
あ
つ
は
れ
の
義
⼠
有
そ
は
御
主
君
へ
御
諫
を
⼊
れ
御
政
道
に
⼼
を
移

さ
る
ゝ
事
も
可
有
暫
く
江
⼾
の
時
宜
を
伺
ふ
へ
し
と
夫
よ
り
何
⾓
密
談
を
私
語
互
に
退
散
い
た
し
け
る

と
な
り
然
る
に
関
東
に
お
ゐ
て
⼭
崎
林
之
允
主
君
に
諫
⾔
を
申
⼊
御
聞
届
な
く
却
へ
つ
て
御
⼿
討
に
遊

は
さ
れ
て
本
国
⾦
沢
へ
ほ
の
か
に
聞
へ
し
か
は
湯
原
藤
右
衛
⾨
は
⼜
も
涙
に
袖
を
ひ
た
し
か
れ
ら
兄
弟

が
⼿
向
の
為
さ
ま
〳
〵
の
供
養
を
な
し
先
頃
送
り
し
返
書
こ
そ
今
は
形
⾒
と
な
り
し
な
り
誠
に
彼
が
書

通
の
奥
に
つ
ら
ね
し
⼀
句
に
違
ひ
な
し
露
の
名
残
と
は
成
ぬ
と
泣
涕
数
刻
に
及
ひ
け
る
此
取
沙
汰
⼀
家

中
に
み
ち
て
思
ひ
〳
〵
の
評
義
を
な
し
け
る
七
⼿
の
諸
将
各
出
席
を
な
し
⽇
々
評
義
に
及
け
る
時
に
前

⽥
⼟
佐
守
か
先
た
つ
て
⽼
体
の
苦
労
も
い
と
わ
す
江
⼾
表
へ
⽴
越
急
病
に
お
か
さ
れ
⼀
⼦
三
左
衛
⾨
か

介
抱
万
端
薬
能
を
以
て
善
快
に
趣
と
い
へ
と
も
⽼
病
と
い
ひ
歩
⾏
も
い
た
し
難
こ
れ
も
し
は
ら
く
世
を

三
左
衛
⾨
に
譲
り
て
⽼
病
の
保
養
を
い
た
し
け
る
扨
七
⼿
の
諸
将
横
⼭
本
多
を
始
と
し
て
兵
席
評
定
の

上
関
東
の
⼀
義
猶
以
⼼
元
な
く
⼜
も
や
⾚
松
幸
之
進
を
引
出
し
糺
明
に
か
け
尋
問
る
ゝ
と
い
へ
と
も
先

達
⽽
書
上
し
⼀
⾸
の
相
図
よ
り
外
申
上
る
⼦
細
な
し
と
返
答
な
れ
は
松
村
今
関
東
に
あ
つ
て
い
よ
〳
〵

御
家
の
動
乱
納
る
ま
し
如
何
計
ら
ら
ひ
申
へ
き
お
の
〳
〵
評
処
に
時
⽇
を
過
し
け
る
時
に
前
⽥
三
左
衛

⾨
進
み
出
て
申
け
る
は
此
義
は
中
将
様
御
不
念
に
て
⼀
件
御
怠
命
の
御
養
⼦
を
御
受
遊
さ
れ
し
事
な
れ

ば
今
更
御
異
変
仕
る
事
も
成
難
か
る
へ
し
此
上
は
い
そ
き
⾼
丸
公
へ
御
還
俗
を
す
ゝ
め
奉
り
お
し
て
御

世
継
と
定
め
既
に
御
近
⼠
松
村
等
が
積
悪
は
⾚
松
の
⽩
状
に
て
⼤
半
露
顕
に
及
た
れ
は
此
罪
科
を
正
し

彼
等
が
落
度
を
申
上
速
に
御
異
変
申
上
へ
し
若
⼜
御
承
引
無
之
時
は
七
⼿
の
諸
将
各
も
命
か
へ
て
願
ふ

へ
し
猶
⼜
中
将
様
と
て
も
御
聞
届
無
之
と
き
は
お
し
て
御
隠
居
を
い
た
さ
せ
末
代
御
⾎
脈
の
怠
転
こ
れ

な
き
や
う
い
た
す
こ
そ
御
先
祖
へ
忠
節
な
り
此
義
い
か
ゝ
と
評
し
け
る
若
此
義
に
同
し
ら
れ
然
ら
は
関

東
の
⼀
義
よ
り
先
⾼
丸
公
へ
御
還
俗
を
す
ゝ
め
奉
る
へ
し
此
役
義
た
れ
か
れ
と
申
さ
ん
よ
り
村
井
⽒
⽴

越
ら
れ
勝
興
寺
と
の
御
世
継
と
な
さ
せ
申
さ
る
へ
し
と
⼀
同
に
申
せ
し
か
は
村
井
委
細
承
知
い
た
し
夫

よ
り
い
そ
き
越
中
の
国
国
府
へ
趣
き
い
そ
き
勝
興
寺
と
の
へ
⾄
り
取
次
を
も
つ
て
⾼
丸
公
へ
御
対
⾯
の

義
を
願
ひ
け
れ
は
⽮
部
野
良
の
⼈
々
⾦
沢
よ
り
村
井
⼤
学
か
伺
候
な
れ
は
厚
く
饗
応
し
此
由
を
村
井
に

つ
け
上
し
か
は
則
対
⾯
を
い
た
す
べ
き
よ
し
仰
出
さ
れ
し
故
此
由
を
村
井
に
つ
け
て
⽮
部
案
内
を
い
た

し
⼤
学
を
⾼
丸
公
の
御
前
へ
伴
ひ
け
る
村
井
は
頭
を
畳
に
す
り
付
御
機
嫌
を
伺
ひ
互
に
挨
拶
数
刻
に
し

て
改
⼤
学
⾼
丸
公
へ
申
上
る
は
此
度
拙
者
義
罷
越
候
義
は
君
に
御
還
俗
を
な
さ
し
め
奉
ら
ん
た
め
な
り

其
⼦
細
は
先
達
⽽
御
聞
も
有
へ
か
ら
ん
御
同
腹
御
舎
弟
喜
六
郎
殿
御
卒
去
の
後
い
ま
た
定
□
御
世
継
と

て
も
な
く
⼜
御
怠
命
の
御
養
⼦
江
⼾
表
に
て
既
に
事
極
る
と
い
へ
共
七
⼿
の
諸
将
を
は
し
め
斯
申
上
候

某
ま
て
も
少
し
も
承
引
仕
ら
す
候
な
り
殊
に
君
は
前
⽥
家
の
御
正
統
な
れ
は
加
能
越
の
三
国
は
君
よ
り

外
保
つ
へ
き
御
⽅
覚
へ
な
し
⼀
時
も
早
く
御
還
俗
な
し
給
ふ
て
す
み
や
か
に
三
国
を
納
め
給
ひ
家
中
の

⼼
を
休
め
給
へ
か
し
と
引
越
つ
く
し
利
を
つ
く
し
お
め
る
⾊
な
く
⾔
上
に
及
ひ
け
る 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
六 

 

︵
第
七
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
七 

 

勝
興
寺
殿
村
井
へ
御
返
答
の
事 

 

并
沢
⽊
⼩
藤
太
牢
番
働
の
事 

勝
興
寺
⾼
丸
公
は
村
井
⼤
学
の
再
⾔
具
に
き
こ
し
召
れ
暫
く
も
く
ね
ん
と
し
て
お
わ
し
け
る
か
良
あ
つ

て
仰
ら
れ
け
る
は
其
⽅
か
只
今
諫
⾔
も
つ
と
く
⾄
極
に
は
覚
へ
つ
れ
と
も
関
東
表
太
守
重
基
公
に
は
⼀

件
御
怠
命
御
受
納
あ
つ
て
諸
⼤
名
⽅
へ
も
御
披
露
の
上
⼀
家
中
も
す
で
に
得
⼼
に
て
事
⼤
半
成
就
な
つ

て
御
⼊
輿
も
こ
れ
あ
る
べ
き
よ
し
聞
き
及
ぶ
左
あ
る
時
に
某
還
俗
な
し
て
加
能
越
の
三
国
を
お
さ
め
ん

事
先
祖
へ
対
し
て
尤
⼤
慶
た
つ
と
い
へ
ど
も
眼
前
御
怠
命
に
そ
む
く
の
誤
り
か
へ
つ
て
前
⽥
家
の
凶
事

と
も
な
ら
ん
か
し
其
上
某
事
は
幼
稚
に
し
て
⽗
君
に
送
れ
あ
ま
つ
さ
へ
兄
喜
六
郎
殿
に
は
不
慮
の
落
命
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を
と
け
ら
れ
さ
そ
⻩
泉
の
ま
よ
ひ
と
も
な
る
ゝ
ら
む
候
⼀
度
釈
⾨
に
⼊
た
る
事
な
れ
は
⽗
君
を
始
御
舎

兄
の
旁
々
の
後
世
を
と
ふ
ら
ひ
申
ん
こ
そ
某
の
本
願
な
り
還
俗
の
事
お
も
ひ
も
よ
ら
す
と
泪
と
共
に
仰

ら
れ
し
か
は
村
井
も
時
宜
尤
と
は
お
も
へ
と
も
御
家
の
事
と
⼼
つ
き
し
か
は
⼜
繰
返
し
て
は
し
め
よ
り

利
⾮
明
⽩
に
語
つ
て
御
げ
ん
ぞ
く
勧
め
た
て
ま
つ
る
と
い
へ
と
も
御
承
引
の
体
も
な
く
只
仏
教
の
外
他

事
な
く
称
名
に
時
を
う
つ
し
て
お
わ
し
け
る
こ
れ
に
よ
つ
て
野
良
要
⼈
⽮
部
孫
三
郎
両
⼈
詞
を
そ
ろ
へ

⾔
上
な
し
け
る
は
最
前
よ
り
村
井
殿
の
御
異
変
⼀
つ
と
し
て
其
理
を
は
づ
る
ゝ
事
な
し
ま
た
君
の
御
⾔

葉
御
利
分
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
左
に
あ
ら
ず
た
と
へ
御
怠
命
に
も
せ
よ
御
家
の
⼤
事
に
は
替
が
た
し

只
い
ま
其
利
を
取
つ
て
い
わ
ん
に
は
是
ま
て
数
代
正
統
⾎
脈
を
も
つ
て
相
続
な
し
来
り
し
前
⽥
家
他
よ

り
御
養
君
を
⼊
れ
奉
り
し
と
是
の
為
に
国
家
を
奪
れ
給
は
ん
事
御
先
祖
へ
帯
し
て
申
訳
も
な
き
次
第
な

り
い
そ
き
御
⼼
を
あ
ら
た
め
ら
れ
仏
⾨
を
離
れ
五
常
の
政
道
も
つ
て
家
国
を
お
さ
め
給
べ
し
此
事
ひ
と

へ
に
願
ひ
た
て
ま
つ
る
と
涙
を
な
か
し
申
け
る
⾼
丸
公
つ
く
〳
〵
こ
ゝ
ろ
に
お
も
わ
せ
給
ふ
は
誠
に
其

奥
を
考
ふ
る
時
は
い
よ
〳
〵
も
つ
て
前
⽥
家
の
⼀
⼤
事
な
り
か
れ
ら
す
ゝ
め
は
是
天
よ
り
我
に
幸
ひ
を

あ
た
へ
た
ま
ふ
な
り
古
語
に
も
天
与
ふ
る
所
の
幸
ひ
を
う
け
ず
ん
ば
却
へ
つ
て
⾝
を
災
ひ
す
と
は
な
り

ぬ
と
云
し
も
已
に
此
時
当
れ
り
此
う
へ
は
天
命
に
任
せ
ん
と
思
し
召
か
へ
ら
れ
是
ま
て
は
七
⼿
の
諸
将

の
評
義
の
上
兎
も
⾓
も
計
ら
わ
ん
と
御
返
答
あ
り
け
れ
は
村
井
を
は
し
め
⼆
⼈
の
近
⼠
も
⼤
ひ
に
悦
ひ

⼤
平
を
う
た
ひ
諫
⿎
苔
む
す
の
時
節
近
き
に
あ
り
と
む
ら
井
は
な
を
も
君
を
い
さ
め
両
⼠
に
⼀
礼
を
述

べ
て
い
そ
き
⾦
沢
へ
馳
せ
帰
り
直
様
評
定
所
へ
⽴
越
し
各
出
城
の
席
に
つ
ら
な
り
⾼
丸
公
御
返
答
の
趣

具
に
語
り
此
上
は
兎
も
⾓
も
な
ら
ん
と
仰
ら
れ
し
上
は
最
早
三
国
静
し
つ
の
時
を
得
た
り
と
よ
ろ
こ
ひ

の
⾊
を
な
し
て
申
け
れ
は
列
座
の
諸
⼠
各
喜
悦
の
眉
を
ひ
ら
き
此
上
は
関
東
表
の
⼀
義
い
か
ゝ
取
計
ひ

な
す
べ
き
と
⾊
々
評
定
に
及
ひ
け
る
本
⽥
⻑
奥
村
を
始
め
皆
々
評
義
を
つ
け
て
其
異
変
を
な
さ
ん
事
を

儀
し
け
る
と
か
や
然
る
に
前
⽥
三
左
衛
⾨
も
⼤
勢
の
中
に
す
ゝ
み
出
⾼
ら
か
に
申
さ
れ
け
る
は
勝
興
寺

殿
如
何
様
と
も
計
ら
ふ
へ
き
と
既
に
御
得
⼼
の
上
は
前
⽥
家
の
繁
昌
御
代
万
々
正
来
の
し
る
し
也
⼜
関

東
お
も
て
の
⼀
義
は
先
達
⽽
談
し
申
せ
し
事
に
て
今
更
評
義
に
及
は
さ
る
事
な
り
此
上
各
別
⼼
是
な
き

よ
り
承
知
の
印
形
を
と
り
お
の
〳
〵
⼀
決
し
て
⼆
三
千
関
東
へ
⽴
越
へ
お
し
て
此
事
願
ひ
申
へ
し
⼜
中

将
さ
ま
に
も
御
得
⼼
是
あ
り
⾼
丸
公
を
御
養
⼦
に
定
め
ら
れ
御
怠
命
御
異
変
な
さ
る
へ
き
御
⼼
に
定
ら

は
直
様
御
⽼
中
⽅
へ
願
出
若
⼜
御
承
引
も
無
之
と
き
⼀
決
の
諸
⼠
城
を
枕
と
⼼
得
ら
る
へ
き
事
也
い
つ

れ
も
此
⼀
決
い
か
ゝ
な
る
そ
と
は
ゝ
か
る
⾊
な
く
申
さ
れ
し
か
は
本
⽥
を
は
し
め
諸
将
此
義
尤
と
同
し

ら
れ
則
承
知
の
印
形
を
取
へ
し
と
各
々
の
姓
名
を
し
た
ゝ
め
⾏
は
し
よ
り
印
形
を
と
り
し
⼀
⼈
と
し
て

不
承
知
の
⽅
も
な
く
皆
々
同
意
⼀
決
し
て
既
に
関
東
へ
⽴
こ
ゆ
へ
き
評
義
に
て
い
た
り
け
る
然
る
に
先

達
⽽
⼊
牢
い
た
さ
せ
置
し
⾚
松
幸
之
進
は
⼤
切
な
る
罪
⼈
ゆ
へ
若
凶
事
あ
り
て
事
む
つ
か
し
き
と
て
念

に
念
を
⼊
ら
れ
て
⾜
軽
組
頭
沢
⽊
⼩
平
太
を
禁
番
の
役
義
に
申
付
け
る
に
此
⼩
平
太
剛
勇
の
者
に
し
て

其
上
厚
誠
の
⼠
な
れ
は
七
⼿
の
諸
将
の
命
に
随
ひ
怠
慢
も
な
く
禁
番
い
た
し
け
る
に
或
夜
深
更
に
及
ん

て
何
者
と
も
知
れ
す
忍
装
束
に
か
ん
ど
う
提
灯
を
た
つ
さ
へ
⾚
松
を
込
め
お
き
し
牢
屋
の
辺
り
を
あ
ち

こ
ち
と
伺
ひ
忍
び
よ
る
在
さ
ま
⼩
平
太
は
始
終
に
⼼
を
く
ば
り
眼
を
は
な
さ
で
守
り
居
た
り
し
に
彼
曲

者
こ
ゝ
ぞ
⾚
松
の
禁
牢
の
処
な
ら
ん
と
⼩
う
な
づ
き
し
て
か
し
こ
に
い
た
つ
て
短
⼑
を
ぬ
き
は
な
し
牢

屋
を
切
破
ら
ん
其
□
通
沢
⽊
は
す
は
⼀
⼤
事
と
思
ひ
よ
つ
て
の
曲
も
の
を
後
た
き
に
し
つ
か
と
い
だ
く

曲
も
の
は
思
ひ
か
け
な
く
抜
は
な
し
た
る
た
ん
と
う
逆
⼿
に
も
つ
て
後
の
か
た
柄
も
通
れ
と
脇
合
よ
り

⼀
突
⼆
つ
き
つ
き
け
る
に
沢
⽊
も
⼿
練
の
ゑ
せ
も
の
な
れ
は
⾝
を
ひ
ね
り
て
⼆
三
度
四
五
度
す
□
を
突

し
て
か
の
く
せ
も
の
を
四
五
間
も
後
の
⽅
へ
引
す
り
出
せ
し
折
ふ
し
以
前
の
姿
に
少
し
も
か
わ
ら
ぬ
装

束
に
て
⼜
も
曲
も
の
し
の
び
来
り
か
く
と
⾒
る
よ
り
す
か
し
よ
り
是
も
は
し
て
抜
は
な
し
沢
⽊
を
め
か

け
て
切
つ
く
る
沢
⽊
は
し
た
り
と
い
た
き
し
曲
者
を
ふ
り
は
な
し
⼀
腰
を
抜
は
な
し
か
の
曲
も
の
に
切

つ
て
か
ゝ
れ
は
か
な
た
も
わ
さ
者
き
ら
め
か
し
上
つ
流
し
つ
す
る
隙
に
以
前
の
曲
も
の
振
か
へ
り
⼩
藤

太
を
め
か
け
切
つ
く
る
沢
⽊
は
⼆
⼈
を
相
⼿
に
し
ひ
る
ま
す
さ
ら
す
戦
ふ
内
数
ケ
所
の
き
ず
に
よ
ろ
ほ

ひ
な
か
ら
秘
術
を
つ
く
し
働
き
し
に
⼆
⼈
の
曲
も
の
も
⼿
き
ず
受
て
働
し
に
も
の
狂
ひ
な
か
ら
秘
術
と
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つ
く
し
て
は
た
ら
き
し
に
⼆
⼈
の
曲
者
も
乱
⼑
に
暫
く
時
を
移
し
け
る
此
騒
動
に
供
番
の
諸
⼠
お
も
ひ

〳
〵
に
か
け
つ
け
沢
⽊
を
い
た
わ
り
武
⼈
の
く
せ
も
の
を
か
ら
め
取
直
様
決
断
所
へ
引
す
へ
さ
せ
沢
⽊

を
い
づ
れ
も
介
抱
し
⼦
細
を
⼀
々
尋
ね
け
る
に
⼩
藤
太
は
く
る
し
き
い
き
づ
か
い
に
て
⼀
ふ
し
じ
う
を

あ
ら
ま
し
か
た
り
け
る
に
お
の
〳
〵
猶
も
不
審
は
れ
や
ら
す
両
⼈
の
曲
者
吟
味
に
お
よ
ば
ん
と
早
速
篠

原
弥
助
も
さ
つ
そ
く
か
け
付
弍
⼈
の
曲
者
を
吟
味
を
と
げ
ん
と
義
し
け
る
う
ち
⼆
⼈
は
次
第
に
⼿
き
づ

よ
わ
り
⼀
時
に
あ
ゑ
な
く
な
り
は
て
け
る
沢
⽊
も
医
師
外
療
の
た
す
け
に
逢
と
い
へ
と
も
急
所
の
い
た

み
に
⼼
を
ゆ
だ
ね
終
に
空
し
く
な
り
果
け
る
こ
れ
に
よ
つ
て
篠
原
弥
助
を
は
し
め
役
が
ゝ
り
の
諸
⼠
か

ん
じ
ん
の
詮
義
の
種
を
う
し
な
ひ
今
更
す
べ
き
様
も
な
く
其
侭
死
骸
を
葬
ら
せ
か
の
両
⼈
か
懐
中
も
し

や
⼿
か
ゝ
り
に
へ
き
し
な
も
あ
ら
ん
か
と
⼼
を
付
け
て
吟
味
す
れ
ど
も
し
か
る
へ
き
証
跡
も
あ
ら
ざ
れ

ば
い
か
ゞ
と
も
詮
義
も
な
く
各
〳
〵
や
し
き
へ
引
取
け
る
斯
て
翌
朝
此
趣
七
⼿
の
諸
将
へ
訴
へ
け
る
に

お
の
〳
〵
評
義
の
上
必
定
ま
つ
む
ら
か
た
よ
り
⼈
廻
し
て
⾚
松
を
介
け
ん
と
の
⽅
便
な
る
べ
し
と
そ
れ

よ
り
彼
く
せ
も
の
の
出
所
を
詮
義
い
た
し
け
れ
ど
も
何
の
証
拠
も
な
け
れ
ば
空
し
く
其
後
を
過
し
け
る

ま
た
沢
⽊
は
忠
死
の
事
な
れ
は
念
こ
ろ
に
葬
〳
〵
の
義
し
き
お
取
⾏
に
せ
ら
れ
其
後
⼩
平
太
か
⼀
⼦
を

も
つ
て
跡
役
相
続
を
申
付
ら
れ
け
る
と
也 

  

中
村
円
蔵
素
性
之
事 

 

并
中
沢
丹
治
式
部
に
打
る
ゝ
事 

 

然
る
に
江
⼾
御
屋
舗
に
は
出
頭
ま
つ
村
四
郎
兵
衛
お
も
ひ
の
侭
に
ば
ん
の
⼋
⽮
を
し
り
ぞ
け
其
上
⼭
崎

林
之
丞
を
⼤
守
に
⼿
打
に
い
た
さ
せ
今
は
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
雲
も
な
し
と
い
よ
〳
〵
⼤
守
に
お
ど
り
を

す
ゝ
め
忍
び
〳
〵
吉
原
へ
遊
興
な
ぞ
な
さ
し
む
る
事
み
な
⼰
が
こ
ゝ
ろ
の
た
の
し
み
に
し
て
誠
有
武
⼠

は
そ
の
罪
を
あ
た
へ
側
を
退
け
⼰
に
こ
び
へ
つ
ら
ふ
の
諸
⼠
に
⾼
録
を
あ
た
へ
さ
せ
⾮
道
不
道
の
振
舞

⾔
語
に
ぜ
つ
せ
し
あ
り
さ
ま
也
と
き
に
此
松
村
か
取
⽴
を
も
つ
て
引
廻
し
も
つ
て
り
つ
し
ん
せ
し
輩
に

は
中
村
円
蔵
中
沢
丹
治
菊
川
荘
太
夫
等
也
な
か
に
も
此
円
蔵
は
⽗
は
元
⾼
知
の
⼠
な
り
と
か
や
か
れ
が

⽗
円
太
夫
は
先
代
悪
逆
の
き
こ
へ
あ
り
し
⼤
槻
伝
蔵
に
内
添
あ
り
し
ゆ
へ
知
⾏
⼋
百
⽯
領
ぜ
し
前
も
つ

し
ゆ
せ
ら
れ
わ
ず
か
に
五
⼗
⼈
扶
持
な
り
し
を
円
太
夫
こ
れ
よ
り
と
く
し
つ
の
聞
ゑ
あ
つ
て
終
に
三
百

⽯
を
ち
や
う
だ
い
い
た
し
け
る
こ
れ
に
よ
つ
て
⼀
⼦
円
蔵
ち
ゝ
の
家
相
続
い
た
し
三
百
⽯
た
り
し
を
ま

つ
む
ら
か
ひ
い
き
時
よ
く
其
上
宿
才
発
明
な
る
も
の
ゆ
へ
次
第
に
御
加
恩
を
た
ま
わ
り
こ
の
こ
ろ
五
百

⽯
を
受
て
御
側
使
と
の
ぼ
り
け
る
時
に
松
村
四
郎
兵
衛
は
⽐
⽇
中
将
重
基
公
の
御
遊
興
に
事
よ
せ
⼰
が

お
ご
り
を
き
わ
め
吉
原
の
遊
君
に
ほ
だ
し
を
う
ち
⼤
⾦
を
遣
ひ
す
て
勝
⼿
の
⼿
廻
し
あ
し
く
な
り
け
れ

ば
御
納
⼾
か
た
⽮
部
治
内
か
た
へ
く
を
は
せ
て
御
殿
の
⼊
⽤
⾦
と
号
し
千
六
百
両
私
宅
へ
⾏
込
何
卒
し

て
此
⾦
の
出
所
を
く
ろ
め
ん
と
内
々
中
沢
中
村
菊
川
等
を
ま
ね
き
蜜
に
事
を
談
し
け
る
に
中
さ
わ
奸
計

ひ
を
め
く
ら
し
て
申
け
る
は
此
⾦
⼦
の
出
所
を
く
ろ
め
ん
に
は
御
納
⼾
か
た
⽮
部
治
内
を
つ
み
に
お
と

す
事
か
ん
要
な
り
先
彼
帳
⾯
を
⼈
知
れ
す
う
ば
い
取
ら
せ
右
の
⾦
⼦
の
事
御
殿
に
覚
ゑ
な
き
や
う
す
を

申
不
吟
味
の
趣
を
も
つ
て
彼
が
罪
と
し
け
い
ば
つ
に
⾏
ひ
な
ば
其
出
所
を
く
ろ
め
ん
事
何
よ
り
以
て
⼼

あ
る
べ
し
と
い
ふ
に
菊
川
も
し
ば
し
思
案
な
し
け
る
が
是
く
つ
き
や
う
⽅
便
な
り
し
か
し
此
帳
⾯
を
奪

ひ
取
も
の
軽
々
敷
も
の
に
た
の
ま
ば
か
へ
つ
て
事
□
や
ぶ
れ
と
成
べ
し
よ
く
〳
〵
か
ん
べ
ん
を
せ
ら
れ

か
し
と
あ
れ
は
中
村
円
蔵
す
ゝ
み
出
て
申
け
る
は
此
忍
び
の
事
は
中
沢
⽒
は
兼
て
し
の
び
の
じ
ゆ
つ
を

た
ん
れ
ん
い
た
し
罷
あ
れ
ば
我
々
両
⼈
こ
ゝ
ろ
を
合
せ
⼈
し
れ
ず
奪
ひ
奉
る
べ
し
と
い
へ
ば
松
村
⼤
に

悦
び
し
か
ら
は
こ
の
⼀
義
は
中
村
中
沢
の
両
⼈
よ
ろ
し
く
計
ら
ひ
下
さ
る
べ
し
と
た
の
み
け
る
こ
れ
に

よ
つ
て
中
沢
丹
治
中
村
円
蔵
こ
ゝ
ろ
⼀
致
に
し
て
兼
て
た
ん
れ
ん
の
術
を
も
つ
て
な
ん
な
く
御
納
⼾
⽅

の
帳
⾯
を
う
ば
い
と
り
松
村
へ
渡
し
け
る
に
四
郎
兵
衛
⼤
に
悦
喜
し
誠
に
貴
殿
⽅
の
は
た
ら
き
に
わ
か

つ
み
ま
ぬ
か
れ
⼀
助
と
は
な
り
ぬ
⼤
に
満
⾜
し
右
両
⼈
ゑ
ち
そ
う
を
あ
た
へ
か
ゑ
し
け
る
仰
に
て
つ
く

〳
〵
思
案
を
め
ぐ
ら
す
に
こ
の
帳
⾯
を
う
ば
ひ
取
し
う
へ
は
最
早
⽮
部
治
内
へ
罪
あ
た
へ
る
⼀
件
な
り
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し
か
し
此
し
き
は
事
ゆ
へ
な
く
と
ゝ
の
ふ
と
い
へ
ど
も
後
⽇
に
か
れ
ら
両
⼈
か
⼝
よ
り
も
れ
な
ば
我
⾝

の
う
へ
の
⼀
⼤
事
な
り
た
と
へ
に
い
ふ
ご
と
く
と
う
に
お
ち
ず
に
か
た
る
に
お
ち
る
と
や
ら
な
れ
ば
い

よ
〳
〵
以
て
事
あ
や
う
し
所
詮
か
れ
ら
両
⼈
を
失
わ
ん
よ
り
外
他
義
な
し
し
ば
ら
く
し
り
や
う
め
ぐ
ら

し
い
そ
ぎ
中
村
円
蔵
を
ま
ね
き
よ
せ
ひ
そ
か
に
申
け
る
は
貴
殿
術
を
も
つ
て
や
す
〳
〵
帳
⾯
を
奪
ひ
と

ら
れ
れ
し
事
某
が
つ
み
た
す
け
下
さ
る
の
⾼
恩
忝
な
し
さ
れ
は
兼
て
⼼
得
が
た
き
わ
中
沢
か
⼼
底
な
り

所
詮
が
か
れ
を
⽣
置
て
か
れ
か
⼝
よ
り
事
も
れ
な
ば
わ
れ
〳
〵
計
り
か
⼀
類
の
も
の
ま
て
も
難
渋
な
り

何
卒
貴
殿
此
⼆
⼈
の
働
に
明
⼣
中
沢
を
御
能
の
御
⽤
に
つ
い
て
染
井
御
屋
敷
迄
つ
か
わ
す
べ
し
其
砌
⼈

知
れ
ず
打
捨
ら
れ
く
れ
ま
い
や
と
た
の
み
け
れ
ば
中
む
ら
円
蔵
委
細
聞
と
ゝ
け
尤
な
る
⼀
義
な
り
然
は

明
⼣
中
沢
を
打
捨
な
ば
最
早
ほ
か
に
も
れ
べ
き
⽳
も
な
し
こ
ゝ
ろ
安
く
を
ぼ
さ
る
べ
し
と
け
い
や
く
を

な
し
て
か
へ
り
け
る
是
よ
り
⼜
中
沢
丹
治
を
呼
に
つ
か
わ
し
け
る
に
急
⽤
の
す
じ
に
て
し
ば
ら
く
暇
取

申
べ
き
と
の
へ
ん
答
な
れ
が
松
村
も
こ
ゝ
ろ
な
ら
ず
具
に
蜜
書
を
し
た
ゝ
め
中
沢
か
か
た
へ
送
り
け
る

に
丹
治
は
四
郎
兵
衛
か
た
よ
り
の
蜜
所
を
被
⾒
せ
し
に
明
⼣
中
村
円
蔵
を
染
井
屋
敷
へ
御
能
の
義
に
付

遣
わ
し
申
の
間
道
に
と
た
へ
し
れ
す
う
ち
と
り
く
れ
ら
れ
よ
と
た
の
み
の
蜜
書
な
れ
ば
ま
き
か
へ
し
繰

か
へ
し
詠
め
け
る
が
誠
に
⽯
に
根
継
の
奸
計
な
り
と
ま
は
ま
つ
れ
と
松
む
ら
か
謀
事
を
感
じ
明
⼣
中
村

円
蔵
を
打
は
た
し
の
⽤
意
を
な
し
に
け
る
斯
て
其
⽇
も
過
き
て
明
⽇
の
夜
す
で
に
な
れ
ば
中
沢
丹
治
は

松
村
か
た
の
み
は
こ
ゝ
ぞ
と
短
⼑
を
⽤
意
し
染
井
の
屋
敷
へ
む
け
て
趣
け
る
に
其
夜
は
⼤
に
し
の
⾵
つ

よ
く
⾬
を
と
ば
す
⾞
軸
を
流
す
の
⼤
⼣
だ
ち
さ
れ
ど
も
⼤
事
は
こ
ゝ
ぞ
と
出
し
も
屈
せ
ず
⼀
僕
も
つ
れ

す
染
井
の
屋
敷
の
⾨
前
に
円
蔵
か
来
る
時
刻
を
今
ぞ
と
ね
た
ば
を
合
し
て
ま
ち
う
け
け
る
に
其
夜
⼤
⾳

式
部
其
内
⽤
あ
つ
て
上
屋
敷
よ
り
染
井
へ
向
罷
越
け
る
に
そ
ち
よ
り
の
⼣
⽴
に
そ
の
⾝
は
⾼
⽊
り
を
は

き
家
来
に
御
定
紋
の
提
灯
を
と
も
さ
せ
⾵
⾬
の
い
と
ひ
な
く
染
井
を
さ
し
て
来
り
け
る
に
最
前
よ
り
待

も
ふ
け
た
る
中
沢
丹
治
は
る
か
に
か
の
提
灯
を
⾒
つ
け
こ
れ
こ
そ
中
村
円
蔵
な
る
べ
し
と
ま
た
御
紋
付

の
提
灯
を
灯
さ
せ
来
る
は
御
能
す
じ
の
⽤
事
ゆ
へ
な
る
べ
し
と
覚
悟
を
な
し
て
⾨
前
に
う
か
ゞ
ひ
け
る

に
程
な
く
式
部
⾨
前
へ
来
る
を
そ
れ
ぞ
と
お
も
ひ
つ
め
た
り
し
中
沢
は
や
に
ま
に
提
灯
を
切
お
と
し
け

れ
ば
⼀
僕
は
お
そ
れ
と
そ
の
場
を
に
け
の
び
け
る
を
時
分
わ
よ
し
と
⼤
⾳
か
う
ち
よ
り
有
無
を
い
わ
ず

に
切
付
け
る
式
部
も
し
れ
も
の
思
ひ
が
け
な
き
事
な
れ
ど
も
し
ゆ
れ
ん
の
さ
そ
く
⼼
ゑ
た
り
と
抜
合
せ

た
が
い
に
し
ば
し
切
む
す
び
け
る
に
式
部
は
⼿
練
や
ま
さ
り
け
ん
な
ん
な
く
中
沢
を
切
ふ
せ
の
り
か
ゝ

つ
て
と
ゞ
め
を
さ
し
死
骸
を
其
侭
ほ
う
り
や
り
勇
々
と
屋
敷
へ
こ
そ
は
⼊
ら
け
る
か
ゝ
る
事
と
は
ゆ
め

さ
ら
知
ら
ず
中
村
円
蔵
は
⼀
こ
し
ぼ
つ
こ
み
相
図
の
時
刻
を
す
そ
引
か
ら
け
し
の
づ
く
⾬
を
い
と
い
な

く
染
井
を
さ
し
て
い
そ
ぎ
け
る
こ
そ
い
さ
ま
し
け
れ 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
七
終 

 

︵
第
⼋
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼋ 

 

中
村
円
蔵
松
村
の
積
悪
訴
へ
の
事 

 

并
早
打
に
依
て
両
⼠
出
国
の
事 

程
な
く
息
を
き
つ
て
染
井
屋
敷
の
⾨
前
へ
来
り
け
る
に
思
は
す
中
沢
か
死
骸
に
つ
ま
つ
き
ひ
つ
く
り
お

と
ろ
き
は
ね
こ
ゆ
る
向
ふ
⾜
に
懸
り
し
紙
⼊
い
ぶ
か
し
な
か
ら
に
取
上
て
⼼
せ
く
侭
懐
中
し
彼
⾨
前
に

⾝
を
忍
ひ
丹
治
や
来
る
と
待
う
け
け
る
然
る
に
⼤
⾳
式
部
は
思
ひ
儲
け
さ
る
曲
も
の
に
出
合
念
な
く
打

と
め
す
ぐ
に
⽬
付
役
⼾
居
林
太
夫
⽅
へ
⽴
越
へ
⾨
外
に
お
ゐ
て
只
今
ら
う
せ
き
を
働
し
者
あ
り
し
故
其

場
に
お
ゐ
て
打
果
し
な
り
と
届
け
ら
れ
し
か
は
林
太
夫
委
細
聞
と
ゝ
け
ら
れ
早
速
に
ら
う
せ
き
者
を
打

捨
ら
れ
し
段
神
妙
の
仕
⽅
な
り
褒
美
の
上
早
速
⾒
届
と
し
て
諸
⼠
⼀
両
輩
⽴
越
ら
る
ゝ
に
提
灯
の
あ
か

り
を
て
ら
さ
せ
き
ゝ
と
し
て
⾨
外
へ
⽴
出
ら
る
ゝ
に
側
に
⽴
し
の
ひ
し
円
蔵
も
⾏
候
処
諸
⼠
の
⽴
振
舞

い
ぶ
か
し
く
其
上
⾒
咎
め
ら
れ
て
は
悪
か
り
な
ん
と
や
う
〳
〵
に
其
場
を
⽴
の
き
是
⾮
な
く
本
意
を
空
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し
く
し
て
直
様
屋
敷
へ
か
へ
り
け
る
斯
て
⾒
分
の
諸
⼠
死
骸
を
特
与
あ
ら
た
め
⾒
る
所
に
中
沢
丹
治
な

り
是
に
よ
つ
て
各
評
義
ま
ち
〳
〵
に
て
中
沢
か
ろ
う
せ
き
の
次
第
を
罪
と
し
て
家
内
跡
式
御
改
易
な
り

し
事
浅
間
敷
か
り
け
る
次
第
也
扨
中
村
円
蔵
帰
宅
し
て
其
夜
の
て
い
た
ら
く
い
ふ
か
し
き
上
中
沢
丹
治

⼤
⾳
式
部
へ
ら
う
せ
き
い
た
し
終
に
相
果
さ
れ
し
様
⼦
を
聞
い
よ
〳
〵
其
意
を
得
す
時
に
其
砌
は
か
ら

ず
も
ひ
ろ
ひ
取
し
紙
⼊
覚
へ
あ
る
中
沢
が
所
持
の
品
な
り
よ
つ
て
猶
更
⼼
に
て
彼
紙
⼊
の
中
を
改
め
⾒

る
に
中
沢
⽅
へ
松
村
四
郎
兵
衛
よ
り
の
書
通
あ
り
其
⽂
体
を
⾒
る
に 

以
⼿
紙
⼀
⼨
奉
得
御
意
候
今
晩
貴
殿
御
公
⽤
の
品
に
て
御
事
繁
由
仰
被
聞
尤
成
御
事
に
御
座

候
然
る
に
⽕
急
の
⼀
⼤
事
申
進
候
其
⼦
細
は
兼
々
貴
殿
も
申
談
候
中
村
円
蔵
義
な
り
彼
が
⼼

底
甚
い
ふ
か
し
く
不
得
其
意
候
若
⼜
円
蔵
⼼
を
変
し
頃
⽇
の
密
計
他
へ
漏
し
候
は
ゝ
貴
殿
某

も
⾝
の
上
破
滅
と
成
⾏
候
故
所
詮
彼
を
其
侭
に
置
候
⽽
は
永
々
⼼
遣
向
尽
候
幸
今
⼣
御
⽅
の

⽤
事
に
付
染
井
御
屋
敷
へ
何
者
を
申
付
候
間
御
苦
労
な
か
ら
道
中
に
お
い
て
打
果
し
被
□
へ

く
候
左
様
計
ひ
候
は
ゝ
貴
殿
某
の
外
に
密
計
を
存
す
る
の
者
壱
⼈
も
無
之
安
堵
の
思
ひ
を
な

し
候
間
無
異
議
御
計
ひ
か
と
何
⾓
取
急
き
候
故
筆
跡
も
前
後
を
乱
し
候
早
々
不
具 

松
村 

中
沢
⽒
へ 

 

と
あ
れ
は
円
蔵
⼤
に
驚
き
此
⽂
⾔
を
⾒
る
に
某
に
中
沢
を
打
へ
し
と
申
渡
し
⼜
中
沢
へ
は
某
を
打
へ
し

と
⾔
送
り
し
は
計
略
を
も
つ
て
両
⼈
の
命
を
失
は
し
め
⼰
壱
⼈
栄
花
を
極
め
ん
と
の
謀
略
な
り
と
は
夢

い
さ
ゝ
か
し
ら
す
し
て
既
に
か
れ
か
謀
計
に
落
⼊
て
命
を
果
さ
ん
と
せ
し
事
中
沢
が
不
慮
の
横
死
は
天

の
な
せ
る
罪
我
は
天
の
加
護
を
う
け
得
て
命
を
全
ふ
せ
し
も
強
運
の
故
な
り
さ
て
〳
〵
強
悪
⾮
道
の
松

村
か
な
と
無
念
⾻
髄
に
て
つ
し
忽
ち
⼼
を
変
じ
よ
く
〳
〵
せ
め
て
の
腹
い
せ
に
は
彼
強
悪
積
⾮
の
次
第

⼀
々
に
申
上
中
沢
か
不
慮
の
捨
命
の
追
善
供
養
と
な
す
へ
し
て
顛
倒
し
て
そ
れ
よ
り
は
有
あ
ふ
硯
引
よ

せ
て
松
村
か
奸
計
の
の
し
だ
ら
重
基
公
遊
⾥
を
す
ゝ
め
お
の
か
栄
花
を
極
め
し
⼀
件
け
ん
ゐ
を
以
て
⾮

義
を
な
せ
し
次
第
⼀
前
始
終
を
⽌
り
な
く
書
顕
し
⼤
⽬
附
⼾
居
林
太
夫
⽅
へ
持
参
し
の
こ
ら
す
御
国
詰

の
家
⽼
前
⽥
刑
部
⼤
⾳
帯
⼑
ま
て
申
達
し
内
々
評
義
の
上
右
之
趣
具
に
相
認
め
本
国
⾦
沢
へ
早
打
の
遣

し
け
る
⼜
円
蔵
事
は
御
⼤
法
な
れ
は
と
て
暫
く
式
部
⽅
へ
預
け
ら
れ
諸
⼠
⾯
々
評
義
密
談
毎
⼣
及
け
る

と
な
り
然
に
⾦
沢
は
最
早
御
養
君
御
変
異
の
⼀
件
事
⼀
決
し
て
近
々
い
つ
れ
成
共
七
⼿
の
内
よ
り
発
向

す
へ
し
と
評
義
と
り
〳
〵
な
る
処
へ
早
打
の
使
到
来
せ
し
か
は
本
⽥
安
房
を
は
し
め
⻑
横
⼭
村
井
奥
村

前
⽥
の
銘
々
俄
に
登
城
し
江
⼾
表
よ
り
早
打
の
書
札
披
⾒
に
及
ひ
し
所
松
村
年
来
の
侫
悪
重
基
公
の
御

不
道
も
彼
か
胸
中
よ
り
出
た
る
よ
り
中
村
円
蔵
か
訴
⼈
に
て
事
明
⽩
に
露
顕
の
よ
し
申
送
り
し
か
は
い

よ
〳
〵
⽴
越
政
道
を
改
め
御
養
君
の
⼀
義
も
⽕
急
に
落
着
せ
す
ん
は
あ
る
へ
か
ら
す
と
評
義
⼀
決
し
て

本
⽥
安
房
守
の
差
図
と
し
て
⻑
九
郎
右
衛
⾨
前
⽥
三
左
衛
⾨
右
両
⼈
を
関
東
へ
⽴
こ
ゆ
へ
き
よ
し
申
談

し
ら
れ
し
か
は
⻑
前
⽥
委
細
を
承
知
し
早
速
⽀
度
取
認
め
江
⼾
表
へ
こ
そ
い
そ
か
れ
け
る
程
な
く
両
⼠

江
⼾
屋
敷
へ
参
着
し
て
式
部
帯
⼑
へ
も
対
⾯
の
上
密
か
に
中
村
円
蔵
を
呼
よ
せ
⼀
々
尋
と
は
る
ゝ
は
円

蔵
松
村
奸
計
の
⼀
事
悉
く
申
あ
け
し
か
ば
中
村
が
訴
⼈
御
褒
美
被
下
詰
所
各
会
合
な
し
て
評
義
⼀
決
の

上
松
村
か
宅
へ
使
を
も
つ
て
申
送
ら
れ
け
る
は
此
度
⻑
九
郎
右
衛
⾨
前
⽥
三
左
衛
⾨
両
⼈
前
⽥
家
御
世

継
御
養
君
の
⼀
義
に
就
有
無
相
定
め
申
度
七
⼿
の
諸
将
惣
名
代
と
し
て
右
両
⼈
当
所
へ
罷
越
し
な
り
使

に
付
松
村
⽒
へ
御
⾯
談
之
上
御
評
義
仕
度
事
有
之
候
間
早
々
評
定
所
ま
て
御
出
席
下
さ
る
へ
し
と
事
穏

便
に
計
ら
ひ
け
れ
ば
松
村
四
郎
兵
衛
は
中
沢
丹
治
が
不
慮
の
落
命
の
上
中
村
円
蔵
は
御
尋
の
筋
有
之
と

て
式
部
へ
召
よ
せ
ら
れ
し
事
と
も
い
ふ
せ
き
上
に
⼜
そ
や
⾦
沢
よ
り
七
⼿
の
諸
将
の
惣
名
代
と
し
て
⻑

前
⽥
か
出
国
近
⽐
其
意
を
得
ず
と
い
へ
と
も
上
⾒
ぬ
鷲
の
仰
を
も
つ
て
是
を
事
共
せ
す
追
付
出
席
仕
る

の
よ
し
を
返
答
し
夫
よ
り
中
将
の
御
前
へ
伺
公
し
此
度
⻑
九
郎
右
衛
⾨
前
⽥
三
左
衛
⾨
御
養
君
の
⼀
義

に
付
出
国
い
た
せ
し
よ
し
甚
其
意
を
得
す
候
処
に
今
⼣
内
分
に
て
某
に
対
談
致
度
よ
し
申
来
り
候
必
定

此
⼀
談
は
君
に
御
養
⼦
の
事
御
変
異
な
さ
れ
か
し
と
の
評
義
な
る
へ
し
⼀
件
中
将
は
御
怠
命
御
受
遊
さ
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れ
し
事
な
れ
は
必
御
異
変
の
事
宜
し
か
る
ま
し
万
端
某
か
胸
中
有
之
候
へ
は
諸
事
某
に
御
ま
か
せ
置
る

へ
し
と
申
上
し
か
は
重
基
公
兼
て
御
⼼
に
叶
ひ
し
松
村
か
⾔
葉
尤
と
同
し
給
ひ
万
端
よ
ろ
し
く
計
ら
ひ

呉
れ
ら
る
へ
し
と
の
御
上
意
な
り
し
か
は
松
村
り
や
う
し
や
う
し
て
御
前
を
退
散
せ
り
と
か
や 

 
⻑
前
⽥
松
村
対
決
の
事 

 
并
松
村
四
郎
兵
衛
切
腹
の
事 

斯
て
松
村
四
郎
兵
衛
評
定
所
へ
罷
出
⾦
沢
よ
り
の
両
⼠
へ
対
⾯
を
と
け
遠
路
無
難
の
参
着
を
祝
し
互
に

挨
拶
事
終
り
し
に
前
⽥
⻑
両
⼠
松
村
に
向
ひ
申
け
る
は
此
度
我
々
参
着
い
た
せ
し
事
全
く
別
義
あ
ら
す

前
⽥
家
御
世
継
御
相
続
の
⼀
義
な
り
先
達
⽽
⼤
守
よ
り
の
早
打
と
し
て
御
養
君
御
怠
命
に
て
相
調
候
趣

申
来
る
と
い
へ
と
も
⼀
家
中
の
諸
⼠
⾼
丸
公
を
差
お
き
御
養
君
を
な
し
奉
る
事
不
承
知
に
よ
つ
て
⼀
国

の
騒
動
と
は
成
た
る
に
此
⼀
件
を
鎮
め
ん
が
為
⼭
崎
七
郎
太
夫
⼊
国
せ
ら
れ
し
と
い
へ
と
も
猶
静
謐
を

も
と
め
ず
し
て
あ
ま
つ
さ
へ
彼
を
や
み
打
に
せ
し
事
⼀
家
中
の
⼀
統
の
意
恨
な
れ
は
是
⾮
を
正
す
に
⼒

な
し
此
上
は
⾼
丸
公
を
御
世
継
と
定
め
御
怠
命
を
速
に
御
異
変
在
て
⼀
国
静
謐
す
る
事
あ
た
ふ
し
貴
殿

の
⼼
腹
い
か
ゝ
思
さ
る
ゝ
哉
と
尋
に
松
村
⾔
葉
を
発
し
て
申
け
る
は
此
度
御
養
君
の
⼀
件
は
私
に
好
み

求
る
事
に
あ
ら
さ
れ
と
も
御
怠
命
は
も
た
し
か
た
く
是
⾮
な
く
御
受
遊
は
さ
れ
し
な
り
⼀
件
の
御
返
答

こ
れ
あ
り
既
に
近
々
御
⼊
殿
の
よ
し
に
事
極
り
た
れ
は
今
更
御
変
易
は
罷
成
ま
し
貴
公
⽅
の
御
働
を
も

つ
て
⾦
沢
の
静
し
つ
を
つ
け
ら
る
へ
し
と
い
ふ
に
九
郎
右
衛
⾨
席
を
改
め
⼀
旦
御
受
遊
は
さ
れ
し
上
異

変
と
て
も
成
か
た
き
程
の
⼤
切
の
御
養
君
本
国
七
⼿
の
諸
将
其
外
弍
⼈
の
年
寄
ま
で
も
御
内
談
も
こ
れ

な
く
御
受
遊
は
さ
れ
し
事
偏
に
⼭
崎
が
計
ら
ひ
成
へ
し
貴
殿
近
⾂
の
事
な
れ
は
是
を
詰
め
申
へ
き
の
処

其
義
な
く
供
々
に
此
⼀
け
つ
に
定
し
事
を
計
ら
れ
し
事
近
⽐
其
意
得
さ
る
な
り
其
上
た
ま
〳
〵
御
諫
⾔

せ
し
伴
⼋
⽮
等
を
追
し
り
し
け
さ
せ
⽐
⽇
に
及
ん
て
⼭
崎
林
之
丞
横
死
是
等
の
事
は
急
度
諫
め
を
⼊
ら

る
べ
き
の
処
に
其
侭
に
捨
置
れ
し
事
皆
貴
殿
の
奸
計
に
当
れ
り
是
に
申
訳
や
有
へ
き
か
と
⾼
ら
か
に
申

さ
れ
し
に
松
村
少
し
の
億
す
る
⾊
な
く
此
度
の
⼀
義
本
国
へ
御
内
意
も
無
之
と
御
受
遊
は
さ
れ
し
段
殿

の
御
不
念
に
に
た
る
よ
つ
て
某
も
諌
め
奉
ら
ん
と
思
ひ
退
き
て
其
意
味
を
考
ふ
る
に
末
々
前
⽥
家
⻑
久

の
基
な
り
と
存
せ
し
故
其
侭
に
差
置
申
せ
し
な
り
と
あ
れ
は
九
郎
右
衛
⾨
重
て
是
ま
て
⾎
脈
を
も
つ
て

御
相
続
な
り
来
り
し
御
家
現
在
御
⾎
統
の
⾎
脈
有
な
か
ら
将
軍
家
に
も
せ
よ
他
よ
り
御
養
君
の
な
し
奉

る
義
是
先
祖
の
不
忠
な
ら
す
や
と
理
を
せ
め
て
申
さ
る
ゝ
に
い
や
〳
〵
尤
に
あ
ら
す
御
家
御
⻑
久
の
基

と
申
は
別
義
に
あ
ら
す
⼀
旦
御
⾎
脈
も
絶
に
似
た
れ
共
某
か
了
簡
に
は
御
先
祖
の
軍
功
他
に
勝
れ
し
前

⽥
家
な
れ
は
御
⼤
切
に
思
召
て
の
御
怠
命
な
り
是
を
異
変
し
奉
ら
ば
却
つ
て
前
⽥
家
の
か
き
ん
な
り
左

あ
る
時
は
是
ま
て
数
代
相
続
の
前
⽥
家
を
当
代
に
当
つ
て
断
絶
を
求
る
に
似
た
れ
は
御
怠
命
や
す
〳
〵

と
御
受
申
其
上
に
⾎
脈
を
切
奉
ら
さ
る
の
⽅
便
あ
り
其
⼦
細
と
申
は
⼤
聖
寺
の
⼤
守
利
道
卿
の
御
息
⼥

を
迎
へ
奉
り
御
簾
中
と
定
め
奉
り
御
相
談
を
な
さ
し
め
⼜
遠
江
守
利
道
卿
は
御
先
祖
⼤
和
守
利
⾼
公
よ

り
の
正
統
に
し
て
数
代
其
⾎
脈
を
絶
事
な
く
当
前
⽥
家
同
前
也
さ
あ
れ
は
御
正
統
を
乱
さ
す
御
怠
命
も

そ
む
か
ず
且
は
⼀
旦
仏
⾨
に
⼊
ら
せ
給
ひ
し
⾼
丸
公
を
御
げ
ん
ぞ
く
を
も
い
た
さ
せ
は
事
つ
ゝ
か
な
く

相
済
也
と
存
し
て
計
ら
ひ
申
せ
り
な
り
各
如
何
ゝ
思
す
や
と
弁
⾆
を
も
つ
て
⾔
廻
し
け
る
時
前
⽥
三
左

衛
⾨
始
終
を
聞
て
尤
成
貴
殿
の
了
簡
⼀
々
其
利
に
当
る
と
い
へ
と
も
左
様
に
御
家
へ
忠
⾂
の
は
げ
む
貴

殿
が
⼜
中
将
重
基
公
へ
御
遊
興
を
す
ゝ
め
多
く
の
⼥
中
を
あ
つ
め
て
昼
夜
酒
宴
の
催
さ
し
め
⾊
欲
乱
酒

に
ふ
け
ら
し
奉
り
御
政
道
乱
り
に
⾏
わ
せ
申
事
此
義
い
か
ん
と
詰
ら
れ
し
松
村
答
へ
て
尤
の
御
尋
成
猶

御
有
遊
興
を
す
ゝ
め
申
事
御
坊
埒
を
す
ゝ
め
奉
る
に
は
似
た
れ
共
全
く
左
に
⾮
す
数
多
の
⼥
中
を
集
め

重
基
公
へ
す
ゝ
め
奉
る
事
は
数
代
御
⾎
脈
も
絶
ざ
り
し
前
⽥
家
御
当
代
の
事
は
前
段
に
申
す
如
く
計
ら

へ
と
も
末
々
御
⾎
筋
失
ふ
事
も
あ
ら
ん
か
な
れ
は
君
の
御
種
を
残
し
度
存
る
故
の
⽅
便
此
皆
某
の
忠
誠

胸
中
に
い
た
す
義
な
り
と
答
へ
し
に
三
左
衛
⾨
猶
も
⾔
葉
を
あ
ら
ゝ
け
左
程
忠
節
を
主
と
し
御
奉
⾔
に

私
な
き
貴
殿
か
中
沢
中
村
の
両
⼠
を
も
つ
て
忍
術
に
て
御
納
⼾
⽅
の
帳
⾯
を
奪
ひ
取
ら
せ
⽮
部
治
内
を

其
罪
に
落
さ
ん
と
の
謀
計
其
上
反
簡
を
も
つ
て
中
村
中
沢
の
両
⼠
を
失
わ
ん
と
の
⼯
み
是
に
も
⼀
々
返

答
の
す
し
申
訳
あ
り
や
と
た
く
り
か
け
〳
〵
責
か
け
し
に
さ
し
も
弁
⾆
流
⽔
の
松
村
⼀
⾔
の
返
答
も
な
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く
差
う
つ
む
き
け
れ
ば
両
⼠
詞
を
そ
ろ
へ
て
右
の
返
答
只
今
い
た
し
難
く
ん
は
明
朝
⺒
の
刻
ま
で
に
い

た
さ
る
べ
し
其
返
答
に
よ
つ
て
評
義
に
及
ぶ
べ
し
先
々
退
散
あ
れ
か
し
と
あ
る
に
四
郎
兵
衛
積
悪
を
か

へ
り
み
て
今
更
返
答
も
な
く
す
こ
〳
〵
帰
宅
い
た
し
け
る
斯
て
⻑
前
⽥
の
両
⼠
夫
よ
り
⼤
守
重
基
公
の

御
前
へ
罷
い
て
御
対
⾯
い
た
し
度
よ
し
願
ひ
け
る
に
中
将
に
は
昼
夜
酒
宴
に
⼼
を
ゆ
だ
ね
不
義
不
埒
の

御
有
様
殊
に
両
⼠
が
下
向
に
恐
れ
給
ひ
御
病
気
の
由
に
て
⼀
向
に
御
対
⾯
も
な
か
り
け
る
そ
れ
よ
り

⼜
々
帰
宿
し
前
⽥
刑
部
⼤
⾳
帯
⼑
等
を
ま
ね
き
⼀
々
評
定
の
う
へ
⼤
公
儀
ま
で
御
異
変
の
よ
し
訴
へ
出

べ
し
と
極
り
内
々
訴
状
を
し
た
ゝ
め
持
参
す
べ
し
と
既
に
⼀
決
し
け
る
然
る
に
松
村
四
郎
兵
衛
帰
宅
後

い
よ
〳
〵
⼯
夫
を
こ
ら
し
け
る
に
今
⽇
三
左
衛
⾨
か
問
状
⼀
つ
と
し
て
答
ふ
る
事
あ
た
わ
す
今
更
せ
ん

か
た
な
く
⼀
間
に
⽴
⼊
覚
悟
を
き
わ
め
⼈
⽬
を
遠
ざ
け
腹
⼗
⽂
字
に
か
き
切
て
空
し
く
⻩
泉
に
趣
き
け

る
こ
れ
に
よ
つ
て
隣
舎
の
諸
⼠
よ
り
悉
く
評
定
所
へ
申
上
け
る
に
さ
つ
そ
く
⾒
届
の
た
め
御
け
ん
し
を

つ
か
わ
さ
れ
事
相
済
て
後
妻
⼦
御
改
易
仰
付
ら
れ
松
村
の
家
名
断
絶
せ
し
こ
そ
強
悪
の
報
ひ
成
へ
し
⼜

松
村
円
蔵
義
忠
誠
に
⼼
を
ゆ
た
ね
当
家
の
⼀
⼤
事
を
告
し
働
き
に
よ
つ
て
御
褒
美
と
し
て
⼜
⼗
⽯
の
御

加
増
下
さ
れ
⽬
出
度
先
役
申
付
ら
れ
し
と
也 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼋
終 

 

︵
第
九
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
九 

 

⼀
 

⾦
沢
の
両
⼠
御
訴
状
の
事 

 
 
并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

⼀
 
治
脩
公
御
家
督
相
続
の
事 

 
 
并
⾼
⽥
勇
蔵
捧
歌
の
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
九 

 

⾦
沢
の
両
⼠
御
訴
状
の
事 

 

并
勝
興
寺
殿
御
還
俗
の
事 

⻑
野
九
郎
右
衛
⾨
前
⽥
三
左
衛
⾨
の
両
⼠
は
中
将
を
諌
め
奉
ら
ん
と
伺
公
仕
る
と
い
へ
ど
も
御
酒
興
に

⼼
を
移
さ
れ
⼀
向
に
御
対
⾯
も
是
な
き
ゆ
へ
参
着
後
評
定
⼀
決
の
ご
と
く
訴
状
を
し
た
ゝ
め
両
⼠
ひ
そ

か
に
御
⽼
中
右
近
様
の
御
屋
敷
へ
⽴
⼊
御
内
⾒
に
そ
な
へ
ん
と
⻑
野
前
⽥
の
両
⼠
同
道
に
て
右
近
御
屋

敷
江
参
向
し
御
対
⾯
を
願
ひ
け
る
に
両
⼠
を
ち
か
く
召
れ
此
度
貴
殿
た
ち
当
地
へ
罷
越
れ
た
る
事
先
達

て
つ
ぶ
さ
に
聞
及
ぶ
た
り
今
⽇
伺
公
い
た
さ
れ
し
事
は
い
か
ゞ
な
る
こ
と
や
ら
ん
と
御
た
づ
ね
に
両
⼠

頭
を
さ
け
た
ゝ
今
参
向
仕
る
は
前
⽥
家
相
続
の
義
に
付
御
願
ひ
申
上
度
す
じ
こ
れ
あ
り
候
に
付
御
内
⾒

に
備
へ
御
差
図
を
承
り
度
故
持
参
仕
候
と
彼
⼀
通
を
右
近
様
へ
差
上
け
る
に
御
取
上
あ
そ
ば
さ
れ
⼀
々

御
披
⾒
の
う
へ
尤
な
る
願
ひ
の
す
じ
な
り
し
か
し
御
養
君
御
異
変
の
義
を
表
む
き
に
て
相
願
候
は
ゝ
却

て
前
⽥
家
の
為
宜
し
か
る
ま
じ
た
ゞ
今
此
訴
状
を
披
⾒
し
承
知
の
う
へ
な
れ
ば
い
づ
れ
も
と
評
定
を
い

た
し
其
上
に
て
宜
し
く
計
ひ
申
べ
き
間
先
〳
〵
御
願
ひ
申
さ
る
ゝ
義
は
相
⽌
り
申
さ
る
べ
し
と
彼
壱
通

を
御
帰
し
遊
さ
れ
か
な
ら
ず
〳
〵
御
⼀
通
も
⽕
中
せ
ら
る
べ
し
急
度
仰
わ
た
さ
れ
け
る
彼
壱
通
両
⼠
は

委
細
を
か
し
こ
ま
り
右
近
様
の
御
こ
ゝ
ろ
を
付
ら
れ
し
伺
有
か
た
く
ち
か
ら
を
得
て
御
前
を
ば
退
散
せ

ら
れ
け
る
斯
て
右
近
様
翌
朝
早
〳
〵
御
登
城
御
評
定
の
間
へ
御
出
席
の
う
へ
御
⽼
中
⽅
を
招
か
れ
密
談

数
刻
に
及
び
け
る
と
な
り 

 

此
⼀
件
先
に
記
す
る
明
安
奇
述
に
く
わ
し
く
出
れ
ば
此
所
に
略
す 

斯
て
御
⽼
中
御
評
定
⼀
決
の
う
へ
前
⽥
家
江
使
者
を
つ
か
わ
さ
れ
こ
の
度
⾦
沢
お
も
て
七
⼿
⽼
中
の
衆

中
参
向
逗
留
の
よ
し
聞
お
よ
ん
だ
り
そ
れ
に
付
対
談
の
う
へ
申
付
た
き
⼦
細
あ
れ
ば
た
ゞ
今
登
城
い
た
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す
べ
し
と
申
来
り
し
か
ば
⻑
野
前
⽥
の
両
⼠
⼀
時
に
右
近
様
の
御
⼒
を
そ
へ
ら
れ
し
に
安
堵
は
催
し
な

か
ら
も
い
か
ゞ
や
ら
ん
と
⼼
魂
さ
だ
か
な
ら
ず
両
⼈
同
伴
に
て
登
城
い
た
し
け
る
し
か
る
に
御
⽼
中
御

歴
〳
〵
の
御
⽅
み
な
〳
〵
例
座
の
と
こ
ろ
に
松
平
右
近
殿
両
⼈
を
ち
か
く
め
さ
れ
た
ゞ
今
其
⽅
達
を
召

出
し
候
事
別
談
に
あ
ら
す
前
⽥
中
将
重
基
公
御
⾝
持
甚
だ
じ
や
く
に
し
て
国
家
の
政
道
み
だ
り
な
る
⾵

聞
ほ
の
か
に
御
上
達
い
た
し
幸
ひ
其
⽅
達
参
勤
の
よ
し
聞
及
ひ
な
れ
ば
急
度
諫
⾔
の
く
わ
へ
政
道
み
だ

り
こ
れ
な
き
よ
う
⼼
を
付
ら
る
へ
し
然
る
に
先
達
⽽
将
軍
家
よ
り
御
養
君
の
義
御
怠
命
こ
れ
あ
り
中
将

重
基
殿
御
請
申
上
ら
れ
既
に
事
調
召
り
と
申
せ
ど
も
国
君
不
せ
い
ど
う
の
よ
し
聞
き
召
れ
甚
た
御
⽴
腹

に
て
御
養
君
御
変
易
遊
は
さ
れ
し
間
其
旨
急
度
相
⼼
得
⾎
脈
の
男
⼦
に
て
も
こ
れ
あ
ら
は
早
速
家
督
⼈

に
願
ひ
出
つ
へ
し
其
旨
は
御
聞
届
け
遊
は
さ
る
な
り
此
の
ち
国
政
み
た
り
の
事
あ
ら
は
前
⽥
家
の
為
に

悪
か
る
へ
し
其
旨
承
知
せ
ら
る
へ
し
と
仰
せ
に
両
⼈
頭
を
さ
け
⼀
件
さ
だ
ま
り
し
御
養
君
御
変
易
下
さ

れ
候
事
御
怠
命
な
れ
ば
今
更
報
⾔
も
こ
れ
な
く
候
偏
に
重
基
の
不
予
な
れ
は
今
さ
ら
申
上
ん
事
も
こ
れ

な
く
候
な
り
⼜
国
家
不
政
の
事
は
此
後
我
々
と
も
評
定
の
上
急
度
諫
⾔
の
く
わ
へ
申
へ
し
今
度
の
義
何

⾓
御
宥
免
遊
は
さ
れ
て
宜
し
く
御
評
義
願
あ
け
奉
る
な
り
と
御
返
答
申
上
⼼
中
に
は
誠
に
御
仁
愛
の
御

変
易
と
内
に
悦
ひ
催
し
つ
れ
と
も
表
に
は
愁
を
顕
わ
し
す
こ
〳
〵
と
し
て
屋
敷
へ
⽴
帰
り
い
て
き
⼤
守

重
基
公
の
御
前
へ
罷
出
御
対
⾯
の
上
右
近
様
仰
渡
さ
れ
し
御
養
君
御
変
易
の
趣
き
を
申
上
偏
に
中
将
様

御
不
予
な
り
此
う
へ
は
⼀
刻
も
早
く
⾼
丸
公
御
還
俗
遊
は
さ
る
べ
き
の
厳
命
を
下
さ
れ
然
る
へ
し
と
今

⽇
我
々
を
召
寄
ら
れ
し
⼀
義
こ
れ
あ
り
候
へ
は
先
当
分
国
家
の
御
政
法
は
わ
れ
〳
〵
預
り
申
す
な
り
と

恐
る
ゝ
気
⾊
も
な
く
両
⼈
詞
を
そ
ろ
へ
申
上
け
れ
は
さ
し
も
不
道
を
構
へ
給
ふ
中
将
も
御
返
答
も
な
く

⾼
丸
か
還
俗
の
義
は
両
⼈
宜
し
く
計
ら
ひ
申
へ
し
と
仰
出
さ
れ
し
か
は
前
⽥
三
左
衛
⾨
九
郎
右
衛
⾨
委

細
か
し
こ
ま
り
早
速
早
打
と
し
て
間
垣
新
平
に
委
細
の
様
⼦
申
ふ
く
め
本
国
⾦
沢
へ
遣
し
け
る
扨
両
⼠

は
ま
た
〳
〵
前
⽥
⼤
部
帯
⼑
其
外
の
諸
⼠
を
招
き
し
は
ら
く
評
義
の
う
へ
新
た
に
願
書
を
し
た
ゝ
め
右

両
⼈
持
参
し
⼜
々
右
近
様
へ
⽴
⼊
御
内
⾒
に
備
へ
け
れ
は
⼀
々
尤
な
る
願
ひ
な
り
我
等
宜
敷
取
な
し
申

へ
し
今
⽇
表
向
よ
り
願
書
差
上
申
へ
し
と
仰
渡
さ
れ
し
か
は
両
⼈
⼤
に
悦
ひ
い
そ
き
帰
宅
の
う
へ
家
中

諸
⼠
へ
此
趣
き
を
通
達
し
け
る
と
な
り
然
る
に
間
垣
新
平
は
⽇
時
を
う
つ
さ
ず
本
国
へ
馳
付
七
⼿
諸
将

の
⾯
々
⼀
江
⼾
松
村
四
郎
兵
衛
が
切
腹
の
次
第
重
基
公
奢
り
の
段
々
御
咎
め
を
請
ら
れ
御
養
君
御
変
易

の
様
⼦
⾼
丸
公
へ
の
還
俗
を
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
の
⼀
条
つ
ぶ
さ
に
申
け
れ
は
本
⽥
横
⼭
を
始
め
出
勤
の
諸

⼠
⾼
丸
公
の
御
還
俗
に
極
り
し
事
を
悦
ひ
夫
よ
り
奥
村
村
井
両
⼠
⽕
急
に
越
中
国
府
へ
⽴
越
御
附
⼈
⽮

部
野
良
を
も
つ
て
関
東
の
趣
⼀
々
⾔
上
し
⼀
時
も
は
や
く
御
還
俗
遊
さ
る
へ
き
旨
を
申
⼊
れ
ら
れ
し
か

は
⾼
丸
公
は
先
達
て
⼤
学
か
す
ゝ
め
し
節
い
か
や
う
と
も
と
御
返
答
あ
り
し
ゆ
へ
今
更
御
異
背
も
な
さ

れ
か
た
く
則
吉
⽇
良
⾠
を
ゑ
ら
み
御
還
俗
さ
る
ゝ
と
の
御
返
答
に
両
⼠
⼤
ひ
に
悦
ひ
急
き
⾦
沢
へ
帰
城

し
此
趣
き
を
家
中
を
始
し
め
国
中
へ
相
ふ
れ
ら
れ
皆
々
万
歳
を
祝
し
悦
ひ
あ
へ
り
さ
て
星
霜
⽮
の
こ
と

し
昨
⽇
今
⽇
と
お
も
ふ
内
し
は
ら
く
の
時
⽇
を
過
し
既
に
⾼
丸
公
御
⽣
髪
ま
し
〳
〵
て
則
治
備
公
と
御

改
名
遊
さ
れ
し
か
ば
⼀
家
中
は
し
め
加
能
越
の
三
国
悦
ひ
の
⾊
を
あ
ら
わ
し
千
秋
万
歳
と
祝
し
申
け
る

然
る
に
横
⼭
本
⽥
の
両
⼠
は
急
き
⾦
沢
へ
⼊
城
遊
は
さ
る
ゝ
事
こ
そ
本
意
な
る
へ
し
と
て
則
御
迎
と
し

て
ま
た
〳
〵
奥
村
⾢
井
の
両
⼠
を
お
く
ら
れ
け
る
に
治
備
公
辞
す
る
に
及
ば
す
と
即
座
迎
の
衆
中
と
御

同
伴
に
て
⾦
沢
へ
こ
そ
御
⼊
国
遊
は
さ
れ
し
な
り
是
に
よ
つ
て
⾦
沢
近
郷
の
諸
⼠
も
さ
つ
そ
く
登
城
し

万
々
歳
と
ぞ
あ
を
ぎ
け
る
ま
た
七
⼿
の
諸
将
は
則
⾼
丸
公
御
還
俗
遊
は
さ
れ
治
備
公
と
御
改
名
の
や
う

す
を
具
に
申
送
り
け
る
と
か
や 

 

治
備
公
御
家
督
相
続
之
事 

 

并
⾼
⽥
勇
蔵
捧
歌
の
事 

⻑
前
⽥
の
両
⼠
本
国
⾦
沢
よ
り
の
⾶
脚
到
来
し
て
勝
興
寺
ど
の
御
還
俗
遊
ば
さ
れ
治
備
公
と
御
改
名
遊

は
さ
れ
御
⼊
城
遊
さ
れ
し
由
具
に
し
や
う
け
つ
し
て
い
よ
〳
〵
安
堵
の
お
も
ひ
を
な
し
此
上
重
基
公
申

上
し
ご
と
く
し
ば
ら
く
御
政
事
を
預
り
三
国
の
静
謐
を
懐
に
せ
ん
と
評
定
し
あ
ら
た
に
訴
状
を
相
し

た
ゝ
め
御
勤
番
の
御
⽼
中
ま
で
差
出
し
け
る
⼀
通
に
い
は
く 
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乍
恐
奉
願
上
候
当
国
中
将
重
基
近
来
発
病
仕
国
家
之
政
事
難
⾏
候
に
付
越
中
国
国
府
に
罷
有

候
同
性
治
備
義
を
以
て
家
督
相
続
之
義
被
為
レ
仰
付
被
下
候
は
ゝ
有
難
仕
合
に
御
座
候
偏
に

此
段
評
義
宜
敷
奉
願
上
候
頓
⾸ 

 
明
和
七
寅 

⻑
九
郎
右
衛
⾨ 

 
⼗
⽉
⽇ 

 

前
⽥
三
左
衛
⾨ 

 
御
⽼
中
⽅
江 

と
あ
れ
は
お
の
〳
〵
登
城
の
う
へ
御
評
義
⼀
決
い
た
し
両
⼠
を
よ
び
よ
せ
ら
れ
つ
ゝ
が
な
く
養
⼦
相
続

の
義
を
仰
付
ら
れ
け
る
こ
れ
に
よ
つ
て
⻑
前
⽥
の
両
将
あ
り
が
た
く
御
う
け
申
上
夫
よ
り
重
基
公
の
御

前
へ
罷
出
右
之
趣
申
上
将
軍
家
へ
対
し
御
遠
慮
の
す
ぢ
あ
れ
ば
御
隠
居
遊
ば
さ
れ
然
る
べ
し
と
段
々
諌

め
奉
り
し
か
は
御
⼼
に
そ
ま
ざ
れ
と
も
彼
両
将
が
諫
⾔
も
だ
し
か
た
く
是
⾮
な
く
国
隠
居
の
事
願
ひ
い

だ
さ
れ
け
る
と
な
り
斯
て
前
⽥
三
左
衛
⾨
暫
く
御
政
道
を
預
り
て
先
各
々
先
知
に
か
へ
さ
れ
け
る
中
に

も
菊
川
庄
太
夫
内
外
⼊
魂
に
し
て
⼼
を
通
せ
し
ゆ
へ
早
速
召
と
り
本
国
へ
送
ら
れ
け
る
其
余
は
罪
の
軽

重
に
よ
つ
て
政
道
を
⾏
ひ
⼜
中
村
円
蔵
事
⼀
旦
悪
事
に
組
せ
し
な
れ
と
も
誤
て
改
む
る
に
憚
る
事
な
し

と
善
道
に
⽴
帰
り
御
家
の
⼀
⼤
事
成
べ
き
事
を
注
進
い
た
せ
し
功
に
よ
つ
て
御
褒
美
と
し
て
弍
百
⽯
の

御
加
増
あ
り
て
重
基
公
へ
の
御
附
⼈
に
仰
付
ら
れ
け
る
⼜
伴
の
⼋
⽮
事
先
に
御
諫
⾔
を
申
せ
し
に
御
聞

⼊
な
く
却
へ
つ
て
御
側
を
遠
ざ
け
ら
れ
し
事
⼝
惜
く
お
も
ひ
し
な
れ
と
も
主
命
も
た
し
か
た
く
引
込
り

居
た
り
し
に
此
た
ひ
⼀
件
落
着
し
て
遠
慮
を
ゆ
る
さ
れ
御
褒
美
を
そ
遣
わ
さ
れ
け
る
⼜
⾦
沢
に
は
七
⼿

の
諸
将
関
東
の
時
宜
つ
ふ
さ
に
達
せ
し
か
は
則
此
度
の
⼀
義
も
く
わ
ゝ
り
し
も
の
と
も
各
々
刑
罪
に
所

せ
ら
れ
け
る
先
⾚
松
幸
之
進
を
つ
じ
に
さ
ら
さ
せ
沖
間
颯
⻫
は
打
く
び
と
な
し
江
⼾
お
も
て
よ
り
参
着

の
菊
川
庄
太
夫
篠
原
弥
助
⽅
へ
御
預
数
⽇
問
状
に
か
け
事
⼀
決
し
て
切
腹
仰
付
ら
れ
け
る
其
外
縁
類
ま

た
は
松
村
の
計
ら
ひ
に
て
⽴
⾝
せ
し
政
事
に
は
な
れ
し
不
直
皆
夫
々
の
御
咎
め
を
ぞ
申
付
ら
れ
け
る
か

く
て
重
基
公
御
願
の
国
隠
居
早
速
に
此
趣
⾦
沢
へ
申
来
り
し
か
ば
早
御
隠
居
御
殿
あ
ら
た
に
御
造
⽴
あ

り
事
成
就
に
及
ひ
し
か
は
本
国
へ
の
御
迎
ひ
と
し
て
中
将
重
基
公
肥
前
守
御
改
め
遊
は
さ
れ
御
近
⼠
の

暦
々
を
召
つ
れ
ら
れ
殊
に
忠
節
⾒
せ
し
中
村
円
蔵
を
附
⼈
と
し
て
相
添
ら
れ
御
迎
に
参
り
し
に
⻑
九
郎

右
衛
⾨
御
供
申
て
⾦
沢
へ
と
こ
そ
急
か
れ
け
る
斯
て
不
⽇
に
加
賀
へ
⼊
国
遊
は
さ
れ
新
造
⽴
の
御
殿
へ

⼊
ら
せ
給
ひ
し
に
治
備
公
に
は
途
中
ま
て
御
迎
ひ
出
さ
せ
ら
れ
直
様
御
隠
居
に
お
ゐ
て
御
対
顔
の
う
へ

御
盃
を
か
わ
し
給
ひ
孝
誠
あ
つ
く
も
て
な
し
給
ひ
し
と
な
り
既
に
安
永
⼋
年
の
春
治
備
公
関
東
へ
御
出

府
の
よ
し
事
落
着
し
御
側
に
付
し
た
が
ふ
諸
⼠
に
は
⽮
部
野
良
を
始
と
し
て
以
上
⼗
⼋
⼈
其
中
に
⾼
⽥

勇
蔵
と
い
へ
る
美
少
⼈
あ
り
是
は
⾼
⽥
善
蔵
が
⼀
⼦
に
て
⽗
善
蔵
は
若
死
せ
し
ゆ
へ
跡
⽬
相
続
の
義
忰

に
仰
付
ら
れ
し
か
と
も
役
義
は
召
離
さ
れ
勇
蔵
い
ま
た
若
年
な
れ
ば
勝
興
寺
と
の
へ
つ
か
れ
け
る
に
⽣

得
発
明
多
才
に
し
て
⾼
丸
公
の
御
⼼
に
か
な
ひ
い
と
お
し
み
請
居
た
り
し
に
此
度
⾼
丸
公
御
還
俗
遊
は

さ
れ
関
東
へ
御
出
府
な
さ
る
ゝ
に
は
彼
勇
蔵
を
ち
か
く
召
れ
此
度
関
東
へ
罷
越
す
に
つ
け
其
⽅
を
つ
れ

参
る
へ
く
は
お
も
へ
と
も
い
ま
た
若
年
と
い
ひ
⺟
も
跡
に
て
⼼
淋
し
か
ら
ん
其
⽅
は
国
に
残
り
て
⺟
に

は
孝
を
尽
し
妹
へ
は
い
と
お
し
み
を
な
し
朝
⼣
⾝
体
⼤
切
に
い
た
し
罷
暮
ら
し
て
居
る
へ
し
追
々
⼊
府

の
砌
は
我
か
⽬
通
り
に
召
つ
か
ふ
へ
し
と
御
厚
情
に
仰
有
し
か
は
勇
蔵
な
み
だ
を
催
し
て
申
上
け
る
は

某
事
⽗
に
お
く
れ
て
よ
り
君
に
つ
か
へ
ま
い
ら
せ
⽚
時
も
御
傍
を
離
る
る
事
な
く
罷
あ
る
に
此
度
君
御

出
世
ま
し
ま
す
に
我
を
捨
置
下
向
し
給
ふ
事
近
⽐
う
ら
め
し
く
候
な
り
た
と
へ
⼀
⼈
の
⺟
な
り
と
も
主

君
に
か
へ
参
ら
す
べ
き
か
た
ゞ
此
侭
に
御
伴
仰
付
ら
れ
か
し
と
か
き
⼝
説
き
て
其
侭
有
つ
る
硯
り
に
む

か
ひ
筆
を
し
め
し 

 

捨
ら
れ
し
我
は
渚
の
⼩
船
か
な 

 

⽬
に
こ
つ
な
み
た
溜
汐
の
う
み 

と
さ
ら
〳
〵
と
書
し
た
ゝ
め
御
前
へ
差
出
し
け
る
に
治
備
公
か
れ
か
⼀
句
を
御
覧
遊
さ
れ
主
君
を
思
ふ

忠
誠
御
か
ん
ま
し
〳
〵
其
⽅
い
ま
た
⼗
⼀
才
な
り
と
い
へ
と
我
を
お
も
ふ
て
か
ゝ
名
残
の
⼀
句
を
読
し

事
寄
代
の
の
忠
⾂
な
り
此
上
は
此
侭
に
関
東
へ
伴
ふ
へ
し
と
御
上
意
下
り
け
れ
は
勇
蔵
有
か
た
く
思
ひ
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御
供
の
⼈
数
に
加
わ
り
け
る
斯
て
旅
路
の
調
度
相
揃
ひ
不
⽇
に
関
東
へ
参
着
し
給
ひ
御
屋
敷
へ
御
⼊
遊

し
前
⽥
三
左
衛
⾨
か
計
ら
ひ
を
も
つ
て
御
⽼
中
の
御
披
露
⾸
尾
よ
く
相
済
御
家
督
相
続
な
し
給
ひ
し
か

は
附
々
の
諸
⼠
悦
ひ
に
よ
ろ
こ
ひ
を
重
ね
ぬ
万
歳
を
う
た
ひ
祝
し
け
る
此
お
も
む
き
早
打
を
も
つ
て
⾦

沢
表
へ
告
し
か
ば
七
⼿
の
諸
将
を
は
し
め
皆
々
恐
悦
の
礼
式
を
取
⾏
ひ
け
る
斯
て
前
⽥
三
左
衛
⾨
は
⼤

村
帯
⼑
前
⽥
刑
部
等
に
万
端
し
め
し
合
ひ
本
国
⾦
沢
へ
そ
か
へ
ら
れ
け
る
既
に
治
備
公
御
誠
篤
に
て
御

幼
年
よ
り
仏
学
に
御
⼼
を
写
し
悟
道
を
弁
へ
⽟
ひ
し
故
御
仁
政
あ
つ
く
道
を
専
ら
と
し
て
世
を
お
さ
め

給
ふ
諸
家
中
の
な
ひ
く
事
誠
や
草
⽊
の
⾵
に
な
び
く
か
如
し
さ
て
⾼
⽥
勇
蔵
は
御
側
に
あ
つ
て
⽇
夜
勤

学
怠
り
な
く
君
に
忠
誠
あ
つ
く
諸
⼈
に
信
を
も
つ
て
交
る
誠
に
寄
代
名
誉
な
り
と
か
ん
ぜ
ざ
る
は
な
か

り
け
る 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
九
終 

 

︵
第
⼗
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗ 

 

⼀
 
松
村
⼀
類
の
者
御
追
放
之
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
御
隠
居
へ
密
⾔
之
事 

⼀
 
鎌
⽥
が
娘
御
隠
居
へ
召
さ
る
ゝ
事 

 
 
并
中
村
江
府
に
於
て
御
放
逸
を 

 
 

 
 

す
ゝ
む
る
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗ 

 

松
村
⼀
類
の
者
御
追
放
之
事 

 

并
中
村
円
蔵
御
隠
居
へ
密
⾔
の
事 

勝
興
寺
治
備
公
御
治
国
に
い
た
つ
て
加
能
越
之
国
共
静
謐
に
し
て
騒
乱
⼀
凶
さ
り
は
て
ぬ
中
将
重
基
公

は
御
本
国
に
新
に
御
隠
居
御
殿
造
⽴
に
て
し
ば
ら
く
七
⼿
の
諌
を
⽤
ひ
給
ひ
酒
し
よ
く
を
遠
ざ
け
学
道

に
⼼
を
か
た
ふ
け
給
ひ
う
つ
〳
〵
舗
お
わ
し
ま
し
け
る
と
也
然
る
に
安
永
元
冬
治
備
公
御
任
官
遊
ば
さ

れ
中
将
に
昇
進
し
給
ひ
⼤
聖
寺
の
城
主
前
⽥
遠
江
守
利
道
卿
之
御
息
⼥
を
簾
中
に
む
か
へ
ら
れ
婚
義
も

⾸
尾
好
相
調
ひ
し
か
ば
諸
⼠
の
安
堵
こ
の
う
へ
な
ら
ず
御
代
⻑
久
の
寄
願
を
込
に
け
る
爰
に
松
村
が
⼀

族
は
こ
と
〴
〵
く
其
罪
に
所
せ
し
め
御
追
放
仰
付
ら
れ
し
其
中
に
四
郎
兵
衛
か
娘
は
惣
領
娘
お
う
た
次

な
ん
弥
五
郎
末
⼦
は
⼥
に
し
て
お
時
親
⼦
四
⼈
江
⼾
屋
舗
に
て
御
追
放
あ
り
お
や
⼦
の
者
共
も
亡
⽗
が

旧
悪
先
悲
を
悔
む
と
い
へ
ど
も
今
さ
ら
か
へ
ら
ず
ぜ
ひ
も
な
く
〳
〵
御
屋
舗
を
は
な
れ
定
め
な
き
⾝
と

な
り
ゆ
き
け
る
御
兄
弟
の
⼦
ど
も
い
づ
れ
も
す
ぐ
れ
て
美
⼥
美
男
に
し
て
有
け
る
が
惣
領
む
す
め
お
う

た
は
重
基
公
の
御
⽬
に
と
ま
り
ふ
か
く
れ
ん
ぼ
し
給
ふ
ゆ
へ
⽗
四
郎
兵
衛
蜜
に
御
前
へ
差
出
し
御
と
ぎ

の
役
〳
〵
な
し
け
る
に
中
将
重
基
公
が
お
う
た
が
よ
う
ぎ
に
⼼
を
ふ
か
く
う
つ
さ
れ
朝
暮
御
側
近
く
召

遣
ひ
た
ま
ひ
た
が
ひ
に
あ
さ
か
ら
ざ
り
し
契
り
を
む
す
び
給
ふ
に
此
た
び
松
村
謀
悪
露
顕
の
上
切
ふ
く

い
た
せ
し
ゆ
へ
其
余
類
⼀
々
御
成
敗
に
お
こ
な
ひ
給
ふ
に
よ
つ
て
前
⽥
三
左
衛
⾨
蜜
に
此
事
を
ば
う

か
ゞ
ひ
知
り
さ
ま
〴
〵
と
利
か
ひ
を
と
き
て
御
諫
⾔
を
申
⼊
終
に
御
前
を
遠
ざ
け
お
や
⼦
諸
共
追
放
の

つ
み
に
⾏
ひ
け
る
重
基
公
に
も
か
ね
て
偕
⽼
同
⽳
の
か
た
ら
ひ
を
結
ひ
給
ひ
し
お
う
た
な
れ
ど
も
三
左

衛
⾨
が
禁
⾔
も
た
し
か
た
く
御
傍
を
退
け
給
ふ
に
お
歌
も
ふ
か
く
わ
か
れ
を
お
し
み
ま
い
ら
せ
さ
ま
ざ

ま
恨
み
く
ど
く
と
い
へ
共
詮
⽅
な
き
次
第
と
成
⾏
親
⼦
四
⼈
御
政
道
に
お
こ
な
は
れ
き
の
ふ
は
⽟
の
台

に
錦
の
よ
そ
ほ
ひ
け
ふ
は
よ
る
べ
さ
だ
め
ぬ
⾝
と
な
り
て
た
ゞ
何
事
も
前
世
の
む
く
い
と
お
も
ひ
あ
き

ら
め
⾚
坂
辺
の
知
る
べ
の
⽅
へ
⾝
を
し
の
び
な
み
た
に
し
づ
み
て
浮
世
を
送
り
け
る
重
基
公
に
も
御
隠

居
遊
ば
さ
る
ゝ
と
い
へ
共
か
の
お
⽅
が
事
の
み
思
ひ
く
ら
さ
せ
給
ひ
袖
を
し
ぼ
ら
せ
た
ま
は
ぬ
⽇
と
て
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も
な
く
今
は
思
ひ
の
種
と
な
り
無
常
に
⼼
意
を
し
づ
め
給
ひ
ま
は
し
に
寄
御
ど
ひ
て
う
つ
ら
〳
〵
と
⽇

を
過
さ
せ
給
ふ
御
側
に
所
々
の
諸
⼠
⻑
井
久
遠
を
始
め
御
詰
番
の
衆
中
⼿
に
あ
せ
に
ぎ
つ
て
お
の
〳
〵

評
義
に
及
び
け
る
時
に
中
村
円
蔵
は
⼀
件
松
村
が
謀
悪
に
⼀
味
せ
し
か
共
反
簡
の
⽅
便
よ
り
四
郎
兵
衛

う
と
み
寝
か
へ
つ
て
彼
が
事
を
あ
ら
わ
し
そ
の
⾝
忠
⾂
の
功
名
を
取
て
す
で
に
本
国
へ
帰
⼊
し
御
隠
居

付
と
成
此
席
に
あ
り
し
が
⻑
井
⽒
を
ひ
そ
か
に
⼀
間
に
ま
ね
き
申
け
る
は
此
度
御
隠
居
様
の
御
病
気
の

義
中
々
医
療
さ
ま
〴
〵
に
尽
さ
る
ゝ
と
て
も
さ
し
て
し
る
し
も
こ
れ
有
ま
じ
そ
れ
が
し
只
今
愚
案
を
め

ぐ
ら
し
⾒
る
に
此
病
根
と
申
は
先
達
て
御
傍
に
仕
へ
ら
れ
し
松
村
が
娘
お
歌
殿
に
ふ
か
く
ち
ぎ
り
を
こ

め
ら
れ
し
に
御
政
道
も
た
し
が
た
く
御
追
放
と
成
⾏
れ
し
故
御
⼼
残
り
に
思
召
て
の
恋
わ
づ
ら
ひ
也
是

を
本
腹
な
さ
し
め
ん
に
は
ま
つ
か
く
〳
〵
の
蜜
計
を
お
こ
な
ひ
候
得
ば
た
ち
ま
ち
に
御
本
腹
う
た
が
ひ

な
し
こ
の
義
い
か
ゞ
候
や
と
⻑
井
が
⽿
に
さ
ゝ
や
け
は
久
遠
彼
が
申
条
⼀
々
も
つ
と
も
と
お
も
は
れ
然

ら
は
貴
殿
宜
舗
取
計
ひ
⼀
刻
も
は
や
く
御
本
腹
な
さ
る
ゝ
様
御
は
た
ら
き
然
る
べ
し
と
申
け
れ
ば
円
蔵

い
さ
い
を
の
み
こ
み
て
そ
の
儀
は
す
こ
し
も
御
気
遣
ひ
有
べ
か
ら
ず
そ
れ
か
し
唯
今
申
せ
し
蜜
計
を
も

つ
て
早
速
御
全
快
な
さ
し
め
奉
る
べ
し
と
や
く
し
け
れ
は
⻑
井
久
遠
⼤
に
よ
ろ
こ
び
そ
れ
よ
り
御
隠
居

所
の
諸
⼠
へ
こ
と
〴
〵
く
ふ
れ
ら
れ
け
る
は
肥
前
守
様
此
度
御
所
労
に
よ
つ
て
し
ば
ら
く
御
前
近
く
出

席
を
と
ゞ
ま
る
べ
き
と
ふ
れ
け
る
よ
つ
て
諸
家
中
御
⼤
切
の
事
と
御
前
を
は
ゞ
か
り
て
出
席
を
と
ゞ
ま

り
ぬ
か
く
て
中
村
円
蔵
⽴
⾝
出
世
を
な
す
は
今
此
時
と
分
別
を
定
め
御
隠
居
重
基
公
の
御
前
へ
罷
出
御

病
中
の
御
労
難
も
か
へ
り
み
ず
ひ
そ
か
に
申
上
度
⼦
細
御
座
候
得
ば
し
ば
ら
く
御
近
習
を
遠
ざ
け
下
さ

る
べ
し
と
⾔
上
し
け
る
重
基
公
は
御
病
中
御
気
む
つ
か
し
く
お
ぼ
し
め
さ
る
れ
共
是
迄
御
⾝
の
た
め
に

忠
⾂
と
聞
へ
し
中
村
な
れ
ば
も
だ
し
が
た
く
思
召
近
習
の
諸
⼠
こ
と
〴
〵
く
よ
け
さ
せ
給
ひ
て
い
か
成

事
や
ら
ん
近
く
よ
つ
て
物
語
れ
と
仰
に
中
村
に
じ
り
寄
唯
今
伺
公
仕
⾔
上
仕
ら
ん
と
申
せ
し
は
ま
つ
た

く
別
義
に
て
は
御
座
な
く
御
病
体
の
⼀
件
也
そ
れ
か
し
君
の
御
病
根
を
さ
つ
し
奉
る
に
医
術
祈
祷
な
ど

に
て
御
本
腹
有
べ
き
と
は
ぞ
ん
じ
不
申
ま
つ
た
く
此
度
の
御
病
気
は
慕
迷
の
た
め
と
覚
ゆ
る
也
松
村
が

娘
お
う
た
ど
の
に
御
情
を
ふ
か
く
か
け
さ
せ
給
ふ
と
い
へ
ど
も
⼀
国
の
政
道
み
だ
り
に
て
は
せ
い
ひ
つ

の
時
を
失
ふ
也
唇
語
に
て
も
⼀
⼈
た
ん
れ
い
な
れ
ば
⼀
国
乱
を
お
こ
す
と
あ
れ
ば
七
⼿
の
諸
将
評
義
の

上
事
⼀
決
い
た
し
て
の
計
ひ
な
れ
ば
君
と
て
も
此
事
も
だ
し
給
は
ゞ
か
へ
つ
て
御
不
道
の
御
名
世
上
へ

広
く
な
り
御
先
祖
へ
対
し
て
⼤
御
不
⾏
跡
と
い
ふ
も
の
な
り
お
う
た
殿
義
ふ
つ
〳
〵
思
ひ
き
り
給
ひ
て

其
余
い
か
様
共
君
の
御
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ひ
し
⼥
中
を
い
く
た
り
な
り
と
も
召
よ
せ
給
ふ
べ
し
君
の
御
威

光
を
も
つ
て
た
つ
ね
出
さ
ん
に
は
加
能
越
の
三
国
は
申
に
及
ば
ず
⽇
本
六
⼗
余
州
の
内
い
づ
く
い
づ
⽅

に
て
も
美
⼥
を
ゑ
ら
み
出
し
お
う
た
殿
に
ま
さ
り
し
艶
ゆ
う
美
⾊
の
⼥
幾
万
⼈
も
有
べ
し
今
よ
り
御
⼼

を
⼊
か
へ
さ
せ
給
ひ
て
お
う
た
殿
の
か
は
り
に
召
よ
せ
給
ふ
べ
し
其
義
に
お
ゐ
て
は
そ
れ
が
し
よ
ろ
し

く
は
か
ら
ひ
申
べ
し
と
こ
と
葉
を
つ
く
し
理
を
せ
め
て
申
上
け
る
に
重
基
公
げ
に
も
と
や
お
ぼ
し
け
ん

尤
成
な
ん
じ
が
異
⾒
す
で
に
亡
失
せ
し
松
村
が
旧
悪
あ
ら
は
す
と
⾔
今
ま
た
我
病
苦
を
助
け
ん
と
⼼
を

尽
す
の
忠
⾂
あ
つ
は
れ
頼
⺟
敷
と
御
褒
美
の
御
詞
を
下
さ
れ
此
上
は
唯
今
申
せ
し
ご
と
く
万
た
ん
其
⽅

が
は
た
ら
き
を
も
つ
て
病
気
本
腹
を
な
せ
か
し
さ
あ
る
時
は
き
ば
へ
ん
じ
や
く
に
も
ま
さ
り
し
医
功
な

り
早
々
事
を
調
へ
か
し
と
重
き
御
上
意
に
円
蔵
い
さ
い
か
し
こ
ま
り
候
仰
迄
も
な
く
は
や
〳
〵
御
こ
ゝ

ろ
の
む
す
ぼ
れ
を
ほ
ど
か
し
め
ま
い
ら
せ
ん
と
弁
⾆
を
も
つ
て
君
を
お
か
し
御
前
を
こ
そ
は
し
り
そ
き

け
る 

 

鎌
⽥
が
娘
御
隠
居
へ
召
る
ゝ
事 

 

并
に
中
村
江
府
に
お
い
て
御
放
逸
を
勧
る
事 

か
く
て
中
村
円
蔵
は
し
た
し
き
友
夫
を
か
た
ら
ひ
内
々
町
中
在
々
へ
ふ
れ
さ
せ
け
る
は
此
度
御
隠
居
様

御
病
気
に
付
保
養
の
た
め
御
側
近
く
美
⼥
を
召
遣
は
る
ゝ
な
り
是
に
よ
つ
て
望
の
者
に
は
息
⼥
を
ば
御

前
へ
差
出
す
べ
し
御
⼼
に
か
な
ひ
召
遣
わ
る
ゝ
に
お
ゐ
て
は
其
⾝
は
元
来
親
兄
弟
に
い
た
る
迄
御
恩
知

を
た
ま
は
る
あ
い
だ
い
そ
ぎ
召
連
出
べ
し
と
ふ
れ
さ
せ
し
か
ば
町
中
は
申
に
お
よ
ば
ず
近
郷
近
在
の
諸

⼈
娘
を
持
た
る
者
は
我
⼀
と
⽴
⾝
を
こ
の
ま
ざ
る
は
な
く
し
て
俄
に
娘
を
⾊
ど
り
か
ざ
ら
せ
内
々
娘
を
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つ
れ
て
罷
出
け
る
此
時
中
村
御
物
⾒
御
殿
の
広
庭
へ
み
な
〳
〵
を
よ
び
よ
せ
け
る
に
娘
を
召
つ
れ
出
た

る
者
幾
何
万
と
い
ふ
数
を
知
ら
ず
さ
し
も
広
々
た
る
御
庭
に
み
ち
〳
〵
た
り
重
基
公
は
物
⾒
よ
り
は
る

か
に
あ
つ
ま
り
け
る
⼥
原
を
御
覧
な
さ
る
に
何
れ
も
我
⼀
と
か
ざ
り
⽴
お
も
ひ
〳
〵
の
当
世
も
や
う
を

着
し
伽
羅
の
⾹
ふ
ん
ぷ
ん
と
四
⽅
に
み
ち
吉
野
⿓
⽥
も
お
よ
び
か
た
く
⾒
得
け
る
中
⼀
き
は
勝
れ
し
娘

は
⾦
沢
の
町
は
づ
れ
に
鎌
⽥
⽂
碩
と
い
へ
る
野
夫
医
の
娘
成
し
が
三
⼗
弍
相
を
そ
な
へ
ど
こ
に
⼀
つ
も

申
ぶ
ん
も
な
く
誠
に
貴
肥
⼩
町
に
て
も
お
と
る
ま
じ
き
⾵
俗
な
り
重
基
公
此
⼥
に
眼
を
と
ゞ
め
給
ひ
て

あ
の
⼥
を
⽬
通
り
へ
連
来
り
候
へ
と
仰
に
し
た
が
ひ
中
村
円
蔵
か
の
⽂
碩
が
娘
を
と
ゞ
め
置
の
こ
り
の

娘
共
は
み
な
〳
〵
帰
さ
れ
け
る
い
つ
れ
も
か
の
鎌
⽥
が
息
⼥
の
美
な
る
を
へ
ん
執
し
て
不
然
屋
舗
を
下

り
け
る
斯
て
重
基
公
に
は
か
ま
だ
が
む
す
め
お
⺠
を
召
つ
れ
ら
れ
別
殿
へ
う
つ
ら
せ
給
ひ
そ
れ
よ
り
酒

宴
を
も
や
う
さ
れ
う
た
ひ
さ
だ
め
き
て
媚
へ
つ
ら
ふ
の
諸
⼠
は
こ
れ
に
こ
と
〳
〵
く
荷
担
せ
し
と
な
り

夫
よ
り
か
の
お
⺠
を
御
て
う
愛
ふ
か
く
御
⼼
ま
き
れ
さ
せ
給
ふ
ゆ
へ
に
や
御
病
気
も
次
第
に
御
本
ぶ
く

な
さ
し
め
給
ひ
ぬ
偏
に
中
村
が
働
き
也
と
御
加
恩
を
下
し
置
れ
円
蔵
は
次
第
に
⽴
⾝
い
た
し
け
る
是
よ

り
鎌
⽥
⽂
碩
へ
御
扶
持
を
当
⾏
は
れ
し
か
ば
貧
苦
に
⼼
を
い
た
め
ぬ
る
⽂
碩
俄
に
⽂
限
の
⾝
と
成
⾐
服

に
間
を
つ
く
し
乗
物
迄
こ
し
ら
へ
⾦
沢
に
我
意
を
ふ
る
ひ
し
と
な
り
扨
御
隠
居
肥
前
守
に
は
お
⺠
に
御

ち
ぎ
り
あ
さ
か
ら
ず
昼
夜
御
そ
ば
に
召
寄
せ
給
ひ
御
庭
前
に
四
季
の
粧
ひ
を
し
つ
ら
ひ
美
善
を
か
ま
へ

し
け
つ
か
う
な
か
〳
〵
筆
紙
に
つ
く
し
が
た
き
事
ど
も
な
り
⼜
お
⺠
も
君
の
御
な
さ
け
を
あ
さ
か
ら
ず

お
も
ひ
⼤
切
に
仕
へ
奉
り
し
に
次
第
に
ま
く
ら
の
数
も
か
さ
な
り
つ
い
に
御
種
を
ば
や
ど
し
只
な
ら
ぬ

⾝
と
な
り
し
か
ば
重
基
公
は
御
⼼
を
い
た
め
ら
れ
諸
寺
諸
⼭
へ
申
遣
し
⾼
僧
⼭
伏
等
を
⽇
夜
に
召
寄
ら

れ
安
産
の
祈
念
や
む
ひ
ま
も
な
く
た
い
そ
う
な
り
し
事
共
也
す
で
に
⽉
満
て
九
⽉
⼗
⼀
⽇
に
若
君
や
す

〳
〵
と
御
た
ん
じ
や
う
あ
り
し
か
ば
御
隠
居
を
は
じ
め
諸
家
中
の
悦
び
か
ま
だ
も
⼤
慶
⾝
に
あ
ま
り
⽴

⾝
の
時
ぞ
得
た
り
け
る
此
由
少
将
治
脩
公
聞
し
召
れ
若
君
御
誕
⽣
の
事
喜
悦
に
思
し
め
し
早
速
御
使
者

を
も
つ
て
若
君
御
誕
⽣
の
お
も
む
き
を
祝
し
奉
ら
れ
け
る
と
也
か
く
て
御
出
⽣
の
若
ぎ
み
の
御
名
を
ば

千
代
丸
殿
と
ぞ
申
け
る
中
村
も
お
の
ば
い
か
い
の
お
⺠
の
⽅
⽴
⾝
に
つ
き
次
第
に
り
つ
し
ん
の
地
が
た

め
と
也
⿓
の
雲
を
得
た
る
が
こ
と
く
勢
ひ
三
国
に
き
こ
へ
誰
有
て
か
れ
が
詞
に
し
た
が
わ
ざ
る
は
な
か

り
し
と
か
也
か
く
て
安
永
元
年
の
冬
少
将
治
脩
公
中
将
に
任
じ
給
へ
ば
七
⼿
の
諸
将
を
は
じ
め
三
国
の

家
⼠
万
歳
を
祝
す
る
事
ぞ
賑
は
し
き
次
第
也
此
悦
ひ
は
⼀
家
中
の
賑
ひ
の
種
と
な
り
加
武
の
往
来
尤
櫛

の
⻭
を
ひ
く
が
こ
と
く
此
お
め
で
た
の
砌
り
御
隠
居
に
は
御
忍
ひ
に
て
関
東
へ
御
発
向
の
よ
し
相
ふ
れ

ら
れ
け
る
に
⻑
井
久
遠
此
よ
し
を
う
け
給
は
り
さ
ま
〳
〵
御
諌
申
と
い
へ
共
御
承
引
な
く
か
へ
つ
て
御

憤
を
う
け
夫
よ
り
病
気
も
号
し
て
出
勤
を
と
ゞ
ま
り
し
か
ば
今
は
中
村
が
⼼
の
侭
に
諸
事
を
取
お
こ
な

ひ
内
々
御
望
の
ご
と
く
関
東
へ
ぞ
御
忍
⾏
遊
ば
さ
れ
け
る
附
随
ふ
者
に
は
中
村
円
蔵
岸
⽥
⼤
蔵
を
は
じ

め
と
し
て
以
上
上
下
⼗
壱
⼈
不
⽇
に
江
⼾
表
へ
参
着
な
さ
れ
け
る
斯
て
御
下
屋
舗
深
川
に
御
と
う
り
う

に
て
終
⽇
御
遊
興
に
⼼
を
う
つ
さ
れ
し
か
ば
中
村
い
よ
〳
〵
⼼
に
叶
ひ
弁
⾆
を
も
つ
て
君
に
放
逸
を

す
ゝ
め
奉
り
し
の
び
〳
〵
に
吉
原
へ
い
ざ
な
ひ
申
せ
し
に
御
屋
舗
と
は
替
り
ま
た
⾵
流
に
し
て
い
よ
〳

〵
御
⼼
に
か
な
ひ
昼
夜
差
別
も
な
く
か
の
所
に
是
を
と
ゞ
め
た
ま
ひ
三
浦
屋
の
⾼
⽊
と
い
へ
る
を
愛
し

給
ひ
⽇
毎
の
御
遊
興
御
納
⼾
⽅
の
も
の
い
り
過
分
に
し
て
無
事
を
と
ゞ
め
た
く
思
へ
共
当
時
中
将
公
よ

り
仰
渡
さ
れ
に
て
随
ぶ
ん
御
隠
居
の
御
⼼
を
そ
む
く
ま
じ
も
し
不
承
知
の
者
共
に
は
き
び
し
く
と
が
め

を
申
付
る
な
り
と
御
親
⼦
の
義
愛
ふ
か
く
満
し
ま
し
て
仰
渡
さ
れ
き
び
し
け
れ
ば
詮
⽅
な
く
⾼
⾦
を
さ

し
上
御
⼼
の
ま
ゝ
に
な
し
置
け
る
と
也
か
く
て
御
逗
留
の
⽇
限
数
⽇
に
及
べ
は
中
村
円
蔵
御
帰
国
遊
は

さ
れ
候
は
ん
也
と
御
す
ゝ
め
申
せ
し
か
ど
御
隠
居
に
は
三
浦
や
の
⾼
⽊
に
⼼
を
う
つ
さ
れ
い
よ
〳
〵
御

不
承
知
な
れ
ば
円
蔵
と
く
と
思
案
を
め
ぐ
ら
し
御
⾝
請
を
遊
は
さ
れ
御
国
へ
召
連
ら
る
べ
き
む
ね
を
⾔

上
し
け
る
に
万
事
中
村
が
詞
は
捨
給
は
ざ
る
御
隠
居
さ
ま
な
れ
ば
則
⾝
請
い
た
し
た
き
由
相
だ
ん
に
お

よ
び
ぬ
る
に
親
⽅
三
浦
は
は
爰
ぞ
福
徳
の
三
歳
⽬
な
り
と
⾼
直
に
⾝
の
代
を
申
け
る
に
賄
⽅
⾯
⽊
伴
蔵

も
⾼
⾦
の
や
う
す
を
聞
へ
ん
が
ひ
い
た
し
度
お
も
へ
共
御
隠
居
の
御
⼼
に
叶
ひ
し
上
は
ぜ
ひ
に
お
よ
は

ず
則
⾼
⾦
を
も
つ
て
か
の
み
う
ら
や
の
⾼
⽊
を
⾝
う
け
な
さ
れ
け
る
扨
々
御
放
埒
の
ほ
ど
こ
そ
ぜ
ひ
な
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け
れ
し
か
る
に
万
事
と
ゝ
の
ひ
て
き
ん
〳
〵
御
⼊
国
の
お
も
む
き
な
れ
ば
万
端
御
引
請
を
な
せ
し
円
蔵

諸
⽤
あ
り
て
⼀
⽯
橋
ま
て
他
⾏
せ
し
に
む
か
ふ
よ
り
あ
ゆ
み
来
る
⾵
体
⼼
覚
へ
の
⼈
が
ら
と
お
も
ひ
次

第
に
あ
ゆ
み
よ
り
近
づ
く
ま
ゝ
に
⾯
て
い
を
能
々
⾒
れ
ば
松
村
が
次
男
⽮
四
郎
也
た
が
ひ
に
ふ
し
ぎ
の

出
会
を
な
し
た
る
事
を
悦
び
御
隠
居
の
御
⾝
の
上
を
物
語
れ
ば
⽮
四
郎
も
御
追
放
に
あ
ひ
し
み
ぎ
り
よ

り
の
う
き
か
ん
な
ん
さ
ま
〴
〵
と
物
が
た
り
⽼
⺟
の
順
死
姉
お
う
た
の
病
死
こ
と
〳
〵
く
申
け
れ
ば
中

村
も
⼤
に
き
も
を
け
し
し
ば
ら
く
か
た
へ
に
よ
つ
て
熟
談
い
た
す
べ
し
と
⽮
四
郎
を
伴
ひ
て
知
る
べ
の

⽅
へ
ぞ
い
そ
ぎ
け
る 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
終 

 

︵
第
⼗
⼀
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
⼀ 

 

⼀
 
松
村
⽮
四
郎
円
蔵
に
対
⾯
の
事 

 
 
并
教
千
代
殿
御
養
⼦
と
成
給
ふ
事 

⼀
 

⾼
⽊
殿
物
化
難
病
之
事 

 
 
并
中
村
円
蔵
蟇
⽬
⾏
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
⼀ 

 

松
村
⽮
四
郎
円
蔵
に
対
⾯
の
事 

 

并
教
千
代
殿
御
養
⼦
成
給
ふ
事 

中
村
円
蔵
其
已
前
松
村
に
属
せ
し
者
な
れ
共
却
つ
て
⼰
が
忠
節
を
あ
ら
は
さ
ん
為
松
村
が
旧
悪
を
告
げ

て
其
⾝
弁
⾆
を
も
つ
て
其
罪
を
免
さ
れ
今
安
穏
に
し
て
次
第
に
⾼
録
を
請
て
御
隠
居
付
に
て
出
頭
と
⽤

ひ
ら
れ
て
既
に
今
⽇
松
村
か
次
男
⽮
四
郎
と
不
思
議
の
対
⾯
を
と
け
互
の
遺
恨
も
有
べ
き
の
処
円
蔵
が

内
⼼
に
⼀
も
つ
あ
つ
て
⽮
四
郎
に
詞
を
さ
げ
て
知
⾳
の
⽅
へ
密
に
伴
ひ
松
村
に
向
ひ
申
け
る
わ
最
前
御

⽼
⺟
並
に
姉
⼦
の
落
命
の
様
⼦
を
承
り
て
甚
驚
き
申
せ
し
な
り
元
某
は
貴
殿
の
親
⽗
の
御
取
⽴
を
も
つ

て
御
前
体
宜
し
く
罷
成
り
し
に
我
⾝
の
罪
を
逃
れ
ん
と
存
す
る
に
は
あ
ら
ね
共
天
の
時
ま
さ
に
来
つ
て

御
親
⽗
の
罪
露
顕
せ
ん
と
す
る
某
此
利
を
は
か
つ
て
此
⽅
よ
り
罪
を
あ
ら
わ
し
せ
し
故
松
村
殿
に
は
不

慮
の
切
腹
皆
某
ゆ
へ
と
さ
そ
い
こ
ん
に
も
お
ぼ
さ
れ
ん
な
れ
共
此
事
は
た
ゝ
天
の
な
せ
る
災
と
お
ぼ
し

め
し
あ
き
ら
め
下
さ
る
べ
し
貴
殿
只
今
御
難
渋
の
有
様
⼀
義
あ
り
何
卒
貴
殿
の
妹
お
と
き
殿
を
養
⼦
に

く
れ
ら
れ
ま
し
哉
と
是
貴
殿
を
阻
略
に
存
せ
さ
る
の
⼀
件
な
り
と
弁
⾆
を
以
て
頼
み
け
る
に
⽮
四
郎
も

浪
々
の
⾝
の
難
渋
に
親
兄
弟
に
別
れ
を
な
し
何
⾓
不
⾃
由
に
く
ら
せ
し
折
か
ら
な
れ
ば
妹
を
中
村
へ
遣

し
な
は
此
⾝
の
納
り
も
よ
か
ら
ん
と
⼼
付
し
か
は
誠
に
仰
の
ご
と
く
親
共
の
卒
去
は
皆
夫
の
責
る
罪
也

何
し
に
遺
恨
の
さ
し
は
さ
み
申
さ
ん
⼜
御
所
望
の
妹
義
は
差
遣
し
申
べ
し
と
返
答
に
中
村
⼤
に
満
悦
し

少
々
懐
中
の
⾦
⼦
を
あ
た
へ
是
に
て
暫
の
流
浪
の
難
義
し
か
る
へ
し
追
て
帰
国
の
後
万
端
宜
し
く
計
ら

ひ
申
べ
し
⼜
お
と
き
義
は
後
よ
り
む
か
い
の
⼈
を
遣
し
申
間
其
旨
⼼
得
ら
る
べ
し
と
⽮
四
郎
が
隠
家
を

く
わ
し
く
尋
た
が
い
に
万
事
を
⽰
し
合
⽴
別
れ
て
か
へ
り
け
る
斯
て
重
基
公
御
⼊
国
の
御
⽤
意
相
調
ひ

三
浦
屋
⾼
⽊
を
⼿
⽣
の
花
と
な
し
中
村
を
つ
れ
ら
れ
不
⽇
に
本
国
⾦
沢
へ
御
帰
国
を
遊
は
さ
れ
例
の
御

酒
宴
御
好
奇
の
御
能
に
た
へ
ま
な
く
遊
興
⼀
件
に
数
⽇
を
送
り
⽟
ひ
け
る
誠
に
⾶
⿃
川
の
渕
は
瀬
と
な

る
⼈
⼼
に
て
鎌
⽥
⽂
⽯
か
娘
お
⺠
御
隠
居
の
御
⼼
に
か
な
ひ
御
寵
愛
の
浅
か
ら
ず
既
に
御
男
⼦
を
も
う

け
朝
⼣
御
体
に
離
れ
さ
り
し
⾝
が
此
度
の
御
帰
国
已
後
⾼
⽊
に
御
⼼
を
移
さ
れ
御
寵
愛
薄
や
ぎ
し
か
共

貞
⼼
の
お
⺠
な
れ
ば
い
さ
ゝ
か
変
執
の
思
ひ
露
ほ
ど
も
な
く
若
君
教
千
代
君
を
⼤
切
に
こ
そ
守
り
居
ら

れ
け
る
然
る
に
中
将
治
脩
公
に
は
御
孝
⼼
ふ
か
く
毎
⽇
〳
〵
御
隠
居
へ
御
⾒
舞
に
て
殊
の
外
⼤
切
に
も

て
な
し
⾂
下
に
は
憐
⼼
を
つ
く
さ
せ
⽟
ひ
平
⽣
五
常
を
捨
さ
せ
⽟
は
ず
殊
御
聖
君
と
は
此
中
将
の
御
事
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な
り
さ
れ
ど
も
い
ま
だ
御
世
継
と
な
り
⽟
ふ
若
君
も
御
出
⽣
な
く
七
⼿
の
諸
将
⼀
家
中
の
め
ん
〳
〵
も

御
⾎
脈
の
た
へ
な
ん
事
を
愁
ひ
さ
ま
〳
〵
に
こ
ゝ
ろ
を
い
た
め
け
る
に
中
将
に
は
は
や
此
取
沙
汰
を
聞

し
召
れ
⼼
中
に
急
度
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
れ
七
⼿
の
諸
⼠
へ
御
内
談
の
う
へ
あ
る
⽇
御
隠
居
へ
御
⾒
舞
の

せ
つ
密
に
重
基
公
へ
仰
有
け
る
は
某
し
事
不
肖
の
⾝
と
申
せ
と
も
君
の
御
政
徳
を
請
継
三
国
の
守
将
た

り
さ
れ
ど
も
未
世
を
知
べ
き
⼀
⼦
も
な
し
此
事
を
⼀
統
に
な
げ
か
わ
し
く
存
候
処
に
此
度
御
隠
居
に
は

男
⼦
御
出
⽣
の
よ
し
承
り
し
に
何
卒
某
か
家
督
と
し
て
国
家
を
納
め
た
く
候
へ
は
此
⽅
へ
⽟
は
る
ま
し

き
や
と
伺
ひ
⽟
ひ
し
か
は
御
隠
居
に
も
御
尤
に
思
し
め
し
御
近
習
附
々
の
衆
中
へ
も
御
内
談
の
う
へ
承

知
の
旨
御
返
答
に
及
は
れ
け
る
治
脩
公
⼤
に
悦
ひ
⽟
ひ
則
教
千
代
君
を
引
取
⽟
ひ
七
⼿
の
諸
将
弍
⼈
の

⽼
分
⽅
へ
御
評
義
の
う
へ
江
⼾
表
へ
も
通
達
し
⼀
家
中
へ
此
趣
を
相
触
ら
れ
し
か
は
諸
家
中
の
銘
々

皆
々
承
引
の
う
へ
万
歳
を
祝
義
を
唱
へ
け
る
然
る
に
教
千
代
殿
の
御
⺟
お
⺠
の
か
た
は
重
基
公
の
御
⼼

替
り
し
よ
り
⼼
を
労
し
給
ひ
⼼
能
ら
す
く
ら
し
⽟
ひ
し
処
此
度
教
千
代
君
御
養
君
と
な
り
⽟
ひ
し
か
は

少
し
は
⼼
を
な
く
さ
め
悦
ひ
の
⾊
を
顕
わ
し
⽟
へ
共
内
⼼
に
は
あ
い
ち
や
く
の
親
⼼
あ
つ
て
う
つ
〳
〵

と
枕
に
よ
り
添
⽇
数
を
送
ら
れ
し
か
は
中
村
円
蔵
此
胸
中
を
深
く
さ
つ
し
密
に
お
⺠
と
の
ゝ
御
部
屋
へ

忍
ひ
⼊
私
語
て
申
け
る
は
は
ゝ
か
り
な
る
申
事
に
て
は
候
へ
と
も
其
元
さ
ま
の
⽐
⽇
の
御
顔
⾊
を
伺
ひ

申
す
に
⾼
⽊
殿
に
君
の
御
慈
愛
を
奪
わ
れ
⽟
ふ
事
を
深
く
憤
り
⽟
ふ
と
覚
へ
た
り
御
⼼
底
を
包
ま
す
か

た
り
⽟
ひ
な
は
御
胸
中
を
涼
し
く
な
し
参
ら
せ
ん
と
い
つ
わ
り
な
く
御
申
有
へ
し
と
⼼
腹
を
さ
つ
せ
し

⼀
⾔
に
さ
し
も
て
い
せ
つ
の
お
⺠
と
の
な
れ
と
も
変
執
の
念
は
れ
さ
せ
は
彼
か
弁
⾆
に
落
⼊
て
御
親
切

之
御
尋
忝
し
始
よ
り
皆
其
元
の
御
引
ま
わ
し
に
て
斯
ま
て
御
慈
愛
を
請
既
に
教
千
代
君
ま
て
も
ふ
け
し

み
つ
か
ら
を
今
は
⾼
⽊
殿
に
⾒
か
へ
ら
れ
御
寵
愛
も
捨
た
り
し
と
思
へ
は
い
や
ま
し
執
着
の
念
も
は
れ

や
ら
す
⼼
中
の
ま
よ
ひ
と
な
り
し
と
胸
中
残
ら
す
語
ら
れ
し
か
ば
扨
こ
そ
斯
あ
ら
ん
と
は
と
く
よ
り
察

つ
し
申
せ
し
な
り
此
上
は
某
の
計
略
を
も
つ
て
⾼
⽊
ど
の
ゝ
御
寵
愛
遠
さ
け
申
へ
し
併
是
に
は
段
々
の

⼿
だ
ん
有
事
な
れ
は
御
舎
兄
⽂
碩
と
を
急
々
召
寄
ら
る
へ
し
某
と
く
と
御
内
談
の
上
に
て
此
事
を
⾸
尾

い
た
し
申
さ
ん
と
い
へ
ば
お
⺠
の
か
た
⼤
に
悦
ひ
い
そ
き
⼈
を
は
し
ら
せ
鎌
⽥
⽂
碩
を
よ
ひ
寄
せ
ら
る

れ
は
⽂
碩
は
あ
わ
た
ゝ
敷
き
使
い
何
事
や
ら
ん
と
取
も
の
も
取
あ
へ
す
御
部
や
へ
来
り
け
る
時
に
中
村

先
⽂
碩
か
胸
中
を
を
も
引
⾒
ん
と
⽕
急
の
御
出
仕
御
苦
労
の
挨
拶
な
と
事
終
り
そ
れ
よ
り
事
に
寄
も
せ

に
な
そ
ら
へ
さ
ま
〳
〵
と
お
⺠
と
の
ゝ
胸
中
を
あ
か
し
聞
す
と
い
へ
と
も
鎌
⽥
は
遠
き
お
も
ん
は
か
り

あ
つ
て
中
々
円
蔵
か
詞
に
同
意
せ
す
却
つ
て
中
村
か
⼼
腹
を
よ
そ
な
か
ら
物
に
よ
そ
へ
て
異
⾒
に
及
へ

は
円
蔵
も
取
つ
く
し
ま
な
く
た
ゝ
壱
⼈
う
か
れ
ふ
ね
の
こ
と
く
詮
か
た
も
な
く
て
よ
そ
事
に
い
ゝ
な
し

其
場
を
退
出
い
た
し
ぬ
夫
よ
り
⽂
碩
中
村
か
⾔
葉
の
内
悪
意
を
も
つ
て
お
⺠
と
の
へ
さ
ま
〳
〵
に
利
を

尽
し
事
を
わ
け
て
異
⾒
に
及
ひ
し
か
は
お
⺠
の
か
た
⼀
々
り
□
ふ
く
し
⽂
碩
か
意
⾒
尤
と
胸
底
に
納
め

お
も
て
む
き
異
⾒
を
承
引
の
て
い
に
も
て
な
し
彼
密
計
は
し
は
ら
く
や
み
け
る
と
な
り
こ
れ
よ
り
し
て

お
た
み
と
の
は
ま
た
い
ぜ
ん
の
び
や
う
き
さ
い
ほ
つ
し
て
枕
に
つ
か
れ
し
な
り 

 

⾼
⽊
殿
物
化
難
病
之
事 

 

并
中
村
円
蔵
蟇
⽬
⾏
ふ
事 

御
隠
居
重
基
公
に
は
明
く
れ
⾼
⽊
義
に
お
ほ
れ
た
ま
ひ
昼
夜
の
差
別
な
く
酒
宴
遊
興
御
鷹
野
等
に
⼼
を

う
つ
さ
れ
余
念
も
な
き
御
有
様
に
中
村
円
蔵
御
⼼
に
叶
ひ
次
第
に
⽴
⾝
の
う
へ
久
遠
等
か
退
居
を
是
幸

ひ
と
万
事
を
お
の
れ
か
胸
中
に
た
ゝ
み
込
み
御
隠
居
の
そ
ゝ
り
上
外
聞
は
忠
⾂
と
⾒
せ
か
け
出
頭
の

ま
ゝ
館
な
と
結
構
に
し
つ
ら
ひ
威
を
⾦
沢
に
ふ
る
ひ
け
る
か
⽐
⽇
お
⺠
と
の
へ
謀
悪
を
す
ゝ
め
⼰
か
本

望
を
達
せ
ん
と
思
ひ
し
処
却
て
⽂
碩
か
異
⾒
に
へ
き
ゑ
き
し
て
壱
通
之
書
翰
の
認
め
か
た
く
封
し
て
⼊

魂
の
⾜
軽
を
招
き
江
⼾
表
松
村
⽮
四
郎
か
隠
家
へ
遣
し
け
る
に
⽮
四
郎
中
村
か
密
書
披
⾒
の
上
妹
も
ろ

と
も
彼
⾜
軽
と
同
道
に
て
⽕
急
に
⾦
沢
へ
参
着
せ
し
か
は
⾜
軽
此
趣
き
円
蔵
へ
告
る
に
⽮
四
郎
を
⼼
安

き
御
出
⼊
の
町
家
の
者
を
頼
み
世
話
い
た
さ
せ
暫
く
⾦
沢
に
借
宅
い
た
さ
せ
⾝
を
忍
は
せ
妹
お
と
き
を

密
か
に
屋
敷
へ
引
込
み
⼰
が
娘
と
し
て
美
花
に
尽
さ
せ
育
け
る
は
謀
計
の
種
な
ら
ん
か
し
然
る
処
に
お

た
み
の
⽅
は
⾼
⽊
に
君
を
ね
と
ら
れ
変
執
⽌
事
な
く
其
上
中
村
か
す
ゝ
め
に
よ
つ
て
⼀
義
を
お
も
ひ
⽴
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と
い
へ
と
も
こ
れ
⼜
⽂
碩
か
忠
節
の
さ
ゝ
へ
に
よ
つ
て
空
し
く
時
⽇
を
送
れ
と
も
思
ひ
の
種
病
根
と
な

つ
て
枕
を
上
る
事
あ
た
わ
す
次
第
に
重
病
と
な
り
け
れ
は
御
隠
居
附
々
の
衆
中
⼼
を
尽
さ
れ
御
殿
医

歴
々
の
召
寄
ら
れ
御
養
⽣
怠
慢
な
く
殊
に
教
千
代
君
御
実
⺟
の
事
な
れ
は
⼤
守
よ
り
も
⼤
切
に
思
し
召

れ
⽇
毎
に
家
⽼
中
を
御
⾒
舞
に
遣
わ
さ
れ
医
師
に
お
ろ
か
も
な
く
御
看
病
あ
り
と
い
へ
と
も
本
復
の
印

も
な
く
次
第
に
よ
わ
ら
せ
給
ひ
し
か
は
教
千
代
君
を
は
し
め
附
々
の
衆
中
も
⼒
を
う
し
な
ひ
諸
社
諸
寺

へ
⽴
願
祈
祷
い
た
さ
る
ゝ
と
い
へ
ど
も
天
運
や
来
り
け
ん
其
甲
斐
な
く
四
⽉
廿
⼀
⽇
に
空
し
く
冥
途
⻩

泉
に
趣
き
⽟
へ
は
教
千
代
君
は
申
に
及
は
す
み
な
〳
〵
泣
か
な
し
め
共
其
甲
斐
さ
ら
に
あ
る
へ
か
ら
す

と
て
御
菩
提
所
⼤
乗
寺
へ
ほ
う
む
ら
せ
給
ひ
御
隠
居
に
も
さ
す
か
り
ん
ゑ
の
晴
や
ら
で
涙
な
か
ら
に
念

⽐
に
仏
事
を
⾏
ひ
給
ひ
夫
よ
り
追
善
の
た
め
と
て
⽂
碩
に
新
知
三
百
⽯
当
て
⾏
は
れ
其
外
供
養
施
⾏
を

営
⽟
ふ
な
り
教
千
代
君
も
御
実
⺟
の
別
れ
悲
し
く
思
し
召
れ
⽇
毎
に
御
仏
参
を
な
し
⽟
ふ
に
こ
そ
殊
勝

な
れ
其
砌
御
寵
愛
の
⾼
⽊
は
お
⺠
の
⽅
の
落
命
を
供
に
哀
れ
を
催
し
て
⽇
毎
に
⼤
乗
寺
へ
仏
参
な
し
け

る
に
⼀
七
⽇
詣
ふ
て
ら
れ
し
其
夜
よ
り
夢
と
も
な
く
現
と
と
も
な
く
⼀
⼈
の
⼥
あ
ら
わ
れ
汝
い
や
し
き

⾝
分
と
し
て
⼤
国
の
君
に
御
寵
愛
を
請
⽇
毎
の
栄
遊
⾝
に
あ
ま
り
天
の
御
罪
遠
か
る
ま
し
は
や
〳
〵
其

⾝
を
か
へ
り
⾒
て
此
処
を
と
ふ
〳
〵
に
⽴
さ
れ
と
せ
め
か
け
〳
〵
苦
し
む
る
と
夢
と
も
わ
か
す
⾼
⽊
は

そ
の
⾝
を
く
る
し
め
ら
れ
枕
に
も
ふ
し
ゑ
す
ゆ
る
さ
せ
⽟
つ
と
逃
廻
り
か
け
廻
り
あ
ゝ
お
そ
ろ
し
や
と

泣
さ
け
は
れ
う
へ
を
下
へ
と
あ
わ
せ
お
と
ろ
き
御
隠
居
へ
此
趣
き
を
う
つ
た
ふ
れ
は
重
基
公
⼤
き
に
驚

き
給
ひ
い
そ
き
御
城
下
光
蓮
院
を
呼
付
ら
れ
⾼
⽊
殿
の
物
化
の
様
⼦
を
つ
ふ
さ
に
か
た
り
聞
せ
ら
れ
必

定
変
執
の
者
が
付
ま
と
ふ
と
お
ほ
へ
た
り
い
そ
き
祈
念
を
い
た
し
物
化
を
は
や
く
追
し
り
ぞ
け
よ
と
の

御
上
意
を
な
し
給
ふ
に
光
蓮
院
委
細
か
し
こ
ま
り
某
伝
の
密
法
を
誦
し
申
さ
ば
⼀
時
に
付
も
の
を
追
の

け
申
さ
ん
と
に
は
か
に
壇
上
を
し
つ
ら
わ
せ
邪
に
へ
い
を
刻
み
さ
ま
〳
〵
の
供
物
を
奉
備
し
万
⾹
を
く

ゆ
ら
せ
其
⾝
は
⼤
だ
す
き
に
い
ら
た
か
の
珠
数
を
押
も
み
〳
〵
⼜
⼤
⼒
の
尊
号
を
⾼
ら
か
に
唱
丹
誠
を

こ
ら
し
い
の
り
か
け
〳
〵
数
刻
を
写
し
て
⾏
法
を
し
ゆ
す
る
と
い
へ
と
も
さ
ら
に
其
験
な
し
以
前
の
こ

と
く
狂
ひ
迷
ふ
事
数
度
な
れ
は
御
隠
居
ふ
と
光
蓮
院
か
⾼
慢
の
祈
祷
夫
よ
り
し
る
し
も
な
か
り
し
ゆ
へ

却
⽽
御
⽴
腹
ま
し
〳
〵
光
蓮
院
追
退
ら
れ
御
咎
を
仰
付
ら
れ
し
に
は
し
め
の
広
⾔
に
も
似
ず
御
前
を
恐

れ
て
閉
⾨
な
し
け
る
と
也
是
に
よ
り
し
て
い
ろ
〳
〵
さ
ま
〳
〵
の
し
ゆ
つ
を
⾏
ひ
給
ひ
し
か
と
も
⼀
つ

と
し
て
其
げ
ん
も
な
し
重
基
公
も
御
⼼
労
の
あ
ま
り
中
村
円
蔵
を
ち
か
く
招
き
⽟
ひ
次
第
を
逐
⼀
に
御

物
語
り
い
か
ゝ
す
へ
き
や
と
御
尋
に
中
村
し
は
し
⼩
⾸
を
か
た
む
け
思
案
を
な
し
て
申
け
る
は
⾼
⽊
殿

の
病
根
の
義
は
お
⺠
の
⽅
の
執
念
の
ね
ん
と
い
ひ
⼜
⾼
⽊
と
の
に
も
さ
そ
や
草
葉
の
か
け
よ
り
も
我
を

ね
た
ま
し
う
お
ほ
さ
れ
ん
と
の
⼼
よ
わ
き
迷
ひ
よ
り
出
た
る
や
ま
ひ
な
り
是
を
治
す
る
に
は
蟇
⽬
の
法

に
こ
し
た
る
事
は
候
ま
し
急
き
蟇
⽬
を
⾏
ひ
給
ふ
へ
し
と
御
す
ゝ
め
申
に
重
基
公
に
も
実
尤
と
思
召
し

然
ら
は
誰
に
か
此
役
義
を
申
付
ん
と
仰
有
し
に
中
村
答
へ
て
誰
彼
と
申
さ
ん
よ
り
⾝
不
肖
な
れ
共
某
に

仰
付
ら
れ
下
さ
る
へ
し
と
申
に
重
基
公
御
⼼
よ
け
に
笑
わ
せ
給
ひ
左
あ
ら
ば
其
⽅
宜
し
く
計
ら
ひ
申
へ

し
と
て
御
上
意
な
れ
ば
中
村
有
か
た
く
御
請
申
夫
よ
り
⼀
七
⽇
の
け
つ
さ
い
し
て
蟇
⽬
の
法
を
⾏
ひ
け

る
其
昔
源
三
位
頼
政
か
古
実
を
以
て
御
部
屋
の
殿
に
向
ひ
弦
⾳
⾼
く
よ
つ
引
て
放
し
け
る
に
其
信
⾳
奇

瑞
広
殖
や
有
け
ん
忽
ち
⾼
⽊
ど
の
物
化
去
失
本
⼼
の
⾝
と
な
り
⽟
ひ
し
か
は
重
基
公
⼤
に
御
満
悦
の
あ

ま
り
中
将
治
備
公
七
⼿
の
諸
将
へ
と
御
通
達
の
う
へ
円
蔵
に
御
ほ
う
ひ
と
し
て
引
⼿
も
の
あ
ま
た
⽟
は

り
知
⾏
千
⽯
に
増
恩
な
し
⽟
ひ
御
部
や
御
番
頭
に
仰
付
ら
れ
け
る
を
円
蔵
⾝
に
あ
ま
り
弁
⾆
を
以
て
し

ば
ら
く
御
加
恩
⾼
役
之
義
辞
す
る
と
い
へ
と
も
御
隠
居
た
つ
て
勧
め
給
ふ
に
よ
り
御
請
申
せ
し
と
な
り

し
ら
ぬ
⼈
は
中
村
か
武
勇
誠
直
を
か
ん
し
あ
へ
り
と
な
り 

評
⽈
此
⼀
件
蟇
⽬
の
事
は
中
村
兼
て
⾼
⽊
の
⽅
を
関
東
よ
り
同
伴
の
砌
り
よ
り
弁
⾆
を
以
て

⼊
魂
の
な
し
事
⼯
み
に
こ
し
ら
へ
置
し
事
な
る
へ
し
⼜
⾼
⽊
殿
物
化
に
く
る
わ
さ
れ
し
も
⼀

向
に
な
き
事
な
れ
共
円
蔵
が
差
図
に
任
せ
く
る
ひ
伏
し
け
る
と
な
り
先
に
お
⺠
の
⽅
へ
侫
姦

を
す
ゝ
め
彼
か
胸
中
に
た
く
わ
へ
し
⼀
⼤
事
な
り 

斯
て
円
蔵
御
部
屋
御
番
頭
を
請
と
り
⽕
急
に
⽴
⾝
を
な
し
中
村
万
右
衛
⾨
と
改
名
し
外
⾒
は
実
を
顕
し
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内
⼼
に
私
欲
悲
道
の
働
を
懐
に
し
⼰
か
屋
敷
へ
⾦
銀
を
ち
り
ば
め
結
構
を
尽
し
⽮
四
郎
が
妹
お
時
を
娘

と
し
て
花
美
を
⾒
さ
せ
⼤
切
に
そ
た
て
け
る
と
な
り 

 
⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
⼀
終 

 

︵
第
⼗
⼆
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
⼆ 

⼀
 

御
隠
居
万
右
衛
⾨
館
へ
御
⼊
来
の
事 

 
 
并
お
と
き
を
召
よ
せ
ら
る
ゝ
事 

⼀
 

⼤
守
不
動
⼭
御
参
篭
之
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
忠
⾂
働
の
事 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
⼆ 

 

御
隠
居
万
右
衛
⾨
館
へ
御
⼊
来
の
事 

 

并
に
お
時
を
召
よ
せ
ら
る
ゝ
事 

御
隠
居
重
基
公
に
は
御
好
道
な
れ
は
⾦
⾕
御
殿
に
新
た
に
舞
台
を
作
り
⽴
さ
せ
ら
れ
折
々
御
能
興
⾏
あ

り
け
る
に
中
村
万
右
衛
⾨
も
此
道
に
⼼
を
よ
せ
つ
い
へ
を
い
と
わ
ず
近
国
近
郷
江
⼈
を
は
し
ら
せ
能
太

夫
を
召
寄
せ
御
⽬
⾒
へ
中
村
御
気
に
⼊
し
を
抱
へ
置
或
は
⿃
類
を
好
ま
せ
給
へ
は
諸
国
へ
急
使
を
⽴
て

⾊
々
の
⿃
を
召
よ
せ
御
庭
へ
は
な
さ
せ
⼜
は
新
た
に
⿃
部
屋
を
造
⽴
さ
せ
あ
ら
ゆ
る
諸
⿃
を
込
お
き
⿃

奉
⾏
等
を
拵
へ
⽇
毎
に
⿃
集
め
抔
と
申
事
を
い
た
し
御
な
く
さ
み
に
備
へ
け
る
其
物
⼊
い
わ
ん
⽅
な
く

勘
定
⽅
も
筆
跡
に
胸
を
い
た
め
け
る
と
也
さ
る
に
よ
つ
て
万
右
衛
⾨
弥
御
隠
居
肥
前
守
殿
の
御
⼼
に
叶

ひ
段
々
⽴
⾝
を
申
付
ら
れ
其
⾝
少
禄
よ
り
今
⾼
職
と
な
り
い
よ
〳
〵
奢
□
増
⻑
し
⾃
⾝
の
屋
敷
の
結
構

い
わ
ん
⽅
な
く
美
善
を
尽
し
⽐
⽇
新
に
せ
ん
ざ
い
を
造
り
築
⼭
を
を
拵
へ
広
庭
⼀
⾯
に
つ
ゝ
じ
の
⽊
を

植
た
り
既
に
⽐
⽇
残
ら
す
花
咲
揃
ひ
其
よ
そ
ほ
ひ
吉
野
の
春
桃
⼭
の
錦
を
も
あ
さ
む
き
て
美
事
な
れ
は

式
⽇
万
右
衛
⾨
出
仕
の
み
き
り
肥
前
守
殿
へ
申
上
け
る
某
頃
⽇
築
⼭
を
新
に
し
つ
ら
ひ
申
つ
ゝ
し
を
沢

⼭
を
植
さ
せ
申
候
所
只
今
花
盛
に
て
甚
美
事
に
候
へ
ば
⾒
苦
敷
館
に
て
候
へ
共
御
な
く
さ
み
の
た
め
御

⼊
来
被
遊
へ
き
や
と
御
伺
ひ
申
せ
は
肥
前
守
殿
兼
て
御
⼼
に
か
な
ひ
し
中
村
か
事
な
れ
は
然
ら
は
明
⽇

汝
か
や
し
き
へ
密
に
い
た
り
て
其
花
を
⾒
物
す
へ
し
其
⽤
意
い
た
す
へ
し
と
仰
あ
れ
は
万
右
衛
⾨
冥
加

に
か
な
ひ
有
難
き
仕
合
也
と
御
受
申
す
ぐ
に
屋
敷
へ
⽴
帰
り
俄
に
⼈
部
を
あ
つ
め
築
⼭
の
中
へ
亭
を
拵

へ
御
隠
居
の
御
⼊
来
を
そ
待
居
け
る
斯
て
翌
⽇
に
な
れ
は
肥
前
守
殿
御
近
習
少
々
召
連
ら
れ
密
に
中
村

か
屋
敷
へ
御
⼊
来
あ
り
し
か
ば
万
右
衛
⾨
兼
⽽
待
儲
け
た
る
事
な
れ
は
す
ぐ
に
奥
屋
敷
へ
と
も
な
ひ
奉

り
さ
ま
〳
〵
に
饗
応
仕
り
夫
よ
り
つ
ゝ
し
御
⼀
覧
あ
る
べ
き
旨
申
上
築
⼭
の
亭
へ
御
伴
申
け
れ
は
肥
前

守
と
の
⼀
⾯
の
⾚
花
御
⽬
を
驚
か
し
⾒
事
也
と
御
賞
美
遊
は
さ
れ
料
紙
を
乞
は
せ
た
ま
ひ
さ
ら
〳
〵
と

短
句
を
書
つ
け
万
右
衛
⾨
に
給
ひ
し
か
は
有
難
く
詠
め
⾒
る
に 

 

⾒
ぬ
⼈
の
為
に
も
折
な
花
つ
ゝ
し 

と
あ
れ
は
中
村
御
秀
句
な
り
と
誉
律
な
り
と
申
上
そ
れ
よ
り
酒
肴
を
取
よ
せ
し
は
ら
く
召
上
さ
せ
良
時

う
つ
る
こ
ろ
万
右
衛
⾨
肥
前
守
殿
へ
申
上
け
る
は
近
⽐
恐
多
き
義
に
は
候
へ
と
も
私
娘
を
御
⽬
⾒
へ
仰

付
ら
れ
下
さ
れ
な
は
冥
加
に
相
叶
ひ
有
難
か
ら
ん
と
の
へ
け
る
に
肥
前
守
殿
仰
に
は
其
⽅
末
⼀
⼦
も
無

之
由
に
粗
承
り
し
に
娘
を
持
し
と
は
只
今
聞
始
な
り
是
へ
よ
ひ
よ
せ
申
へ
し
対
⾯
の
い
た
し
く
れ
ん
と

あ
り
け
れ
は
万
右
衛
⾨
は
則
ち
家
来
を
も
つ
て
お
と
き
を
呼
よ
せ
け
る
に
兼
ね
て
申
含
め
あ
り
し
事
に

や
お
と
き
は
す
く
れ
た
る
美
⼥
な
る
上
さ
ま
〳
〵
と
い
ろ
と
り
飾
り
礼
義
た
た
し
く
御
前
へ
罷
出
け
る

に
御
隠
居
も
御
対
⾯
の
う
へ
御
詞
を
下
さ
れ
か
れ
か
艶
を
暫
く
⼼
を
写
し
給
ひ
よ
く
〳
〵
⾯
さ
し
を
⾒

給
ふ
に
先
年
御
寵
愛
浅
か
ら
さ
り
し
松
村
か
娘
お
う
た
に
其
侭
の
⽣
う
つ
し
な
れ
は
忘
れ
て
年
を
経
ぬ

へ
し
に
⼜
旧
艶
の
思
ひ
出
し
給
ふ
程
お
歌
と
の
に
其
侭
な
れ
は
な
つ
か
し
く
迷
ひ
給
ひ
松
村
か
末
⼦
と

は
夢
い
さ
ゝ
か
知
り
給
わ
す
明
暮
忘
る
ゝ
の
隙
も
な
く
翌
朝
万
右
衛
⾨
御
礼
の
為
伺
公
せ
し
に
何
⾓
お
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は
な
し
の
上
⼜
々
近
々
其
⽅
か
館
に
て
⿃
集
め
を
い
た
す
へ
し
⽇
限
を
定
め
其
⽤
意
を
な
す
へ
し
と
御

上
意
な
れ
は
万
右
衛
⾨
委
細
畏
り
何
⾓
⼊
⽤
諸
⾊
を
相
調
ひ
⼿
つ
が
ひ
こ
し
ら
へ
来
る
⼗
⼋
⽇
に
御
⼊

遊
さ
る
へ
し
と
申
せ
は
御
隠
居
殊
の
外
よ
ろ
こ
ば
せ
給
ひ
け
い
約
の
⽇
限
を
待
わ
び
給
ひ
既
に
其
⽇
に

も
な
り
し
か
は
早
天
よ
り
⽤
意
を
な
し
給
ひ
⿃
奉
⾏
へ
其
趣
を
申
渡
し
給
ひ
中
村
か
や
し
き
へ
御
⼊
あ

り
し
か
は
万
右
衛
⾨
⼤
に
悦
ひ
⿃
⽅
へ
⼈
を
遣
わ
し
諸
⿃
を
召
よ
せ
た
り
け
る
御
い
と
ゝ
奥
に
⼊
り
給

ひ
⼜
々
お
時
を
召
よ
せ
ら
れ
御
酒
宴
を
は
じ
め
給
ふ
時
に
肥
前
守
殿
⼀
通
を
さ
つ
と
認
⽟
ひ
万
右
衛
⾨

へ
給
し
か
は
中
村
⼀
々
読
終
り
委
細
畏
り
奉
り
し
と
御
返
答
を
な
し
早
夜
に
⼊
し
か
は
御
近
習
を
悉
く

お
し
か
へ
し
今
⼣
御
逗
留
の
よ
し
諸
⼠
へ
申
わ
た
し
お
と
き
を
御
側
ち
か
く
差
出
し
け
る
に
肥
前
守
殿

お
と
き
を
よ
く
〳
〵
⾒
給
ふ
程
お
う
た
に
⽣
う
つ
し
な
れ
は
執
着
も
晴
や
ら
ず
さ
ま
〴
〵
御
た
わ
む
れ

と
仰
ら
れ
其
夜
御
逗
留
に
て
御
寝
所
へ
お
と
き
を
伴
ひ
給
ひ
契
り
を
深
く
込
め
給
ふ
そ
是
⾮
も
な
き
次

第
也
中
村
は
お
も
ふ
坪
に
⼊
計
略
少
し
た
が
わ
ざ
れ
は
ま
す
〳
〵
悪
逆
増
⻑
の
も
と
ひ
と
は
な
り
に
け

る
夫
よ
り
し
て
は
御
隠
居
折
々
中
村
か
屋
敷
へ
御
⼊
来
に
て
お
時
に
ふ
か
く
契
り
を
こ
め
た
ま
ひ
す
て

に
御
殿
へ
差
上
へ
き
上
意
な
れ
は
万
右
衛
⾨
有
か
た
く
御
受
申
む
す
め
お
時
を
御
前
へ
そ
い
た
し
け
る

依
之
⾼
⽊
と
の
も
⼜
寵
愛
を
す
て
ら
れ
給
ひ
き
の
ふ
の
錦
も
引
か
へ
て
今
は
つ
ゞ
れ
と
な
り
し
⼼
に
て

世
を
う
と
ん
し
あ
ぢ
き
な
く
そ
く
ら
さ
れ
け
る
⼜
万
右
衛
⾨
は
娘
か
影
に
て
お
も
ふ
侭
に
⾦
沢
を
⼿
に

⼊
れ
い
や
ま
し
に
屋
敷
の
普
請
其
外
酒
宴
奢
り
申
さ
ん
か
た
な
く
北
加
に
威
を
ふ
る
ひ
し
と
や
こ
ゝ
に

⼤
沢
来
次
郎
と
い
へ
る
は
御
近
習
に
て
⼩
頭
を
つ
と
め
ん
こ
れ
も
酒
⾊
を
こ
の
み
万
右
衛
⾨
と
⼼
を
合

ひ
再
三
か
れ
か
屋
敷
へ
も
⼊
じ
ゆ
つ
こ
ん
他
に
こ
へ
し
か
は
或
時
万
右
衛
⾨
彼
⼤
沢
を
ま
ね
き
た
が
ひ

に
酒
宴
を
な
し
て
後
諸
軍
記
の
噺
合
太
閤
⼀
乱
の
記
蒙
を
は
な
し
あ
ひ
⼀
国
を
も
領
せ
ん
は
武
⼠
道
に

⽣
れ
て
本
意
な
と
昔
か
た
り
に
て
数
刻
を
う
つ
し
互
に
胸
中
を
あ
か
し
合
ん
と
い
ふ
に
中
村
は
⼤
沢
よ

り
胸
中
を
語
ら
る
へ
し
と
い
ふ
に
⼤
沢
は
ま
た
中
む
ら
よ
り
先
か
た
ら
る
へ
し
と
た
か
ひ
に
先
を
あ
ら

そ
ふ
に
中
村
申
け
る
は
枕
は
⼿
の
中
へ
⼀
字
を
あ
ら
わ
し
⼀
時
に
あ
く
へ
し
と
い
ふ
に
⼤
沢
は
ま
た
中

村
夫
こ
そ
所
望
の
と
こ
ろ
な
り
と
そ
れ
よ
り
た
が
ひ
に
⼿
の
ひ
ら
へ
⼀
時
に
開
ら
く
べ
し
双
⽅
⼀
度
に

⼿
を
ひ
ら
き
両
⽅
共
⼿
の
ひ
ら
に
奪
ふ
と
い
ふ
⽂
字
を
書
つ
け
た
る
も
⼀
度
に
⼿
を
つ
け
て
符
節
の
合

し
を
よ
ろ
こ
ひ
懇
節
な
を
さ
ら
や
む
事
な
し
夫
よ
り
し
て
は
⼤
沢
中
村
⽔
⿂
の
交
り
を
な
し
折
〳
〵
み

つ
た
ん
に
及
ひ
加
能
越
の
三
国
を
⼿
に
握
ら
ん
と
の
企
て
お
こ
り
時
々
閑
談
な
し
け
る
と
也
し
か
る
に

此
砌
⼤
守
治
備
公
近
々
御
参
勤
な
れ
は
夫
よ
り
以
前
に
⼤
聖
寺
へ
御
⾒
舞
に
御
⼊
な
さ
れ
度
よ
し
御
評

義
と
り
〳
〵
に
て
既
に
今
⽉
廿
⼀
⽇
⼤
聖
寺
江
の
御
来
段
事
極
り
さ
ま
〳
〵
御
⽤
意
を
な
さ
れ
し
と
か

や 
 

⼤
守
不
動
⼭
御
参
籠
の
事 

 

并
⾼
⽥
勇
蔵
忠
⾂
働
の
事 

此
⼀
件
を
両
⼈
ほ
の
か
に
伺
ひ
し
つ
て
⼤
平
を
か
た
ふ
け
奉
ら
ん
事
は
此
と
き
に
あ
り
と
よ
く
〳
〵
相

談
の
上
⾦
沢
の
町
家
に
⾝
を
し
の
ば
せ
し
松
村
⽮
四
郎
を
密
に
招
き
先
斯
〳
〵
の
次
第
也
い
か
ゞ
計
ら

は
ん
や
と
談
合
に
及
ふ
松
村
弥
四
郎
委
細
を
聞
て
尤
成
企
や
そ
れ
か
し
儀
は
斯
卑
賤
と
な
り
下
り
し
⾝

分
な
れ
は
是
く
つ
き
や
う
に
し
て
⼤
望
を
成
就
せ
ん
事
吉
事
今
に
あ
り
某
す
か
た
を
い
ろ
〳
〵
と
へ
ん

じ
往
来
の
道
す
ゝ
み
て
⽵
槍
⼜
は
⾶
道
具
を
以
て
⼤
守
を
失
ひ
奉
ら
ん
若
⾒
咎
ら
れ
な
は
切
腹
仕
候
所

存
な
り
兼
て
⼀
命
を
中
村
⽒
へ
差
出
せ
し
事
な
れ
は
少
し
も
御
⼼
遣
有
へ
か
ら
す
と
⼿
に
取
る
こ
と
く

弁
⾆
を
も
つ
て
申
け
れ
は
両
⼈
⼤
に
喜
悦
し
て
右
⼿
筈
に
し
て
中
将
殿
を
失
ひ
奉
ら
ん
と
御
順
⾏
の
⽇

限
を
今
や
遅
し
と
待
受
け
け
る
さ
れ
と
も
此
事
い
か
な
る
ゆ
ゑ
ん
に
や
打
や
み
て
御
使
者
に
て
事
相
済

し
ゆ
へ
ち
か
ら
な
く
旁
⼼
を
い
た
め
け
る
に
中
将
治
備
公
に
は
御
幼
稚
よ
り
能
州
に
御
座
あ
つ
て
仏
道

に
⼼
を
深
く
写
し
給
ひ
兼
て
不
動
⼭
の
不
動
尊
を
御
信
仰
に
て
⼀
度
御
参
詣
被
成
度
御
望
に
て
あ
り
し

か
此
度
密
に
忍
ひ
の
御
参
籠
被
成
た
き
由
被
仰
出
さ
れ
け
る
然
る
に
此
不
動
⼭
と
い
ふ
は
能
州
⼆
の
宮

の
上
に
あ
た
つ
て
⾦
沢
よ
り
⼗
六
⾥
に
余
り
⼤
伽
藍
の
地
に
し
て
天
智
天
皇
の
勅
願
に
よ
つ
て
養
⽼
年

中
の
草
創
に
て
五
社
の
権
現
を
勧
請
な
さ
せ
い
わ
ゆ
る
本
地
は
虚
空
蔵
⼗
⼀
⾯
観
⾳
聖
観
⾳
倶
利
伽
羅
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不
動
⼤
聖
不
動
な
り
天
正
年
中
の
兵
⽕
に
こ
と
〴
〵
く
炎
上
し
て
空
し
く
草
路
と
な
ら
ん
を
前
⽥
の
先

将
利
家
公
の
再
興
に
よ
つ
て
今
顕
然
た
り
能
登
越
中
の
境
に
し
て
七
川
七
瀬
七
曲
に
杓
⼦
峠
抔
と
て
険

阻
の
場
処
な
れ
は
御
近
⾂
さ
ま
〴
〵
い
さ
め
申
と
い
へ
と
も
御
思
し
召
⽴
し
事
な
れ
は
達
⽽
御
段
⾏
な

さ
れ
た
き
と
仰
あ
り
し
為
余
義
な
く
此
事
相
定
ま
り
し
諸
⼠
お
の
〳
〵
出
館
の
⽤
意
い
た
し
け
る
既
に

御
披
露
あ
り
し
は
此
時
節
こ
そ
く
つ
き
や
う
な
り
計
略
を
も
つ
て
討
奉
ら
ん
と
各
別
談
に
よ
つ
て
松
村

⽮
四
郎
計
略
を
こ
と
〴
〵
く
胸
中
に
し
て
姿
を
や
つ
し
御
通
り
の
道
筋
こ
こ
か
し
こ
と
徘
徊
し
⼤
守
の

御
順
⾏
伺
ひ
け
る
に
既
に
廿
⼀
⽇
に
も
な
り
し
か
は
御
供
は
そ
れ
〳
〵
の
歴
⼠
多
く
し
た
か
ひ
参
ら
せ

ぬ
る
中
に
御
配
膳
⽅
⾼
⽥
勇
蔵
御
気
に
⼊
し
上
先
達
⽽
よ
り
⽗
の
名
を
う
け
つ
き
善
蔵
と
相
改
昼
夜
怠

慢
な
く
忠
誠
を
は
け
み
相
つ
と
め
し
に
此
た
び
の
御
供
に
加
わ
へ
ら
れ
有
難
く
御
う
け
申
し
兼
て
登
⼭

を
望
所
な
れ
は
⼤
悦
し
て
伺
公
い
た
し
け
る
御
発
⾜
よ
り
明
天
打
つ
ゝ
き
難
渋
の
絶
所
た
や
す
く
御
登

⼭
遊
は
さ
れ
⼤
守
も
尊
前
に
御
通
夜
遊
は
さ
れ
し
に
善
蔵
も
御
側
に
座
し
て
居
た
り
し
に
ま
と
ろ
む
と

も
な
く
現
の
こ
と
く
⽩
⼭
⼤
権
現
あ
ら
わ
れ
給
ひ
て
⼤
守
御
危
難
に
あ
わ
せ
給
わ
ん
と
告
さ
せ
給
へ
は

驚
き
あ
わ
れ
し
か
夢
は
さ
め
て
治
備
公
の
御
側
な
れ
は
猶
更
⼼
を
い
た
め
誠
に
⽩
⼭
第
権
現
は
加
賀
⼀

国
の
⼤
⼭
に
し
て
⼀
国
の
惣
社
な
り
わ
れ
賤
し
く
も
兼
て
信
仰
浅
か
ら
す
祈
念
し
奉
る
に
今
は
か
ら
ず

も
御
霊
夢
を
か
ふ
む
か
し
る
は
す
な
は
ち
正
夢
な
り
何
に
も
せ
よ
⼼
つ
か
ひ
也
と
翌
朝
⼤
守
へ
此
お
も

む
き
を
密
に
⾔
上
せ
し
に
治
備
公
⼤
に
お
と
ろ
か
せ
給
ひ
不
思
儀
な
る
告
夢
あ
た
お
ろ
そ
か
に
思
わ
れ

す
い
か
ゝ
す
へ
き
や
と
御
尋
ね
に
善
蔵
傍
の
諸
⼠
を
こ
と
〳
〵
く
遠
さ
け
て
密
に
御
⽿
へ
申
⼊
け
れ
は

⼤
守
も
差
こ
ゝ
ろ
へ
給
ひ
御
下
⼭
遊
は
さ
れ
て
⼆
の
宮
よ
り
⾼
⽥
が
乗
物
へ
移
り
給
ひ
善
蔵
は
勿
体
な

く
も
⼤
守
の
御
乗
物
に
乗
移
り
⾦
沢
へ
と
て
帰
館
な
し
給
ふ
に
其
夜
今
浜
に
御
留
り
の
つ
も
り
に
て
道

を
い
そ
か
せ
給
ふ
と
い
へ
と
も
余
程
の
⾥
数
ゆ
へ
お
も
ゐ
の
外
ひ
ま
と
り
既
に
今
浜
へ
さ
し
ゝ
り
給
ふ

川
尻
の
こ
な
た
し
げ
み
の
松
陰
に
⽮
四
郎
は
⾝
を
し
の
ひ
し
か
早
夜
に
⼊
つ
て
も
の
ゝ
あ
い
ろ
も
⾒
へ

分
ら
ね
は
こ
れ
幸
と
よ
ろ
こ
び
を
な
し
⼤
守
の
来
り
給
ふ
を
待
う
け
既
に
⾏
烈
ち
か
づ
き
て
美
々
し
き

往
来
の
あ
り
さ
ま
今
こ
そ
本
望
を
達
し
ぬ
と
⽤
意
の
⽵
槍
を
た
づ
さ
げ
⼤
守
の
乗
物
へ
ぐ
つ
と
突
込
み

け
る
に
乗
も
の
の
内
に
は
⾼
⽥
善
蔵
夜
前
の
御
霊
夢
よ
り
⼼
を
つ
く
し
少
し
の
油
断
も
な
く
座
し
た
る

に
ま
つ
む
ら
か
⽵
槍
扨
み
て
と
⾝
を
か
は
し
穂
さ
き
の
⼆
三
⼨
⼿
前
を
し
つ
か
と
に
き
り
乗
も
の
の
⼾

を
け
や
ふ
り
⼤
⾳
あ
け
て
旁
々
御
乗
も
の
へ
ろ
う
せ
き
の
も
の
有
い
そ
き
⽴
よ
り
か
ら
め
ら
る
へ
し
と

の
ゝ
し
り
し
に
松
村
は
南
無
三
宝
し
そ
ん
し
た
り
今
は
か
な
わ
し
と
す
で
に
か
た
な
に
⼿
を
か
け
た
る

所
に
つ
き
〳
〵
の
諸
⼠
⾼
⽥
か
詞
に
⼤
に
驚
き
み
な
〳
〵
⼀
度
に
馳
集
り
か
の
薮
か
げ
よ
り
込
⼊
〳
〵

⽮
四
郎
を
な
ん
の
苦
も
な
く
⽣
取
り
た
り
⾼
⽥
か
忠
⾂
に
よ
つ
て
忽
ち
曲
者
を
搦
め
と
り
⽕
急
に
治
備

公
の
御
供
し
て
⾦
沢
へ
帰
国
い
た
し
け
る
夫
よ
り
し
て
此
⽮
四
郎
を
か
た
く
禁
し
め
牢
へ
こ
め
お
き
⽇

毎
の
が
う
も
ん
に
及
ぶ
と
い
へ
と
も
何
の
⽩
状
も
な
く
暫
く
諸
家
中
騒
乱
⽌
む
事
な
く
上
を
下
へ
と
か

へ
し
け
る
然
る
に
前
⽥
三
左
衛
⾨
殿
⽗
⼟
佐
守
殿
死
去
の
の
ち
は
⼟
佐
守
と
御
改
名
な
さ
れ
忠
貞
を
も

つ
て
諸
家
中
の
公
事
を
き
か
れ
け
る
に
政
道
五
常
を
は
づ
れ
ず
忠
を
か
ゝ
ず
誠
に
な
び
か
ぬ
草
⽊
も
な

か
り
し
と
な
り
此
⼀
時
を
委
し
く
聞
届
ら
れ
⾼
⽥
善
蔵
へ
御
褒
美
を
遣
さ
れ
か
の
曲
も
の
か
⼼
底
甚
い

ぶ
か
し
け
れ
は
某
し
内
分
に
て
責
尋
ね
⽩
状
い
た
さ
す
へ
し
と
て
奉
⾏
よ
り
引
と
り
屋
敷
へ
つ
れ
か
へ

り
縄
を
ゆ
る
し
座
敷
牢
へ
込
め
置
き
情
を
も
つ
て
⽇
毎
に
尋
問
る
ゝ
に
⽮
四
郎
も
⼟
佐
守
が
仁
信
に
⼼

を
奪
れ
既
に
⽩
状
せ
ん
と
せ
し
か
中
村
⼤
沢
に
組
せ
し
詞
も
だ
し
が
た
く
か
の
両
⼈
の
謀
悪
を
お
し
か

く
し
⼟
佐
守
に
向
か
ひ
申
け
る
は
某
義
は
先
年
御
咎
に
預
り
し
ま
る
村
四
郎
兵
衛
⼀
⼦
同
苗
⽮
四
郎
に

て
候
な
り
⽗
四
郎
兵
衛
存
念
を
達
せ
す
空
し
く
切
腹
仕
り
候
事
甚
無
念
に
存
ひ
そ
か
に
当
国
へ
し
の
ひ

込
み
折
を
得
て
⼤
望
を
達
せ
ん
と
そ
ん
し
御
参
籠
の
時
節
を
伺
ひ
事
を
取
⾏
ひ
申
せ
し
に
⼤
忠
⾂
の
⾼

⽥
⽒
に
⾒
顕
わ
さ
れ
近
⽐
無
念
に
候
な
り
此
余
に
⽩
状
い
た
す
へ
き
事
⼀
つ
も
こ
れ
な
く
候
と
そ
発
⾔

い
た
し
け
る 
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︵
第
⼗
三
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
三 

 
⽬
録 

⼀
 

前
⽥
⼟
佐
守
隠
棲
之
事 

 
 
并
中
村
万
右
衛
⾨
奥
⼥
中
閑
談
の
事 

⼀
 
肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
之
事 

 
 
并
に
⾼
⽥
善
蔵
中
村
か
企
に
合
体
の
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
三 

 

前
⽥
⼟
佐
守
隠
棲
之
事 

 

并
中
村
万
右
衛
⾨
奥
⼥
中
閑
談
之
事 

前
⽥
⼟
佐
守
殿
松
村
⽮
四
郎
か
⽩
状
之
趣
⼀
々
に
聞
届
ら
れ
是
松
村
⼀
⼈
の
計
ら
ひ
な
ら
す
侫
奸
邪
智

の
者
の
さ
し
図
に
し
て
外
に
発
頭
⼈
あ
ら
ん
事
を
推
察
せ
し
ゆ
へ
内
分
に
し
て
よ
く
〳
〵
其
根
元
を
た

ん
た
ゆ
る
に
御
隠
居
の
御
名
の
出
る
事
な
れ
は
有
の
侭
に
奉
⾏
が
た
へ
申
聞
せ
な
は
却
つ
て
乱
の
基
ひ

と
な
ら
ん
と
⾃
分
壱
⼈
の
こ
ゝ
ろ
に
お
さ
め
町
奉
⾏
⽅
へ
使
者
を
以
て
申
送
ら
る
ゝ
に
は
先
達
⽽
⾼
⽥

善
蔵
働
を
以
て
⽣
捕
し
曲
者
段
々
詮
議
い
た
し
候
処
松
村
四
郎
兵
衛
か
⼀
⼦
松
村
⽮
四
郎
と
申
者
な
り

と
の
義
甚
以
て
⼼
得
さ
る
時
宜
ゆ
へ
段
々
詮
議
い
た
し
候
処
松
村
四
郎
兵
衛
か
⼀
⼦
松
村
⽮
四
郎
と
申

者
な
り
と
の
義
は
な
は
た
以
て
⼼
得
さ
る
時
宜
ゆ
へ
段
々
⼿
を
替
詮
議
に
お
よ
ひ
候
処
亡
⽗
の
仇
ゆ
へ

御
当
君
を
恨
奉
る
と
の
申
分
是
以
て
⼼
得
が
た
く
彼
が
⽗
四
郎
兵
衛
御
隠
居
御
⾼
恩
の
者
な
る
に
私
欲

に
事
寄
せ
乱
せ
し
ゆ
へ
罪
科
に
重
く
処
せ
ら
れ
べ
き
の
処
御
慈
悲
を
以
て
切
腹
に
し
て
事
相
済
其
⼦
⽮

四
郎
な
れ
は
共
に
罪
科
に
も
合
へ
き
処
御
情
□
□
の
御
当
君
追
放
に
し
て
事
を
済
め
⽟
ひ
し
候
⼤
恩
そ

れ
を
打
忘
れ
ろ
う
せ
き
致
さ
ん
や
う
な
し
彼
松
村
か
⼀
⼦
⽮
四
郎
と
名
乗
共
是
そ
と
い
ふ
証
拠
な
け
れ

は
□
□
の
や
か
ら
も
は
か
ら
れ
す
永
く
禁
牢
申
つ
け
置
る
へ
し
と
あ
り
し
か
ば
町
奉
⾏
い
さ
ゐ
を
承
り

そ
れ
よ
り
⽮
四
郎
を
引
取
牢
舎
致
さ
せ
置
し
と
な
り
是
に
よ
つ
て
⽮
四
郎
か
ろ
う
せ
き
は
乱
⼼
の
さ
た

⼀
国
に
満
て
中
村
⼤
沢
か
侫
悪
は
か
く
れ
⾼
⽥
善
蔵
か
忠
節
と
隠
れ
な
く
暫
く
静
謐
と
は
な
り
ぬ
是
皆

⼟
佐
守
か
仁
政
よ
り
出
て
事
穏
便
な
り
し
は
誠
に
名
誉
勇
智
の
⾂
な
り
と
ほ
め
ぬ
⼈
こ
そ
な
か
り
け
る

斯
て
中
将
治
備
公
七
⽉
江
⼾
御
発
向
に
⾼
⽥
善
蔵
を
御
供
仰
付
ら
れ
し
に
善
蔵
も
⽮
四
郎
か
ろ
う
せ
き

是
壱
⼈
か
胸
中
よ
り
出
る
の
業
に
あ
ら
す
必
定
御
家
中
に
於
て
此
席
に
な
ら
ふ
の
や
か
ら
も
あ
ら
ん
と

推
察
せ
し
ゆ
へ
朝
⼣
君
の
御
側
を
離
れ
ず
御
飯
等
に
も
⼼
を
付
守
護
専
⼀
に
い
た
し
け
る
に
此
度
関
東

迄
付
添
ひ
奉
り
て
忠
勤
を
は
げ
み
け
る
と
な
り
し
か
る
に
御
隠
居
肥
前
守
殿
は
中
村
万
右
衛
⾨
か
娘
分

お
と
き
殿
に
深
く
ち
ぎ
り
を
こ
め
さ
せ
た
ま
ひ
て
朝
⼣
酒
乱
に
⼼
を
寄
せ
政
事
を
わ
す
れ
⽟
ふ
に
浅
間

敷
か
り
し
事
ど
も
な
り
お
と
き
ど
の
は
御
隠
居
の
御
情
あ
つ
く
終
に
懐
妊
の
⾝
と
な
り
⽉
満
時
来
り
て

若
君
を
や
す
〳
〵
と
平
産
な
し
け
る
と
な
り
是
に
よ
つ
て
万
右
衛
⾨
は
若
君
の
祖
⽗
様
と
⽤
ひ
ら
れ
い

よ
〳
〵
⾼
慢
の
ひ
れ
た
か
く
我
意
を
諸
家
中
に
ふ
る
ひ
け
る
か
あ
る
時
⼤
沢
を
招
き
酒
宴
の
催
し
事
終

り
て
後
ひ
そ
か
に
申
け
る
も
我
他
事
の
望
み
は
⼀
国
を
せ
う
あ
く
せ
ん
と
の
処
存
也
然
に
お
と
き
に
若

君
誕
⽣
あ
り
し
上
は
い
よ
〳
〵
我
存
念
を
達
す
る
の
時
い
た
り
こ
れ
よ
り
は
当
殿
を
失
ひ
奉
り
其
上
教

千
代
と
の
も
失
ひ
な
は
差
詰
お
と
き
か
腹
に
出
産
の
あ
り
し
若
殿
こ
そ
加
能
越
三
国
の
⼤
守
な
り
さ
あ

る
時
は
某
後
⾒
と
な
り
⼼
の
侭
に
政
事
を
⾏
ひ
つ
ゐ
に
我
望
を
達
す
へ
し
其
時
は
貴
殿
も
供
〳
〵
⾼
知

に
処
す
べ
し
其
⼼
得
に
て
⼀
働
き
い
た
し
呉
ら
る
へ
し
と
申
け
る
は
⼤
沢
打
う
な
つ
き
仰
の
こ
と
く
眼

前
の
幸
ひ
と
申
は
若
君
御
出
産
な
り
然
る
に
当
殿
を
失
わ
ん
に
は
⾼
⽥
善
蔵
と
い
ふ
近
⾂
あ
つ
て
事
む

つ
か
し
そ
の
う
へ
治
備
公
御
部
屋
に
先
⽐
よ
り
御
懐
妊
の
よ
し
承
り
及
ひ
た
り
安
産
あ
ら
は
其
⼦
も
し

⼥
⼦
な
ら
は
其
と
を
り
万
⼀
男
⼦
の
と
き
は
こ
れ
も
失
ひ
奉
ら
ん
は
事
成
就
な
る
ま
し
と
義
し
け
れ
は

中
む
ら
そ
れ
こ
そ
⼿
便
あ
り
と
⼤
沢
か
⽿
に
さ
ゝ
や
き
け
れ
は
実
尤
な
り
と
⼿
を
打
て
⼤
き
に
喜
悦
し
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別
れ
け
る
と
な
り
そ
れ
よ
り
中
村
は
奥
⼥
中
両
三
⼈
へ
⾼
⾦
を
あ
た
へ
随
分
と
と
り
⼊
置
き
折
〳
〵
酒

宴
の
も
よ
ふ
し
深
く
⼊
魂
し
⾼
殿
奥
⼥
中
三
⼈
を
伴
ひ
⾏
密
談
に
及
ひ
し
と
な
り
然
る
に
⽇
数
⽴
て
お

へ
や
に
や
す
〳
〵
と
御
平
産
あ
り
若
殿
御
誕
⽣
有
し
を
右
の
奥
⼥
中
達
姫
君
御
出
⽣
の
よ
し
御
披
露
に

て
則
御
部
屋
御
番
頭
な
れ
ば
万
右
衛
⾨
か
た
へ
使
を
⽴
ら
れ
け
る
今
⽇
姫
君
御
誕
⽣
是
あ
り
し
と
⽂
通

に
し
た
ゝ
め
送
り
し
を
中
村
請
取
て
書
簡
を
七
⼿
御
⽼
中
年
寄
か
た
へ
披
露
に
及
ひ
し
か
は
御
家
中
へ

姫
君
御
出
⽣
の
よ
し
触
ら
れ
け
る
と
な
り
是
み
な
中
村
か
亡
悪
よ
り
出
て
⼀
国
騒
乱
の
基
と
は
な
り
ぬ

中
村
⼤
沢
⽇
毎
に
閑
談
怠
慢
な
く
或
と
き
御
隠
居
別
殿
に
お
ゐ
て
御
酒
宴
の
場
に
肥
前
守
殿
へ
申
上
け

る
も
此
度
君
御
遊
興
に
さ
ま
〳
〵
御
所
望
の
品
あ
り
と
申
せ
と
も
当
殿
の
御
指
図
に
よ
つ
て
納
⼾
か
た

よ
り
さ
ま
た
け
申
ゆ
へ
諸
事
御
⼼
を
任
せ
さ
る
事
多
し
是
み
な
⾁
⾝
御
同
体
な
な
ら
さ
る
殿
ゆ
へ
斯
御

計
ら
ひ
あ
る
へ
し
此
上
は
当
殿
を
失
ひ
奉
り
は
や
く
教
千
代
君
の
御
世
と
な
し
某
後
⾒
仕
り
な
は
御
⼼

に
任
せ
さ
る
事
⼀
つ
も
是
あ
る
ま
し
は
や
〳
〵
此
義
思
し
⽴
遊
は
さ
れ
と
す
ゝ
め
に
御
隠
居
に
は
兼
て

⼤
沢
中
村
か
ざ
ん
け
ん
に
よ
つ
て
治
備
公
と
御
⼼
を
へ
た
て
ら
る
ゝ
の
う
へ
な
れ
は
兎
⾓
の
御
沙
汰
も

な
く
宜
し
く
計
ら
ひ
申
へ
し
と
御
上
意
下
り
し
か
は
両
⼈
⼤
に
満
悦
し
此
上
は
中
将
を
失
ひ
奉
る
に
は

と
か
く
事
を
さ
ま
た
げ
る
⾼
⽥
善
蔵
な
れ
は
明
夏
御
⼊
国
後
善
蔵
を
御
所
望
遊
は
さ
れ
御
側
へ
召
置
る

へ
し
彼
を
わ
れ
〳
〵
両
⼈
に
て
虚
談
の
わ
な
に
か
け
計
略
の
⽅
便
と
な
す
べ
し
其
む
ね
御
承
知
遊
さ
る

へ
し
と
⾔
上
に
肥
前
守
殿
も
打
う
な
つ
か
せ
給
ひ
⼿
た
ん
⼀
決
し
て
⼤
守
御
⼊
国
の
時
節
を
待
請
ら
れ

け
る
時
に
こ
の
こ
ろ
南
都
⾦
春
⼋
三
郎
⾨
弟
磯
⽊
仙
太
夫
と
い
ふ
も
の
⾦
沢
に
滞
留
し
て
名
誉
の
聞
へ

有
け
れ
ば
肥
前
守
殿
此
よ
し
を
聞
召
れ
御
⽬
⾒
へ
を
仰
付
ら
れ
御
⼼
に
か
な
ひ
し
ゆ
へ
則
御
召
か
ゝ
へ

ら
れ
弍
百
⽯
下
し
置
れ
⾦
⾕
へ
御
殿
に
能
舞
台
結
構
再
修
し
⽟
ひ
⽇
毎
の
御
能
催
し
に
て
近
郷
近
在
よ

り
⾒
物
を
ゆ
る
さ
れ
御
曲
輪
の
内
農
⺠
の
往
来
と
な
し
給
ひ
夜
陰
は
御
部
屋
へ
⼊
ら
せ
ら
れ
酒
宴
遊
興

の
た
の
し
み
中
村
⼤
沢
を
は
し
め
御
附
々
の
諸
⼠
是
を
い
さ
め
奉
る
の
も
の
は
壱
⼈
も
な
く
共
々
に
お

と
り
狂
ふ
て
⾮
道
の
ふ
る
ま
ひ
を
す
ゝ
め
奉
り
し
に
納
⼾
⽅
の
物
⼊
⽉
々
に
相
増
諸
勘
定
の
不
算
⽤
御

内
証
の
御
不
勝
⼿
と
な
り
御
領
内
百
性
等
へ
御
能
⼊
⽤
割
銀
な
と
ゝ
て
⽉
々
に
か
け
ら
れ
⾔
語
同
断
の

⽀
義
こ
れ
み
な
中
村
壱
⼈
か
胸
中
よ
り
出
て
⼀
国
の
こ
ん
き
う
な
さ
し
め
け
る
こ
そ
誠
に
壱
⼈
愚
も
う

に
し
て
⼀
国
愚
も
う
と
は
此
事
な
り 

此
間
御
隠
居
の
御
坊
埒
中
村
か
差
図
に
よ
つ
て
諸
家
中
の
こ
ん
き
う
農
家
の
難
渋
さ
ま
〳
〵

と
こ
れ
有
と
い
へ
と
も
事
し
け
き
か
ゆ
へ
爰
に
略
す 

  

肥
前
守
殿
⾼
⽥
を
懇
望
之
事 

 

并
⾼
⽥
善
蔵
中
村
か
企
に
合
体
の
事 

既
に
光
陰
押
移
り
安
永
亥
の
秋
中
将
治
備
公
柳
営
の
御
暇
事
⾸
尾
能
関
東
を
御
発
⾜
に
て
本
国
⾦
沢
へ

程
な
く
御
参
着
遊
は
し
御
沢
才
明
智
の
殿
な
れ
は
御
孝
道
を
か
ゝ
せ
給
ふ
事
な
く
早
速
御
隠
居
御
殿
へ

参
⾏
ま
し
〳
〵
肥
前
守
殿
御
平
全
の
有
様
を
架
し
奉
り
久
遠
の
積
悟
良
数
刻
に
及
ひ
ぬ
斯
て
御
隠
居
よ

り
も
御
饗
応
の
御
菓
⼦
な
ど
い
て
ゝ
し
は
ら
く
御
咄
の
う
へ
御
□
出
な
し
⽟
ひ
こ
れ
よ
り
し
て
⽇
毎
の

御
⾒
舞
孝
貞
の
有
様
に
て
誠
に
有
難
き
⼤
守
な
り
斯
て
中
将
御
⼊
国
の
後
は
中
村
⽇
々
群
集
談
し
御
隠

居
に
参
⾏
⽌
事
な
く
兼
て
申
上
置
し
計
談
を
す
ゝ
め
に
け
る
是
に
よ
つ
て
御
隠
居
よ
り
園
⾯
⼋
郎
左
衛

⾨
を
使
者
と
し
て
⼤
守
⽅
へ
申
遣
わ
さ
れ
け
る
は
其
御
え
側
に
召
遣
わ
る
ゝ
⾼
⽥
善
蔵
と
申
も
の
忠
厚

貞
節
の
者
な
る
よ
し
兼
て
受
け
た
承
り
及
ひ
候
ひ
し
ゆ
へ
何
卒
我
側
に
召
つ
か
い
度
存
る
な
り
か
ゝ
る

名
誉
忠
節
の
者
他
に
希
な
る
は
達
て
懇
望
い
た
す
な
り
と
仰
遣
わ
さ
れ
し
か
は
治
備
公
委
細
を
聞
付
ら

れ
追
々
此
⽅
よ
り
御
返
答
い
た
す
へ
し
と
使
者
は
か
へ
し
給
ひ
夫
よ
り
七
⼿
諸
将
を
呼
寄
御
隠
居
の
仰

遣
わ
さ
れ
し
趣
を
も
つ
て
御
相
談
遊
は
さ
れ
有
無
の
返
答
を
い
た
す
も
の
な
く
た
ゝ
君
の
御
⼼
に
ま
か

せ
ら
る
へ
き
と
の
事
な
れ
は
さ
つ
そ
く
⾼
⽥
善
蔵
を
呼
寄
此
趣
き
を
義
し
給
ふ
に
善
蔵
申
け
る
は
是
は

奸
計
の
輩
が
計
ら
ひ
に
て
某
を
君
の
側
を
遠
ざ
け
ん
と
の
計
略
な
る
へ
し
⼜
そ
れ
か
し
を
御
隠
居
へ
遣

わ
さ
れ
ざ
る
時
は
君
の
御
不
孝
に
あ
た
り
某
彼
⽅
へ
参
る
時
は
君
の
御
⾝
の
上
い
か
ん
と
も
計
ひ
か
た
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し
さ
れ
と
も
御
孝
⼼
の
為
な
れ
は
某
を
御
隠
居
へ
つ
か
わ
さ
る
へ
し
其
上
に
て
君
は
朝
⼣
御
⼼
つ
け
ら

れ
⾷
事
等
に
も
御
油
断
遊
は
さ
る
ま
し
き
な
り
か
へ
す
〳
〵
も
御
隠
居
へ
御
請
提
の
み
き
り
と
別
し
て

御
油
だ
ん
遊
は
さ
る
ま
し
と
善
蔵
か
評
に
中
将
御
使
者
を
⽴
ら
れ
御
所
望
の
⾼
⽥
善
蔵
召
つ
か
わ
す
べ

き
旨
御
返
答
あ
り
し
か
は
則
速
と
し
て
園
⾯
を
つ
か
わ
さ
れ
⾼
⽥
善
蔵
同
道
に
て
⾦
⾕
御
て
ん
へ
参
⾏

に
及
ひ
ぬ
⼤
沢
来
四
郎
か
引
合
に
て
御
隠
居
へ
御
⽬
⾒
へ
相
済
相
変
ら
す
御
配
膳
役
を
仰
付
ら
し
を
⾼

⽥
善
蔵
は
有
難
く
御
請
申
上
誠
に
深
き
渕
に
望
か
こ
と
き
思
ひ
を
な
し
役
義
私
な
く
相
勤
け
る
を
中
村

万
右
衛
⾨
は
奸
義
を
以
て
⾸
尾
よ
く
⾼
⽥
善
蔵
を
⼤
守
の
御
側
を
遠
さ
け
し
上
は
我
本
願
ち
か
き
に
あ

り
と
笑
み
を
ふ
く
み
此
上
は
善
蔵
を
同
意
い
た
さ
せ
ん
と
忠
⾂
の
顕
れ
た
る
善
蔵
を
侫
肝
の
席
へ
引
⼊

れ
ん
と
⼤
丈
武
の
奇
悪
内
談
⽌
事
な
く
お
り
〳
〵
⾼
⽥
か
宅
へ
も
出
⼊
し
弁
⾆
を
も
つ
て
懇
道
を
尽
し

な
に
と
そ
同
意
い
た
さ
せ
ん
と
さ
ま
〴
〵
⼯
夫
な
し
有
と
き
書
通
を
も
つ
て
⾼
⽥
か
た
へ
⾔
お
く
り
け

る
は
明
後
⽇
私
宅
に
お
ゐ
て
紅
葉
の
宴
興
⾏
い
た
し
候
ゆ
へ
御
隠
居
に
も
密
に
御
光
来
な
れ
は
貴
殿
に

も
御
苦
労
な
か
ら
御
配
膳
の
事
と
も
何
⾓
御
取
持
に
も
預
り
た
く
候
へ
は
早
天
よ
り
御
⼊
来
く
だ
さ
れ

し
は
〳
〵
か
た
し
け
な
か
ら
ん
と
⾔
送
り
し
か
ば
善
蔵
書
簡
を
ひ
ら
き
良
し
は
ら
く
思
案
を
い
た
し
委

細
承
知
の
旨
を
返
答
し
直
様
前
⽥
⼟
佐
守
か
屋
敷
へ
⽴
こ
へ
対
⾯
を
乞
て
奥
座
敷
へ
⼊
り
⼟
佐
守
と
内

談
数
刻
に
し
て
か
へ
ら
れ
け
る
と
な
り 

此
内
談
如
何
成
る
筋
を
義
せ
ら
れ
し
も
の
や
ら
ん
誰
有
て
知
る
も
の
な
か
り
し
と
か
や 

御
隠
居
肥
前
守
殿
中
村
か
館
へ
御
⼊
に
て
紅
葉
の
ゑ
ん
と
号
し
同
意
の
諸
⼠
こ
と
〳
〵
く
群
集
し
⾼
⽥

善
蔵
も
中
村
か
請
提
も
た
し
か
た
く
出
席
に
及
ひ
お
の
〳
〵
珍
美
佳
酒
に
て
数
盃
を
か
た
む
け
既
に
乱

座
と
な
り
て
我
も
〳
〵
と
諸
芸
の
た
し
な
み
を
出
し
⼀
奥
義
を
催
し
酒
宴
数
刻
に
及
ひ
時
に
万
右
衛
⾨

⼤
沢
に
⽬
く
は
せ
し
て
⾼
⽥
に
向
ひ
申
け
る
は
今
⽇
貴
殿
を
御
迎
申
せ
し
事
全
く
紅
葉
の
宴
の
み
に
あ

ら
す
肥
前
守
様
よ
り
御
頼
み
遊
は
さ
れ
た
き
⼀
義
有
承
知
い
た
さ
る
へ
き
也
⼜
異
変
せ
ら
る
ゝ
や
ら
ん

先
有
無
返
答
を
聞
さ
る
へ
し
と
居
た
け
⾼
に
な
り
い
や
と
い
わ
ゝ
打
は
た
さ
ん
す
其
勢
ひ
⾼
⽥
少
し
も

億
す
る
⾊
な
く
こ
は
改
り
た
る
御
こ
と
は
を
聞
も
の
か
な
⼀
旦
君
に
属
せ
し
上
は
た
と
へ
い
か
体
の
義

を
仰
ら
る
ゝ
と
て
も
異
変
仕
ら
ざ
る
が
⾂
下
の
役
今
さ
ら
あ
ら
た
め
ら
る
ゝ
に
及
は
さ
る
事
と
も
そ
れ

と
も
う
た
か
わ
し
く
思
さ
る
ゝ
な
ら
は
伊
勢
両
宮
熊
野
三
社
の
御
罪
を
請
て
即
死
仕
る
法
も
あ
る
べ
し

と
す
る
と
き
返
答
に
中
村
は
仕
済
し
た
り
と
お
も
て
を
や
わ
ら
け
此
た
ひ
御
隠
居
よ
り
御
頼
み
の
⼀
義

別
義
に
あ
ら
す
兼
⽽
当
⼤
守
を
ふ
か
く
意
恨
に
思
し
召
し
失
ひ
奉
つ
て
早
々
教
千
を
な
い
〳
〵
か
た
ら

ひ
申
さ
ん
事
い
か
ゞ
と
義
し
け
れ
は
⾼
⽥
善
蔵
承
り
な
る
ほ
と
尤
成
御
⼿
段
な
り
右
毒
薬
調
合
の
義
は

兼
て
某
⽯
⽥
周
才
等
に
⼊
魂
に
い
た
し
ま
か
り
あ
り
候
へ
は
御
役
義
を
某
に
仰
付
ら
れ
下
さ
れ
か
し
御

奉
公
は
し
め
⾸
尾
よ
く
じ
や
う
じ
ゆ
な
さ
し
め
奉
ら
ん
も
し
⽯
⽥
周
才
同
意
い
た
さ
ゞ
る
に
お
い
て
は

即
座
に
打
果
し
申
へ
し
ま
た
承
引
の
時
は
密
に
貴
殿
か
屋
か
た
へ
な
り
共
呼
⼊
相
談
す
へ
し
誠
に
謀
計

は
密
な
る
が
よ
し
と
申
せ
ば
た
ゞ
何
事
も
お
ん
み
つ
に
い
た
さ
る
へ
き
事
肝
要
な
り
し
は
ら
く
談
し
て

先
周
才
が
胸
中
を
引
⾒
ん
と
契
約
を
か
た
め
た
い
し
ゆ
つ
い
た
し
け
る
と
な
り 
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⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
四 

 

⽯
⽥
周
才
毒
薬
調
合
之
事 

 

并
に
⾼
⽥
善
蔵
⾃
閉
⾨
之
事 

⾼
⽥
善
蔵
計
ら
す
も
中
村
か
館
へ
呼
⼊
ら
れ
思
慮
あ
つ
て
侫
姦
に
組
し
⽯
⽥
周
才
⽅
へ
は
せ
つ
き
案
内

を
乞
て
奥
に
通
り
則
周
才
に
対
⾯
の
上
密
に
中
村
か
奸
計
の
様
⼦
を
具
に
物
語
り
け
る
時
に
⽯
⽥
周
才

等
実
厚
極
の
⼈
な
れ
は
⾼
⽥
か
物
語
を
聞
て
⼤
に
怒
つ
て
申
け
る
は
貴
殿
未
若
輩
な
り
と
い
へ
と
も
家

中
に
お
ゐ
て
誰
な
ら
ふ
者
も
な
き
忠
誠
の
勇
武
と
思
ひ
今
迄
⼊
魂
の
尽
し
罷
有
り
し
に
只
今
此
物
語
り

を
承
つ
て
驚
⼊
た
る
⼈
⾮
⼈
と
存
る
也
発
明
な
り
と
⾒
ゆ
れ
と
も
さ
す
か
は
若
輩
武
⼠
わ
か
⾝
の
欲
⼼

に
眼
く
れ
主
君
の
⾼
恩
を
打
忘
れ
⼤
悪
に
組
す
る
事
⾔
語
に
尽
し
が
た
く
⾒
果
て
た
る
業
也
と
の
〳
〵

し
り
け
れ
は
善
蔵
し
は
ら
く
差
う
つ
む
き
今
に
は
し
め
ぬ
貴
公
の
誠
忠
申
へ
き
様
も
な
き
頼
⺟
敷
有
様

也
我
数
代
⾼
恩
の
受
奉
り
し
御
主
君
に
仇
に
な
る
奸
計
に
加
わ
り
申
べ
き
様
な
し
是
に
は
段
々
の
⼦
細

有
之
義
也
未
細
の
事
は
⼀
間
に
⼊
つ
て
語
り
申
へ
し
と
両
⼈
打
つ
れ
⾔
て
隠
恩
の
ま
へ
⼊
り
密
談
数
刻

に
及
ん
て
周
才
も
⼼
を
晴
ら
し
互
に
打
と
け
両
⼈
笑
を
ふ
く
み
⾼
⽥
は
屋
敷
へ
か
へ
り
け
る
斯
て
中
村

万
右
衛
⾨
は
屋
敷
へ
か
へ
り
け
る
斯
て
中
村
万
右
衛
⾨
は
お
も
ひ
の
外
⼼
安
く
善
蔵
を
⼿
に
⼊
れ
此
上

は
最
早
⼼
魂
に
さ
わ
る
⿊
雲
な
し
と
夫
よ
り
度
々
計
談
に
お
よ
ひ
善
蔵
も
呼
寄
せ
⽯
⽥
⽅
の
⼀
義
如

何
ゝ
い
た
さ
れ
し
や
⾸
尾
な
り
し
か
と
尋
に
善
蔵
答
て
此
間
⽯
⽥
⽅
へ
両
三
⽴
⼊
さ
ま
〳
〵
と
物
に
よ

そ
へ
事
に
た
と
へ
て
計
略
の
⽀
義
か
た
り
若
仕
負
す
る
も
の
な
ら
は
貴
殿
へ
知
⾏
を
望
に
任
す
へ
し
と

弁
⼝
を
光
し
申
せ
し
に
兼
て
政
篤
真
実
の
周
才
と
お
も
ひ
し
に
た
ち
ま
ち
⾼
知
の
事
に
眼
く
れ
既
に
荷

担
い
た
さ
ん
と
か
れ
か
⼝
よ
り
申
せ
し
か
と
も
若
⼜
わ
れ
を
た
は
か
つ
て
始
末
の
計
略
を
と
ひ
落
さ
ん

と
の
⼿
段
も
計
ら
れ
す
と
そ
ん
し
猶
も
実
否
を
述
し
其
上
に
て
御
返
答
仕
ら
ん
と
遅
滞
に
及
し
也
と
申

に
中
村
い
よ
〳
〵
笑
の
眉
を
開
き
左
あ
ら
は
此
上
は
⽯
⽥
を
呼
よ
せ
私
宅
に
お
ゐ
て
⼼
中
を
責
め
問
ひ

其
上
事
を
計
ら
ん
と
早
速
に
⽯
⽥
⽅
へ
⼈
を
は
し
ら
す
る
に
周
才
は
取
も
の
も
と
り
あ
へ
す
息
を
切
て

馳
せ
来
れ
は
中
村
⼤
に
喜
悦
し
奥
座
敷
へ
伴
ひ
⼤
沢
⾼
⽥
中
村
と
三
⼈
に
て
周
才
を
追
取
ま
き
御
隠
居

の
御
存
念
の
お
も
む
き
我
々
が
⽅
便
の
様
⼦
を
物
語
り
夫
に
付
毒
薬
調
合
せ
ら
る
へ
し
と
詞
を
そ
ろ
へ

返
答
あ
し
く
は
打
放
さ
ん
ず
勢
ひ
に
て
こ
ひ
ぐ
ち
く
つ
ろ
げ
の
ゝ
し
り
け
る
⽯
⽥
は
頭
を
畳
に
す
り
付

先
だ
つ
て
善
蔵
殿
よ
り
具
に
御
内
意
を
う
け
⽟
り
御
同
意
い
た
し
罷
有
也
右
仰
付
ら
る
ゝ
毒
薬
之
義
は

館
中
へ
写
し
候
へ
は
た
と
へ
⾊
早
あ
ら
わ
れ
ざ
る
ち
ん
毒
と
い
へ
と
も
⾷
事
の
ゆ
け
に
む
さ
れ
て
た
ち

ま
ち
⾊
を
変
ず
る
也
そ
れ
か
し
急
度
思
ひ
付
し
は
⻨
飯
を
こ
し
ら
へ
そ
の
碗
中
へ
ち
ん
ど
く
を
写
し
な

は
⾊
⻩
あ
ら
わ
る
ゝ
事
な
く
く
つ
き
や
う
の
⼿
段
な
ら
ん
と
⾔
し
に
⼈
々
は
⼤
に
悦
ひ
し
か
ら
は
早
速

調
合
い
た
し
差
上
ら
れ
よ
と
あ
れ
は
⽯
⽥
委
細
に
き
ゝ
と
ゞ
け
夫
よ
り
別
業
の
他
へ
⽴
⼊
⼤
守
を
失
ひ

奉
る
毒
薬
を
調
合
し
中
村
か
⼿
へ
渡
し
け
る
万
右
衛
⾨
不
浅
悦
喜
し
て
早
速
御
隠
居
の
御
前
へ
罷
出
右

之
趣
つ
ぶ
さ
に
申
上
⽯
⽥
が
同
意
に
よ
つ
て
毒
薬
を
相
調
へ
し
条
物
語
れ
は
殊
の
外
御
よ
ろ
こ
ひ
ま
し

〳
〵
夫
よ
り
使
を
以
て
⼤
守
へ
申
⼊
れ
ら
る
ゝ
明
後
⽇
粗
菜
之
事
た
れ
と
も
⻨
飯
進
上
申
度
候
間
御
⼊

来
願
所
也
と
⽂
通
を
認
差
上
ら
る
ゝ
⼤
守
よ
り
有
難
く
明
後
⽇
参
向
仕
候
の
旨
御
返
答
あ
れ
は
中
村
を

始
め
⼀
味
の
諸
⼠
も
勇
を
な
し
⼿
筈
を
そ
ろ
へ
料
理
⽅
⽮
⽊
左
兵
衛
申
ふ
く
め
今
や
お
そ
し
と
待
う
け

け
る
斯
く
て
⼤
守
治
備
公
御
隠
居
よ
り
の
御
奉
書
到
来
の
上
辞
す
る
に
⾔
葉
な
く
御
差
図
の
⽇
限
に
御

隠
居
館
へ
御
⼊
被
成
け
る
依
之
配
膳
⽅
⾼
⽥
善
蔵
を
は
し
め
皆
々
取
々
御
饗
応
之
役
⼈
相
勤
け
る
に
御

酒
宴
半
に
お
よ
ぶ
⽐
万
右
衛
⾨
は
⽮
⽊
左
兵
衛
へ
右
の
毒
薬
を
⼀
包
⾃
分
⾒
分
の
上
⻨
飯
の
中
へ
ち
ん

ど
く
写
し
御
膳
に
も
り
上
取
次
へ
差
出
し
け
る
配
膳
⽅
⾼
⽥
御
給
仕
を
い
た
し
⼤
守
へ
差
上
奉
る
御
隠

居
も
御
し
や
う
ば
ん
に
て
既
に
御
飯
を
召
上
る
ゝ
中
村
も
御
挨
拶
に
伺
公
い
た
し
今
こ
そ
本
望
た
つ
し

た
り
ぬ
と
胸
中
笑
を
開
ら
き
退
散
及
ふ
さ
れ
と
も
⼤
守
は
何
の
さ
ゝ
わ
り
も
な
く
御
帰
館
遊
は
さ
れ
⽇

数
重
る
と
い
へ
と
も
ち
ん
と
く
の
し
る
し
も
顕
れ
ず
御
安
体
に
て
ま
し
ま
せ
ば
お
の
〳
〵
案
に
相
違
し

て
中
村
か
屋
敷
へ
寄
集
り
評
義
ま
ち
〳
〵
に
て
正
し
く
⽯
⽥
周
才
わ
れ
〳
〵
を
た
ば
か
り
し
物
な
ら
ん

⽕
急
に
呼
つ
け
詮
義
の
上
う
む
に
よ
つ
て
打
果
し
申
べ
し
と
事
⼀
決
し
て
使
者
を
⽯
⽥
か
⽅
へ
遣
し
只
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今
召
上
ら
る
へ
し
と
申
送
ら
れ
し
処
⽯
⽥
⽅
よ
り
返
答
に
は
主
じ
周
才
昨
夜
よ
り
他
⾏
仕
り
只
今
に
お

ゐ
て
帰
り
不
候
さ
ま
〳
〵
詮
義
仕
り
候
と
い
へ
と
も
在
家
明
⽩
な
ら
ざ
る
ゆ
へ
今
⽇
御
奉
⾏
所
へ
相
達

し
置
候
と
有
し
か
は
中
村
を
は
し
め
⼈
々
ひ
た
ひ
に
し
は
を
よ
せ
正
し
く
我
々
を
た
ば
か
り
し
に
違
な

く
後
難
の
ほ
ど
を
恐
れ
て
出
奔
い
た
せ
し
者
な
る
へ
し
と
評
定
⼀
決
し
て
内
々
周
才
の
有
り
家
を
尋
ね

け
る
と
也
⾼
⽥
善
蔵
中
村
⽅
へ
⾶
札
を
送
り
初
め
某
し
広
⾔
を
申
せ
し
程
に
も
な
く
共
々
⽯
⽥
⽒
と
計

略
に
の
せ
ら
し
事
⼼
外
に
存
る
上
御
隠
居
の
御
前
を
は
じ
め
貴
公
様
へ
申
訳
も
こ
れ
な
く
ゆ
へ
御
暇
の

義
願
上
候
ゆ
へ
万
端
宜
し
く
御
取
成
を
以
て
つ
ゝ
か
な
く
御
隙
被
下
な
は
有
難
か
ら
ん
と
申
遣
し
⾨
⼾

を
閉
て
引
籠
り
居
た
り
け
る
依
之
中
村
万
右
衛
⾨
⾼
⽥
か
書
簡
を
以
て
御
隠
居
へ
罷
出
⼤
沢
来
次
郎
諸

共
評
義
に
及
ひ
し
に
正
し
く
⾼
⽥
か
胸
中
は
計
ら
れ
ね
共
是
ま
て
実
誠
を
以
て
御
同
意
仕
り
誓
⾔
の
上

ま
て
も
い
た
せ
し
事
な
れ
は
更
〳
〵
異
変
も
有
ま
じ
誠
異
変
あ
る
に
も
せ
よ
此
侭
に
暇
を
し
な
は
却
て

⾝
分
の
⼤
事
を
も
た
さ
ん
事
う
た
が
ひ
有
ま
し
け
れ
是
胸
中
の
程
も
は
か
ら
れ
ね
ば
や
は
り
つ
ゝ
か
な

く
出
勤
い
た
す
べ
き
旨
仰
渡
さ
れ
然
る
べ
し
と
⾔
上
に
御
隠
居
も
尤
に
思
し
召
則
⼤
沢
来
次
郎
を
使
者

と
し
て
⾼
⽥
か
屋
し
き
へ
遣
は
さ
れ
其
⽅
に
お
の
〳
〵
異
変
の
⼼
こ
れ
な
き
事
な
れ
ば
と
が
む
べ
き
道

理
な
し
是
ま
て
の
こ
と
く
相
か
わ
ら
す
出
仕
致
へ
し
と
御
上
意
な
れ
は
⾼
⽥
有
か
た
き
旨
を
述
へ
て
使

者
を
か
へ
し
⾐
服
を
改
め
出
仕
し
⾝
の
⾯
晴
を
申
上
相
か
わ
ら
す
配
膳
役
義
勤
め
け
る
と
な
り 

此
⼀
件
⾼
⽥
善
蔵
か
差
図
に
よ
つ
て
⽯
⽥
周
才
姿
を
隠
せ
し
事
皆
前
⽥
⼟
佐
守
か
胸
中
よ
り

出
て
遠
き
お
も
ん
は
か
り
也 

 

⾼
⽥
善
蔵
御
前
に
て
不
調
法
之
事 

 

并
⾼
⽥
渡
辺
⽩
⼭
へ
和
歌
奉
納
之
事 

こ
ゝ
に
⾼
嶋
⽴
悦
と
い
へ
る
医
師
あ
り
其
根
元
は
⽯
津
三
碩
か
同
⾨
に
し
て
伝
達
な
ら
び
な
き
名
誉
と

い
へ
と
も
其
⾝
不
⾏
跡
に
て
同
⾨
の
よ
し
み
を
離
さ
れ
⾦
沢
よ
り
の
在
道
に
閑
居
し
て
無
法
私
侭
の
く

ら
し
を
な
し
⾼
慢
の
⿐
⾼
く
広
⾔
を
□
と
し
て
世
を
過
し
け
る
と
也
然
る
に
⼤
沢
来
次
郎
は
兼
て
野
々

市
銀
杏
の
も
と
に
⽵
⾺
の
友
あ
つ
て
閑
暇
の
砌
は
⽴
越
夜
と
共
酒
宴
を
催
し
け
る
其
折
節
彼
⽴
悦
此
所

へ
⽴
⼊
て
友
々
に
酒
盛
を
な
し
互
に
さ
し
合
く
ら
ず
浮
世
噺
に
⼊
魂
を
求
め
夫
よ
り
親
し
み
深
く
⼤
沢

が
館
へ
も
折
々
⾒
舞
け
る
に
来
次
郎
⾼
嶋
か
魂
性
を
⾒
込
折
々
物
に
よ
そ
へ
事
に
触
れ
て
彼
か
胸
中
を

引
⾒
る
に
同
⼼
の
体
な
れ
は
い
よ
〳
〵
賞
美
し
或
⽇
酒
宴
の
催
し
⽴
悦
を
招
き
密
に
謀
計
の
次
第
を
語

る
に
⾼
嶋
⼿
を
打
て
悦
て
斯
ゝ
る
異
事
こ
そ
某
か
望
所
也
そ
れ
か
し
数
年
書
籍
の
中
よ
り
撰
出
せ
し
⾄

毒
の
法
あ
り
此
業
法
を
調
合
し
御
茶
に
そ
ゝ
き
奉
ら
は
⽴
所
に
御
⼀
命
を
た
ゝ
ん
事
う
た
か
ひ
な
し
と

⼿
に
と
る
こ
と
く
語
り
し
か
は
⼤
沢
は
満
⾜
を
な
し
い
そ
き
中
村
に
此
よ
し
を
告
け
れ
は
万
右
衛
⾨
⼤

に
悦
ひ
急
き
⾼
嶋
を
招
き
か
の
毒
薬
を
乞
け
る
に
⽴
悦
何
よ
り
以
て
⼼
安
き
事
な
り
い
さ
調
合
な
し
て

進
ぜ
ん
と
早
速
合
集
し
て
中
村
に
わ
た
し
け
れ
は
万
右
衛
⾨
今
は
我
出
頭
の
時
来
也
と
い
そ
き
⾼
⽥
を

呼
寄
せ
右
之
趣
を
語
れ
は
善
蔵
委
細
を
聞
て
⼼
中
に
驚
け
と
も
⾯
を
笑
を
ふ
く
み
て
満
悦
の
て
い
を
な

し
此
度
前
段
の
不
調
法
を
申
訳
の
為
某
に
御
給
仕
の
義
仰
付
ら
れ
く
だ
さ
る
へ
し
と
ひ
た
す
ら
に
所
望

し
け
る
に
中
村
⼤
沢
も
同
意
し
て
⼿
前
を
こ
し
ら
へ
⼤
守
御
⼊
来
の
時
刻
を
待
う
け
し
か
と
も
終
に
其

年
は
む
な
し
く
光
陰
を
お
く
り
明
る
安
永
亥
の
春
と
は
な
り
ぬ
斯
て
御
隠
居
御
殿
へ
御
祝
詞
の
為
参
向

な
し
給
ふ
よ
し
承
り
万
右
衛
⾨
今
度
こ
そ
本
望
を
達
せ
ん
と
⼀
々
⼿
配
り
を
備
へ
御
⼊
来
の
時
刻
を
待

請
し
に
⼤
守
に
は
御
年
頭
の
事
な
れ
は
村
井
⼤
学
を
召
連
ら
れ
美
々
敷
供
廻
り
を
飾
り
⽴
御
定
⽇
六
⽇

に
参
向
ま
し
〳
〵
御
隠
居
御
対
⾯
之
上
互
に
年
甫
之
嘉
義
を
祝
し
申
熨
⽃
昆
布
嶋
台
の
寿
御
挨
拶
事
終

り
当
⼤
守
の
事
な
れ
は
上
座
に
勧
ま
せ
給
ひ
し
は
ら
く
御
休
⾜
遊
は
さ
る
ゝ
時
御
隠
居
の
御
挨
拶
と
し

て
薄
茶
召
上
へ
き
旨
仰
付
ら
れ
し
か
は
畏
り
奉
つ
て
則
御
配
膳
役
⾼
⽥
善
蔵
兼
て
中
村
と
⽰
し
合
せ
し

毒
薬
を
写
せ
し
御
茶
を
受
取
台
に
乗
せ
既
に
⼤
守
の
⽬
通
り
へ
す
ゝ
ま
ん
と
せ
し
時
⾼
⽥
あ
や
ま
つ
て

⾃
分
の
袴
の
裾
を
踏
み
向
へ
ど
う
ど
倒
れ
け
れ
は
御
茶
は
四
⽅
へ
散
乱
し
て
御
前
集
り
た
る
諸
⼠
⼤
に

驚
き
⽴
寄
て
善
蔵
を
か
ゝ
へ
次
の
間
へ
退
散
い
た
さ
せ
け
る
御
隠
居
□
御
⽴
腹
に
て
善
蔵
か
役
義
粗
略

に
よ
つ
て
不
調
法
の
段
急
度
曲
事
申
付
へ
し
配
膳
⽅
新
に
御
茶
を
⽤
意
致
へ
し
召
上
ら
れ
よ
と
仰
に
⼤
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守
御
不
興
の
体
に
て
所
望
に
無
之
段
仰
ら
れ
御
挨
拶
そ
こ
〳
〵
に
て
其
座
を
⽴
せ
給
へ
は
村
井
⼤
学
御

隠
居
に
む
か
ひ
只
今
⾼
⽥
⽒
不
調
法
は
計
ら
さ
る
事
な
れ
は
必
す
期
し
て
御
咎
め
を
仰
付
ら
る
ま
し
⼤

守
へ
は
某
よ
ろ
し
く
申
上
奉
ら
ん
偏
に
今
⽇
の
嘉
義
に
⾯
じ
ら
る
べ
し
と
⾔
上
を
遂
け
⼤
守
に
し
た
か

ひ
御
本
城
へ
帰
り
け
る
と
也
依
之
御
隠
居
肥
前
守
殿
に
も
⼗
が
九
つ
仕
負
せ
た
る
⼿
段
⾼
⽥
か
粗
相
よ

り
空
し
く
其
本
意
を
達
せ
す
と
御
憤
り
つ
よ
く
早
速
閉
⾨
申
渡
し
治
備
公
へ
御
断
之
使
者
を
⽴
ら
れ
に

け
る
と
な
り
よ
つ
て
再
ひ
⾼
⽥
を
召
か
へ
さ
る
旨
使
者
を
も
つ
て
治
備
公
よ
り
御
挨
拶
あ
り
し
か
は
⼀

堂
評
義
し
上
⼤
守
の
御
上
意
も
た
し
か
た
く
則
翌
⽇
善
蔵
を
召
か
へ
さ
れ
以
前
の
こ
と
く
役
義
仰
わ
た

さ
れ
に
け
る
中
村
を
は
し
め
⼤
沢
⽮
⽊
⽣
駒
等
の
諸
⼠
も
今
⽇
⼤
願
成
就
の
時
な
り
と
悦
ひ
を
な
せ
し

甲
斐
も
な
く
お
の
〳
〵
暫
く
気
を
お
と
し
け
る
と
也 

是
皆
⾼
⽥
か
忠
⾂
に
よ
つ
て
お
の
れ
か
⼀
命
を
投
出
し
態
と
い
た
せ
し
粗
相
な
り
然
ら
は
此

閉
⾨
の
と
き
切
腹
に
も
な
す
へ
き
の
所
其
侭
に
存
命
せ
し
は
猶
⼤
守
の
御
運
命
を
お
も
ひ
や

り
お
し
か
ら
ず
思
ひ
し
命
を
延
は
り
け
る
と
也 

⾼
⽥
御
宥
免
の
上
は
は
ら
か
ら
所
な
く
出
勤
を
な
し
中
村
等
へ
実
体
を
尽
し
誤
り
を
の
べ
再
ひ
⼤
守
を

失
ひ
奉
る
評
義
の
列
に
加
わ
り
け
る
斯
て
斎
宮
弥
平
太
⼤
守
治
備
公
よ
り
御
代
参
と
し
て
⽩
⼭
⼤
権
現

へ
参
向
然
の
由
な
れ
は
⾼
⽥
か
密
に
此
事
を
聞
つ
け
兼
⽽
⽵
⾺
の
友
と
せ
し
斎
宮
事
な
れ
ば
夜
陰
か
れ

が
屋
敷
へ
忍
び
⾏
貴
殿
明
⽇
よ
り
⼤
守
御
代
参
と
し
て
⽩
⼭
御
参
籠
の
よ
し
未
雪
を
含
し
⽐
な
れ
は
御

苦
労
千
万
の
義
也
夫
に
付
某
し
も
か
ね
て
⼼
か
け
し
⼀
⾸
を
御
奉
納
い
た
し
度
存
す
る
間
近
⽐
御
⾯
倒

な
か
ら
社
頭
へ
御
納
め
下
さ
ら
は
所
な
く
存
す
る
也
と
余
義
な
く
申
け
れ
は
斎
宮
弥
平
太
何
よ
り
以
て

⼼
安
き
事
な
り
然
し
和
歌
御
奉
納
と
は
頼
⺟
敷
義
な
り
某
も
不
レ
及
⼀
句
奉
ら
ん
と
認
め
置
し
間
御
覧

被
下
へ
し
と
差
出
す
を
⾼
⽥
お
し
い
た
ゝ
き
て
是
を
ひ
ら
き
⾒
る
に 

 

年
の
坂
の
ぼ
れ
ど
春
の
顕
れ
て 

 

雪
を
花
か
と
ま
が
ふ
し
ら
⼭ 

と
書
し
か
は
⾼
⽥
⼿
を
打
て
⼤
に
悦
ひ
貴
殿
の
⾏
末
た
の
も
し
き
⼀
句
也
某
奉
納
の
⼀
⾸
は
こ
れ
に
そ

ご
せ
り
ぬ
ら
す
披
⾒
下
さ
る
ま
じ
と
封
印
し
て
渡
し
け
る
を
弥
平
太
達
⽽
所
望
し
か
の
⼀
封
を
ひ
ら
き

⾒
る
に 

 

⽩
⼭
の
雪
の
下
草
下
も
へ
の
思
ひ
の 

 

す
ゑ
を
神
や
ま
も
ら
む 

と
あ
り
し
か
は
斎
宮
も
⾼
⽥
か
胸
中
に
⼀
物
あ
る
事
を
さ
と
り
て
唯
誉
し
は
か
り
に
て
な
ん
の
挨
拶
も

な
く
巻
納
め
互
に
暇
乞
し
て
⽴
別
れ
ぬ
夫
よ
り
斎
宮
は
⽩
⼭
へ
登
⼭
し
て
か
の
⼆
⾸
を
奉
納
な
し
け
る

と
誠
に
⾼
⽥
か
⼀
⾸
は
後
に
て
思
ひ
合
さ
れ
て
哀
れ
成
し
事
共
也
か
く
て
正
⽉
⼗
五
⽇
は
左
義
⻑
の
御

儀
式
有
つ
て
の
ち
太
守
⾦
⾕
御
殿
へ
御
⼊
来
の
よ
し
な
れ
は
此
⽇
こ
そ
謀
計
を
⾏
ふ
最
上
⽇
な
り
と
⼜

も
や
⼀
味
寄
集
の
計
談
を
な
し
以
前
の
こ
と
く
御
茶
に
毒
を
写
し
差
上
奉
ら
ん
先
に
⾼
⽥
は
粗
略
の
落

度
あ
れ
ば
渡
辺
⾦
兵
衛
を
配
膳
か
た
と
定
め
⼿
配
り
を
そ
ろ
へ
時
⽇
達
し
と
待
も
ふ
け
し
に
既
に
⼗
五

⽇
に
な
れ
は
⼤
守
治
備
公
御
隠
居
へ
御
⼊
あ
つ
て
御
孝
道
厚
く
御
挨
拶
事
終
り
後
着
座
ま
し
〳
〵
ぬ
れ

は
渡
辺
差
⼼
得
御
茶
を
差
上
奉
る
に
治
備
公
御
⼿
に
取
あ
け
既
に
⼝
に
添
ん
と
仕
給
ひ
し
時
⾼
⽥
善
蔵

末
席
に
座
し
た
り
け
る
か
此
体
を
⾒
て
⼤
守
の
か
た
に
む
か
ひ
⾯
体
を
か
へ
眼
を
く
わ
つ
と
⾒
披
ら
き

⼤
守
を
は
た
と
⽩
眼
し
か
は
⼤
守
も
扨
は
と
御
⼼
つ
か
せ
給
ひ
取
上
給
ひ
し
茶
碗
を
其
侭
に
座
敷
に
の

こ
し
暫
く
物
語
り
あ
つ
て
御
隠
居
へ
暇
乞
の
御
挨
拶
あ
つ
て
本
城
へ
帰
館
な
し
給
ふ
是
偏
に
⾼
⽥
か
忠

⾂
仏
神
納
受
ま
し
ま
せ
し
か
ば
早
く
も
太
守
⼼
つ
か
せ
給
ひ
御
茶
を
召
上
ら
れ
さ
り
し
は
正
し
く
⾼
⽥

か
誠
忠
と
い
ひ
御
利
運
の
広
⼤
な
る
事
況
前
段
に
書
せ
し
に
あ
ま
れ
り 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
四
終 

 

︵
第
⼗
五
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
五 
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⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
⼤
沢
よ
り
蜜
計
を
聞
事 

 
 
并
に
⾼
⽥
⺟
妹
江
暇
乞
盃
之
事 

⼀
 

⾦
⾕
御
殿
騒
動
之
事 

 
 
并
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
へ
御
預
之
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
五 

 

⾼
⽥
善
蔵
⼤
沢
よ
り
蜜
計
を
聞
事 

 

并
に
⾼
⽥
⺟
妹
江
暇
乞
盃
の
事 

さ
れ
は
中
村
万
右
衛
⾨
は
⼤
守
御
種
の
若
君
を
隠
し
置
治
備
公
を
失
し
な
ひ
奉
り
て
教
千
代
君
の
御
代

と
な
し
お
の
れ
が
威
を
三
国
に
ふ
る
は
ん
と
い
ろ
〳
〵
さ
ま
〳
〵
と
⼼
を
尽
し
⼤
沢
来
次
郎
⽮
⽊
⾼
⽥

等
の
輩
を
か
た
ん
さ
し
め
謀
計
⽅
便
を
も
つ
て
⼤
守
を
う
し
な
ひ
奉
ら
ん
と
す
れ
共
君
の
御
運
命
つ
よ

く
ま
た
は
⾼
⽥
等
が
さ
ま
た
げ
を
以
て
本
懐
を
達
せ
ず
無
念
⽌
事
を
得
ず
ま
た
〳
〵
⼰
が
屋
敷
へ
呼
寄

此
う
へ
は
如
何
し
て
⼤
守
失
な
ひ
奉
ら
ん
や
と
評
議
さ
ま
〳
〵
也
け
る
に
⼤
沢
⾆
耕
ふ
る
は
し
申
け
る

は
当
四
⽉
つ
ゝ
じ
⼭
花
盛
の
み
ぎ
り
両
御
所
を
当
館
へ
請
招
仕
其
上
に
お
ゐ
て
⽯
⽥
蜜
術
の
毒
法
を
も

つ
て
失
な
ひ
申
さ
ん
事
如
何
な
り
や
と
義
し
け
る
に
皆
〳
〵
此
義
尤
と
同
し
此
趣
を
御
隠
居
へ
訴
訟
な

し
け
る
に
則
御
承
知
に
よ
つ
て
⼤
守
へ
も
内
々
此
よ
し
を
申
送
ら
れ
し
な
り
し
か
る
に
⼆
⽉
⼋
⽇
⾦
⾕

御
殿
に
お
ゐ
て
御
能
興
⾏
こ
れ
有
り
治
備
公
を
御
請
招
の
由
相
ふ
れ
け
る
是
に
よ
つ
て
能
師
磯
⽊
仙
太

夫
を
は
じ
め
み
な
〳
〵
役
が
ら
の
諸
⼠
い
づ
れ
も
御
定
⽇
の
御
⽤
意
を
な
し
に
け
る
時
に
前
⽇
⼆
⽉
七

⽇
の
⼣
⽅
中
村
が
屋
舗
へ
⼤
沢
を
は
じ
め
皆
々
相
集
り
し
に
い
か
ゞ
な
る
故
に
や
⾼
⽥
善
蔵
壱
⼈
を
よ

け
て
お
の
〳
〵
数
刻
評
定
に
お
よ
び
し
と
な
り
⾼
⽥
善
蔵
は
ほ
の
か
に
此
よ
し
を
聞
つ
た
へ
今
⽇
い
づ

れ
も
中
村
が
館
へ
会
合
の
こ
と
近
⽐
も
つ
て
⼼
得
ず
其
う
へ
そ
れ
が
し
を
召
よ
せ
ざ
る
事
い
ぶ
か
し
き

次
第
也
殊
に
明
⽇
の
御
能
に
⼤
守
御
⼊
来
な
れ
ば
猶
さ
ら
⼀
⼤
事
と
お
ぼ
ゆ
る
と
⼼
中
を
晴
や
ら
ず
蜜

に
や
し
き
を
⽴
出
て
中
村
が
や
し
き
の
辺
に
⾏
て
か
た
〳
〵
の
様
⼦
を
伺
ふ
に
は
や
事
終
い
か
ゞ
し
て

ぞ
此
企
の
様
⼦
を
き
か
ん
と
取
つ
お
ゐ
つ
の
思
案
を
な
し
中
村
が
屋
舗
へ
⽴
の
ら
ん
と
せ
し
が
⼜
分
別

を
仕
替
⼤
沢
が
屋
舗
へ
⽴
⼊
り
案
内
を
乞
て
座
敷
に
通
り
来
次
郎
に
対
⾯
し
て
申
け
る
は
只
今
他
所
に

て
承
れ
ば
今
⽇
中
村
殿
の
屋
舗
に
て
各
会
合
な
さ
れ
し
よ
し
ほ
の
か
に
承
り
た
り
兼
ね
て
⽅
々
と
⼀
味

同
⼼
せ
し
某
を
は
ぶ
き
く
わ
い
が
う
い
た
さ
れ
し
事
甚
も
つ
て
其
意
得
が
た
く
候
⼤
切
な
る
御
企
に
て

若
や
そ
れ
が
し
他
⾔
に
て
も
致
さ
ん
か
な
ど
と
て
の
御
う
た
が
ひ
に
よ
つ
て
除
ら
れ
し
者
な
ら
ん
そ
れ

が
し
は
じ
め
に
⾦
打
仕
り
御
同
⼼
い
た
せ
し
を
今
更
他
へ
蜜
事
を
も
ら
し
も
す
べ
き
も
の
と
御
う
た
が

ひ
を
請
し
事
近
ご
ろ
⼝
お
し
き
次
第
也
願
く
は
我
に
も
蜜
計
を
か
た
り
⼿
筈
の
役
義
も
あ
ら
ば
仰
付
ら

れ
下
さ
れ
な
ば
有
難
か
ら
ん
と
な
み
だ
を
な
が
し
い
ろ
〳
〵
と
侘
び
し
か
ば
⼤
沢
も
利
に
服
し
し
ば
ら

く
詞
も
な
か
り
し
が
良
あ
つ
て
成
程
貴
殿
の
御
う
ら
み
尤
也
そ
れ
が
し
に
お
ゐ
て
其
元
を
う
た
が
ひ
申

所
存
は
少
し
も
こ
れ
な
く
候
へ
ば
中
む
ら
⽒
に
は
兼
て
よ
り
貴
殿
の
事
は
ゐ
ぜ
ん
治
備
公
へ
仕
へ
ら
れ

し
⾝
ぶ
ん
な
れ
は
若
や
裏
切
も
い
た
さ
れ
ん
か
と
思
ひ
過
し
て
斯
遠
ざ
け
ら
れ
し
な
り
そ
れ
が
し
貴
殿

の
⼼
底
き
ふ
く
の
上
今
さ
ら
う
た
が
ふ
べ
き
⼦
細
や
あ
ら
ん
今
は
⽅
便
つ
ゝ
ま
ず
語
り
申
聞
す
べ
し
夫

に
て
貴
殿
の
野
⼼
に
思
わ
ぬ
証
拠
な
り
と
当
り
に
⼼
を
つ
け
さ
ゝ
や
い
て
語
り
け
る
は
明
⽇
の
企
と
申

は
⼤
守
を
御
迎
へ
申
御
能
番
組
を
追
々
御
所
望
の
よ
し
に
て
⾦
⾕
に
て
夜
を
ふ
か
し
御
隠
居
よ
り
の
御

馳
⾛
と
が
う
し
て
供
⼈
に
い
た
る
迄
酒
を
勧
め
夜
陰
御
帰
館
の
み
ち
を
さ
へ
ぎ
り
は
る
か
の
脇
よ
り
鉄

炮
に
て
う
ち
奉
ら
ん
⽅
便
な
り
其
む
ね
相
⼼
得
て
と
も
〴
〵
に
御
加
勢
な
さ
る
べ
し
い
づ
れ
も
同
意
に

て
内
々
⽤
意
に
ひ
ま
も
是
な
し
最
は
や
教
千
代
君
の
御
代
と
な
ら
ん
事
こ
の
⼀
件
に
あ
り
と
つ
ぶ
さ
に

物
語
る
詞
の
中
よ
り
も
⾼
⽥
胸
中
を
苦
し
め
是
迄
は
そ
れ
が
し
い
ろ
〳
〵
と
⼿
を
か
へ
品
を
か
ゑ
謀
計

の
さ
ま
た
げ
を
な
せ
し
に
も
は
や
御
運
命
も
明
⽇
に
せ
ま
り
ぬ
ち
か
ご
ろ
⼝
お
し
き
次
第
な
り
と
⻭
が

み
を
な
し
つ
る
が
猶
か
た
き
と
ら
れ
じ
と
⾯
を
や
わ
ら
げ
悦
笑
し
て
近
ご
ろ
⼼
よ
き
⽅
便
な
り
そ
れ
が

し
も
其
⼈
部
に
加
へ
ら
る
ゝ
様
に
御
推
挙
下
さ
る
べ
し
尤
某
義
は
配
ぜ
ん
⽅
の
義
な
れ
ば
明
朝
卯
の
刻
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よ
り
出
席
仕
れ
ば
今
晩
は
は
や
〳
〵
相
休
申
べ
し
明
朝
内
分
に
て
蜜
に
⼿
く
ば
り
の
義
を
御
知
ら
せ
頼

の
と
余
義
な
く
の
べ
て
⼤
沢
か
や
し
き
を
⽴
出
私
宅
に
か
へ
る
道
す
が
ら
も
此
⼀
凶
を
さ
ま
た
ぐ
る
事

あ
た
わ
ず
此
侭
う
ち
す
て
置
な
ば
⼤
守
の
御
⾝
の
う
へ
あ
や
ふ
し
⼜
七
⼿
の
衆
将
へ
此
よ
し
訴
へ
な
ば

家
中
動
乱
の
も
と
ひ
と
な
つ
て
争
怒
⽌
事
あ
る
ま
じ
そ
の
う
へ
御
隠
居
の
御
名
を
出
さ
ば
御
隠
居
へ
対

し
て
不
忠
な
り
所
詮
張
本
た
る
万
右
衛
⾨
を
打
果
す
よ
り
他
事
な
し
と
⼼
魂
⼀
決
し
て
私
宅
へ
か
へ
り

能
〳
〵
思
へ
は
中
村
を
果
す
時
は
元
よ
り
我
⼀
命
も
共
に
き
へ
⾏
⾝
な
る
も
の
を
⽼
⺟
は
知
り
給
は
さ

る
か
と
お
も
へ
ば
胸
に
な
み
だ
の
せ
ぐ
り
来
て
こ
と
ば
を
い
で
ね
ば
⺟
妹
に
噺
も
な
く
明
⽇
の
御
能
の

役
義
に
て
早
天
よ
り
出
勤
い
た
す
ゆ
へ
今
晩
は
は
や
く
相
休
み
申
べ
し
と
て
そ
こ
〳
〵
に
挨
拶
し
て
ね

ま
へ
⼊
ま
く
ら
に
よ
り
て
も
⽬
を
合
ず
元
よ
り
君
ゆ
へ
死
す
る
命
さ
ら
〳
〵
惜
し
む
に
あ
ら
ね
ど
も
⼀

⼈
の
⺟
に
先
⽴
不
孝
と
い
ひ
妹
も
さ
ぞ
か
し
な
げ
く
な
ら
ん
誠
に
命
に
か
け
が
へ
も
有
な
ら
ば
君
へ
は

死
し
て
忠
義
と
⽴
⺟
へ
は
⽣
て
養
育
の
御
厚
恩
を
送
り
申
べ
き
に
と
瀧
津
瀬
の
な
み
だ
に
む
せ
び
寝
間

に
も
あ
ら
れ
ず
⽴
出
れ
は
⺟
妹
は
お
ど
ろ
き
い
か
ゞ
な
る
ゆ
へ
に
お
き
ら
れ
し
と
尋
に
善
蔵
今
宵
い

か
ゞ
成
ゆ
へ
に
や
寝
⼼
悪
く
⽬
も
合
ひ
申
さ
ゞ
る
也
若
有
合
候
酒
に
て
も
御
座
候
は
ゝ
少
々
所
望
に
□

ま
ゝ
と
あ
れ
ば
⺟
は
平
⽣
酒
を
好
ざ
る
善
蔵
殊
に
た
ま
〳
〵
の
事
な
れ
ば
⼼
安
き
事
な
り
⽤
意
し
て
呑

す
べ
し
と
て
妹
下
⼥
に
申
付
け
る
よ
つ
て
酒
肴
を
取
そ
ろ
へ
妹
持
参
し
て
善
蔵
に
す
ゝ
む
る
に
善
蔵
盃

な
ん
〳
〵
と
引
う
け
⼼
よ
げ
に
の
み
ほ
し
扨
結
構
な
る
御
酒
な
り
⺟
⼈
に
も
⼀
つ
召
上
ら
る
べ
し
甚
だ

の
銘
酒
也
是
は
な
に
と
い
ふ
酒
な
る
や
と
妹
に
尋
け
る
に
い
も
と
は
是
は
詞
い
ぶ
か
し
く
思
へ
ど
も
尋

に
応
じ
て
是
は
名
酒
に
て
は
な
し
只
並
酒
也
と
い
ふ
善
蔵
合
点
せ
ず
い
や
〳
〵
左
に
あ
ら
す
⼝
中
へ
⼊

て
甚
⼼
よ
し
⺟
⼈
に
も
是
⾮
召
あ
げ
ら
る
べ
し
と
達
て
勧
む
に
は
ゝ
も
詮
⽅
な
く
取
上
て
呑
れ
し
盃
を

善
蔵
頭
戴
し
て
⼜
妹
へ
さ
し
互
に
し
ば
し
酒
宴
を
取
結
ふ
⼼
の
う
ち
は
是
今
⽣
の
暇
乞
の
さ
か
づ
き
と

思
へ
ど
も
⾯
へ
は
顕
ら
は
さ
ず
何
⾓
物
事
に
な
ぞ
ら
へ
て
妹
へ
親
孝
⾏
な
す
べ
き
の
お
し
へ
を
よ
そ
な

が
ら
語
り
て
⺟
親
へ
わ
か
れ
の
詞
を
い
た
し
ぬ
れ
ば
は
ゝ
妹
も
つ
ゆ
し
ら
ず
別
れ
て
皆
々
ふ
し
に
け
る

さ
れ
共
善
蔵
は
⺟
へ
の
名
残
り
を
忘
れ
や
ら
ず
⺟
妹
が
ね
い
き
を
か
ん
が
へ
蜜
に
趣
⽴
て
兼
て
秘
蔵
せ

し
掛
地
の
裏
へ
さ
ら
〳
〵
と
⼀
⾸
の
書
置
を
残
し
床
の
間
へ
か
け
置
け
る
後
に
屋
舗
⽴
退
き
し
砌
り
こ

の
掛
地
の
う
ら
を
⾒
し
に 

 

思
ひ
⽴
死
出
の
⼭
路
は
い
と
は
ね
ど 

 

⺟
そ
の
森
の
露
ぞ
か
な
し
き 

と
書
し
る
し
残
せ
し
を
親
⼦
は
善
蔵
か
形
⾝
と
思
ひ
い
と
ゝ
涙
の
種
と
は
な
り
ぬ 

 

⾦
⾕
御
殿
騒
動
之
事 

 

并
⾼
⽥
善
蔵
武
⽥
へ
御
預
け
の
事 

斯
て
⾼
⽥
善
蔵
は
⼀
期
の
安
否
明
朝
に
あ
り
と
⼼
魂
に
覚
悟
を
極
し
か
は
⽬
も
合
ず
し
て
明
れ
ば
⼆
⽉

⼋
⽇
の
早
天
よ
り
起
⽴
て
妹
に
⾔
付
出
仕
の
⽀
度
い
た
さ
せ
⾃
⾝
た
ん
す
に
か
ゝ
り
⽩
む
く
⼀
⾐
取
出

し
既
に
着
せ
ん
と
す
る
に
⺟
妹
は
い
ぶ
か
し
く
今
⽇
は
御
⽬
出
度
の
御
能
な
る
に
い
か
な
る
ゆ
ゑ
ん
に

⽩
む
く
着
せ
ら
る
ゝ
や
と
尋
ね
に
善
蔵
返
答
に
当
惑
し
が
や
ゝ
あ
つ
て
今
⽇
の
御
能
の
義
は
御
隠
居
様

よ
り
⼤
守
を
御
請
招
の
義
に
て
甚
⼤
切
な
る
事
な
り
す
べ
て
最
上
の
義
式
に
は
⽩
む
く
を
着
す
る
が
古

格
な
り
夫
故
に
本
式
を
か
ゝ
さ
ず
着
い
た
し
出
勤
仕
る
な
り
と
⼼
の
内
に
は
無
常
を
思
へ
ど
も
⾯
は
喜

悦
の
相
を
顕
は
し
⽩
む
く
を
着
し
上
着
に
は
御
拝
領
の
光
絹
を
か
さ
ね
上
下
⽴
派
に
か
ざ
り
⽴
い
つ
も

の
ご
と
く
挨
拶
し
て
⽴
出
ん
と
す
る
に
⺟
は
宵
よ
り
の
こ
と
ば
の
は
し
と
い
ひ
今
朝
の
し
だ
ら
⼼
に

か
ゝ
り
し
か
ば
気
を
つ
け
て
随
分
凶
事
な
く
⾸
尾
能
役
義
を
相
つ
と
め
帰
宅
せ
ら
る
べ
し
と
常
に
か
わ

り
し
挨
拶
に
善
蔵
も
扨
は
い
わ
ね
と
む
し
が
知
ら
せ
し
か
と
思
へ
は
い
と
ゞ
せ
き
く
る
な
み
だ
お
し
ぬ

ぐ
ひ
妹
に
む
か
い
ず
い
ぶ
ん
は
ゝ
へ
気
を
つ
け
よ
と
い
ゝ
付
て
⽴
い
で
は
出
な
が
ら
是
ぞ
⼀
期
の
別
れ

と
お
も
へ
ば
踏
出
す
⾜
も
む
か
う
へ
す
ゝ
ま
ず
思
わ
ず
後
へ
⽴
戻
り
懐
中
の
⽯
筆
と
り
出
し
⽩
紙
に
さ

ら
〳
〵
と 

 

か
り
染
に
置
し
ら
露
に
消
か
へ
る 
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草
葉
の
影
に
⽉
や
待
ら
ん 

と
書
ち
ら
し
妹
に
渡
し
お
き
そ
ゞ
ろ
な
み
だ
を
お
し
ぬ
ぐ
ひ
屋
舗
を
こ
そ
は
出
け
る
斯
て
⼼
は
残
れ
ど

も
思
ひ
切
て
⾦
⾕
御
殿
へ
⽴
出
れ
ば
は
や
御
能
の
⽤
意
を
な
し
お
の
〳
〵
座
例
を
さ
だ
め
⼤
守
の
御
⼊

来
を
今
や
遅
し
と
待
受
け
る
⾼
⽥
善
蔵
は
御
隠
居
の
御
ぜ
ん
へ
罷
出
御
祝
義
を
申
上
引
退
く
し
ば
ら
く

思
案
を
な
し
何
お
も
ひ
け
ん
⽯
原
林
之
丞
を
以
て
中
村
万
右
衛
⾨
⽅
へ
申
送
り
け
る
は
只
今
⽕
急
に
御

⽬
に
か
ゝ
り
御
内
談
申
⼊
度
事
有
之
候
へ
は
千
⿃
の
御
廊
下
ま
で
御
出
席
下
さ
れ
か
し
と
申
遣
し
其
⾝

は
千
⿃
の
廊
下
へ
⽴
い
で
鯉
⼝
く
つ
ろ
げ
中
村
が
来
る
を
時
刻
お
そ
し
と
待
儲
ふ
け
る
時
に
中
村
万
右

衛
⾨
は
⽯
原
が
知
ら
せ
に
よ
つ
て
⽕
急
の
⽤
事
と
は
⼼
得
ず
と
何
⾓
を
さ
し
置
千
⿃
の
廊
下
へ
趣
し
に

待
も
ふ
け
た
り
た
か
だ
夫
と
⾒
る
よ
り
出
向
ひ
先
刻
よ
り
御
出
の
ほ
ど
待
兼
し
と
い
ふ
に
中
村
⽕
急
の

内
談
と
は
⼼
遣
ひ
な
り
何
⽤
な
る
ぞ
と
た
づ
ね
に
善
蔵
鯉
⼝
く
つ
ろ
げ
先
刻
よ
り
待
兼
し
は
⽤
事
と
い

ふ
は
真
斯
の
次
第
な
り
と
抜
は
な
し
て
切
り
付
れ
ば
さ
し
も
の
万
右
衛
⾨
思
ひ
も
よ
ら
ざ
る
事
な
れ
ば

気
お
く
れ
し
て
こ
は
け
う
じ
也
ひ
き
や
う
⾄
極
何
意
趣
あ
つ
て
斯
は
計
ら
ふ
⼦
細
い
か
に
と
の
ゝ
し
り

な
が
ら
逃
ん
と
す
る
を
意
恨
は
な
ん
じ
が
胸
中
に
あ
ら
ん
ひ
き
や
う
せ
ず
と
い
で
⽴
合
ふ
て
勝
負
を
せ

よ
と
た
ゝ
み
か
け
〳
〵
切
込
し
に
⽚
は
き
四
五
⼨
打
き
ら
れ
に
げ
ん
と
す
れ
ど
も
⾜
よ
ろ
め
き
ひ
る
む

所
を
た
ゝ
み
か
け
〳
〵
切
ふ
せ
ん
と
す
る
を
次
の
間
に
控
へ
し
⼈
持
組
納
⼾
⽅
⼾
⽥
与
市
兵
衛
此
体
を

⾒
て
⼤
に
お
ど
ろ
き
か
け
よ
つ
て
善
蔵
を
い
だ
き
留
い
か
な
る
⼦
細
ぞ
先
せ
か
る
ゝ
な
と
お
し
な
だ
め

⼤
⾳
に
て
御
廊
下
に
お
ゐ
て
⼝
論
あ
り
い
づ
れ
も
出
あ
ひ
た
ま
へ
と
の
ゝ
し
り
呼
は
り
け
る
に
ぞ
次
の

間
に
詰
合
せ
し
諸
⼠
⼤
き
に
驚
き
み
な
わ
れ
⼀
に
⾦
⾕
御
殿
へ
は
せ
集
り
此
騒
動
を
聞
付
て
諸
家
中
⼭

を
な
し
⼦
細
わ
か
ら
ね
ば
諸
家
中
⼤
に
さ
は
ぎ
け
る
が
何
分
委
細
わ
か
ら
ね
ば
万
右
衛
⾨
を
介
抱
し
与

市
兵
衛
は
善
蔵
が
⼀
腰
を
預
り
双
⽅
論
実
を
と
ふ
所
に
は
や
七
⼿
の
諸
将
お
ゐ
〳
〵
に
は
せ
集
り
中
に

も
本
⽥
安
房
守
横
⼭
求
⾺
は
御
⽤
番
の
事
な
れ
ば
双
⽅
⼝
論
と
の
事
な
る
ゆ
へ
先
⾼
⽥
善
蔵
を
屏
⾵
囲

へ
⼊
お
き
御
⼩
性
頭
江
守
平
⾺
殿
へ
御
預
け
な
さ
れ
ま
た
中
村
万
右
衛
⾨
は
き
う
所
の
深
⼿
に
て
次
第

⼼
労
つ
か
れ
終
に
は
空
し
く
成
し
か
ば
御
隠
居
御
ひ
ひ
き
つ
よ
き
中
村
の
事
な
れ
ば
横
死
の
さ
た
を

と
ゞ
め
て
只
病
気
の
体
に
も
て
な
し
同
⽇
の
暮
⽅
則
ち
屋
舗
へ
送
ら
れ
け
る
斯
て
此
お
も
む
き
⼤
守
の

御
前
に
お
ゐ
て
七
⼿
の
⽼
中
評
義
ま
ち
〳
〵
に
て
御
近
習
が
し
ら
武
⽥
喜
⼋
郎
を
以
て
⾼
⽥
善
蔵
か
た

へ
今
⽇
の
⽀
義
御
た
づ
ね
の
所
善
蔵
申
け
る
は
私
義
は
中
村
万
右
衛
⾨
に
い
さ
ゝ
か
の
意
恨
御
座
候
付

御
廊
下
に
お
ゐ
て
う
ち
果
し
直
さ
ま
切
腹
仕
ら
ん
と
存
ぜ
し
に
⼾
⽥
与
市
兵
衛
殿
に
さ
へ
き
ら
れ
空
し

く
本
懐
を
達
せ
す
近
こ
ろ
無
念
に
候
な
り
外
に
申
上
る
事
と
て
は
⼀
⾔
半
句
も
御
座
な
く
候
と
へ
ん
と

う
に
お
よ
び
し
か
ば
ま
た
〳
〵
⽼
中
評
義
に
及
び
其
夜
四
つ
時
に
⼈
持
組
武
⽥
五
郎
⼋
⽅
へ
御
預
け
な

さ
れ
け
る
扨
中
村
は
落
命
に
き
わ
ま
り
し
う
へ
は
⼝
論
の
す
じ
ゆ
へ
罪
料
の
事
も
是
あ
る
ま
じ
と
御
⽤

番
本
⽥
安
房
守
横
⼭
求
⾺
両
⼠
⾒
聞
の
為
⽴
越
ら
れ
⾒
と
ゞ
け
相
済
則
野
町
⼤
連
寺
へ
死
骸
を
葬
ら
れ

し
と
な
り
扨
翌
朝
七
⼿
の
⽼
中
を
は
じ
め
役
が
ゝ
り
の
諸
⼠
の
こ
ら
ず
評
定
所
へ
相
詰
お
の
〳
〵
評
義

に
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
本
⽥
安
房
守
申
さ
る
ゝ
に
⾼
⽥
善
蔵
事
は
い
さ
ゝ
か
の
意
恨
を
も
つ
て
中
村
万
右
衛

⾨
を
殺
害
せ
し
事
是
本
⼼
に
て
な
せ
し
事
な
ら
す
正
し
く
狂
乱
せ
し
な
ら
ん
と
ぞ
ん
ず
れ
ば
此
お
も
む

き
を
⾔
上
に
お
よ
び
其
罪
に
応
じ
事
糾
明
申
つ
く
べ
し
と
義
せ
ら
れ
け
る
に
は
る
か
末
席
に
あ
り
し
渡

辺
⾦
兵
衛
申
け
る
は
企
く
左
に
あ
ら
ず
平
⽣
五
常
を
以
て
⾝
を
納
め
君
命
を
重
ん
ず
る
⾼
⽥
善
蔵
い
わ

れ
あ
る
意
恨
の
す
じ
な
く
て
は
斯
は
は
か
ら
ふ
ま
じ
ま
た
若
輩
も
の
と
い
へ
ど
悟
道
を
わ
き
ま
へ
中
〳

〵
性
根
を
み
だ
す
男
に
あ
ら
ず
今
⼀
応
御
詮
義
あ
つ
て
し
か
る
べ
し
と
お
く
す
る
⾊
な
く
申
け
る
に
皆

〳
〵
是
に
⼀
同
し
て
此
趣
き
を
中
将
治
備
公
へ
⾔
上
に
お
よ
び
し
か
ば
治
備
公
此
義
尤
に
思
し
め
さ
れ

重
く
武
⽥
喜
⼋
郎
を
江
守
平
⾺
⽅
へ
遣
ひ
に
つ
か
は
さ
れ
善
蔵
に
御
尋
の
所
に
⾼
⽥
答
へ
て
先
達
て
⾔

上
に
お
よ
び
し
上
余
義
な
し
と
は
申
せ
ど
も
再
三
の
御
た
づ
ね
ゆ
へ
今
さ
ら
辞
す
る
に
こ
と
ば
な
し
意

恨
の
趣
⼀
々
に
紙
⾯
に
顕
し
差
上
べ
し
御
取
次
下
さ
る
べ
し
と
則
料
紙
を
取
よ
せ
中
村
万
右
衛
⾨
旧
悪

七
⼗
五
µ
条
を
具
に
相
認
め
蜜
に
御
内
⾒
遊
ば
さ
れ
評
義
よ
ろ
し
く
頼
み
奉
る
と
喜
⼋
郎
へ
相
渡
せ
ば

則
⼤
守
へ
右
之
七
⼗
五
µ
条
の
書
附
さ
し
上
し
に
残
ら
ず
御
披
⾒
の
上
御
側
な
る
⽕
鉢
へ
か
の
壱
通
を
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投
⼊
た
ま
ひ
け
む
り
と
な
し
て
早
速
前
⽥
⼟
佐
守
を
召
寄
ら
れ
て
御
側
の
諸
⼠
を
遠
ざ
け
ら
れ
蜜
に
御

内
意
あ
り
し
う
へ
は
⼟
佐
守
委
細
承
知
し
て
翌
朝
評
定
所
へ
罷
い
で
御
内
意
の
趣
き
を
披
露
に
お
よ
び

則
中
村
万
右
衛
⾨
か
跡
式
⾼
⽥
が
あ
と
め
の
こ
ら
ず
御
改
易
仰
付
ら
る
ゝ
の
由
に
て
役
⼈
を
差
遣
は
さ

れ
双
⽅
と
も
に
今
⽇
中
に
⽴
退
き
申
べ
き
段
相
ふ
れ
ら
れ
し
か
ば
中
村
万
右
衛
⾨
が
家
内
の
こ
ら
ず
昨

⽇
の
栄
花
ひ
き
か
へ
て
⾏
衛
定
め
ず
⽴
退
け
る
⼜
⾼
⽥
が
⽼
⺟
妹
も
御
上
意
も
だ
し
が
た
く
善
蔵
が
う

き
⾝
の
う
へ
も
⼼
に
か
ゝ
り
涙
な
が
ら
に
家
財
を
う
り
代
な
し
な
く
〳
〵
御
城
下
北
⾕
と
い
ふ
所
へ
引

退
き
し
と
か
や
然
る
に
翌
⼗
四
⽇
の
朝
前
⽥
⼟
佐
守
か
た
へ
⾼
⽥
が
⽼
⺟
妹
を
召
呼
ば
れ
此
度
忰
善
蔵

義
⾦
⾕
御
殿
に
お
ゐ
て
中
村
万
右
衛
⾨
と
刃
場
に
お
よ
び
し
事
其
根
元
を
た
ず
ぬ
る
に
⼀
々
当
⼤
守
の

御
為
に
て
わ
た
く
し
な
ら
ざ
る
忠
⾂
の
武
⼠
近
ご
ろ
お
し
き
も
の
な
れ
ど
も
御
廊
下
に
お
ゐ
て
の
無
法

と
い
ひ
⼀
国
⼀
家
中
を
騒
動
さ
せ
し
落
度
逃
れ
が
た
く
既
に
せ
つ
ふ
く
に
事
極
り
た
り
双
⽅
共
に
同
罪

の
事
な
れ
ば
壱
度
に
⽴
の
き
仰
付
ら
る
ゝ
と
い
へ
ど
も
御
上
の
御
慈
悲
を
も
つ
て
其
⽅
た
ち
跡
式
の
義

は
し
ば
ら
く
江
守
平
⾺
へ
御
預
け
な
さ
る
ゝ
な
り
そ
れ
ま
で
両
⼈
へ
五
⼗
⼈
扶
持
当
て
お
こ
な
わ
る
ゝ

な
り
其
む
ね
有
難
く
御
請
申
さ
る
べ
し
と
残
る
か
た
な
く
御
情
の
詞
に
親
⼦
有
が
た
く
涙
を
う
か
め
善

蔵
義
は
は
じ
め
よ
り
君
に
差
上
奉
り
し
⼀
命
由
へ
今
更
く
や
む
事
さ
ら
〳
〵
是
な
く
候
へ
ど
も
跡
し
き

の
義
い
か
ゞ
と
⽬
も
合
ず
あ
ん
ど
の
思
ひ
も
こ
れ
な
き
所
に
御
厚
情
の
御
上
意
受
た
ま
は
る
上
は
此
上

の
本
望
こ
れ
有
ま
じ
よ
ろ
し
く
御
礼
仰
上
ら
れ
下
さ
る
べ
し
と
我
⼦
の
切
腹
の
や
う
す
聞
な
が
ら
も
さ

す
が
は
武
⼠
の
⺟
と
て
愁
悲
の
体
を
⾯
へ
も
顕
ら
は
さ
ず
へ
ん
と
う
に
及
ぶ
と
あ
は
れ
と
い
ふ
も
中
〳

〵
な
り
斯
て
⼟
佐
守
は
両
⼈
へ
⼼
を
つ
け
さ
し
か
へ
し
事
後
す
ぐ
さ
ま
⼤
守
へ
ま
か
り
出
⼀
々
⽼
⺟
返

答
申
あ
げ
し
ば
ら
く
な
み
だ
に
く
れ
け
れ
ば
⼤
守
も
共
〴
〵
に
御
落
涙
を
遊
は
さ
れ
け
る
こ
そ
御
誠
⼼

な
れ
此
う
わ
さ
を
聞
⼈
毎
に
な
み
だ
を
催
さ
ぬ
は
な
か
り
し
と
な
り 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
五
終 

 

︵
第
⼗
六
︶ 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
六 

⼀
 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
辞
世
之
事 

 
 
并
野
送
前
代
未
聞
の
事 

⼀
 

⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 
 
并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 

 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
六 

 

⾼
⽥
善
蔵
切
腹
辞
世
の
事 

 

并
に
野
送
り
前
代
未
聞
の
事 

然
る
に
前
⽇
⼆
⽉
⼗
三
⽇
御
⼩
性
頭
の
事
な
れ
ば
江
守
平
⾺
⽅
へ
使
者
を
以
て
申
つ
か
は
さ
れ
け
る
は

其
⽅
預
り
し
た
⾼
⽥
善
蔵
義
御
廊
下
に
お
ゐ
て
中
村
万
右
衛
⾨
を
打
果
せ
し
だ
ん
不
届
に
存
じ
ら
れ
其

う
へ
御
隠
居
よ
り
⼤
守
へ
御
饗
応
の
御
能
を
さ
ま
た
げ
候
事
彼
是
中
村
を
打
し
つ
み
逃
れ
が
た
く
明
後

⼗
三
⽇
切
腹
申
つ
け
候
間
そ
の
む
ね
相
⼼
得
申
べ
し
と
の
御
上
意
に
て
則
御
紙
⾯
を
下
さ
れ
し
か
ば
平

⾺
則
御
紙
⾯
て
う
戴
仕
り
披
⾒
い
た
す
に
罪
科
の
次
第
も
顕
は
さ
ず
書
つ
け
ら
れ
し
⽂
⾔
に
い
は
く
⼀

⾼
⽥
善
蔵
明
後
⼗
五
⽇
及
暮
切
腹
仰
付
ら
れ
候
条
被
致
其
意
為
検
使
と
御
⼿
前
並
に
同
役
之
内
壱
⼈
被

申
談
御
番
頭
同
道
武
⽥
五
郎
⼋
へ
罷
可
被
越
候
其
節
武
⽥
喜
⼋
郎
坂
井
要
⼈
御
横
⽬
園
⽥
⼀
兵
衛
罷
出

候
様
に
申
渡
し
候
以
上 

 

⼆
⽉
⼗
三
⽇ 

本
⽥
安
房
守 

 
 

 

⻑
 

⼤
隅
守 

 
 

 

奥
村
河
内
守 
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前
⽥
⼟
佐
守 

 
 

 

奥
村
 
主
⽔ 

 
 

 

村
井
 

⼤
学 

 
 

 

横
⼭
 
求
⾺ 

 
 

 

前
⽥
 

⼤
炊 

 
 

 

⻄
尾
 
隼
⼈ 

 
 

 

伴
 
 
⼋
⽮ 

 
 

 

⼤
⾳
 
帯
⼑ 

 
 

 
本
⽥
 

刑
部 

 
 

 
前
⽥
 

図
書 

 
 

 
篠
原
 
織
部 

 
 

江
守
平
⾺
殿 

と
あ
れ
ば
壱
通
を
巻
納
め
委
細
畏
り
奉
り
し
旨
へ
ん
と
う
い
た
し
使
者
を
か
へ
し
夫
よ
り
武
⽥
喜
⼋
郎

か
た
へ
内
意
を
も
つ
て
申
遣
し
五
郎
⼋
が
⽅
へ
も
知
ら
せ
に
は
や
先
達
て
御
使
者
と
し
て
⻑
森
⼤
部
さ

し
越
て
⾼
⽥
へ
御
上
意
の
お
も
む
き
仰
聞
ら
れ
し
に
⾼
⽥
い
さ
い
承
り
そ
れ
が
し
御
上
お
も
は
ゞ
か
ら

ず
不
調
法
仕
候
処
御
厚
情
を
も
つ
て
重
き
御
成
敗
に
も
仰
付
ら
る
ゝ
の
義
を
せ
つ
ふ
く
仰
付
ら
れ
し
段

冥
加
に
か
な
ひ
有
難
く
存
候
と
御
返
答
を
申
あ
げ
そ
れ
よ
り
今
⽣
の
暇
乞
と
五
郎
⼋
に
対
⾯
し
よ
そ
な

が
ら
⺟
妹
が
事
を
た
の
み
称
名
を
唱
へ
せ
つ
ふ
く
の
覚
悟
を
い
た
し
け
る
斯
て
定
⽇
⼗
五
⽇
に
も
成
し

か
ば
武
⽥
五
郎
⼋
⽅
に
は
書
院
先
に
弍
⾒
三
げ
ん
の
仮
屋
を
こ
し
ら
へ
縁
と
り
の
中
座
を
引
詰
⽩
へ
り

の
⽑
檀
弍
ま
い
を
敷
同
じ
⽩
布
の
ふ
と
ん
弍
つ
⽤
意
し
⽩
幕
を
う
ち
廻
し
外
に
武
⽥
家
の
定
紋
の
ま
く

を
は
り
善
蔵
が
切
腹
の
⽤
意
を
と
ゝ
の
へ
け
る
し
か
る
に
せ
つ
ふ
く
⾒
届
け
⾒
聞
の
役
義
と
し
て
さ
し

越
候
⾯
々
に
は 

 
 

 
 

⾦
⾕
御
殿 

 
 

 
 
 

御
⼩
性
頭
御
番
頭 

 
 

御
上
使
 
武
⽥
喜
⼋
郎 

 
 

副
 
使
 

坂
井
要
⼈ 

 
 

御
横
⽬
 
⼭
本
九
郎
太
夫 

 
 

御
徒
横
⽬
 

⾼
松
宅
右
衛
⾨ 

 
 

同
 
 
 
⼭
崎
作
兵
衛 

 
 

御
⼩
姓
頭
 

江
守
平
⾺ 

 
 

 

 
神
尾
伊
兵
衛 

 
 

⼤
横
⽬
 
 

⽯
川
茂
兵
衛 

 
 

 

 
今
井
恒
右
衛
⾨ 

 
 

御
徒
横
⽬
 

近
藤
源
五
郎 

 
 

 

 
吉
江
武
右
衛
⾨ 

 
 

介
錯
役
 
 

吉
村
安
右
衛
⾨ 

 
 

 

 
⻑
⽥
直
右
衛
⾨ 

右
の
衆
中
御
役
義
蒙
り
⼆
⽉
⼗
五
⽇
午
の
上
刻
に
五
郎
⼋
が
や
し
き
に
御
⼊
来
あ
れ
ば
預
り
ぬ
し
武
⽥

五
郎
⼋
出
む
か
ひ
上
使
を
伴
ひ
上
座
へ
写
し
け
れ
ば
則
⾼
⽥
善
蔵
を
側
ち
か
く
召
よ
せ
⼤
守
よ
り
の
御

奉
書
を
相
渡
さ
る
れ
ば
善
蔵
あ
り
が
た
く
頂
戴
い
た
し
披
⾒
の
う
へ
恐
れ
⼊
り
す
ぐ
さ
ま
し
ろ
縁
の
も

う
せ
ん
の
上
に
座
し
て
覚
悟
を
極
め
待
う
け
け
れ
ば
各
そ
れ
〳
〵
の
例
を
定
着
座
あ
れ
ば
⽯
井
茂
兵
衛

三
⽅
に
短
⼑
を
の
せ
⾼
⽥
が
ま
へ
に
直
し
置
い
ぜ
ん
の
ご
と
く
座
に
つ
け
ば
則
預
り
主
武
⽥
五
郎
⼋
よ

り
伽
羅
壱
包
⻩
泉
の
旅
だ
ち
の
餞
別
と
し
て
⾼
⽥
へ
遣
し
け
れ
ば
善
蔵
⼀
礼
を
謝
し
て
お
し
い
た
ゞ
き

則
左
の
た
も
と
へ
⼊
に
け
る
時
に
介
錯
の
役
義
蒙
り
し
吉
村
⻑
⽥
の
⾯
々
此
ご
ろ
よ
り
私
宅
に
あ
り
し
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善
蔵
な
れ
ば
名
残
も
お
し
く
せ
め
て
も
家
座
に
と
て
お
の
〳
〵
⼀
句
づ
ゝ
撰
み
⾼
⽥
へ
渡
し
け
れ
ば
善

蔵
あ
り
難
き
む
ね
を
報
じ
則
押
ひ
ら
き
⾒
る
に 

 
彼
岸
へ
咲
か
ゝ
る
梅
の
名
残
哉 

 
 

 

吉
村
安
右
衛
⾨ 

 
花
は
根
に
帰
る
ぞ
床
し
春
の
雪 

 
 

 

⻑
⽥
次
郎
右
衛
⾨
よ
り 

雁
⾦
の
⾒
ぬ
世
へ
か
へ
る
余
浪
か
な 

 
 

 

⻑
⽥
次
郎
兵
衛
よ
り 

右
三
句
あ
れ
は
押
い
た
ゝ
き
右
の
袂
へ
出
し
⼊
既
に
時
刻
ふ
り
ぬ
と
短
⼑
を
お
し
い
た
ゝ
き
逆
⼿
に
持

て
今
そ
今
⽣
の
名
残
な
れ
は
⼀
⾸
を
残
し
た
し
と
⾼
ら
か
に 

 
思
ひ
⼊
る
⼼
の
⽉
の
そ
ら
晴
れ
て 

 
今
宵
そ
⻄
の
⽅
へ
⾏
ら
む  

と
詠
し
捨
上
使
副
使
そ
れ
〳
〵
の
役
⼈
⼝
⼀
礼
を
な
し
御
介
錯
御
苦
労
に
存
る
と
詞
を
か
け
腹
に
く
つ

と
突
た
て
右
よ
り
左
へ
引
廻
さ
ん
と
す
る
時
介
錯
吉
村
安
右
衛
⾨
抜
も
ふ
け
た
る
⼑
を
振
な
け
⾸
を
は

た
と
打
お
と
し
ぬ
上
使
を
は
し
め
各
⽴
派
の
最
期
を
賞
美
し
か
ん
る
い
を
流
し
皆
々
退
散
い
た
さ
れ
て

直
様
御
前
へ
罷
出
右
の
趣
⾔
上
に
及
へ
は
⼤
守
に
も
い
と
ゝ
御
不
便
に
思
し
召
れ
⼜
々
御
使
者
を
遣
わ

さ
れ
念
⽐
に
葬
り
遣
す
へ
き
よ
し
御
上
意
な
れ
は
委
細
を
畏
り
武
⽥
家
よ
り
⽴
派
に
葬
送
を
い
と
な
み

御
菩
提
所
⼤
乗
寺
へ
送
ら
れ
し
に
七
⼿
の
諸
将
を
は
し
め
⼀
家
中
不
残
供
に
つ
き
或
は
三
本
鎗
弍
本
道

具
お
の
〳
〵
⽴
派
に
出
⽴
送
り
し
か
は
⾦
沢
中
此
よ
し
を
聞
つ
け
皆
々
通
り
筋
に
⼭
を
な
し
⾼
⽥
か
最

期
を
い
と
お
し
み
け
る
誠
に
前
代
⾒
聞
の
事
に
し
て
古
語
に
い
へ
る
⻁
は
死
し
て
⽪
を
と
ゝ
む
⼈
は
死

し
て
名
を
と
ゝ
む
と
は
此
事
な
る
へ
し
お
し
む
へ
し
〳
〵 

 

⼤
乗
寺
⽯
碑
造
⽴
の
事 

 

并
⼤
⾳
⼊
道
安
⼼
修
⾏
の
事 

斯
て
⼤
乗
寺
に
お
い
て
和
尚
引
導
を
致
念
⽐
に
葬
ら
れ
則
⼀
家
中
よ
り
し
て
⽯
碑
を
す
へ
則
法
名
を
⽯

⾯
に 

 
 

 

⾼
⽥
善
蔵 

 

衡
漢
院
義
峰
⽴
節
居
⼠ 

 
 

 

⾏
年
⼗
九
歳 

堀
こ
み
武
⽥
家
よ
り
⽇
々
弔
ひ
善
尽
し
美
を
つ
く
し
い
と
な
み
け
る
に
諸
家
中
を
は
し
め
近
郷
近
在
よ

り
此
⽯
碑
へ
詣
て
る
輩
幾
何
万
と
い
ふ
数
し
ら
す
群
集
を
な
し
⼈
毎
に
涙
を
催
し
か
な
し
ま
さ
る
は
な

か
り
き
然
る
に
斎
宮
何
某
当
春
⽩
⼭
へ
奉
納
の
和
歌
の
事
を
思
ひ
出
し
い
と
ゝ
哀
を
催
し
諸
万
⼈
か
此

塚
を
取
ま
き
な
げ
き
か
な
し
む
有
さ
ま
殊
に
命
⽇
⼆
⽉
⼗
五
⽇
な
れ
は 

ね
は
ん
会
の
昔
を
今
に
法
の
庭 

と
弔
ひ
の
壱
句
を
な
し
供
々
に
供
養
を
な
し
け
る
と
也
⼜
⾼
⽥
か
⺟
い
も
う
と
は
有
に
も
あ
ら
す
⽯
碑

の
辺
り
に
な
け
き
か
な
し
み
け
る
か
い
も
う
と
は
⽯
塔
に
向
ひ
涙
な
が
ら 

 

塚
も
動
け
我
泣
こ
へ
や
雪
の
⾵ 

と
壱
句
を
せ
し
も
い
と
ゝ
あ
わ
れ
に
⾒
へ
に
け
る
此
よ
し
を
⼤
守
へ
つ
ふ
さ
に
聞
届
ら
れ
⾼
⽥
親
⼦
を

召
い
た
さ
れ
妹
に
似
合
し
き
養
⼦
を
と
ゝ
の
へ
⾼
⽥
勇
蔵
名
前
を
以
て
相
続
い
た
す
へ
き
旨
仰
付
ら
れ

し
か
は
⽼
⺟
は
歎
き
の
中
の
悦
ひ
と
安
堵
の
思
ひ
を
な
し
有
難
く
御
受
を
申
あ
け
退
散
い
た
せ
し
也
斯

て
七
⼿
の
諸
将
に
は
⽇
々
御
評
義
あ
つ
て
吟
味
の
役
義
前
⽥
⼟
佐
守
へ
⾔
渡
さ
れ
御
隠
居
御
放
逸
の
有

様
を
か
た
く
せ
い
し
奉
り
御
附
々
⼀
々
役
義
召
替
ら
る
ゝ
中
に
も
⼤
沢
⽮
⽊
の
⾯
々
は
御
暇
を
遣
わ
さ

れ
御
典
医
⽯
⽥
周
才
は
御
追
放
と
は
な
り
ぬ
斯
て
⽇
々
奥
か
ゝ
り
諸
役
⼈
の
詮
義
き
ひ
し
く
な
し
給
ふ

中
に
奥
⼥
中
⼆
⼈
⾃
害
を
致
さ
れ
し
事
当
も
つ
て
其
意
得
か
た
し
⽇
夜
御
吟
味
を
な
さ
れ
先
達
て
召
抱

へ
ら
れ
し
能
太
夫
狂
⾔
師
御
暇
に
て
万
右
衛
⾨
か
包
み
隠
せ
し
若
君
を
あ
ら
た
め
御
守
役
を
添
ら
れ
万
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端
⼟
佐
守
か
政
道
に
て
事
静
謐
に
治
る
と
い
へ
ど
も
皆
⾼
⽥
善
蔵
の
誠
忠
を
な
す
所
な
り
出
て
其
名
は

北
越
に
か
ん
は
し
く
国
⺠
こ
ぞ
つ
て
是
を
感
賞
す
誠
な
る
か
な
三
国
の
⼤
事
を
⾼
⽥
か
胸
中
に
納
め
既

に
⼤
義
に
及
ん
と
す
る
を
我
⼀
命
を
捨
て
中
村
を
殺
害
し
⼝
論
の
体
に
も
て
な
し
穏
便
に
⼤
家
を
納
め

ん
と
な
せ
し
加
能
越
ひ
ろ
し
と
い
へ
と
も
是
に
ま
し
た
る
⼤
忠
あ
る
ま
し
か
ゝ
る
信
勇
の
⼠
を
や
み
〳

〵
と
切
腹
申
付
ら
れ
し
は
御
隠
居
の
御
名
を
隠
さ
せ
給
は
ん
為
也
誠
武
⼈
は
⼀
代
に
し
て
名
を
後
代
に

と
ゝ
む
る
と
い
へ
る
古
語
是
に
あ
り
今
⾦
沢
に
⾼
⽥
な
く
ん
は
空
し
く
中
村
の
⽅
便
に
落
⼊
り
七
⼿
の

勇
将
と
い
ふ
と
も
終
に
は
是
に
頭
を
た
れ
ん
事
ま
の
当
り
な
り
是
正
し
く
御
先
祖
と
崇
奉
る
菅
神
公
の

御
加
護
に
よ
つ
て
豊
に
治
り
し
な
ら
ん
と
国
⺠
よ
ろ
こ
ひ
の
⾊
を
あ
ら
わ
し
涙
を
神
に
い
た
し
眼
を
⾒

ひ
ら
け
は
有
し
事
共
は
松
⾵
と
⾳
と
な
り
か
う
〳
〵
た
る
北
野
の
異
前
に
⼤
⾳
弥
七
⼊
道
は
ね
ふ
り
を

さ
ま
し
扨
は
夢
に
て
あ
り
し
と
⼤
に
お
と
ろ
き
正
し
く
御
神
夢
の
告
に
よ
つ
て
本
国
の
騒
乱
を
伺
ひ
し

り
⼤
概
已
後
⼭
崎
松
村
の
凶
悪
事
納
つ
て
中
村
か
積
悪
御
隠
居
に
取
⼊
て
我
意
を
三
国
に
ふ
る
ひ
し
を

⼤
忠
⾂
た
る
⾼
⽥
善
蔵
国
家
の
⼤
事
を
お
も
ん
は
か
つ
て
中
村
を
殺
害
し
前
⽥
⼟
佐
守
等
に
仁
政
に
よ

つ
て
本
国
静
謐
に
納
り
太
平
を
う
た
ふ
栄
華
の
御
代
と
成
ぬ
れ
は
今
は
⼼
に
か
ゝ
る
雲
も
な
く
い
よ
〳

〵
仏
⾨
に
⼊
つ
て
喜
六
郎
殿
の
御
菩
提
を
吊
ひ
奉
り
国
家
動
乱
に
よ
つ
て
⼀
命
を
失
ひ
し
⼈
々
の
浮
世

を
も
い
と
な
ま
ん
と
⼼
嬉
し
け
に
社
前
に
仕
し
け
に
か
ん
る
い
を
催
し
空
定
め
な
き
夢
の
世
い
つ
こ
と

治
り
さ
た
め
さ
る
旅
路
を
さ
し
て
主
君
の
為
⾼
⽥
か
為
修
⾏
を
起
し 

 

⼼
に
も
さ
ゝ
わ
る
空
の
雲
は
れ
て 

 

⽉
の
み
や
こ
を
け
ふ
そ
旅
た
ち 

と
⼝
す
さ
み
⾏
衛
定
め
ぬ
⾝
と
な
り
て
夢
の
浮
世
を
を
た
と
ら
れ
し
と
い
ふ
も
⼜
夢
に
て
は
な
か
り
け

り 
 

⾄
忠
加
賀
光
絹
第
⼗
六
⼤
尾 

 


